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例 言

1.本位は、舷阜市大字鷺山宇閤蝉、宇車蝉、字問屋に所証する埋蔵文化財包蔵地、鷺山蝉遺跡 鷺山

仙週遺跡の括畑湖査報告骨である。

2 本調査は、鷺山第二土地区画監理事章における公共施股用地漣設に伴う緊急尭姻調査として、軍務

寄託契約に，.づき、委託者 岐阜市鷺山筋二土地区画披理組合の澗読経費負担により、畳託者

(財)舷阜市教育文化振興事推回が実施した。

3 調査期間は下記の通りである.

現地調査 平成15"F5}]29日~平成16年3J115日

平成16年5月3IEI-平成17年3fll5日

平成17年5月27日~平成18年3月15日

整理報告平成17年5月27日~平成18年3月15日

平成18年5月23日~平成19'1'3月15日

4 調査組織は下記の通りである。

f調査主体者 (財)舷阜市教YI士化振興事軍団 理耶長佐藤俊正 (平成15-16年度)

調査担当

ff，田喜代l刊 (平成17年世)

河合浩 {平成18年度)

埋蔵文化財調査II(務所 所長今尾隆x!.(平成15年度)

i国村~品(平成 16- 1 8'1'度)

WI旧公年 ((財)蛙阜市教育文化振興事軍団埋蔵文化財調査事務所、平成15-18年

度尭姻調査。聾理報告]

lli田明i柴 m上、平成16年度一発掘綱推〕
山田真苅 [向上、平成17年度一琵掘調査・整理報告]

大問崎帯。I(向上、平成18年度整理報告]

前査補助員 (五十昔順)W木小夜 川繍端子 ー古持事l挺・沢田伊一郎 ・高木世子 。棚橋英子 ，

辻啓子村瀬市則轟利子横井聡子和凹啓子

作!%in(五十官MO新井千鶴 ・石凹久去をf四位一 上聞たかえ江崎隆己太田英代治
大野手:智子大洞勝己主111敏郎大山幸子磁山野ー郎加藤丸掠河合弘公

川崎隆文・北川政栄木村久美雄佐藤信行班藤一成鷲見米干問中義彦

竹村進折口正洋 戸凶器雄官成紀英子丸野紀明広踊孝一 ー前田博司・

三品彰。宮部敏子武雄二三子山口主治山][]寧山田芳雄古田松枝 ・

渡辺随一 桐山裕英子 t羽田啓子松丸成子

5 調査の進行且ひ'本啓の作成は.内摘信雄 (岐阜市教育昏f1会社会教育童).恩田裕之、井川祥子、

白木 晃、 Ill l!l :îf 久 ((財) 舵阜市教育文化振興事霊聞J~H蔵文化財湖慌Iß務所) の指導および協力

の下、朝凹が行い、大向崎がこれを補証した。また、協議に1則する事務処理及び調査経費の執行は‘

朝1mと吉田陥子((財)陛阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所)が行った。



6 整理作業は平成17'"は初回と山田真摘が、平成18年度は朝田と大詰崎が行った。

7 本舎の執{(f:は、第2章第1節を内網信雄が、第6章第 l節を新山雅弘が、第2節を植田弥生 野村

敏江が、前I節と第4節を藤棋久が、部l節第5節を且Ii事-YJ(それぞれ (株)パレオ ラボ〕

が、第2節 第3節を (株)吉凹生物研究所が、残りを朝団が行った。また、全体の編集は朝間と

大防崎が行った。

8 自然科学分析全般は (株)パレオ ラポに委託した。

9 木製品 銅製品の保存処理、樹極同定の一部及び漆限椛造分析は (株)吉田生物研究所に委託した。

10 調査区の写真測量は脚愛知玉野情報システム及び附イピソクに委託した。

11 遺物の写其擬影は住藤右文氏に依頼した。

12 出土壇物については下記の各氏にご教示を頂いた (敬称略)。

縄文晩期土器 岩顕彰利 (豊橋市教育委員会)

須恵器 渡辺博人 (各務原市教育委員会木曽川学研究所)

灰紬剛器中国産磁都

山茶碗古瀬戸 ー大熊

中世~近世土師器近世間器

常滑

古代銅製品

石器全般

尾野普裕 (京都国立博物館)

藤津良祐 (愛知学院大学)

金子健一((財)瀬戸市埋蔵文化酎センタ ) 

中野l哨久 (常滑市腔史民俗資料館)

松村恵司 (事且文化財研究所)

西村勝広 (各務原市埋蔵文化財センタ ) 

口 調査、現地公開及び報告脅作成の過程で、下記の各氏及び各機関にご指導、ご協力を賜った。探

く御礼巾L上げる次臨である。

小野木学大熊IJ;!昔、近藤大典中井均 三宅唯美山よ雅弘山田哲也鈴木正:ci:・賢元

洋中川尚子高木洋高稲方紀 n真理子舷♀市教育委日金融阜市まちづくり推進部区画
整理室舵1;trl'i歴史博物館 鷺山小学校・青山中学校 。長且西小学校 長且中学校 (敬称略)

14 写其などの淵査記録及び出土壇物は (財)畦阜市教育文化振興事業団が管理している。これら資料

を広〈活用されたい。

凡 例

く遺構>

1 遺構の略号は下記のとおり用いた。

58 竪穴住居、 5D 溝、 5K 土坑、 5E 井戸、 5A 土星柱穴列、 55 通路、 Pir 柱穴小穴、

5X その他の遺構

2 遺構~測図の縮尺は 1 /50を}j，!則とし、 1125、 1 /，剖、 1 1I田、 1/200、1/4曲、 1/5ぽ泊である。

また、}jIJi霊図の縮尺は全て 111加である。

3 遺僻笑測図に示すト ンの範聞は以下に示すとおりである。

医I焼土の範囲
4 遺構の方{立は真北を示L、座標は日本測地系第四系に準拠した。標向はT.P.(東京湾平均海面)を



用いた。

5 本牲における遺跡名の略称は鷺山蝉遺跡を rSS2J、鷺山仙道遺跡を rsys2 Jとした。また、遺

構番号は尭掘調査時の帯号を用いた。

遺構説明に関しては鷺山蝉遣時の場合 「鷺山蝉遺跡 (またはSS2) 調査区名 遺構番号」とし、

鷺山イdJi且遺跡の場合は 「鷺lliflh車遺跡 (またはSYS2)ー調査区名-i!l構番号」のように表記を行う。

ただし、鷺山蝉遣時As.S区といった捌査区単位毎に帯号をlから付与したため、調査区名が興なる

と、同ーの遺構番号であっても全く別の遺構を示Lている。

<例 1>r鷺山蝉遺跡AI区SDOlJと 「鷺山蝉遺跡81区SDOlJのように、調査区名が!f<なる場合、

全く別の遺構を示している。

く例 2>r鷺山蝉遺跡A1 sSDOlJと 「鷺山蝉遺跡A3区SDOlJのように、間査区がA区の範囲内

の込し合、調査隣接地であるため同ーの遺構を示している。

く遺物>

1 出土地物実測図の縮尺は 1/3を原則とし、一部金属製品 。土製品が1/2、一部大型木製品がlノ8で

ある。

2 回転ヘラ削り範囲は実線で記した。施利l範聞は一点鎖線で記L、断而のみの図では引き出L線で位

世を示した。

3 土師器皿の横ナデ調整の範聞は実綿で記し、断面のみの図では引き出L線で位世を示した。

4 土師器皿の黒く主主った部分はタール披である。また遺物図中のスクリーントーン部分は、土器の場

合は赤彩の範闘を、土製品 石製品の場合は鉱淳付着の範囲を、漆器腕の場合は朱漆の範囲を、金属

製品の場合は県漆の範囲を示L、各図面に対応するキャプションの通りである。

5 石器~測図中の破線は磨而の範闘を示し、断而に使用而を長印の純凶で示した。

6 遺物観察表中の法量欄の口径底径に関しては復元1lUを古み その値を ( )で示す。器問に関L

ては残存高を古み、その他を ( )で示す。また土師器皿の口径、器EEは最大値と最小値の平均で求

めた。

7 遺物集計表の集計値は接合陸の破片数である。
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第 1章遺跡の立地と環境

第1節遺跡の立地

濃尾平野は東側、西側丑び北側を尾張から連なるE陵地帯、聾老山地及び美濃山地に固まれ、南側

は伊勢湾に而している。濃尾平野を流れる木町l三111(長良川、木白川、鋭斐川)の沖積作用、あるい

は幾度も流路の移動、合流、分流を繰り返しながら現在の地形を形成していった。

岐阜市はこの波尾平野の北端に位置する。その地勢を概観した場合、北部は美i農山地、中部から南

部は波尾平野に分けることができる。木白三川の一つである長良川は舷阜r!Tを横断するように北東か

ら南西に流れ、粧阜市中河阿付近を扇JJiとする半径約 6km、高度差約15mの級扇状地を形成した。

遺跡が立地する陛阜市鷺山周辺は扇端付近に相当し、その現地表向はT.PJ4-15m程度である。この

扇状地の北限は、岐阜市鷺山にある独立小丘陵鷺山の北麓を通る東西の延長線までで、それより北側

には白羽川まで桂背湿地状の低地が広がる。今回報告する鷺山蝉遺跡 鷺山仙迫遺跡は岐阜市鷺山に

所在する複数の遺跡(鷺山遺跡群)の東側に位位する。地形的には長良川扇状地の北端および佳背湿

地状の低地部に立地する。

第2節周辺の逃跡(第 1・2図)

鷺山蝉遺跡・鷺山仙迫遺跡が位世する岐阜市の中 北部域では、平成2年~平成7年度に行われた

岐阜市遺跡詳細分布調査により、縄文時代から近世までの遺跡が多数確認されている。

縄文時代の遺跡では、長良川右岸自然挺防上に立地する凶野々遺跡がある。縄文時代中期から晩期

にかけての土器片が採集されており、その桂平成5年度には区画整理事業にともなう発掘調査が実施

された。

弥生時代から古墳時代にかけては域之内遺跡が最も代表的である。長良川右岸の扇状地上に立地L、

計10回以上の発掘調査が実施され、当該時四!の遺構 遺物が多数見つかっている。また、鷺山蝉遺跡

等に近接する地域では、東側の太凹遺跡で弥生時代中期から後期lにかけての遺物が、北東側の域111寺

正陵の一帯でも弥生土器が出土している。現地表高による検討となるが、弥生時代の遺構 ・遺物が確

認される遺跡はT.P.l5m以ょの地域に分布する傾向が見られる。城之内遺跡では古墳時代11:1期以降も

集落が継続して世まれた。古墳時代桂月lになると、城之内遺跡の北側、鷺山遺跡群の北側の域国寺丘

陵帯では多数の横穴式石室が、金華山西麓の瞳♀城千畳敷遺跡等でも横穴式石室が1基確認されて

いる。これら横穴式石室は山麓部分のT.P.20m以上の標高に分布する傾向が見られる。

古代には域之内遺跡の範聞に長良廃寺が造営され、多数の瓦が出土した。中でも人面瓦の出土が希

少倒としてあげられる。また、この域之内遺跡付近に方県駅の存在が想定されており、ここを通り美

浪国府 (敵阜県垂井町)まで過ずる古代東山道のルートが推定されている。この古代東山道推定ルー

ト付近には、福光花ノ木町遺跡、 鷺山蝉遺跡、鷺山仙迫遺跡、鷺山市場遺跡といった古代の遺構 遺

物が確認される遺跡が立地しており、古代交通のルート上、あるいはその付近に遺跡が集中する傾向

が見て取れる。鷺山遺跡群の発掘調査では、古墳時代から古代にかけての住居跡がI凹棟以上確認さ

第 1章遺跡の立地と環境

第I節遺跡の立地

濃尾平野は東側、西側亙び北側を尾~Hから連なる丘陵地帯、養老山地及び聾波山地に聞まれ、南側

は伊勢湾にI師している。it!尾平野を流れる木町l三J11 (長良川、木町川、揖斐川)の沖積作用、あるい

は幾度も流路の移動、合流、分流を繰り返しながら現在の地形を形成していった。

岐阜市はこの沼尾平野町北端に位置する。その地勢を概観した場合、北部は美濃山地、中部から南

部は濃尾平野に分けることができる。木目三川町一つである長良川は岐阜r!Tを横断するように北京か

ら南西に流れ、岐阜市中河原付近を扇頂とする半径約 6km、日度差約15mの級限状地を形成した。

遺跡が立地する岐阜市鷺山周辺は扇端付近に相当し、その現地表向はT.P.l4-15m程度である。この

扇状地の北限は、岐阜市鷺山にある独立小丘陵鷺山の北麓を通る東西の延長線までで、それより北側

にはμ羽川まで後背湿地状の低地が広がる。今回報告する鷺山蝉遺跡 鷺山仙道遺跡は岐阜市鷺山に

所荘する桜数の遺跡(鷺山遺跡群)の東側に位mする。地形的には長良川扇状地の北端および陸背湿

地状の低地部に立地する。

第2節周辺の逃跡(第 1・2図)

鷺山蝉遺跡・鷺山仙道遺跡が位位する岐阜市の中 北部地では、平成2年~平成7年度に行われた

舷阜市遺跡詳細分布調査により、縄文時代から近世までの遺跡が多数確認されている。

縄文時代の遺跡では、長良川右岸自然堤防上に立地する西野々遺跡がある。縄文時代中i聞から晩期

にかけての土器片が採集されており、その龍平成5年度には区画整理事業にともなう発掘閥査が笑施

された。

弥生時代から古墳時代にかけては域之内遺跡が最も代表的である。長良川右岸の扇状地上に立地し、

針叩回以上の発掘調査が実施され、当該時期の遺構造物が多数見つかっている。また、鷺山蝉遺跡

等に近接する地域では、東側の太凹遺跡で弥生時代中期から後期にかけての遺物が、北東側の域旺l寺

E陵町一帯でも弥生土器千が出土している。現地表高による検討となるが、弥生時代の遺構 遺物が確

認される遺跡はT.P.l5m以上の地域に分布する傾向が見られる。城之内遺跡では古墳時代中期以降も

集落が継続して首まれた。古墳時代佳問lになると、城之内遺跡の北側、鷺山遺跡群の北側の域国寺丘

陵 帯では多数の横穴式石室が、金主権山西麓の畦♀域千畳敷遺跡等でも横穴式石室が1基確認されて

いる。これら横穴式石室は山麓部分のT.P.20m以上の原日に分布する傾向が見られる。

古代には城之内遺跡の範凶に長良廃寺が造営され、多数の瓦が出土した。中でも人面瓦の出土が希

少例としてあげられる。また、この域之内遺跡付近に方県駅の存在が恕定されており、ここを通り美

i/ll国府(敵阜県垂引町)まで過ずる古代草山迫のルートが推定されている。この古代東山道推定ルー

ト付近には、福光花ノ木町遺跡、鷺山蝉遺跡、鷺山仙近遺跡、鷺山市場遺跡といった古代の遺構 造

物が確認される遺跡が立地しており、古代交通のルート上、あるいはその付近に遺跡が集中する傾向

が見て取れる。鷺山遺跡群の尭掘調査では、古境時代から古代にかけての住居跡が1回棟以上確認さ
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1 揖山蝉遺跡 12 鎌抱遺跡 23 鷺山治郎丸遺跡 34 西山洞古噴群

2 購山仙道遺跡 13 凶屋敷古墳鮮 24 偏光東B遺跡 35 関門寺遺跡

3 車尻古墳群 14. í~\'塚古墳 25 太回避跡 36 前門寺古墳群

4 山向古墳群 15 八代遺跡 26 福光東A遺跡 37.長良部跡群

5 叫山古墳群 16.岩崎第2古明言下 27 楠光北ノ木町遺跡 38 雄総節 l古1M字

6 城凹寺l草原遺跡 17 下土厨遺跡 28 長良荒神遺跡 39. ;1息域千畳敷遺跡
7 下城田寺中世事 18、下土居若宮遺跡 29 西野々遺跡 40 岐阜城下町遺跡

8 鎌時古IJ't昨 19 下土居北門遺跡 30 城之内遺跡 41 岐阜奉行所跡

9 打越遺跡 20. JEJ阿奇域之前遺跡 31 西山部2古墳群 42 北洞古墳群

10 下城田守遺跡 21 鷺山古墳僻 32. .&o.福袋遺跡 43 岐阜城跡

日 中野古墳在学 22 鷺山市場遺跡 33. 1白山第 1古墳苦手 44. J:.JJII納山古II!俳

第1図 周辺遺跡分布図[国土地理院発行1: 25α沼地形図 (岐阜北部)使用〕

1 瞳山蝉彊蹄 12 鎗陪遺跡 23 鷺山治郎丸遺跡 34 西山洞古JIlI字
2 揖山仙遭遇跡 13 西屋世古墳俳 24 幅光東B遺跡 35 随門寺遺跡

3 岨尻古墳群 14 日塚古墳 25.太田過跡 36 閉門寺古墳群

4 山向古墳僻 15 八代遺跡 26 福光東A遺跡 37. J之島熊跡群
5 叫山古墳僻 16.岩崎部2古l，nr.下 27 楠先花ノ木町遺跡 38.雄鋭部!古墳群

6 域日!ミキ直原遺跡 17 下土居遺跡 28 長n天神遺跡 39 粧阜城千畳敷遣時

7 下城国寺中世畠 18 下土問若宮遺跡 29 西野々遺跡 40 岐阜城下町遺跡

8 鎌府占JIl昨 19 下土居北P1J遺跡 30 城之内遺跡 41 岐阜移行所跡

9 打越遺跡 20 正明寺城之前遺跡 31 西山lI';2古Jn俳 42. ;ヒ洞古Jn昨
10 下掛田守遺跡 21 鷺山古墳僻 32. -1fR福袋遺跡 43 舷!f!.城跡

11 中野古墳待 22 鷺山市場遺跡 33.百山車 1i!itJ't砕 44. j加納山古JM下

第 1閲 周辺泣跡分布図〔国土地理院発行1: 25α潟地形図(岐阜北部)使用〕
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第2図遺跡の立地と棟日推帯模式図

れている。住居跡は主に徹高地上に集中し、多数の切り合いがあることから、桜数回立て替えが行わ

れたことがうかがえる。また、鷺山蝉遺跡においては、平成!o年度の試掘調査において9世紀前葉の

住居跡とともに、 二彩陶器や緑紬陶器が出土しており、古代の方県郡街が周辺に存在すると推定され

ている。このように、部街等の立地と古代交通との関連でも注目できる。

鎌倉時代では下城凹寺丘陵から西へEひ'る尾悦上に下城田寺中世基が立地する。前述の分布調査時

には、埋葬に使用された古瀬戸凹耳虫、美漉須衛産凶耳読が採集されている。また、 1):阜域千佐敷遺

跡2;;;調査では当数時開lの地飢遺構が確認されている。

戦国時代では、陛阜市内を守護所が移動していく槻相が先行研究で指摘されている。順。二、革手

加納、福光(鷺山遺跡群)、枝広(揖之内遺跡)、大畠(舷阜県山県市}と所在が捗ってゆく。特に、

長良川右岸地壊には、城館推定地が数多く存在し、これらも近年の発掘調査帯成*からその存在が明

確になりつつある。

鷺山の車麓、鷺山市場遺跡の範囲には鷺山市iをはじめと Lて、その車O.5kmの鷺山蝉遺跡の範囲に

は蝉土手城鮪(蝉品壷) 鷹山から車3Kmの城之内遺跡の範囲には苛護館枝広飢がそれぞれ比定され

ている。 この岐之内遺跡から鷺山遺跡群にかけての範囲 (東西約3Km、南北約lKm)では、職園周l
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第2図 遺跡の立地と標高推帯模式図

れている。住居跡は主に搬出地上に集中し、多数の切り合いがあることから、概数回立て替えが行わ

れたことがうかがえる。また、鷺山蝉遺跡においては、平成IO'F度の賦掘調査において9世紀前葉の

住居跡とともに、 二彩陶器や緑紬陶器が出土しており、古代の方県郡f置が周辺に有在すると推定され

ている。このように、部術等町立地と古代吏過との関連でも注目できる。

鎌倉時代では下域旧寺丘陵から困へ延びる尾根上に下城田寺中世基が立地する。1iu述の分布調査時

には、埋葬に使用された古揃戸間耳頭、美濃須衛産凶耳琉が採集されている。また、岐阜城千ft敢遺

跡2;1(調査では当Pd:時期の地側i置構が確認されている。

職国時代では、陛阜市内を笥渡所が移動していく栂相が先行研究で指摘されている。阪に、革手・

hn納、福光 (鷺山遺跡群).技広 (誠之内遺跡)、大晶 (岐阜県山県市)と所在が捗ってゆく。特に、

民良川右岸地域には、岐館推定地が散多く存在し‘これらも近年の発掘調査等成推からその存症が明

確になりつつある.

鷺山町東盟、鷺山市場遺跡の範囲には鷺山富1をはじめと Lて、その車O.5kmの鷺山蝉遺跡の範囲に

は蝉土手城館(蝉島~I).鷺山から東3Kmの城之内遺跡の範聞には号}護館枝広加がそれぞれ比定され
ている。この域之内遺跡から鷺山遺跡群にかけての範捌 (車西約3Km、T何北約lKm)では、職国月l
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の土師器1111(かわらけ)が大量に採集でき、江戸時代の文献「中尚間以紀文」の中の、鷺山から細川

(城之内遺跡近辺)までの聞に侍座敷と百姓届敷が入り交じって散々にあったという記述に合致する、

との見解もある。 特に、鷺山遺跡群関連の記述を文献に求めると、鷺山蝉遺跡南端に所在するよ.}~福寺

が15世紀雄半頃にすでに建立されていたとの配載があり、また1496'.の城田寺合肢がこの鷺山地埴で

も繰り広げられたと記されている。域間寺合雌の舞台の中心となる舎術寺は、鷺山古1，道遺跡の北北西

約1.5km、城田寺直原遺跡の範囲内に所在する。また、平成17年度の試掘調査では、鷺山館の掘と土

星に比定される遺構を確認しており、鷺山遺跡群とほぼ同時期に機能していた可能性が考えられる。

一方、長良川左岸地壇では、舷"'-城千畳敷適時で15世紀から16世紀にかけての遺構が複数確認され

ている。3;T(閣査で15世紀に比定できる鋳造遺憎が確認されている。また、 16世紀に政当する遺構と

しては、虎口巨石列石垣 (1次調査)、竃石税み施設 (2次調査)、階段通路・井戸(3;T(湖

査)等が且つかっている。この他、世♀域下町遺跡でも平成7年 9年の試掘調査で大熊製品(1-

3段階)、山茶碗(車漉型、生問2号窯式)、 15世紀-16世紀に比定できる土師器皿が出土している。

近世以降では、平成9年度に岐阜奉行所跡の開査で17世紀-19世紀中頃、 19世紀中頃以降(近現代)

の2時期の遺構が存在し、そのうちf走者の遺構として濃尾接見に伴う廃棄土坑が確隠されている。

第3節既往の調査(第3図)

鷺山蝉遺跡 鷺山仙道遺跡では、鷺山第二土地区画整理'11>:1;にともをう本調査以前に、試掘調査、

健認調査を段階的に実施してきた。また、当区画整理予定地以外の地点でも、平成 7'1'肢の分布捌在

以降、幾度も試姻調査がなされている。これらによって得られた成果は、各年度の「岐阜市市内遺跡

発揚調査報告書」により公となっている。

当遺跡発且の段初の契機となったの

は、 1978年 (昭和53年)舵品市鷹山字問

屋地内で行われた道路工事中に、戦国時

代の古瀬戸 大自民製品、土師器皿、中国

産磁器が個人により採集されことであ

る。

その桂、平成10年度試楓調査において、

9世紀前車の竪穴住居2棟が確寵され、

ニ彩胸捺緑紬胸器といった貴重な遺物

が山土している。この付近には方llL郡街

が比定されており、遺物と郁術の存在と

の関連で注目すべき成推と冒える。

平成11年度からは、岐阜市鷺山・下土

居土地区間整理組合の区画整理事業に伴

う発掘湖査が先行して行われている。鷺

山仙道遺僻では古墳時代から戦国時代の 国
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の土師協1111(かわらけ)が大量に採集でき、江戸時代の文献「中山両以記文」の中の、鷺山から堀川

(城之内遺跡近辺)までの11日に侍屋監と百姓陸離が入り交じって散々にあったという記述に合致する、

との見解もある。特に、鷺山遺跡群関連の記述を文献に求めると、1I山蝉遺跡南端に所在する崇福寺

が15世紀桂三r-頃にすでに建立されていたとの配線があり、また1496年の駿国守合戦がこの鷺山地峡で

も繰り広げられたと記されている。成111ミ警告臓の舞台の中心と主よる骨骨I寺は、鷺山仙道遺跡の北北西

京~1.5km、城悶寺直j胤遺跡の範聞内に所在する. また、平成げ年庄の試掘調査では、鷺山館の掛と土

塁に比定される遣併を確lIl!しており、鷺山遺跡群とほぼ同時期に機能していた可能性が考えられる。

一方、長良川左岸地壇では、岐阜域千畳敷遺跡で15世紀から16世紀にかけての遣摘が複数確認され

ている。3次官絹査で15世紀に比定できる鋳造遣憎が確認されている。また、 16世紀に蝕当する遺構と

しては、虎口巨石列石垣 (1 次調査)、竃石摘み施設 ( Z~醐査)、階段通路・井戸(3~削

査)等が見つかっている。この他、陛早減下町遺跡でも平成7年・ 9年の試鋼調査で大熊製品 (1-

3段階)、山華航 (車漫型、生1HZ号窯式)、 15世紀-16世紀に比定できる土師器皿がlli土している.

近世以降では、平成 9<1'度に岐阜奉行所跡の湖査で17世紀-19世紀中頃、 19世紀中頃以降 (近現代)

の2時期のi世榊が存在し、そのうちf走者の遺構として漉尾誕民にf'ドう廃楽土坑が硝ll1'.されている。

第3節 l託往の調査(第3図)

鷺山蝉遺跡 鷺山イ111i1l遺跡では、鷺山第二土地区画整理事曹にともなう本調査以前に、試槻調査、

確認湖査を段階的に実施してきた。また、当区1田監理干定地以外の地点でも、平成7年肢の分布湖資

以降.幾度も試掘調査がなされている。これらによって得られた成果は、各年肢の 「岐阜市市内遺跡

発掘調査報告脅jにより公となっている。

当遣時党且の最初の契機となったの

は、 1978'1'(昭和53年)岐阜市鷺山字問

屋地内で行われた道路工~1~111に、戦闘時

代の古瀬戸 ー大縫製品、 土師器血、中国

産磁器が倒人により探聾されことであ

る。

その能、平成10年度試掘湖査において、

一

9世紀前躍の竪穴住居2僚が確認され、 雪

二彩陶骨量 緑軸胸器といった世重な遺物

が出土している。この付近には方県郡街

が比定されており、遺物と1出術の存在と

の関連で注目すべき成果と首える。

平成11年度からは、岐阜市鷺山・下土

居土地区間務理組合の区画整理111章に伴

う措摘湖査が先行して行われている。鷺

山由11道遺跡では古墳時代から戦国時代の

お.
;BKT 
鈎 R2f

JP斗♀占干 ;
'.';"-

第3図 鷺山蝉遺跡拭掛地点位置図 一・"の即断 ・・・・，..岨叫臥叫..，.....
同町制組"問
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遺構が多数確認されている。現在も引き続き継続的に調査が行われており、詳細な遺構 遺物データ

が帯税されている。

当調査区域では、 平成14年度よ り晴山第二土地区画整理組合区画整理事業に伴う確認調査を実施し

" ~。
これら近接遺跡の尭掘開査、確認調査や試掘調査で得られたデータを元に今回の発掘調査を実施L

た。その結提、鷺山蝉遺跡・ 鷺山仙迫遺跡では縄文時代晩期J(今から約2.500年以上前)より人が主主

らし始めていたことが分かり、これまで蓄積されたデータ以上の成果が得られている。

〈怠考文献〉

岐車市fX'fB長u会 ''''岐阜市遺跡昨細分布筒査線告規制

岐卒市 1979r岐阜時四史将編考古文化財tJ 
岐阜市禽山 下土勉土旭区嗣箆理組合 (財)岐阜f作歓育文化掛興拶察団笈胆 UI111仙沼遺跡ー岐阜市鷹山 下よ広土地区蘭盤理事寮

日おける太平町下西郷線漣股に伴う緊急発掘調査 』

岐阜市鷺山 下土騎土地区画盤甥組合 (財)敏阜市教育文化扱興犠寮聞託。5 r.山仙遭遺跡目 岐麻布館山下土鴎土鳩区画撃理事
実における太平町下前婦線建設に伴う緊急発猶鯛査 J 

内掛臼.. 高111徹 1卯4 r英浪における一五 !大世紀代の守寝所の君主選Jr守鰻所カら股図城下へ 息方政治鶴市街の試み 』名著111版
内搬伯怠鈴木正賞仁木建: 三宅唯美緬笈蜘 『守儀所と陵困城下町H高志.院

岐阜市教育委員会 '''' r嫡困 娘之内』
側約岐阜市教"文化振興事寮阻"'7 雛開城之内uJ
岐阜市歓育委員会 l使"城之内遺跡一長良公凶盤備事寮に伴う禁色発掘網査 (鱗l分冊)J 

岐阜市段育委民会笈剛 『城之内遺跡一長良公園箪備事案に伴つ緊急発鋼関査一(第2分冊)J 

岐阜市役宵安民会 1鋭治 『織之内温勝北町刻回線百口町高見線街路事寮に伴う緊急発御前査報告書j

岐阜市敏脊祭民会 問予or千畳般織問臼長府知跡伝承地の発婦問査と史跡盤偏J
敏阜市較育費員会 ""千畳敷ll-財団法人加雌栄三 東ー配念館建般に係わる緊急発楓欄査の記録 j

伎の敏阜市敏育文化振興事業図笈削 『子優駿 Eー岐阜公醐格盤信事寮に伴う岐阜様子畳敷遺跡の緊急提姐飼貧 』

内蝋俄緩 1991 rSLl1繭屋係集の陶盛暑についてJr千量殺Eー財団法人加勝栄三 東一配念館旭股6こ係わる緊急発銀側査の記録 』岐阜市

教ずHを“会

井川作子 1997 rts惟紀後半カら"世紀前羽慢の土師器皿 時'.俊治綾を'1'むとして J r策通の考古学』第2号 契機0ラ与古学刊行会

岐阜市敏育祭貝会 開通6 平成 5-7年度岐阜市市内遺跡発婦関査線告書j

鍍阜市段宵蚕n会 ，~調8 r平成9年度敏阜市市内遺跡発銅剣"報告轡j
厳阜市教育祭貝会 ''''平成9. 10年度岐阜市市内遺跡後楯網査鰍告網野j

鮫息布教育費貝金

岐阜市敏背後員会

銭阜市敏宵蚤民会

敏阜市教育委問会

岐阜市教育益閥会

岐阜市敏育3盛岡会

岐阜市敏育委貝会

(財)岐阜市教育文化掛興事業団 主削

(肘}岐阜市教育文化蝦興事意図軍時l

(財)舷阜市教育文化掘興事業団 主配

(財)岐阜市教育文化掛興事寮I副 主的3

慣れ岐阜市教育文化振興事業団 草地4

{財}粧品l!i教育主仕掛R事票団笠岡6

世"舷阜市教育文化揖興事寝間 武嗣

『平肱10'11年度陪阜市市内遺跡発姐調査報告書l

『平成11. 12年度岐阜市市内遺蹄売掛聞査報告書I

「平肱12咽"年度陪阜市市内追跡発拙個査報告書』

『平底13'14年度敵阜市市内遺跨発醐問責報告書』

『平凪12咽14'15年度岐阜市市内遺跡発掘帽査報告書』

『平成15.16年度階I，t市市内遺陣発姻欄先報告事J
『平成16'17年度岐阜市市内量跡発掘欄査報告書j

遺構が多数確認されている。現在も引き続き継続的に筒査が行われており、 詳細な遺構 造物データ

が帯秘されている。

当調査区域では、 平成14年度よ り鷺山部二土地区画整理組合区画整理事提に伴う確認調査を実施し

守寸F

~。
これら近接遺跡の発掘澗査、確認h調査や試掘調査で得られたデータを元に今回の提槻調査を実施L

た。その結謀、鷺山蝉遺跡 ・鷺山仙迫遺跡では縄文時代晩期(今から約2，500年以上前)より人が暮

らし始めていたことが分かり、これまで蓄積されたデータ以上の成果が得られている。

〈書考文献〉

舷単市教育委民会 l悦. ，岐"市遺跡"細分衛網査報告谷j

岐阜市 1979 r岐阜市史史符編考古文化対J

岐阜市禽山下土居土地区蘭盤理組合 (財)岐阜市教育文化復興事察団 2吹12 rSlll仙巡湿路一岐阜市." 下土居土組区国監理事業

におけるん平町下西郷線旭般に伴う緊急発掘調査 j

岐阜市鷺山 下土騎土地区画監寝組合 (財}敏阜市殺育文化桜興事実悶 筑臨 『禽山仙温iIl'*目 岐阜市賞山 下土鴎土地区画援寝事

..における太平町下商鱒線趨般に伴う緊急発姐鯛査 J 

内場伺.. 高111徹 1鈎4 r~a貨における一五 !大世紀代の守復員時のJ:jJJr守寝所治ら聴聞城下へ 池方政治鶴市衝の試み 』名寄111阪
内雛日蟻鈴木正賞仁木俊 三宅阿佐美緬筑蜘 『守儀所と眼困城下町Jl高志寄院

岐阜市教育委飼会 1"" ，楓w 峻之内j

傷付岐阜市教育文化振興事業阻"'"姐w城之内nJ
岐阜市歓育餐民会 1銭安9 減之内温'"一長良公凶盤備事寮に伴う緊急発掴鱒釜 (第l分冊)J ・2阜市役脊委11会笈四 『駿之内遺"'-長良公幽箆欄事寮に<f.う緊急発姻調査一 (m2分皆)J
岐崎弘前歓育祭民会 問予9 ，織之内温飾北町製図線笹口町高見線街路事業に伴う緊急発婦開発報告書J

岐阜市敏育委員会 問夢o 千畳般織間信長居館跡伝承地の発鋸関査と史跡盤倫J

般車市紋育費貝会 1991 千金駿n-財団法人加藤栄三 東ー記念館建役に係わる緊急発縄問査の記録 j
偶約岐阜市敏育文化振興事業団 笈削 『守侵厳Eー岐阜公附栴'整備事実に伴う岐阜織千畳般遺跡の繁忽発楢測量佐 j 

内網伺峻 1991 r.111闘騒採集の陶硲"についてJr千畳般Eー財閥法人加雌栄三 東一記念館遺伝に係わる紫急発編開宣の箆録』岐阜市

教す"をJI会

井川祥子 1997 rts世紀後半カら16世紀前般の土師器血 中設地綾を中心として J"鳥海の考古学Jl匹2号契様。ラ考古学刊行会

岐阜市敏宵餐貝会 '''''平成 5-1年度岐阜市nli内温路発樋関査線告書j

敏f;L市敏背;0)1会 1笠調8 ，平成9年度敏阜市市内遺跡発掘調査線告轡』

鎖阜市歓"委貝会 1999 平成9' 10年度岐阜市市内遺跡発櫨調査報告轡j

般車íIi歓'ft~貝会 ゆり岐阜市教育文化振興事業団笈間 「平成10'Il年度厳阜市市内遺跡発抱蘭査報告・j

';阜市敏宵餐M会

餓阜市敏宵"11会

銭阜市敏'I'H駐日会

結阜市敏宵香典会

償阜市線背"貝会

蚊恥市教育香貝会

(財)般車市教育文化振興事粟団筑間

(財)舷阜市教育文化振興事案団 宜腔

(財)岐阜市佐宵文化掛興事業団 託陪3

(財)岐阜市教育文化振興事業団宜x>1

{財}舵品市教育主/t3<.事責E閉 宜崎五

住"粧阜市教育文化世興事寝間 主岡崎

『平成11. 12年度岐阜市市内遺跡発揃開査報告書I

『平底12咽 13年度畝阜市市内埠跡発拠開査報告書J

『平成13.14年度岐阜市市内遺瞬発姻問責報告書j

『平底12咽 14'15年度岐阜市市内遺跡発植岡査報告書』

『平庇15.16年度敵h叶f市内遺陣発捌開資帽告事J

『平底16'17年度岐阜市市内遺跡発掴闇査報告書j
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第2章発掘調査の経過

第l節発掘調査に至る経緯 (第l表)

平成7年度、岐阜市都市計画部区画整理繰(当時)から岐阜市教育委員全文化陳(当時)に対して

岐阜市鷺山第三土地区画整理事章にl期連する埋蔵文化財の取り級いについて照会があった。当教育委

n舎は、車重予定地が鷺山仙週遺跡>>.び鷺山蝉遺跡の範聞内に及ぶことから、文化財保護法上の手続

きと本調査前の拭捌調査待について説明を行った。ヰ成14年10月から平成15年1月にかけて行った獄

姻調査によって、古代~戦国時代の遺構、遺物が広範囲で確認された。試掘調査の結*を受けて、平

成15年度から尭掘湖査(捌王監主体は(財)舷阜市教育文化振興'11業団)を実施することとした。

平成15年2月日日付けで蛙阜市鷺山第二土地区画整理組合理事長から岐阜県教育委貝会教育長あて

に文化財保雄法措57条の2臨jJ!Iの規定による工事の届出がなされた。これに対し、平成15年2月18

日付けで岐阜県教育委貝合教育長から区画整理組合理事長あてに工事岩手前の尭掘調査実施の指示が

あった。これを受けて平成15年5月29日付けで (財)畦阜市教育文化撮興事業団理事長から瞳阜県教

育聾只会教育長あてに文化財保漣法措57条の規定による発姻調査の届出がなされ、平成15年6月3日

付けで瞳阜県教背番目会教育長から (財)岐阜市教育文化鑑興事聾団理事長あてに尭掘調査を慎重に

実施する旨の指示があった。平成15年529日付けで岐阜市鷺山第二土地区画整理嗣i合、岐阜市教育笹

口金、 (財)舷阜市教育文化鑑興事業団の3者間で 「鷺山第三土地区画整理 (公共施設朋地)にとも

なう鹿蔵文化財の取り扱いについて」の協定書を締結した。

平成15年度以降の尭掘調査に伴う届出は下記のとおりである。

根拠法令 届出者 届出日 指不者 指示日 指示内容

法57条 |側振興)岐事阜業市団教理育事文長化 H15.5.29 
岐阜県教育委員

H15.6.3 
発掘調査を

会教育長 慎重に実施
JJ H16.6.4 JJ H16.6.8 JJ 

JJ JJ H17.1.5 JJ H17.1.26 JJ 

法92条 JJ H17.5.27 JJ H17.6.9 JJ 

第 1褒尭梱澗査に伴う届出

第2節発t踊i調査の経過 (第4閥、第2去)

提摘調査は平成 1 5~三度から平成 1 7年度まで百十 3 カ年にわたり実施し、調査態面積は3.958rrl (計25

湖査区)に及んだ (第4図、第 l去)。 平成15年度は3カ所 (計7調査区)で計1.322雨、平成15年6

月16日に消手し、平成16'1'3月15日に特7した。平成16年度調査は9カ所(計13調査区)で計2038.5

師、平成16年6月14日に珊手し、平底17年3月15日に終了した。平成17年度は 5カ所 (針5調査区)

で計597.5rrl、平成17年6月13日に岩手L、平成18年3月15日に終了した。各調査区の調査終了時に

は岐阜市教育委n金社会教育室による調査確認を実施している。調査確認を経た桂、岐阜市鷺山部二

土地区画整理組合あてに部分完了屈を提出し、その佳組合の既胤行部分検査を受けた。また、各年度

の軍務終了時には組合の完了検査を受けた。

第2章発掘調査の経過

第 1ilil 発掘調査に至る経緯(第l車)

平成7年度、舵阜市都市計画部1&画整理課(当時)から岐阜市教育岳山岳文化部(当時)に対して

舵阜市鷺山第二土地区画整理事離に関連する埋蔵文化財の取り扱いについて照会があった。当教育長

貝金は、事業予定地が鷺山仙過遣時及び鷺山蝉遺跡の範聞内に及ぶことから、文化財保護法上の手続

きと本調査前の拭捌捌査待について説明を行った。平成14年JO月から平成15年 1月にかけて行った獄

掘調査によって、古代~戦国時代の遺構、遺物が広範聞で鐘認された.試掘調査の結果を畳けて、平

成J5年度から畳楓[崎宏(測班主体は(財)舷阜市教育文化振興'11;t団)を尖施することとした。

平成15年2月13日付けで岐阜市鷺山第二土地区画整理組合理事長から岐阜県教育委日会教育長あて

に文化財保護法第57条の2第 illiの規定による工事の届出がなされた。これに対し、平成J5年2HI8

日付けで岐阜県教育委貝合教育長から区画整理組合理事長あてに工事費三f却前の発捌調査実施の指示が

あった。 これを受けて平成J5~'5月 29日付けで (財)岐阜市教育文化娠興事軍団理事長から岐阜県教

育署員会教育長あてに文化財保護法第57~長の規定による発姻鯛査の届出がなされ、平成15今 6 月 3 日

付けで舷阜県教育岳民会教育長から (財)畦阜市教育文化振興'11霊団理!II長あてに尭掘調査を慎重に

梨施するIi'の指示があった。平成J5年529日付けで岐阜市鷺山第二土地区画整理l組合、岐ipi市教育't

員会、 (財)舷阜市教育文化娠興事業団の3者間で 「鷺山揖二土地区画整理(公共施設朋地)にとも

なう埋蔵文化財の取り扱いについて」の協定容を締結した。

平成J5年度以降の提掘調査に伴う ~l:l出は下記のとおりである。

根拠法令 届出者 届出日 指示者 指示日 指示内容

法57条 |側福島)車岐事阜業市開教現育事文昏化 H15.5.29 
岐阜県教育委員

H15.6.3 
発掘調査を

会教育長 慎重に実施
11 H16.6.4 11 H16.6.8 11 

11 11 H17.1.5 11 H17.1.26 11 

法92条 11 H17.5.27 11 H17.6.9 11 

第1褒 発倒澗査に伴う届111

第2節発指iI調査の経過 (第4園、第2去)

尭揃調査聖は平成15iF度から平成17年度まで計3カ年にわたり挺施し、調査髭面療は3.958m(計25

調査区)に毘んだ {臨4図、第l衣)。平成15年度は 3カ所 (針7湖査区)で計1.322m、平成15年6

月J6日に消手し、平成16'1'3月15日に終了した。平成16年度調査は9カ所 (百十J3澗査区)で計2038.5

困、平成16年6月14日に着手し、平底17年3月15日に軒了した。平成17年度は 5カ所(計5調査区)

で計597.5m、平成J7年6)113日に岩手し、平成1811'3月15日に終了Lた。各調査E区の澗J'f.軒了H年に

は岐阜市教育委Jl会社会教育単によるi調査確認を挺施している。潤査確認を経た龍、岐阜市鷺山第二

土地区画蚊理組合あてに部分完了屈を提出し、その佳組合の既履行部分検査を受けた。また、各年度

の聾務終了時には組合の完了検査を受けた。
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調査区は公共施股干定地(区画道路用水路等)に既設している基準杭をもとに設定した。調査区

あるいは仮排土置場の周聞は安全対箭のためフェンスで聞い、公道に面する部分は安全灯を設置した。

捌削作業では表I国の耕土 盛土等を重機揃削により除去し、その桂人力による包古府掘削、遺構検

出、遺構掘削作業を行った。記録作業では土崩J陸相状況の記録(断面実測図)、遺構あるいは出土遺

物の詳細な記録 (平而史測図)、写真III影を随時行った。また、効率的な記録作震を行うため、ラジ

コンヘリによる空中搬影作業を計17回実施した@整理刊畢は平成17年度より尭網棚査と並行して行い、

平成18年度には盤理作業および報告書刊行作章を行った。

また、尭掘調査の期間中に睦阜市教育長n会主協の現地公聞を平成16~' 1月17日、平成16年10月2

目、平成17'"9月3日の刑 3匝l実施した。また、小中学生を対車とした尭拍1体験を平成16年10月30日、

平成17年10月l目、 8日の剖 3回実施Lた。

鷺山仙道遺跡

¥ 
伊己主

品問f，区
~ 

"置。

第4図 調査区地区制図

鷺山鱒遺跡

SS2 

1創h
l 

ー叩山畑山・・・向山川町"でH
H 同市岨..-

調査区は公共施設予定地 (区画道路用水路等)に既設している基準杭をもとに設定した。調査区

あるいは仮排土世場町周聞は安全対策のためフェンスで闘い、公道に面する部分は安全灯を設位した。

捌削作業では表簡の耕土・盛土等をfII機捌削により除去し、その桂人力による包合府抑制、遺構検

出.遺構掘削作需を行った.記録作業では土崩JI[積状況の記録 (断面実測図)、地榊あるいは出土遺

物の詳細な記録 (平而;ti澗悶).写真線影を随時行った。また、効率的な配録作業を行うため、ラジ

コンヘリによる空中機影作業を計17回実施した.蜂理作畢は平成J7年度より尭掲摘査と並行して行い、

平成18年度には整理作業および報告書刊行作章を行った。

また、発掘調査の)OJ問中に舷阜市教育委員会主怖の現地公開を平成16年 l月J7目、平成16年10月2

目、平成17'1三9月3日の官1-3回実施した。また、小中学生を対!O!とした発掘体験を平成16<e10月30日、

平成17年10月 1目、 8日の肘3問実施Lた。

置山仙遭遇跡

SYS2 

¥ 
同EF4

明型宮市
~ 

'''MD 

第4図調査区地区割図

鷺山鋼遺跡
SS2 

1似3・
1 

ニ帽"..・叩."'(....，，..，・M ・山町.・M 凶・-.聞
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平成15年度 台、旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

鷲山仙道遺跡 Al . A2区 6/16 10;8 

龍山蝉遺跡 B1-田区 10/9 12/17 

駕山蝉遺跡 Al . A2区 12/18 3/10 

平成16年度 台、旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

沼山仙遭遇跡 B1区 6/14 7(20 

竃山蝉遺跡 B6・町区 6/14 10/29 

鷺山鱒遭跡 64 . 65区 7/21 10/29 

鷺山鱒遺跡 Dl . 021& 11/1 12/3 

鷺山鱒遺跡 E1区 12/4 1/13 

鷺山鱒遺跡 F1区 11/1 1/13 

鷺山蝉遺跡 c1区 1/14 2/14 

.山鱒遺跡 '3・A4区 1/14 3(10 

.山鱒遺跡 日区 2/15 3/10 

平成17年度 缶、旦 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

.山錬遺跡 '2区 6/13 7/25 

置山鱒遺跡 D4区 7/26 8/22 

置山錦遺跡 田区 8/23 10/11 

鷺山蝋遺跡 c2区 9130 11/28 

置山錫遺跡 田区 1120 2110 

益理作. 6/13 3/10 

平成17年度 区¥、旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

lI!翠報告書作業 6/1 3/15 

第2表 発掘調査工程表

平成15年度 台¥旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

置山仙道遺跡 Al . A2区 6/16 10(8 

鷺山蝉遺跡 81-田区 10/9 12/17 

置山蝉遺跡 Al . A2区 12/18 3/10 

平成16年度 台、旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

富山仙道遺跡 81区 6/14 7(20 

程山蝉遺跡 86・87区 6/14 10/29 

鷺山蝉温跡 84・85区 7/21 10/29 

鷺山鱒遺跡 01 .02区 11/1 1113 

.山鱒遺書事 E1区 12/4 1/13 

.山鱒遺跡 F1区 11/1 1/13 

.山蝉遺跡 C1区 1/14 2/14 

宮山鱒iI跡 '3・A4区 1/14 3(10 

B富山鱒遺跡 同区 2/15 3/10 

平成17年度 缶、旦 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

鷺山錫遺跡 '2区 6/13 7/25 

置山鱒遺跡 D4区 7/26 8(22 

置山錬遺跡 田区 日/23 10/11 

置山錬遺跡 C2区 9130 11/28 

置山錫遺跡 田区 1120 2/10 

益理作業 6/13 3/10 

平成17年度 区¥、旦 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

重量理 報告書作業 6/1 3/15 

第2表発掘調査工程表
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第3章遺跡の概要

第 IilW基本屑序 (節5-7図)

前l都で迩べたが、鷺山蝉遺跡 ー鷺山仙道遺跡は長良川扇状地の悶端に立地Lている。扇端部は地

下水{立が向く、集落や生産峨を形成しやすい地理条件にあるが、同時に低い土地であることから洪水

の危険度が布くなるという相反する特徴を持つ.

今回の湖査区場内では、扇状地が形成Lた巴I凸に富む地形を確lf1(でき、遣情はこれら堆積が形成L

た徴問地上に集中Lている。対して、徹高地に輯まれた低地部分は遺構密度が希薄で、遺物出土量も

少ない。低地域へ人間活動が本崎的に及ぶのは中i止以降と考えられる。鎌倉~室町時代の低地域の土

層よりイネのプラントオパールが磁器され、生産埴として利用されていたことが明らかとなった(詳

細は都6章第1節書出入 その桂、戦国時代でもなお低地であった地自も存在する。このように、地理

的条件と土地利用の関部に注目しながら、基本となる府停について説明する。

<基本となる帰序>

。層 (現代盛土)調査開始直前まで使用されていた住宅、駐車場等の基礎となる盛土で、山土や咽l傑

がメインとなる。鷺LlJ蝉遺跡B8区、 C2区、 D3区、 FI-F3区、鷺山仙道遺跡AI -2区で確認した。

I眉(現代耕作土)調査開始直前まで利用されていた耕作土で、畑町耕土相当部では灰制色シルト混

細砂(砂質土)、水田耕土jj]当部では暗灰色刷砂浪シル ト (粘質土)がメ インとなる。鯛査区域全体

で確認した。

E眉 (近現代緋作土)近現代以降に形成された土層で、 I届と同様、水回もしくは畑の緋作土として

利用されていたと考えられる。貰褐色ンルトill.細砂(砂質土)-細砂混シルト(粘質土)がメインと

なる。上層(I層)が水聞の場合、鉄分やマンガン粒の沈着カ惜しい。調査区域全体で確恕した。

E層 (近世耕作土)近世以降に形成された土層で、 H胞と同様上府が水田町場合、鉄分やマンガン粒

の沈着が帯しい。灰褐色シルトi且細砂 (砂質土)-細砂混シルト (粘質土)がメインとなる。近世の

遺物とともに鎌倉~戦国時代の遺物も古むことから、下層のw-v帰を起源として形成された可能性
が高い。水RIもしくは畑の緋刊土として利用されていたと考えられる。欄査区域全体で確認Lた。

ν屠 (職国時代整地層)院や焼土i且の土防で、整地層の可能性が向い。黄褐色ンルト混細砂~小磯

(砂賀土)がメインと在る.主に鷺山蝉遺跡A区で確認した。

V眉 (古代~室町時代遺物包古届)本層は基本的に遺物包古府として認識でき、ややLまりのある貰

褐色~世灰色制砂混シルト(粘質土)がメインとなる。鷺山蝉遺跡B区が顕著で、この他鷺山蝉遺跡

A-C-D-E区など広範聞に確訟できた。特に、鷺山蝉遺跡では本府の土壌分析によりイネのプラン

トオパールが検出され、水u1に利閉された範聞が明らかとなった。

百層 (古代置物包古踊)古代の遺物を多量に古む包古層。茶褐色シルト混極細砂~細砂 (砂質土)が

メインとなる。地山府i1Lt{¥D -IX府直上)に存在する。鷺山蝉遺跡F区で確認した。本府中から弥

生時代~古境時代の遺物もわずかに出土することから、地山師だけでなく 四闘を起源として形成され

た可能性が考えられる。

第3章遺跡の概要

第 1節基本層序 (第5-1図)

出 1，宮で述べたが、鷺山蝉遺跡 鷺山仙道遺跡は長良川扇状地の悶端に立地Lている。扇端部は地

下水1立が l.~S<、集落や生産成を形成しやすい地理条件にあるが、!日l時に低い土地であることから洪水

の危険度が高くなるという相反する特徴を持つ.

今回の調査区場内では、扇状地が形成Lた[!!J凸に日む地形を確也でき、遺情はこれら堆積が形成L

た飯町地上に集中Lている。対して、微高地に挟まれた低地部分は遺構背皮が希薄で、il'I物出土量も

少ない。低地域へ人!日I活動が本格的に及ぶのは中世以降と考えられる。II古~室町時代の低地域の土

層よりイネのプラントオパールが確認され、生産埴として利用されていたことが明らかとなった(詳

細は部6章第I師書出)。その桂、戦国時代でもなお低地であった地占も存在する。このように、地理

的金f'Fと土地不IIItIの問研、に注目しながら、基本となる府停について脱明する。

<基本となる帰序〉

01膏 (現代盛土)調査開始直iii1まで使用されていた住宅、駐車場等の基礎となる盛土で、山土や咽l傑

がメインと金る。鷺山蝉遺跡B8jg、C2区、 D3区、 Fl-F3区、鷺山仙道遺跡A1.2区で確認した。

I眉 (現代耕作土)調査開始値前まで利mされていた耕作土で、知!の鼎土相当部では灰制色シルト挺

細砂 (砂質土)、水田耕土相当部では暗灰色刷砂浪ンルト (粘質土)がメインとなる。湖査区域全体

で確認した。

E眉 (近現代掛作土)近現代以降に形成された土届で、 I層と同織、水悶もしくは畑町林作土として

利用されていたと考えられる。貰褐色シルトiIl.純l砂(砂質土)-締l砂混シル卜 (粘質土)がメインと

なる。よ府(j附)が水川の場合 鉄分やマンガン粒の沈婚が若しい。澗査区域全体で雌認した。

E層 (近世耕作土)近世以降に形成された土崩で、 H府と同様上摘がぶ旧の場合、鉄分やマンガン粒

の沈着が著しい。灰褐色シルト誕細砂 (砂質土)-細砂混シルト (粘費土)がメインとなる。近世の

遺物とともに鎌倉~戦国時代の遺物も古むことから、下層のW-y層を起源として形成された可能性

が高い。 水旺l も L くは倒的.J~f1 土として利JII されていた と考えられる。 調査区域全体で施認した。

U層 (職国時代整地層)院や焼土混の土府で、豊臣地層の可能性が向い。黄褐色シルトiIl.細砂~小傑

(砂質土)がメイ〆となる.主に鷺山蝉遺跡A区で確認した。

V眉 (古代~室町時代遺物包古府)本層は基本的に遺物包古崩として認段でき、ややしまりのある貰

褐色~前灰色縦11砂槌ンルト (粘賀土)がメインとなる。鷺山蝉遺跡E区が顕著で、この他鷺山蝉遺跡

A.C.D.E区など広範聞に確Ifl(できた。特に、軍山蝉遺跡では本崩の土壌分析によりイネのプラン

トオパールが検出され、水UIに本IIItIされた範闘がl珂らかとなった。

VJ圃 (古代近物包古届)古代の遺物を多量に古む包古廊。高尚色シルト混極細砂~縛|砂 (砂質土)が

メインとなる。地山崩直上 (咽 匝府直上)に存在する。鷺山師遺跡F区で確認した。本府中から弥

生時代~占2即時代の遺物もわずかに出土することから、地山府だけでなく四隔を起源として形成され

た可能性が年えられる。
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VIl圃 (縄文時代晩期~古噴時代遺物包含層)主に地山崩を起源とした土層で、搬出地上では暗剥色極

細砂~小蝶 (IX. x府起祖、砂質土)、低地部分では n:~補色シルト (\1府起源、粘賀土) がメインと

なる。局所的な峨相であるが、鷺山蝉遺跡B区では四府中より縄文時代晩期の遺物が出土すること、

鷺山蝉遺跡E区の四層上回より古墳時代前期の遺物が出土することから、それぞれをもって本府序形

成時期の上限および下限に比定した。本厨は虫色土域化が顕著であり、表土として長JUJIIU安定して存

在したと考えられる。基本的に調査区域全体で確認できるが、鷺山蝉遺跡F区のみ本屈を確認できな

かった。

唖眉 (地山層上府)周状地を形成する堆積で、本府以下より遺物は出土しないことから、縄文時代晩

期以前に形成された地山婦と判断できる。地山崩のよ府に相当し、賞制色細砂浪シルト(粘質土)が

メインとなる。本調査区挫では鷺山蝉遺跡C区 D区 F区、晴山制lill遺跡A区町、特に低地域へと移

行していく地点で確砲した。

E層 (池山層中層)扇状地を都民する堆積で、本踊は地山崩の中層に相当する。貰灰色極細砂~粗砂

(砂層)がメイ Jとなる。本婦は調査区捜全体に存在し、縄文時代晩期以降形成される遺構の大半は

本府が形成する徴布地上に集中している。

XJI (地山府下府)扇状地を軍成する堆積で、本府は地山層の下回に相当する。灰色際まじり粗砂

(砂傑府)がメインと企る。本府に閲しては、その凹凸が佳世の地形や遺構の広がりに大きく影響を

与えていると言えよう。

本婦を確認できる最も高い地点は鷺山蝉遺跡81区で、 T.P.14.8m付近まで砂牒踊が堆積している。

なお、この鷺山蝉遺跡B区付近は職国時代の蝉土手掛館跡に相当する調査区域であり、 85調査区では

T.P.14.6m付近、B8調査区ではT.P.14.7m付近と、比較的高いレベルまで砂瞭府が堆積している。

対して、本厨を雌認できる段も低い地点は鷺山蝉遺跡Al区で、T.P.12.3-12.5m付近で砂楳府を確

認している。このように、当調査区域内だけでも本耐の比向差は約2.5mもあることが分かる。また、

鷺山蝉遺跡A4区西端の遺構内では砂礁周を全く確iI2できないことから、鷺山蝉遺跡Ai3'と鷺山仙泊

遺跡B区との聞に、砂隙隔が大きく落ち込む谷状の地形が存在するものと推定される。

なお、鷺山蝉遺跡A区の遺構検出面はT.P.l4.2-14.4m付近で、鷺山蝉遺跡B区の砂際層堆積レベル

より下であった。以上のように、本層が高いレベルで確認できる鷺山蝉遺跡B区付近が洪水等の影響

を畳けにくい安定した地部的条件にあるからこそ、古くは縄文時代晩期から人々が生活を始的、JI¥高

あるいは拠点となる城舶等が都成されたと考えることができ ょう。

四圃(縄文時代晩期~古墳時代遺物包含層)主に地山隔を起源とした土隔で、徹問地上では暗制色極

細砂~小蝶 (IX. x廟起源、砂質土)、低地部分ではnll褐色ンルト (団層起源、粘賀土)がメインと
なる。局所的な様相lであるが、鷺山蝉遺跡B区では四府中より縄文時代晩期の遺物が出土すること、

鷺山蝉遺跡E区の四府上田より古墳時代前i聞の遺物が出土することから、それぞれをもって本府序形

成時期の上限およびF限に比定した。本廟は黒色土域化が顕著であり、表土として長期間安定して存

在したと考えられる.基本的に綱査区域全体で様認できるが、鷺山蝉遺跡F区のみ本膳を確認できな

かった。

;m眉 (地山層上層)扇状地を形成する堆績で、本崩以下より遺物は出土しないことから、縄士時代晩

JPJ以前に形成された地山崩と判断できる。地山婦の上府に相当し、賞制色紺i砂i且ンjレ卜(粘質土)が

メイ〆となる。本調査区域では鷺山蝉遺跡C区 DJi[ . FJR、鷺山仙道遺跡AJi[の、特に低地域へと移

行していく地点で確認した。

E屠 (地山層中層)扇状地を車庇する堆積で、本崩11地山府の中層に相当する。黄灰色極細砂~粗砂

(砂崩) がメインとなる。 本層は調査区主主全体に存~E し、縄文時代晩期以降形成される遭幡町大半は

本廊が形成する彼前地上に集中している。

XJI (地山廊下府)闘状地を形成する堆税で、本府は地山層の下府に相当する。灰色概まじり粗砂

(砂際価)がメイ yと在る。本層に関しては、そのI!!I凸が佳世の地形や遺構の広がりに大き く影響を

与えていると言えよう。

本府を確認できる般も高い地点は晴山蝉遺跡B1区で、 T.P.l4.8m付近まで砂傑府が堆航している.

なお、この鷺山蝉遺跡B区付近は戦国時代の蝉土手擁館跡に相当する調査区域であり、 65調査区では

T.P.l4.6m付近、B8調査区ではT.P.l4.7問付近と、比較的高いレベルまで砂際府が堆積している。

対して、本府を雌訟できる品も低い地点は鷺山蝉遺跡Al巨で、 T.P.12.3-J2.5m付近で砂傑府を確

寵している。このように、当捌査区域内だけでも本闘の比尚差は約2.5mもあることが分かる。また、

鷺山蝉遺跡A4区西端の遺構内では砂様胞を全く碓飽できないことから、鷺山蝉遺跡A区と鷺山仙道

直跡B区とのuuに、砂傑厨が大きく落ち込む谷状の地形が存証するものと推定される.

なお.置山蝉遺跡A区町jft構検出面はT.P.l4.2-J4.4m付近で、鷺山蝉遺昨日区の砂畷届堆積レベル

より下であった。以上のように、本厨が高いレベルで確也できる鷺山蝉遺跡目区付近が洪水等の影響

を畳けにくい安定した地理1¥的条件にあるからこそ、古くは純文時代晩期から人々が生活を始時、集落

あるいは拠点となる城飢却が形成されたと考えることができょう。



- 14 -

第2節逃構のl時期区分 (第3表)

鷺山蝉遺跡・鷺山仙道遺跡では、縄文時代晩期から近世に主るまでの遺構 ー遺物を確認している。

このため本報告においては 各遺構および出土遺物の説明に必要な時期を区分した。時期区分では既

刊の鷺山仙道遺跡発掘調査報告書を参考とした。本報告書ではやや時期幅や差はあるが、 1 -5 1聞の

区分を用いて報告する。 】開lは縄文時代暁191から弥生時代後期、 2I明は古噴時代初nJi治、ら古代、 3期

は鎌倉時代から室町時代、 4開jは戦国時代、 5期は近世以降と Uo。

第3節造物の分類と時期j区分 (第8図)

遺構時四iを決定する上での出土遺物の分類および時期比定に関しては、すでに分類 編年研究が行

われており、それら告文献に従った。

古墳時代~古代の土器 (主要なもの)

〈凡例〉 ゴンック

~.静止なるx..年

2期 弥生前綱

3-5期 弥生中期

6期 弥生横綱

7期

弥吉生明来初~ 
~古代} に三

9期

1咽

"期

"期

1哨
E 平安時代

代 μー~車町時代)I 瞳倉時代

"期

"刻

近世 進房

第3表 本容における時期l区分

第2節 遺構のl時期区分 (第減)

鷺山蝉遺跡。鷺山仙迫遺跡では、純文時代i胞期から近世に主るまでの遺構 遺物を確認している。

このため本報告においては、各遺構および出土遺物の説明に必要企時期を区分した。時間1区分では既

刊の鷺山仙迫遺跡発掘調査報告書を参考とした。本報告書ではやや時期幅や韮はあるが、 j-5IUIの

区分を用いて報告する。 j)111は縄文時代晩期から称生時代後期、 21聞は古噴時代初聞から古代、 3期

は鎌倉時代から室町時代、 41聞は戦国時代、 5則は近世以降と Lた。

第3節造物の分類と時期j区分 (第8図)

遺構時期を決定するよでの出土遺物の分類および時期比定に関しては、すでに分類 編年研究が行

われており、それら告文献に従った。

古墳時代~古代町土器 (主要なもの)

〈凡例〉 ゴンッタ

屋市>なる三'"櫨年

2期 弥生前姻

3-SM 弥生中期

6捌 ~生横綱

7期

弥a生繍来初-

~古代} 己主
9期

". 
"期

"期

i咽
平安時代

"期

~室町時代〉
縫倉脚代

"期

19M I 盆町剛、

近世 l 近世 l 進房

第3表 本容における時IUI区分
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S宇状口縁台付費 いわゆるS宇聾で、口融部が畳け口状に周折し、 上外方にや1'11'る台付費。口縁部

の形態でA-Dの4形態に分けられる。

A類 口縁部第2段の外面に押し引き刺突をもつもの。

BC類 A.D頬以外の5字質。従来の定義では両者の区別が困雌なため、ここでは両者を一括してあ

っかう。

D顛 口縁端部が肥厚するか、もしくは肥>>7して先端部に而を持つもの。

伊嘗型聾1類 丸底費で、口縁端部を上方に鋭くつまみ上げる。頭部から口縁部にかけては肥厚し、

端部外面は面を車成するもの、沈線を施すものがある。体部外面、内面上半部にはハケ調整、向田I下

半部はケズリ調整が施される。

伊曹型聾2類 1類と同じ丸成建であるが、胎土、口頭部形状、湖整方法などが拠なるもの。体部内

面を全面へラケズリや横ナデ開監を施すものが多い。

温尾製聾 平成費で器壁が曹〈、口縁部は弧状に外lilL.、日韓内面は横ハケ、口縁外面は横ナデ調盤

が施される。体部外而は朝lいハケ調整が施される。

焼塩土器 栄濃式製坂土器とよばれる固形塩製作-wmの土師質土器。破砕するため完形l日，は皆錘であ

る。口縁部は直立するもの、外匡するものがある。今回底部は確認できなかったが、丸底と考えられ

ている。提議式1類は器壁が薄〈、 2類は厚い。

ロク口土師器 ロクロ成形で、高台あるいは糸切り庇を持つ土師買土器。碗、脚付皿、皿が且られる。

漕郷型鍋 厚手丸底の土師世鍋。口縁部が水平方IIiJにL宇状に折れ、断面1形状聾形となる。胴部は指

頭圧痕、指ナデ潤監が顕著。

須車器 美漉須衛産が主であるが、猿投産や般向系、北部研勢産の可能性のあるものも出土している。

鎌倉時代~室町時代の土器 (主要立もの)

土師器皿M類 内部底I町}方向ナデ能、内而から外而口縁部を横ナデ調整する。大小2法量を基本と

する。時代が新しくなるにつれナデ手法の簡略化、器壁の薄化、大型品の口径の縮小化等の傾向が且

られる。

Ml類外面ナデが2段あるいは1段のしっかりしたもの。厚手が多い。

M2類 外前1段ナデが基本。大型品では口縁端部に独立したナデ捌盤が施され、口緑端部に而ある

いは丸みを持つものが多い。滞日産はMl類より糟くなる傾向がある。

M3類底部内田Iに一方向のナデを施した桂、体部内面~口縁部外商に横ナデ調整を施す。外面のナ

デはl段。体部は丸〈立ち上がり、 日掛端部は丸みを持つもの、尖るものがある。踏控はM2類より

さら薄〈、器形も深いものが主となる。

M4類1[(都内面に 方向のナデを施した陸、体部内面~口縁部外而に横ナデ調整を施す。外面のナ

デは 1段。休部は丸く立ち上がる。M31i'iより器壁はさらに薄くなる。

戦国時代の土師器皿

土師器皿A2類 京都および央捜以外の地域からの搬入品、もしくは忠実に桜臨した在地産の土師時

皿。i宇都は外反する。器壁は 2-3mm程度で部く、体部内面、口融部外面に様ナデ制整を施す。

土師器IIDB1頚京都系の土師器皿を模曲した在地産製品とされるもののうち、体部が外圧するもの。

5字状口縁台付聾 いわゆる5字聾で、口縁部が受け口状に回折し、 七外方にIi'ぴる台付費。口縁部

の形態でA-Dの4形態に分けられる。

A類 口縁部部2段の外而に押し引き刺突をもつもの。

BC類 A.D額以外の5字費。従来の定義では両者の区別が園陸なため‘ここでは両者を一括してあ

っかう。

D類 口線端部が肥厚するか、もしくは肥リ厚して先端部に而を持つもの。

伊努型聾1類 丸底葺で、口縁端部を上方に鋭〈つまみ上げる。頭部から口縁部にかけては肥厚し、

端部外面は而を形成するもの、沈線を施すものがある。体部外師、内而上半部にはハケ調整、内面下

半部はケズリ調整が施される。

伊嘗型聾2類 I類と同じ丸底聾であるが、胎土、口頭部形状、湖鞍方法などが}もなるもの。体部内

面を全面ヘラケズリや横ナデ湖藍を施すものが多い.

温尾型費 平成費で器壁が薄〈、ロ縁部は弧状に外直し、口縁内而は横ハケ、ロ縁外面は横ナデ捕獲

が施される。体部外而は朝lいハケ調整が施される。

焼塩土器 柴濃式製塩土器とよばれる固形塩製作車JlJの土師質土憾。破砕するため先形E日は皆蕪であ

る。口縁部は直立するもの、タト反するものがある.今回底部は確包できなかったが、 :!ll瓦と考えられ

ている。柴揖式I類は器壁が揮〈、 2類は厚い。

ロク口土師器 ロクロ成形で、高台あるいは糸切り庇を持つ土師賀土格。腕、脚付l皿、皿が見られる。

漕郷型鍋厚手メLJ庄の土帥質鍋。口縁部が水平方向にL宇状に折札、断nu形状菱形となる。胴部は指

軍医者I 指ナデ調整が顕著。

須車器 !J::浪須衛産が主であるが、狼投産や般向系、北部伊勢産の可能性のあるものも出土している。

鎌童時代~室町時代の土器 (主要なもの)

土師器血M類 内部底而}方liiJナデ陸、内而から外I回口縁部を樹ナデ調整する。大小2怯量を基本と

する。時代が新Lくなるにつれナデ手法の簡略化、器壁のi¥J化、大製品の口径の縮小化等の傾向が見

られる。

Ml類 タト而ナデが2段あるいは1段のしっかりしたもの。厚手が多い。

M2類 外前 j段ナデが基本。大型品では回線端部に独立したナデ削監が施され、口緑端部に而ある

いは丸みを持つものが多い。協控はMl類より糟くなる傾向がある.

M3類底部内面に一方向のナデを施した桂、体部内面~口縁部外面に締ナデ調整を施す。舛面のナ

デは1段。休部は丸〈立ち上がり、日韓端部は丸みを持つもの、尖るものがある。器控はM2類より

さら揮し時形も深いものが主となる。

M4類 底部内面に一方向のナデを施した陸、体部内閣~口縁自砂ト而に横ナデ調殺を施す。外面のナ

デは 1段。体部は丸〈立ち上がる.M 3類より拙4麿はさらに樽くなる.

戦国時代田土師器血

土師器皿A2類 京都および:xt濃以外の地域からの搬入品、もしくは忠実に模闘した荘地産の土師器

皿。 体部は件反する。 器~は 2 - 3 mm組度で弾く、 体部内面、口縁部外面に械ナデ湖監を施す。

土師器nnB1頚 京都系の土師絡皿を模世した証池産製品とされるもののうち、体部が外匡するもの.
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底部内而にー方向ナデを施した能、体部内而、口縁部外面に械ナデ捌藍を施す。 ~~控は~7-ぃ。

土師器皿82-a類 京都系の土師器皿を般曲した在地産製品とさせるもののうち、体部が直線的な

もの。底部内面に一方向ナデを施した桂、体部内而、口縁部外而に横ナデ調整を施す。口縁部外而の

繍ナデ調整は忠実に施されるもの、範囲が狭いもの、部分的にしか施さないものがあり、底部内面の

一方向ナデを省略するものがある。

土師器血B2-b類 京都系の土師器皿を模惜した在地産製品とさせるもののうち、体部が直線的な

もの。底部内面に一方向ナデを施した桂、体部内而に横ナデ調整を施す。外面は未澗聾で、指顕圧痕

が残る。底部内面の一方向ナデを省略するものがある。

土師揖皿Cl類 京都系の土師器皿に原型を求められない、在地産製品のもの。体部はやや丸く立ち

上がる。内而に一方向ナデを施す。日韓部外Tmは朱湖挫で、外I師は凹凸が顕著。

土師器皿C2類 Cl類と同様に京都系の土師器皿に原型を求められ辛い、荘地産製品のもの。体部

はやや丸く立ち上がる。内而に一方向ナデを施す。ロ縁部外聞は未調整だが、外miは凹凸が少ない。

法世はCl知より小さいものが主。

土師器皿D1類 径 5cm以下の小型品で、体部がra立気味に立ち上がる。内而底部に一方向ナデ、

体部内面~口縁部外面lに横ナデ調整を施す。ロ縁端部は丸く収めるものと尖るものがある。

その他

土製品 土鎌は古代~戦国時代、土鈴と丈形土製品は戦国時代の遺構より出土している。

'"考玄依}
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包研究会.
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小野E・. I鈎:/ r l~- 16世紀の除付・.. .の分鎖と年代J(貿易陶俗研究JI¥'02
上町秀夫 1鈍2 14-16世紀の背信鶴の分銅についてJr貿易陶盛傾究J1¥'02 
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'1'野晴久 1鈎4 場羽 中野 「生直組における・百年についてJJ(金闘ンンボジウム 「中惟常掃を必って」資特集』日本編後大学知多宇品・
合情兜層階

底部内而に一方向ナデを施した1去、体部内而、口縁部外面に横ナデ淵監を施す。骨量l世はL'Jぃ。

土師器皿B2-a類 京都系の土師器皿を模曲した在地産製品と させるもののうち、体部が直線的な

もの。底部内而に一方向ナデを施した桂、体部内I師、口縁部外面に櫛ナデ調整を施す.口縁部外iIIiの

横ナデ調整は忠実に施されるもの、範囲が狭いもの、部分的にしか施さ辛いものがあり、 底部内而の

一方向ナデを省略するものがある。

土銅器皿B2-b類 京都阜の土師器皿を椋倣 L. t~在地産製l日， とさせるもののう ち、体部が直線的な

もの.底部内面に一方向ナデを施した桂、体部内而に犠ナデ調整を施す。外面は朱欄聾で、指頭圧痕

が残る。底部内面の一方向ナデを省略するものがある。

土師器皿Cl額 京都系の土師器mlに原型を求められない、在地置製品のもの。体部はやや丸く立ち

上がる。内而に一方向ナデを施す。口融部外ifliは未調整で、外而は1!!1凸が顕著。

土師器皿C2類 Cl類と問機に京都系の土師器IHlに原型を求められない、在地藍製，Hlのもの。イ宇都

はやや丸く立ち上がる。内而に一方向ナデを施す。口縁部外簡は未調整だが外而は凹凸が少ない。

法量はCl類より小さいものが主。

土師器血D1類 径 5cm J...:J，.下の小型品で、体部が目立立気味に立ち上がる。内I師底部に一方向ナデ、

体部内面~口縁部外商に横ナデ澗藍を施す。口縁端部は丸〈収めるものと尖るものがある。

その他

土製品 土鎌は古代~戦国時代、土鈴と犬形土製品は韓国時代の遺構より出土している。
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第4章遺構と遺物

第 I節 1 J明(純文l時代l晩期~弥生時代)の逃構と遺物

I期の遺構は鷺山蝉遺跡A.B区、'鷺山仙道遺跡A.B区で、特に徹同地上で確魁できた。主に医局

(砂層地山層)上面、四崩 (縄文時代~古墳時代遺物包古凪)上面で遺構を輸出した。

鷺山蝉遺跡B区

SX33土器集積 (第9図 ・97図J. 2) 

B8区南側で確認した。般世の批説を受け大半はiたわれていたが、一定の大きさに復元可能な土器が

まとまって2個体出土した。出土状況としては、体部片(第97図2)が下で、その上に口縁~体部片

(臨97図1)が被うように出土した。検出当初より土器相等の埋納遺構である可能性を惣定して、出土

遺物周辺を幾度も梢査したが、掘り方等を確認するには至らなかった。lは条痕文土器の深鉢で、外

国全体に貝殻条痕士が施される。弥生前期酔行の樫王式に相当する。2は縄文土器の深鉢体部で、貝般

'*'痕のf査にケズリ醐整が施される。縄文晩開l中1院の稲荷山式に相当する。

このように、一括して山土した両遺物ではあるが、時期的には大きな隔たりがあった。これら両出

土遺物の編年制に大きな雌艇があるとは考えられないため、本土器集積の形成時期は樫王式の時期で
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第9図 鷺山蝉遺跡B8区SD88. 89、SX33土器集積実測悶

第4章 遺構と遺物

第 1節 1)則 (制文11寺代l晩期~弥生時代)の巡椛と遺物

l抑!の遺構は鷺山蝉遺跡A.B区、鷺山仙沼遺跡A.B区で、特に徹路地上で確raできた。主にE府
(砂層地山層)上面、四崩 (縄文時代~古tn時代置物包古届)上面で遺併を検出した。

購山蝉遺跡B区

SX33土器集積 (部9国l・97臣1j . 2) 

B8区南側で確認した。桂世の批乱を受け大半は先われていたが、 一定の大きさに復元可能な土器が

まとまって2個体出土した。IB土状況としては、 イ宇都片 (li"l97図2)が下で、その上に口縁~体部片

{第97図J)が被うように出土した。検出当初より土器相等の埋納遺構である可能性を惣定して、出土

遺物周辺を幾度も精査したが、掘り方等を確認するには主らなかった。lは舟痕文土器の探鉢で、外

而全体に員殻条痕文が施される。弥生前期酔行の格王式に相当する02は縄文土器の深鉢体部で、f!般

fHiの桂にケズリ欄監が施される。縄文晩期中l¥¥の稲荷山式に相当する。

このように、 一括して出土した両遺物ではあるが、時期的には大きな隔たりがあった。これら阿出

土壇物の編今鋭に大きな醐ItIiがあるとは考えられないため、本土器集積の形成時期は樫王式の時期で
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第11図 鷺山仙迫遺跡A1区5X09落ち込み築制図

ある蓋然性が高い。また、包古府中(11届中)にも縮荷山式の土器が出土していることから(本奪第5

節書照)、本遺構のごく近接地で縄文土器を採取し、異なる 2時期の土器を組み合わせて一括埋制し

た可能性が考えられよう。いずれにせよ、本土器集積が土器柏というところまでは断官でき辛いが、

埋納行為の一事同として取りょげておきたい.

5088 . 5089 (都9.97闘3)

両溝とも88区南側で確思した。流向はともに東 西方向。北側5089の規模は確砥部分で長さ5.7m、

幅0.4-0.5m、深さO.3m。断lfu形状は皿状。3は純文土器五貰轟式の鉢である。口緑内外而にii線が巡り、

外国はT>!<なミガキ調整が施される。出土遺物から5089の時期は縄文時代晩期桂聾と判断できる。商

閣の5088は5089と同様IX層上面で検出した。5岬!J (近世)の50割により切られており全体のプラン

は不明。龍棋は確認部分で長さ5.7m、深さO.3m。断而形状は部分的ではあるが下に凸状と推定される。

埋土は上府のw耐とは典なることから本時期に相当すると判断したが顕著な遺物は出土しなかった
ため、昨細な時期は不明である。

鷺山蝉遺跡A匡

5X05自鼎流路 ・5X10土器草稿 (節目因 。97図4-9.98図10-27)

A1西側で確自立した。A1区では北側および南聞は湖査区外で、 A31irでは戦国時代の揖5002の壁面部

分で断面を確砲するにとどまった。流向は北京ー南西方向。規模は確認部分で長さ約13m、幅約5.4m、

深さ0.5問。両岡部分とも傾斜が緩やかであったこと、埋土の堆研状況などから流時と判断した。傾掛

から判断すると甫両方向へ班れていたとJ算定されるoSXOSの甫日付近で遺物が多く山土l (5X10土

器品輸にそれ以外はほぼ均一に遺物が出土していた。4-24が5X05、25-27が5X10出土遺物であ

る。4は縄文土器の深鉢である。晩期中華稲荷山式に相当する。5• 6は突帯文系の深鉢である。暁IUJ桂
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第11図 鷺山仙過遺跡Al区SX09落ち込み実測図

ある蓋然性が高い。また、龍吉府中 (¥1層中)にも稲荷山式の土器が出土していることから (本意描5

節書照)、本遺構のごく近接地で縄文土器を探取し、異なる 2時期の土器を組み合わせてー括埋制し

た可能性が考えられよう 。いずれにせよ、本土器~fl'{が土器削というところまでは断官できないが、

埋納行為の-!J~聞として取り上げておきたい.

5D88・5D89(第9.97闘3)

間構とも88区南側で磁寵した.流向はともに東 西方向。北側S089円規模は確盟部分で長さ5.7m、

幅0.4-0.5m、深さO.3m。断而形状は阻状。3は純文土協'lil!轟式の鉢である。口緑内外nuに沈線が巡り、

外而は丁箪なミガキ調整が施される。出土遺物から5089の時期は縄文時代晩即Il量灘と判断できる。南

聞の50田は5089と同械匝崩上回で検出Lた.5脚IJ(近世)の50割により切られており全体のプラン

は不明。盟棋は確認部分で長さ5.7m、深さO.3m。断而形状は部分的ではあるが下に凸状と推定される。

主主土は上府のW防とは異なることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物は山土しなかった

ため、昨細な時期は不IYIである.

鷺山蝉遺跡AJil:

5X05自鼎流路 ・5X10土器集積 (師10図 97図4-9.98図10-27)

Al西聞で確恕した。Al!Kでは北欄および南側は鯛査区外で、 A3区では戦国時代の構5002の壁而部

分で断面を確恕するにとどまった。流向は北東ー南西方向。規艇は確認部分で長さ約13m.幅約5.4m、

深さ0.5問。両日部分とも傾斜が緩やかであったこと、埋土の堆積状況などから流路と判断した。傾掛

から判断すると南西方向へ蹴れていたと椴定されるoSXOろの南町付近で遺物が多く 11¥土L-(SX1O土

悼集品川、それ以外はほぼ均一に遺物が出土していた。4-24が5X05、25-27が5X10/!¥土遺物であ

る。4は縄文土器の深鉢である。晩期中葉稲荷山式に相当する。5. 6は突帯文系の深鉢である。晩期桂
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難から末頃に比定できる。7. 8 は~痕文土絡の聖体部である。体部の上半部で、波状文が施される。

水神平式に相当する。9は蛮体部片と推定される。太いS仁川織で文様が施される。中部山岳系の土器か。!o

-15は越賀川系の塑口縁および底部、 16は迫賀川系の到底部である。ともに弥生時代前期桂聾に相当

する。17-19は弥生土器の議体部片である。弥生時代中期刑事の朝日式に相当する。20は石核調整時の

剥片である。21は打製石斧の剥片か。22は二次加工のある剥片である。23は打製石斧である。小型品で砂

岩製である。24は敵石である。中央部の舷打JiI.が顕著である。

25は縄文土器深鉢である。晩期1桂葉の五n森式に相当する。26.27は遠賀川系の翌日縁である。へラ
描沈融が施される。弥生時代前期桂葉に相当する。

このように、本遺構に閲しては縄文時代晩期から弥生時代前期、 中期liír~と出土遺物に時期帽があ

かこのことも流路であることの班左と宮えよう。おそらく祢生時代中間l頃には埋没したものと推定

される。

5D11・5D13(鮪10図)

Al区東側・ A2区南側で確認した。両溝とも流向は北東 南西方向で、先述のSX05流怖とほぼ平行

する。両講とも北京聞、南西岡は調査区外で全体のプラ〆は不明。西側SDIIの規模は確Ia部分で幅0.5

-O.6m、深さO.lm。東側SD13の規僕は確認部分で幅O.5-0.7m、揮さO.4m。問講とも断同形状は皿状。

これら両構は先述のSX05流断と同一方向で、同じ¥n層上而から掘り込まれていたこと、機埋土が上

層のV層(鎌倉時代~室町時代1i!.古層)とは拠なることから本時期に相当すると判断した。ただし顕

著な遺物が出土しなかったため、鮮細な時期は不明である。本時期あるいは 2期 (古明時代~古代)

に下る可能性も考えられる。

鷺山仙道遺跡A区

5X09落ち込み (第11・98図28)

Al区南闘で確認した。検出当初は方形に近いプランを離飽L、竪穴住居と判断したが、断面部態が

浅い皿状であることから、住居の可能性は低いと認識Lた。また、 SX09内でPit243. 266 . 267 

269・270を検出したが、本遺構思没桂に上府より掘り込まれたPitである可能性が高い。本報告ではこ

れらをふまえて報告する。本遺構は土坑状の落ち込みと考えられ、西聞は調査区外、車側は古墳時代

の住居SB03に切られ、全体のプランは不明。規棋は確認部分で東西304m、南北2.5m、深さO.2m。

28は縄文土器の深鉢である。体部には貝般条肢が、口縁端部には貝般を押し当てた刻目が施される。

晩期中輩の西之山式に相当する。

鴛山仙遭遇跡B1匡

5X02・5X03低地 (第98図29、別添図12)

SX021iBl区北棚、 SX03はBI区南側で確留した。ともに低地状の地形で、遺物がわずかながら出土

している。29はSX02低地出土の縄文土器深鉢で、口縁端部に貝殻による刻目が施される。縄文晩期中

聾稲荷山式に相当する。

離から末頃に比定できる07. 8は条痕文土協の饗体部である。体部のよ半部で、波状文が施される.

水神平式に相当する。9は盗体部片と推定される.太い沈純で士検が施される。中部山岳系の土器か010

-15は越賀川系の塑口縁および底部、 16は遠賀川系の部版部である。ともに弥生時代前期f産業に布lfi

する。17-19は弥生土器の斑体部片である。弥生時代中期間車の朝日式に相当する。2Qは石核調整時の

剥片である。21は打製石斧の剥nか。22は二次加工のある剥片である。23は打割石斧である。小型品で砂

岩製である。24は敵石である。『十a央部の舷打痕が顕著である。

25は縄文土器深鉢である。晩期桂葉町五貰轟式に相当する。26.27は迫賀川系の聾口縁である。ヘラ

描沈線が施される。弥生時代前期桂輩に相当する。

このように、本遺構に閲しては縄文時代晩j明から弥生時代前期 中期1拍車と出土遺物に時期幅があ

り、このことも流路であることの証左と脅えよう。おそらく弥生時代中IPI頃には埋没したものと推定

される.

5011・5013(描10図)

A1IR車側.A2区南側で確認した。両構とも流IIlJは北東 南西方向で、先述のSX05流怖とほぼ平行

する。両講とも北東問、南西側は湖査区外で全体的プランは不明。西側SDIIの担模は確健部分で帽0.5

-O.6m、深さO.lm。束縛SD13の規模は確認部分で幅O.5-0.7m、深さO.4m。両講とも断而形状は皿状。

これら阿溝は先述のSX05流路と同一方向で、日lじ¥n層上而から掘り込まれていたこと、樽坦l土が上

層のV層 (鎗官時代~室町時代也古府)とは典なることから本時期に相当すると判断した.ただし顕

著な遺物が出土しなかったため、俳細な時期は不明である。本時期あるいは 2期 (古墳時代~古代)

に下る可能性も考えられる。

置山仙道遺跡A区

5X09落ち込み (節11・98図28)

AI区南側で離恕した。検出当初Jは方車に近いプラ〆を確認L.竪穴住居と判断したが、断面形態が

浅い皿状であることから、住応の可能性は低いと認識Lた。また、 SX09内でPit243・266. 267 

269・270を検出したが、本遺構主tl没植に上層より掘り込まれたPitである可能性が苅い。本報告ではこ

れらをふまえて報告する。本遺備は土坑状の部ち込みと考えられ、西側は削査区外、JI(側は古噴時代

の住@SB03に切られ、全体のプランは不明。規棋は確認部分で車西304m.南北2.5m、深さO.2mロ

28は縄文土器の深鉢である。休部には貝殻晶抗が、口線端部には員般を押し当てた刻目が施される。

晩畑中聾の西之山式に相当する。

鷺山仙遭遇跡Bl~

5X02・5X03低地 (第98図29、別添悶12)

SX02はBl区北側、 SX03はBl区南側で確認した。ともに低地状の地形で、遺物がわずかながら出土

している。29はSX02低地出土の縄文土器探鉢で、 口縁端部に貝殻による刻自が施される。縄文晩畑中

葉稲荷山式に相当する。
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第2節 2期 (古墳時代~古代)の遺構と造物

2出lの遺構は鷺山蝉遺跡B-F区、鷺山仙沼遺跡A.B区で、特に徴高地上で儲Il!できた。主にE府

(砂崩地山層)上面、四府 (縄文:時代~古墳時代遺物也古府)上面で遺構を検出した。

く古墳時代前期の遺構遺物〉

鷺山蝉遺跡B区

5D24・5D30(揖12・99図30)

5024はB6区南側、 5030はB7区東側でそれぞれ硝隊した。ともに流向は北京ー南西方向。sIJ番号で

あるが、同一延長線上に位位することから、同一構の可能性が考えられる。それらを断まえて報告す
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の遺構と遺物2邦j(古噴l時代~古代)第2節

2同jの遺構は鷺山蝉遺跡B-F区、鷺山1i1，il'i遺跡A.B区で、特に徴問地よで硝訟できた。主に医府

m府 (純文時代~古墳時代辿物包古周)上面で遺併を検出した。(砂崩地山陪)上I師、
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旗山蝉遺跡B区

5D24・5D30(都12.99悶30)

50241;!:B6区南冊、 5030はB7区東側でそれぞれ備隊した。ともに流向は北京ー南西方向。別番号で

同一i昨の可能性が考えられる。それらを踏まえて報告す
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る。規模はSD24が確lIl!部分で長さ4.5皿、幅1.2-1.3m、深さO.7moSD30の規模は確認部分で長さ5.6m、

幅O.6m、深さO.4m。断面形状はSD24が下に凸形、 SD30は上部をSD21に切られているため、確認部分

ではU字形を呈する。本遺構の埋土はテラスより上まで自然堆積が及んでいた(2凪)。テラスより上

人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。30は土師器有段高胸部分にはプロック土か古まれ(J層)、

初、の軒部。31は剥片で、石材は下呂石。32は石核調整時の剥片で、石材はチャート。本遺構の時期は出

土遺物から古墳時代前期と判断した。

鷺山蝉遺跡D区

SK06 (節目四回33-37)
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鷺山蝉遺跡DIsSK06.08.10.15¥起測闘第13図

る。規棋はSD24が備認部分で長さ4.5m、幅1.2-1.3m、深さ0.7moSD3Oの規棋は確認部分で長さ5.6m、

確認部分幅O.6m、i深さO.4mo断面眠状は5024が下に凸形、 SD30は上部をSD2Jに切られているため、

( 2崩)。テラスよ り上ではU字形を呈する。本遺構の埋土はテラスより上まで自然堆摘が及んでいた

崩部分にはプロ γク土か含まれ (1層)、人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。30は土師器有段高

軒町杯部。31は剥片で、石村は下呂石。32は石核調整時の剥11で、石材はチャート。本遺構の時期は出

土遺物から古邸時代前l聞と判断した。

鷺山蝉遺跡D区

SK06 (節目 叩図33-37)
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第'4図 鷺山蝉遺跡D3区SB01、SK65実測図
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o 1m 

'-'-'-'-'-ム一一一」

DI区南聞で確毘Lた。Pit19に切られる。プランは楠円形。規艇は長軸1.9m、短軸L5m、深さO.35m。

埋上に傑を古み、本遺構を完拙すると X層(際層地山師)を確認できた。33'34は5字聾ロ縁部であ

る。35はS字翌日緑から体部にかけての破片で、体部上方が品大径となる。361抗告台脚部破片。37は高

停の拝部破片。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前畑!と判断した。

SK08 (革13，99図38-42)

DI区南側で確認した。Pit20. 21に切られる。プランは剛丸長方形。脱棋は長辺2.6m、短辺2.3目、 深

さ0.4llloSK06悼と!日l服、出土に疎を古み、完掘すると X府(瞭府)を碓臨できた。38.39はS字聾口縁

nで、 38は端部立ちよがりが受口状となる。40はS字型脚部。41は土師器鉢。42は小型査の口縁片。本遺
構町時期は/JI土遺物から古墳時代前期と判断した。

， 1.. τ 

了 →¥¥1 -z・一回
1 --

表

ー当よ

。「m
岨

円

e 

判。 L;シノj。

¥一一一一一一ー一一一一一--

----'-一一一一一ー---
蜘}

、、
一、、、

一

酬

ー←--

E 
.7~ 1-..i' 

i x--.圃

，-ー刷濁

一
C 
I蜘 側・6

c 園

山

制帽 • 
ヒ--，--/'

ー〈ここ 哩==;=""...1
"底絹1Mr.>
a岡山田

〈蜘岬"， ..嗣， ，・.\<...~刷・国副
o 四

L....ムヰム一一」

11114国軍山蝉遺跡D3区SB刷、 SK65:l!測図

D1区南側で確包した。Pit19に切られる。プラ/'f;t.m円形。雌模は民軸1.9m.短軸1.5m、深さO.35mo

t壇上に畷を古み、本遺構を完姻すると X層 {蝶厨地山層)を擁訟できた.33・34はS字聾口縁部であ

る，35はS字型口融から体部にかけての破片で、体部上方が最Jヒ径となる。36は器台脚部破片。37は高

怖の杯部融}1.本遺帽の時期は出土遺物から古III時代前期と判断した.

SK08 (郡山田園38-42)

D11K1抑闘で晴也した。Pil20'21に切られる。プランは剛Jc且方形。脱般は民辺2.6m 短辺2.3回、深

さO/lmoSK06却と同様、J.!I!土に傑を含み、完揃すると X附 (繍府)を峨隠できた。38，39は5字型口融

Jiで、 38は端部立ち上がりが受口状となる。40はS'f-費脚部。'11は 1:側僻件。42は小製盛の口縁片。本遺

柵町II，~期は/1\上遺物から占墳時代前期と判断した。
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第15図 鷺山蝉遺跡F318:5K54実世l図

5K10 (第13.99図43)

01区南側で確認した。西側は調査区外のためプランは不明だが、椅円形と推定される。規模は確箆

部分で長軸2.1m、短軸1.6m、深さ0.25m。樫土に畷を古む。43は土師器屈折脚向再の脚部片である。本

遺構の時期は出土遺物から古明時代前期と判断した。

5K15 (第13図)

01区南側で確認した。Pitl0-12に切られる。プランはほぼ椛円形。規模は長軸1.6m、短軸1.3m、採

さO.15m。埋土に様を官む。提測可能な遺物は出土しなかったが、 5宇費削片が出土することから、本

遺構の時期は古噴時代前期に相当すると判断した。

5801 (第14・99図44-47)

03区東聞で確認した。埋土に炭 焼士等は含まれず、炉跡等は確認できなかったが、遺構町立ちよ

がり形状および量権成而が平却であることから住居と判断した。西冊立ち上がりと南側の一部分のみ

泣存。北側は開査区外、南側の大部分が5001よる撹乱のため全体のプランは不明であるが、一辺4.4m

以上の方形と推定される。深さはO.lm。本遺構内でPitll9.121、5K65を確砲、した。44は土師器査の口

縁片。45-47はS字蔓脚部片。本遺構の時期は出土遺物から古'11時代前期と判断した。

.山蝉遺跡E区

5XQ4低地 (第四図48-50、別添図8)

El区西側で確認した。欄査区南西側へ下がってゆく低地で、樫土最下部で古墳時代の遺物が出土し

た。48は5字型口縁から体部にかけての破片で、体部中央が最大径となる。49はEE体部jfで、岡部に櫛

摘文とへラ工具による刺突が施される。田は高杯の杵部破片。本遺構の時期は出土遺物から古噴時代前

期と判断した。辛お、低地域にも人間活動が及んでいた可能性を想定して、本遺構の埋土に閲しては

自然化学分析を実施したところ、若干ながらイネのプラントーオパールが検出された。(詳細は第6章

郁1節書照)。

鷹山蝉遺跡F区

5K54 (第15.99図51)
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第15図 鷺山蝉遺跡F3区SK54実測図

5Kl0 (車13 田図43)

Dl区南圃で確I!'.した。西側は調査区外のためプランは不明だが、椅円形と推定される。規模は確認

部分で長軸2Jm、短軸L6m、深さ0.25m。思土に傑を古む。43は土師器凪折脚高再の脚部片である。本

遺構の時期は出土遺物から古11¥時代前期と判断した.

5K15 (都13図)

Dl区南側で確隠した。PitJu-12に切られる。プランはほぼ初円形。規肢は時軸1.6m、短軸1.3m、採

さO.15m。埋土に僚を合む。実測可能な遺物は/liこlニしをかったが、 S宇費制片が出土することから、本

遺構の時期は古墳時代前期に相当すると判断した。

5801 (措14 四図44-47)

D3区車個で確認した。思土に炭焼土等は含まれず、炉跡等は確認できなかったが、遺構町立ち上

がり形状および遺権成而が平坦であることから住居と判断した。西側立ち上がりと南側の一部分のみ

泣存。北側は開査区外、南側の大部分がSDOlよる撹乱のため全体のプランは不明であるが、一辺4.4m

以上の方形と推定される。深さはO.lmo本遺構内でPit119.121、SK65を確I!'.した。44は土師器査の口

縁片。45-47はS宇聾胸部片。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期と判断した。

.山鱒遺跡E区

5X04低地 (第四国48-50、 ~II添図 8 )

El区西側で確認Lた。側提区南西側へ下がってゆく低地で、坦l土最下部で古墳時代の遺物が111土し

た。48は5字聾口縁から体部にかけての破片で、体都中央が最大径となる。49は斑イ宇都片で、岡部に櫛

捕文とへラ工具による刺突が施される。却は高杯の判、部破片。本遺構の時期は山土遺物から古11¥時代前

期と判断した。なお、低地域にも人間活動が及んでいた可能性を想定して、本遺構の趨土に関しては

自然化学分析を実施したところ、若干ながらイネのプラント オパールが検出された。(詳細は第6章

第1ft肩書館o。

鷺山蝉遺跡F区

5K54 (第15 叩図51)
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鷺山仙道遺跡Al区5B03実測図第17図

F3区北側で確認Lた。5B26'27、5K39に切られる。西側は調査区外のため全体のプランは不明であ

るが、隅丸長方事状と推定される。規棋は確認部分で長辺2.6皿、短辺1.0-1.2m、深さOAmo51は5'"彊

脚部片である。本遺構の時JVJは出土遺物から古墳時代前開!と判断Lた。

Pit232出土遺物 (都田園52)

52はF3区西側Pit232出土のS字聾脚部。本遺構の時期は出土壇物から古明時代前JVJと判断した。

鷺山仙遭遇跡A区

(都16. 1叩図53・臼)5801 

A2区東側で確寵した。困聞と北側で立ち上がりの一部のみ遣存。南側は捌査区外、東聞は撹乱のた

一辺4.1m以上の方都と推定される。深さは0.4問。埋土に員を古むが、 Fめ全体のプランは不明だが、

プランでは明確に確認できなかった。

53は5字型口縁片。臼は苅杯脚部。本遺構の時期は/Jl土壇物から古墳時代前期と判断した。

跡専は確訟できなかった。断面で貼床状の土層が確魁できたが、

5802 (車16図)

A2区東側で確認した。世田のコーナ部分と推定される一部のみ遣存。北側は大半が調査区外で全体

一辺2.0m以上の方都と推定される。深さはO.lm。埋土に民は合まれていなかっのプランは不明だが、

た。本遺構の時期lは5B01と同じW崩上面で検出したこと、J.!Il土が上府のV胞とはt間企ることから本時

間1に相当すると判断したが、顕著な遺物は11¥土しておらず詳細な時期は不明である。
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F3区北側で確認した。SB26. 27、SK39に切られる。西側は調査区外のため全体のプランは不明であ

るが、隅丸長方形状と推定される。規績は雌恕部分で長辺2.6m、短辺1.0-1.2m.深さOAmo51はs!.'{;聾

脚部片である。本遺構の時JVJは出土遺物から古墳時代前即!と判断した。

Pit232出土遺物 (車問図52)

52はF3区西側Pit232出土のS宇墾脚部。本遺構の時期はJlIニlニ遺物から古1ft時代前JVJと判断した。

鷺山仙遭遇跡A区

5B01 (都16・1叩図53. 54) 

A2区東棚で確挺した。凶聞と北側で立ち上がりの一部のみ遣イf。南側は湖査区外、東側は撹乱のた

め全体のプランは不明だが、 辺4.lm以上町方形と推定される。深さは0.4問。思土に農を古むが、炉

跡専は確認できなかった。断商で貼庶状の土層が確飽できたが プランでは明雄に催訟できなかった。

531;1:S宇聾口縁片。54は悶杯脚部。本遺構の時間lは出土遺物から古墳時代前期と判断した。

5B02 (車16図)

A2区東側で碓iaした。世田のコーナ部分と推定される一部のみ遣存。北側は大半が調査区外で全体

のプランは不明だが、 一辺2.0m以上の方形と推定される。深さはO.lm。埋土に民は合まれていなかっ

た。本遺構の時期lはSB01と同じW崩上面で検出したこと、担i土が上胞のV防とは拠なることから本時

間lに相当すると判断したが、顕著な遺物は出土しておらず昨細な時期は不明である。
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第四国 鷺山仙迫遺跡BI区5BOI-03、5D06. 07、5KIO断面実測図

8803 (部17. 1曲図55)

AI区南欄で確認した。5K23に切られ、 5X09落ち込みを切る。西聞と南冊立ち上がりの一部のみ遣

存。東聞は調査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺5.0mの方形と推定される。深さO.3m。埋土に

炭は古まれてい辛かった。551;1:5宇盟。図上でほぼ全体が復元でき、体部上1jが最大径となる。内而 F

部にはコゲが付着する (園中破線より下)。本遺構の時期は出土遺物から古'I!時代前同!と判断した。

8010 (部18. 1曲図56-59)

Al区中央で確認した。櫨向はやや蛇行する北西一南東方向。講の両閣は調査区外。北日のみ置存し、

南肩は職国時代の5009に切られて全体のプランは不明。規模は確偲部分で長さ5.6m、遺存幅0.8-

l.8m、深さO.4m。断而形は遣存部分のみであるが逆台形状に近い。56'57はS宇翌日融片。58は縄文土

躍で西之山式に比定できる。59は剥片で、石材は下呂石.この他実測可能遺物は無かったが、 5字饗体
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第四国 軍山仙逝遺跡BI区SIlOI-03、SD06. 07、SKIO断面実湖国

5803 (衛官17・1曲岡田)

AI区南側で確也したoSK23に切られ、 SX凹落ち込みを切る.剖嗣と甫慨立ち上がりの}部のみ置

#-.車聞は測査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺5.0mの1imと推定される。揮さO.3mo坦土に
肢は合まれていなかった.55はS字聾。図上ではほ全体が復元でき.体部上方が最大径となる。内而下

部にはコゲがf.t珊する (図中世線より下)。本遺構の時期は出土遺物から古JJt時代前期と判断した.

5010 (郁18・100岡田~田)

A 1 18:中央で確~L. t~。誼向はやや蛇行する北西一 I旬車方向。 z障の両聞は欄査区外。北町のみ置存し、

1+1府は職問時代のSD09に切られて全体のプランは不1910規模は晴胞部分で民さ5.6m、温存幅0.8-

1.8m、採さO.4mo断I(ti形は遣存部分のみであるが逆台形状に近い。56'57は5字型口融片.58は縄文土

器で西之山式に比定できる。59は剥片で、石材は下品石。この他:k;測可能遺物は繁かったが、 S字費体
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部片が出土することから本遺構の時期lは古墳時代前期に相当すると判断した。

8015 (措18.1同図60-67)

A1区中央で確認した。流向は蛇行する東 西方向。5K師、 Pit113. 115に切られる。講の両側が調査

区外のため全体のプラ Jは不明。規棋は確認部分で長さ5.6m、~j;!1.2- 1.6m、深さO.35m。断面形は皿状

に近い。60は土師器蛮口縁。61は小形丸底蛮で 内外面に細かいヘラミガキが施される。62はS字型脚

部。63.64はS宇型口縁。65は5字型体部で体部中央付近が最大径となる。66は丸底聾で、 一見すると畿

内の布留系費に類似しているが、器控は布留系聾より厚い。また外面に細かいへラミガキが施される

点で布留系斐と異なる。67は丸底鉢体部片。出土遺物から古噴時代前期と判断した。

8017 (第18図)

A1区北冊で確認したυ流向は北京一南西方向υSK05'13 . 16に切られるため、確認できるプランは

少ない。規模は確認部分で長さ4.4m、幅L3m、深さ0.45mo5023に並行する。笑測可能な遺物は揖かっ

たが、 5宇建体部片が出土していることから古墳時代前期に相当すると判断した。

8023 (第18. 100図68-73)

A1区中央で確寵した。5D14、5K05'14' 15に切られる。流向は東北東 西北西方向。古代の講5D14

掘削中に、その日部分で構の断而形を検出した。5D14とはほぼX宇状に交差して切り合うため、確認

できたプランは少ない。規模は確認部分で長さ5.2m、帽1.2-1.7m、深さO.8m。断面形は逆台形状に近

い。68は器台脚部。69はS字費。70は蛮口縁片。71は柳ヶ坪型盗口縁片。72は鉢底部で、細かいへラミガ

キが施される。73は小形丸底資体部。本遺構の時期は出土遺物から古境時代前期と判断した。

鷺山仙道遺跡B区

8801・8X04炉跡 (第19. 20 . 100図74)

81区南側で確認した。5801は北東側、北西側の立ち上がり一部を確認できた。南側は調査区外、西

側は5E01に切られ全体のプランは不明であるが、一辺3.5m以上の方形と推定される。深さO.lm。本遺

構内で5X04炉跡を確認した。地床炉と考えられ、プラ〆は隅:lL長方形に近い。規模は長辺O.6m、短辺

0.45m、深さO.lm。炉跡埋土は顕著な炭府を確認でき、また炉跡周辺にも炭の範囲が確認できたが、

被熱痕跡は認められなかった。74は5字斐口縁である。本遺構の時期lは出土遺物から古墳時代前開!と

判断した。

8802 (第19. 20 . 1同匡:175)

81区南側で確認した。東側は5DQ6. 07、5801に切られる。西側は調査区外のため全体のプランは不

明であるが、 一辺4.9m以上の方形と推定される。深さO.2m。埋土中に民をわずかに古むが、炉跡等は

確認できなかった。75は5字聾口縁片。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期lと判断した。

8803 (措19・20図)

81区中央で確認した。5D07に切られる。東側は閥査区外で全体のプランは不明だが、 一辺2.9m程度

の隅丸方形と推定される。深さO.lm。本遺構の時期は5801.02と同じ5X03低地迎土の上面で検出した

こと、埋土が5802に似ることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物が出土しておらず詳

細な時期は不明である。5803→ 5D07→ 5801の順に変遣することから、本遺構の時間1は5802と同時四j

部片が出土することから本遺構の時JUJは古墳時代前期に相当すると判断した。

5015 (前18・1凹図回-67)

Al区中央で確認した。流向は蛇行する東 西方向。5K師、 PitlJ3. 115に切られる。講の両側が淵査

区外のため全体のプラム〆は不明。規般は確認部分で長さ5.6m、幅1.2-1.6m、漂さO.35m。断面形は皿状

に近い。60は土師器蛮口縁。61は小形丸底資で 内外面に細かいヘラミガキが施される。62は5宇彊脚

部。63.64は5字型口縁。65は5字型体部で体部中央付近が最大径となる。66は丸底聾で、 一見すると畿

内の布留系費に類似しているが、器壁は布留系費より厚い。また外聞に細かいへラミガキが施される

点で布留系斐と異なる。67は丸底鉢体部片。出土遺物から古噴時代前期と判断した。

5017 (部18図)

Al区1t刊で確認した。流向は北京一南西方向uSK05'13 . 16に切られるため、確認できるプランは

少ない。規模は確認部分で長さ4.4m、幅1.3m、深さ0.45moSD23に並行する。実測可能な遺物は無かっ

たが、 S手:聾体部)キが出土していることから古墳時代前期に相当すると判断した。

5023 (部18. 100図68-73)

Al区中央で確認した。5014、5K05.14. 15に切られる。流向は東北東 西北西方向。古代のill5014

抑削中に、その日部分で講の断而部を検出した。5014とはほぼX宇状に交差して切り合うため、確認

できたプランは少ない。規模は確認部分で長さ5.2m、幅1.2-L7m、深さO.8m。断面形は逆台形状に近

い。68は器台脚部。69は5字望。70は蛮口縁片。71は柳ヶ坪型盗口縁片。72は鉢底部で、細かいへラミガ

キが施される。73は'1、形:lL底資体部。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期と判断した。

鷺山仙道遺跡B区

5801・5X04炉跡 (第四 20.1凹図74)

81区南側で確認した。5801は北東側、北西側の立ち上がり一部を確認できた。南側は調査区外、西

側は5EOlに切られ全体のプランは不明であるが、 一辺3.5m以上の方形と推定される。深さO.lm。本遺

構内で5X04炉跡を確認した。地床炉と考えられ、プラ〆は隅丸長方形に近い。規模は長辺O.6m、短辺

0.45m、深さO.lm。炉跡埋土は顕暫な民府を確認でき、また炉跡周辺にも肢の範囲が確認できたが、

被熱痕跡は認められなかった。74は5宇翌口縁である。本遺構の時期lは出土遺物から古墳時代前開!と

判断した。

5802 (第19. 20 . 1朗図75)

81区南側で確認した。東側は50Q6. 07， 5801に切られる。西側は調査区外のため全体のプランは不

明であるが、 一辺4.9m以上の方形と推定される。深さO.2mロ辿土中に炭をわずかに官むが、炉跡等は

確認できなかった。75は5字型口縁片。本遺構の時IUJは出土遺物から古噴時代前期lと判断した。

5803 (措19・201副)

81区中央で確認した。5007に切られる。東側は調査区外で全体のプランは不明だが、 一辺2.9m躍度

の隅丸方形と推定される。深さO.lm。本遺構の時期は5801.02と同じ5X03低地埋土のよ面で検出した

こと、思土が5802に似ることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物が出土しておらず詳

細な時期は不明である。5803→5007→5801の順に変遣することから、本遺構の時期は5802と阿時間j
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第22図 鷺山蝉遺跡s4区S053実測図

の古墳時代前期、も Lくはそれ以前の可能性が考えられる。

SD06・07(蔀19.20図)

61区南側で確認した。S007が先行する講で、掛り直してSO聞を形成したと考えられる。SB02' 03 

を切り、 S601に切ら札る。流向はともに北東 南西方向。北東聞は澗査区外、南東聞はS601に切られ

全体のプランは不明。規模はSO曲が確認部分で長さ7.2m、幅~.7m、深さ 0.5moS007が長さ8.0m、 残存

幅O.5m、深さO.25m。断面形状はSO聞がU字状、 S007が浅い皿状。両滑からは顕著な遺物は出土しな

かったが、 SB02→S007→S006-S601の願に遺構車遷すること、 SB01' 02で古墳時代前期の遺物が

出土することから、本遺構の時期lは両講とも古1))時代前期の範曜に収まると判断した。

SK10 (節目 20図)

61区南側で確認した。車欄は調査区外のため全体のプランは不明だが、桁円形状と推定される。規

模は確也部分で長軸0.9町、短軸O.7m、探さ0.25m。本遺構の時間lはSBOl等と同じSX03低地埋土上面で

検出したこと、埋土がSB02に似ていることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物は出土

しておらず俳細な時期!は不明である。

〈古墳時代桂期~古代の遺構遺物〉

鷺山蝉遺跡B匡

SK01 (第21' 101図76)

62区北側で確認した。プランはほぼ円形。規艇は直径l.1m、深さO.5m。埋土下層掛目IJ中に土器を確降

した。76は全部の分かるロクロ土師器の植。本遺構の時期は出土遺物から平安時代京から鎌倉時代初め

頃と判断した。

Pit74 (第21園、日Ij添図3)

62区北側で確認した。SOOIに切られる。東側はサプトレンチ姉削で一部を切られる。規模は確認部

分で直後0.65m、採さO.35mo実測可能な遺物は蕪かったが、ロクロ土師器細片が出土することから、

本遺構の時期は平安時代末から鎌官時代初め頃に相当すると判断した。

SX02落ち込み (第21' 101図77l

62区北側で確認した。北側は戦闘時代のS004に切られ、東側は淵査区外のため全体のプランは不

明。不整形状の落ち込みと推定される。規模は確Ia部分で南北8.0m、車西3.9m、深さO.15mo77はロク
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第22図 鷺山蝉遺跡s4区S053;)>測図

の古噴時代前JUJ、も Lくはそれ以前の可能性が考えられる。

SD06・07(部19.20図)

BI区南側で確認した。S007が先行する講で、掛り直してS006を車挫したと考えられる。SB02. 03 

を切り、 SBOIに切られる。流向はともに北東 南西方向。北東側は鯛査区外、南東怖はSBOIに切られ

全体のプランは不明。鋭校はSO加が確認部分で長さ7.2m、幅O.7m、深さ0.5moS007が長さ8.0m、残存

幅O.5m，採さO.25m。断面形状はSO聞がU字状、 S007が浅い皿状。両i障からは顕著な遺物は出土しな

かったが、 SB02→S007-S006-SBOIの順に遺構変遷すること、 SBOI.02で古墳時代前期の遺物が

出土することから、本遺構の時期は両溝とも古噴時代前期lの範輔に収まると判断した。

SK10 (節19'20図)

BI区南聞で確認した。車閣は調査区外のため全体のプランは不明だが、桁円形状と推定される.鋭

績は確飽部分で長軸O.9m、短軸O.7m、深さO.25m。本遺構の時JUl1iSBOI等と同じSX03低地埋土上面で

検出したこと.思土がSB02に似ていることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物は出土

しておらず抑制!な時期は不明である。

く古噴時代t長期~古代の遺構遺物〉

車山蝉遺跡B巨

SK01 (捕21. 101図76)

B2区北側で確認L.t~。プランはほぼ円形。鋭様は直径l.lm、深さ O.5moJ.!1l土下府揃削 1\-1 に土器を確飽

した。76は全車の分かるロクロ土師器の植.本遺構の時期は出土遺物から平安時代末から鎌倉時代初め

頃と判断した。

Pit74 (鈴2J1盟、別添図3)

B2区北側で確認した。SOOIに切られる。東側はサプトレンチ掛削で一部を切られる。規模は確認部

分で直径0.65m、探さO.35mo;J.f測可能な遺物は悟かったが、ロクロ土師器細片が出土することから、

本遺榊の時間1は平安時代末から鎌倉時代初め頃に相当すると判断した。

SX02落ち込み (描21. 101闘77)

B2区北側で確認した。北側は戦国時代のS004に切られ、東側は湖査区外のため全体のプランは不

明。不整車状の落ち込みと推定される。規模は確飽部分で南北8.0m.車西3.9m、深さO.15mo77はロク
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ロ土師器庇部である。本遺構の時期は出土地物から平安時代末から鎌倉時代初め頃と判断Lた。

5005・08・09(第21図)

B2区北側で確認した。いずれも流向は北ー南方向。50051;:5008とほぼ平行し、 50仰を切る。また、

5005 佃町南側は5001に切られ、北側は5D04に切られるが、さらに調査区外へとやl'びると推定され

る。全体のプラ〆は不明。規模は5005"'確認部分で長さ9.6m、明日45m、深さO.lmoSD聞が確箆部分で

長さ4.5m、残存帽D.45m、深さO.lmoSD09が確艇部分で長さ4.0m、幅O.25m、深さO.D5cm。いずれの構

も断面形状は浅い皿状である。実測可能な遺物は無かったが、ロクロ土師器細片が出土することから

本遺構の時期は平安時代末から鎌倉時代初めに相当すると判断した。

5053 (首i22. 101図78.79) 

B4区南側で確認した。流[IiJは車 西方向。西側は5033に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。規模は確認部分で長さ3.4m、幅O.7m、深さO.3m。断面形状はU字状。本遺構内から土器が2白

まとまって出土した。78.79はともにロクロ土師帯。底部に糸切痕がある。本遺構の時期は出土遺物か

ら平安時代末から鎌倉時代初Jめ頃と判断した。

5X26落ち込み (第101図曲、別添図5)

B5区中央で確認した。車帽は5X21石積施政に切られ、南側は捌査区外のため全体のプラ〆は不明。

規棋は暗証Z部分で東西2.0m、南北1.8m、揮さO.lm。曲は須恵器鉢で援護須荷VJ田部1'1、則。本遺構の時

期は出土遺物から9世紀初iil'iと判断した。

鷺山蝉遺跡CIK

5K01 (部101図81、E'I添図7)

Cl区北側で確認した。I事側は試掘トレンチに切られており全体のプランは不明だが、耳整楕円形状

と推定される。鋭棋は確認部分で長軸O.8m、短軸0.5m、深さO.l5mo81は土師器平成建の口縁部破片。

本遺構の時期は出土遺物から8-9世紀頃に相当すると判断Lた。

Pit27 (車101闘82、別i岳図7)

C2区中央で確寵した。プランは桁円形。規棋は長軸O.6m、短軸O.4m、深さ0.2問。82は伊勢型聾口縁

破片で、 CI緑端部形状がやや拠なる2頬。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代能JVIil'iと判断した。

置山蝉遺跡F1区

5801 (酷23. 101図83-98)

Fl区西側で確認した。5B02・06.09.10、SK26を切る。立ち上がりの3方向が遣存していた。南側は

調査区外で全体のプランは不明だが、 一辺4.2m以上の方形と推定される。採さはO.25m。住居の北側で

カマドを確認した。プランは北開突出部が隅丸方形状で、南聞は不整部状を呈する。規僚は長辺O白m、

短辺0.45m、深さO.2m。埋土に院を多く含む。断蘭で貼床状の土婦を確認できるが (5嗣)プランでは

明確に確飽できなかった。{tJt!f内で確認できた遺構のうち、 5017'18は貼床状の土府を切って形成さ

れており、住居に伴う控?障の可能性が考えられる。本遺構内ではこの他5K13を磁P&Lた。また5府より

下でSK22-24、Pitl36-138を確認できたことから、 これらは5BOlに先行する遺構の可能性が高い。

ロ土師協版部である。本遺構の時期は出土i止物から平安時代末から鎌倉時代初め頃と判断した。

5005・08・09(揖21図)

B2区北側で確認した。いずれも流向は北ー南方向。S005はS008とほぼ平行し、 SO凹を切る。また、

5005 凹の南側I;l:SOOIに切られ、北側はSO倒に切られるが、さらに調査区外へとpj'ぴると推定され

る 。全体のプランは不明。規艇はSOO弱音確詑部分で長さ9.6m、 ~~I0.4 5m、深さO.l mc SD聞が確認部分で

長さ4.5m.残存幅0.45m、深さO.lmoS009が確総部分で長さ4.0m、幅O.25m、深さQ.05cm。いずれの構

も断面形状は浅い皿状であるotl{湖可能な遺物は蕪かったが、ロクロ土師器細片が出土することから

本遺構の時期は平安時代末から鎌倉時代初めに相当すると判断した。

5053 (節22. 101図78. 79) 

64区南側で確認した。流[iiJは車 西方向。西側はS033に切られ、車側は飼査区外のため全体のプラ

ンは不明。嵐棋は確認部分で長さ304m、幅0.701、深さO.3m。断面形状はu宇状。本遺構内から土器が2占

まとまって出土した。78'79はともにロクロ土師器。底部に糸切痕がある。本遺構の時期は出土遺物か

ら平安時代末から鎌倉時代初め頃と判断Lた。

5X26落ち込み (都101図80、別添図5)

65区中央で確認した。車側はSX21石積施設に切られ、南側は捌査区外のため全体のプランは不l目。

規模は確魁部分で東西2.0m.南北1.8m、深さO.lmo曲は須恵器鉢で!X'j直fli荷 VI明酷1'1、JVI.本遺構の時

期は出土壇物から9世紀初献と判断した。

鷺山蝉遺跡CI&

5K01 (第101閣81、別i星図7)

Cl区北側で確認した。南側は試掘 トレンチに切られており全体のプランは不明だが、不整楕円形状

と推定きれる。規模は陣也部分で長軸0.8111、短軸O.5m、深さ0.15111081は土帥器平成建の口縁部破片。

本遺構の時開lは出土遺物から8-9世紀頃に相当すると判断した。

Pit27 (第101図旬、別i重図7)

C2区中央で確認した。プランは柑円形。鋭棋は長軸日6m、短軸O.4m、深さ0.2mo821!伊勢型斐口縁

破片で、 D縁端部形状がやや拠なる2類。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代f長期引と判断した。

竃山蝉遺跡F1区

5801 (帯23. 101図83-98)

Fl区西側で陥認した。5日02・06.09・10、SK26を切る。立ち上がりの3方向が迫存していた。南慨は

調査区外で全体のプランは不明だが、 一辺4.2m以上の方形と推定されるd躍さはO.25mo住居の北側で

カマ ドを確認した。プランは北側突出部が隅丸方形状で、南聞は不整形状を呈する。姐艇は長辺0.65111、

短辺0.45m、漂さO.2mo埋土に肢を多く含む。断同Iで貼席状の土凪を瞳訟できるが (5届)プランでは

明確に確Il!できなかった。住居内で確認できた遺構のうち、 5017'18は貼床状の土府を切って形成さ

れており、住居に伴う略構の可能性が考えられる.本遺構内ではこの他SKI3を確認した。また5府より

下でSK22-24、Pit136-138を確認できたことから、 これらはSsOIに先行する遺構の可能性が高い。
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車25図 鷺山蝉遺跡FI区SB03、SKIO・25実測凶

83-91は須恵器である。83は無台杯。84は有台杯。85は盤。86は盤脚部。87-S日は停車。91は盤皿。92は土

附器平成建口融破片。93はl):i漉式2類の焼極土催。94は砥石で、石材は砂岩。95は土製品の土錘。96は伊

勢型聖口縁破片。97は劉恕器I在日張、 98は須恵器杯である。郷軍器はほぼ奨漉劉衛VJUJ酷H、期に相当

する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初'1jiと判断した。

5902 (昨剖ー 101図101)

F1区西側で確認した。SB01に切られ、 SBIOを切る。立ち上がりの北側 面倒の一部が遭存。車個は

S801に切られ、南側は湖1f.区外のため全体のプランは不明だが、一辺2.4m以上の方形と推定される。

深さはO.15m。断而で貼床状の土層を確認できたが、 プランでは明確に確認することができなかった。

性賠の北側に顕著な民の範闘が見られるが、 カマドと認定するには至らなかった。本遺構内でSK15を
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鷺山蝉遺蝉FJIi<:5B03、SKlO'25~測図第25図

83-91は須恵器である。83は無台杯。84はイJ台杯。85は盤。86は盤脚部。87-90は杯載。91は盤I皿。92は土

肺器平底聾口縁磁j十。931まtJ<漉式2類の焼場土r..fo94は低石で、石材は砂岩。95は土製Efftの土錘。96は伊

勢2目聾口縁破片。97は劉恕器直口輩、 98は須!g器杯である。郷軍器はほぼ:ß漉~Jì衛 VJIIJ臨i小期に相当

する.本遺構の時期はJll土遺物から9世紀初頭と判断した.

5902 (第剖 101図10])

F1区西側で確認した。5B01に切られ、 5910を切る。立ち上がりの北側 西側の一部が遺存。東側は

一辺204m以上の方形と推定されるe5801に切られ、南側は拘置区外のため全体のプランは不明だが、

プランでは明確に確認することができなかった。

カマドと認定するには主らをかった。本遺構内で5K15を

深さはO.15m。断而で貼床状の土府を確認できたが、

住居の北側に顕著な艇の範闘が且られるが、
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鷺山蝉遺跡F1区SB04. 14iJ;測図!l!26図

確認した。SK15はプランが柿阿部状。規続は長総O.95m、短軸O.75m、深さO.3m。埋土に院をわずかに古

む。101は土師器平底翌日縁片。本遺構の時期は出土遺物から8-9世紀頃と判断Lた。

SB06 (酷23. 101図99.I曲)

FI区間側で硲認Lた。Pit03. 04・97.98に切られる。立ち上がりの北側 東側の一部が遺存。西個を

一辺2.5m以上のプIJ~と推定される。

プランでは明確に確認することができな

SBQ1に切られ、南側は捌査区外のため全体のプランは不明だが、

i軍さはO.2m。断面で貼床状の土届を確認できたが (4庖)、
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鷺山蝉遺跡FI区5B倒 14災訓図酷26図

確Ill!した。5KI5はプランが抑円形状。規僚は長軸O.95m、短軸0.75m、深さO.3mo.!ill土に炭をわずかに古

む。101は土師器平底聾口縁'''0本;n構の時期は出土遺物から8-9世紀頃と判断した.

S906 (酷勾 101園田 i叩)

FI区間聞で確認した。PitQ3 刷 97.98に切られる。立ち上がりの北聞 東側の一部が遺存。西側を

一辺2.5m以上の方車と挑定される。

プランでは明植仁雄認することができな

5BOIに切られ、南側は調査区外のため全体のプランは不明だが、

!l;さはO.2m。断面で貼床状の土府を確認できたが(4府)、
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かった。住居北側に顕著な炭の範囲が認められるが、カマドと認定するには至らなかった。本遺構内で

Pit96を確認した。99は須恵器商杯脚部で美濃須衛V期第vJ、期。1()()は須恵器聾口縁破片で柴漉須衛皿

J明後半。この他実測可能な遺物は蕪かったが、美浪須寵IV開1第1小JUJに相当する症F!!.器細片が出土する

ことから本遺構の時期は9世紀初頭と判断した。

5808 (郡白 104図159. 160) 

Fl区西聞で確認した。P73に切られ、 5B09.10、5K27を切る。立ち上がりの東側 南側が遺存。北側

は調査区外のため全体のプランは不明だが、一辺4.2m以上の方形と推定される。深さはO.J5m。北側断

面で顕著な炭層が確認でき、カマドの可能性が考えられる。しかし断面部分のみで、プランでは炭の

広がりを確認できなかった。本遺構内でSK20を確認した。159は須恕器斐口縁破片で英浪須衛目期桂

半。 1帥は~IÎ恕器有台折、で美浪須衛 V期前I小j問。 この他実測可能な造物は無かったが、 美濃須衛V期第

i小畑iに相当する須恵器細片が出土することから本遺構の時期は9世紀初頭と判断した。

5809 (郁23図)

Fl区西側で確認した。東側立ち上がりのみ遺存。南側はSBOlに、西側はSB08.10に切られる。北側

は調査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺3.0m以上の方形と推定される。深さはO.lm。本遺構

内でSK21. 26を確認した。断面で貼床状の土層を確認できたが(7周)、プランでは明確に確認する

ことができなかった。実測可能な遺物は知かったが、須山j器細片、土師器平底彊細片が出土すること

から、本遺構の時期は8-9世紀頃に相当すると判断した。

5810 (措24図)

Fl区西側で確認した。西側 東側立ち上がりの一部のみ遺存。南側はSBOl.02に、北側はSB08に切

られており全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は確認部分で長辺2.0m、短辺O.9m、深

さO.lm。実測可能な遺物は無かったが、須恵器細片、土師器平底斐細片が出土することから、本遺構

の時期は8-9世紀頃に相当すると判断した。

5812 (第24. 104図161)

Fl区西側で確認した。南側立ちよがりの一部のみ遺存。南側はSK12に切られる。北側はサプトレン

チ、西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、一辺1.6m以上の方形と推定される。深さは

O.15mo161は須TE器墾口縁破片で岩崎41号~高蔵寺2号熊式期(獄投産)である。本遺構の時期は出土

遺物から7世紀末-8世紀初Jめ頃と判断した。

5803 (措25'102図102-122)

Fl区中央で確認した。SK04に切られ、 SK25を切る。立ち上がりの3方向が遣存。西側はSD14に切ら

れ全体のプランは不明だが、長辺3.5m以上の長方形と推定される。短辺3.0m、深さO.2m。断面で貼床

状の土層を確認できたが(6府)、プランでは明確に確認することができなかった。住居の北側でカマ

ドを確認した。北側をサプトレンチに切られるが、プランは北側突出部も古め柿円形状と推定される。

規模は確認部分で長軸O.85m、短軸O.75m、深さO.2m。埋土は2.3層に炭を多く古んでいた。また住居

中央部にも炭の範囲が認められた。102は土師器平底費。103. 104は須恵器杯。105-107は須恕器舞台杯

で、 106 ・ 107にはヘラ記号有り 0 108-111は須恵器有台杯。 11 2は~j'iY.l!.器軒、査で、内田に焼成{査の記号

有り。113-118は劉恕器盤で、このうち113はヘラ記号有り。118は脚部に十字透かし有り。119'120は

かった。住居北側に顕著な炭の範囲が認められるが、カマドと認定するには歪らなかった。本遺構内で

Pit96を確認した。99は須恵器商杯脚部で英漉~Ji衛 VJ!lJ第I小期。I曲は須!!1-.器聾口縁破片で美i"須衛皿
}明後半。この他ZE測可能な遺物は蕪かったが、美濃須衛VJ田郡I小J9Jに相当するmn!.器細片が出土する
ことから本遺構の時JYJは9世紀初頭と判断した。

5808 (第24. 104匡1159・1回)

Fl区西聞で確認した。P73に切られ、 SB09. 10、SK27を切る。立ち上がりの車側 南側が遺存。北側

は調査区外のため全体のプランは不明だが、一辺4.2m以上の方形と推定される。深さはO.J5m。北側断

面で顕著な炭層が確認でき、カマドの可能性が考えられる。しかし断面部分のみで、プランでは艇の

広がりを確認できなかった。本遺構内でSK20を確認した。159は須恵器聾口縁破片で莞浪須衛田期桂

半。160は須恕器有台判で美浪劉衛V期第H、月l。この他実測可能な遺物は無かったが、美浪須衛V期第

i小周lに相当する須恵器細片が出土することから本遺構の時J9Jは9世紀初1Iiifiと判断した。

5809 (第23図)

Fl区西側で確認した。東側立ち上がりのみ過存。南側はSBOlに、西側はSB08.10に切られる。北側

は閥査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺3.0m以上の方形と推定される。探さはO.lm。本遺構

内でSK21. 26を確認した。断面で貼床状の土胞を確認できたが(7府)、プランでは明確に確認する

ことができなかった。実測可能な遺物は無かったが、劉忠器細片、土師器平底聾細片が出土すること

から、本遺構の時期は8-9世紀頃に相当すると判断した。

5810 (措剖図)

Fl区西側で確認した。西側 m側立ち上がりの 部のみ遺存。南側はSBOI.02に、北側は5B08に切
られており全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は確認部分で長辺2.0m、短辺O.9m、深

さ O. l m。尖測可能な遺物は無かったが、須!J!.it~細片、土師器平底饗細片が出土することから、本遺構

の時期は8-9世紀頃に相当すると判断した。

5812 (描24.104図161l

Fl区西側で確認Lた。南側立ちよがりの一部のみ遺存。南側はSKI2に切られる。北側はサプトレ〆

チ、西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺1.6m~J上の方形と推定される。深さは

O.15mo J61は須恵器聾口縁破片で岩崎41号~商政寺2号祭式}朋(狭投産)である。本遺構の時期Iは出土

遺物から7世紀末-8世紀初Jめ頃と判断した。

5803 (措25・102図102-122)

Fl区中央で確認Lた。5K04に切られ、 SK25を切る。立ち上がりの3方向が遣存。西側は5D14に切ら

れ全体のプランは不明だが、長辺35m以上の長方形と推定される。短辺3.0m、深さO.2m。断面で貼床

状の土府を確認できたが(6府)、プランでは明雄に確認することができなかった。住居の北側でカマ

ドを確認した。北側をサプトレンチに切られるが、プラ〆は北側突出部も合的桁円形状と推定される。

規模は確認部分で長軸O.85m、短軸O.75m、深さO.2m。埋土は2.3周に民を多く含んでいた。また住居

中央部にも炭の範囲が認められた。102は土師器平底整。103.104は須恵器杯。105-107は須恵器無台杯

で、 106. 107にはヘラ記号有り。108-111は須恵器有台杯。112は劉ZU器杯叢で 内田に焼成桂の記号

有り 。 113-118は~fm{器撤で、このうち 1 13はヘラ記号;{:jり 。 118は脚部に十字通かし有り 。 11 9. 120は
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須恵器聖で、このうち120は内商に十字刻みのある同心円タタキが施される。121・12211劉理器費目録

破片o ~Ii恐慌はすべて美濃須術V用l酷l小畑!に相当する。本遺構の時間jは出土遺物から9 止紀初頭と判断

した。

S804 (第26.103図123-140.104図141-157)

FI区中央で確認した。検出当初J西側を5B04、東側を5B05と切り合いのある住居と判断したが、断

面では切り合いが無く同ーの住居と判断した。5K03.05・06.og・Hに切られる。西側・車聞の立ち

上がりのみ遣存。北側を5BWこ切られるが、コーナ付近を北壁断閣で確認できた。南側は調査区外の

ため全体のプランは不明だが、直方形に近いと推定される。規模は確認部分で長辺5.0m、短辺4.5m、

採さO.2m。断面で貼床状の土崩を一部確認できたが (2層)、プランでは明確に確認することができ

なかった。住居の東側でカマドを確認した。カマドの北醐には原位置をとどめていないと考えられる被

熱を畳けた石を確認できた。カマドは北側をSK05に切られるが、プランは東側突出部分も古め不整梢

円形状と推定される。鋭棋は確認部分で長戦1.2m、短鰍l.Om、深さO.lmo埋土114胞が炭・焼土を古み、

3層が焼土のみであった。本遺柵内でPitl21. 122. 140を確認Lt~. 123- 1 57が5B04出土遺物で、この

うち123-140は東側カマド周辺、 141-157は西冊と出土地点を限定できる。123-138は須恵器で、 123

-125は無台柘。126. 130は有台停。127-129.131-133は杯董。134は盛口縁で井ヶ笹78号様式周IJ(!i( 

投産、 9世紀初頭).135-137は盤。1381ま聾。139は砥石で、石材は砂岩。14011砥石で、石材は安山岩。

141は土師協平底聾口縁破片。 1 42-157は ~1U.!.~惜で、 142は杯蓋宝"つまみ部分。 143-147は無台杯。 1 48

-151は平 台杯で、このうち150・151にはヘラ記号有り。152.153は盤。154は片口鉢。155は壷。156は

盗。 157は杯。 ~Jun器はほぼ聾i:l~li向IrV期前l小JUJに相当する。本遺構の時期は出土壇物から9世紀初頭と

判断した。

S807 (都幻 104図158)

FI区中央で確認した。5BI3を切る。立ち上がり4方のほとんどがi宜存。東側の一部を5BIIに切られる

が、プランはほぼ方形。規艇は一辺2.6m、深さ0.1問。158は畳部を有する須!ll器杯で、築設m衛田期後

半。本遺構の時期は出土壇物から7世紀極半と判断した。

S811 (郁27図)

FI区中央で確認した。5B07を切る。立ち上がり 4方のほとんどが置存。プランはほぼ方形。規棋はー

辿l.9m、探さO.lm。本遺構内でPit131. SKl1を確認した。実測可能な遺物は無かった。時期不明の土帥

器須恵器細片が出土することから、本遺構の時期は古墳時代桂期から古代に相当すると判断したが、

幹細な時期は不明である。

S813 (揖27.104図162-165)

FI区中央で確認した。調査時に5B13の東側を下げすぎ、東側立ち上がりをプランで確認することが

できなかった。また、東側で5BI5を確認し捌削のNiI事とは避に、 5BI3→5sI5の順で切り合うこと

が判明Lt.:oこれらを断まえて報告する。5sI3は立ち上がりの西聞のみ遺存。南聞を5B07.11、車慣

を5004に切られており、全体のプランは不明であるが、方形と推定される。担艇は確認部分および断

同Iからの復元で長辺3.5m、短辺2.2m、深さO.2m。断而で貼床状の土層を確飽できたが (4層)、プラ

〆では明確に確認することができなかった。また断而で顕著岳民崩が確認でき (3層)、 カマドの可能

~.i'i恕器'.I!で、このうち 120は内而に十字刻みのある同七、円タタキが施される 0 121' 122は劉盟器聾口緑

破片。m恕端はすべて奨汲須術vJ1I1第 lノl、則に相当する 。本遺構の時I~Iは出土置物から9世紀初頭と判断

lJ~。

5804 (郡26.1031司123-]40・104図141-157)

Fl区中央で確詑した。検出当初西側を58刷、東側を5805と切り合いのある住居と判断したが、断

而では切り合いが無く I司 の住居と判断した。5K03. 05 . 06 . 08 . 14に切られる。西側 車飼町立ち

上がりのみ遣存。北慨を5814に切られるが、コーナ付近を北控断面で確認、できた。南側は欄査区外の

ため全体のプランは不明だが、長方形に近いと推定される。規棋は確認部分で長辺5.0m.短辺4.5m、

深さO.2m。断面で貼床状の土師を一部確認できたが (2層)、プランでは明確に確認することができ

なかった。住居の東側でカマドを確認した.カマドの北側には郎位i世をとどめていないと考えられる被

熱を受けた石を確恕できた。カマドは北側をSK05に切られるが、プランは東側突出部分も官的不整繍

円形状と推定される。鋭棋は硝Il!'.部分で長靴1.2m、短軸1.0m、深さO.1m。壊土は4府が炭 焼土を官み、

3層が焼土のみであった。本遺構内でPit121. 122. 140を確認した。123-157が5B04出土遺物で、この

うち123-140は車側カマド周辺.141-157は西側と111土地点を限定できる。123-138は須恕器で、 123

-125は無台杯。126. 130は宥台停。127-129'131-133は杯蓋。134は盛口縁で井ヶ谷78号紫式期<lil

投産、 9世紀初頭)0135-137は盤。138は聾。139は砥石で、石材は砂岩。14011砥石で.石材は安山岩.

141は土帥時平底聾口緑破片。142-157は須J.!!.器で、 142は杯蓋宝珠つまみ部分。143-147は蕪台杯。148

-151は有台杯で、このうち150. 151にはヘラ記号有り。152・153は能。154は片口鉢。155は望。156は

輩。 157は悼。 ~.i'm~器はほぼ美漉須術V期都 l小田lに相当する。本遺構の時期は IU土遺物から9世紀初頭と

判断した。

5807 (酷27・1倒図158)

FI区中央で擁認した。5BI3を切る。立ち上がり4方のほとんどが遭存。東側の一部を5811に切られる

が.プランはほぼ方形。規績は一辺2.6m‘深さO.lmo158は畳部を有するUU.!!.器軒、で‘ J白浪須樟J目見l後

半。本遺構の時期はIH土遺物から7世紀極半と判断した。

5811 (前27図)

F1区中央で確認した。5807を切る。立ち上がり 4方のほとんどが遺存。プランはほぼ方形。規棋は一

辺1.9岡、採さO.lm。本遺構内でPitJ31. SKJlを確認した。実測可能な遺物は艇かった。時期不明の土帥

器 須恵器細片がlli土することから、本遺構の時期は古墳時代桂捌から古代に相当すると判断したが.

昨細な時期は不明である。

5813 (部27. 104図162-165)

Fl区中央で確認した。繍査時に5BI3の車側を下げすぎ、東側立ち上がりをプランで確隠することが

できなかった。また、東側で5815を確認し、捌百110)順停とは逝に、 5813→ 5B15の町[で切り合うこと

が判明した.これらを踏まえて報告する。5BI3は立ち上がりの商閣のみ遺存。甫冊を5807'II、東倒

を50加に切られており、全体のプランは不明であるが、 li形と推定される。胤棋は確砥部分および断

l師からの復元で長辺3.5m、短辺2.2m、深さO.2mo断面1で貼床状の土層を確Il!できたが (4層)、プラ

ンでは場l硫に確認することができなかった。また断面で顕著な炭廟が確認でき (3庖)、カマドの可能
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鷺山蝉遺跡FI区5K08実測図第四図

プランでは炭の広がりを傭訟できなかった。162は伊勢型聖性が考えられる。しかし断而部分のみで、

口縁先制後平滑に削ったものと考えられる。164は畳間日を有する須n!.器口縁破片。163は情勢型聾で、

杯。 16S{ ;UIUll器蓋。須Y!~器は挺浪lJ'i衛皿姐'11，去半に相当する。本遺構の時期1は出土遺物から7世紀桂半と

判断した。

5814 (部26. 104図166-170)

FI区中央で確認Lた。Pitl2.79に切られ、 5B04を切る。立ち上がりの西側 南側と東側のごく 一部

が遺存。北聞は調査区舛のため全体のプランは不明だが、台車状に近い。規模は確認部分で長辺3.2m、

短辺2.1 m、深さ O.15mo l66は土師器平底聾口縁破片ーである。 1 67は ~Iî理器無台軒。 168 . 169は須恵器有

168にはへラ記号イfり。170は須恕器撤脚部。須恵器は美漉劉衛V期第I小間lに相当する。本遺構台杯で、

の時期は出土壇物から9世紀初聞と判断した。

5815 (第28図)

FI区中央で確認した。5BI3を切り、 5D04、5KI9に切られる。立ち上がりの北冊 ー車問 南欄のー

部のみ遣イI。西側は5B'"こ切られており全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規艇は確認

カマドと認定部分で長辺2.4m、短辺2.0m、深さO.lm。住居南西隅に顕著な院の舵闘が認められるが、

するには主らなかった。実測可能な遺物は無かったが、土師器創立r器細片が出土する。本遺併の時期

は古噴時代桂捌から古代に相当すると判断したが、 If.細な時期は不明である。

5816 (車28.105図171-174)

FI区中央で確偲した。5KI6・18. 19に切られる。立ち上がりの北東 南東 南西側のー部のみ遺

存。北西側を5BI5、東側を5DI5に切られており、全体のプランは不明だが、長方形と推定される。揖

(5KI7)。プラン模は確認部分で長辺3.2m、短辺2.5m、深さO.05m。住居の南西閣でカマドを確認した
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鷺山蝉遺跡FI区SK08実測図第四図

プランでは炭の広がりを確認でき止かった。162は伊勢型建性が考えられる。しかし断ilii部分のみで、

口縁先!lI後平滑に間IJったものと考えられる。164は畳郎を有する須J.!!.1.世口縁破片。163は伊勢型聾で、

停0165は矧!I!.器葺。須恵器は奨漉ui衛皿期桂半に相当する。本遺榊の時期は出土iI'l物から7世紀桂半と

判断した。

5814 (第26.104図166-170)

FI区中央で雌恕した。Pit12.79に切られ、 SB仰を切る。立ち上がりの西側 南側と東側のごく一部

が遺存。北側は調査区外のため全体のプランは不明だが、台形状に近い。規模は徹也部分で長辺3.2m

短辺2.lm、深さ0.15mol66は土師器平底蔓口総破片である。167は須JJ!.器舞台杯。l曲 169は須恵器布

168にはへラ記号祈り。170は鎖恕器撤脚部。須理器は長ifttJi衛V期第vJ、即lに相当する。本遺構台側、で、

の時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した。

5815 Uil281酉)

FI区中央で確認した。SBl3を切り、 SD04.SKI9に切られる.立ち上がりの北側 車問 南聞のー

部のみ遺存。西側はSBJlに切られており全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規模は確認

カマドと認定部分で長辺2.4m、短辺2.0m、深さO.lmo住居南西隅に顕著な炭の範聞が認められるが、

するには車らなかった。実測可能な遺物は無かったが、土師器 Mi忠器細片が出土する。本遺械の時期

は古墳時代陸間1から古代に相当すると判断したが、&f.細な時期は不明である。

5816 (第28'105図l7l-174)

Fl区中央で確認した。SKI6'18， 19に切られる。立ち上がりの北車 南京 市岡仰の一部のみ遺

存。北西側をSBl5、東側をSDl5に切られており、全体のプランは不明だが、長方形と推定される。嵐

(SKlη。プラ ン棋は確飽部分で長辺3.2m、短辺2.5m、深さ0.05m。住居の南西側でカマドを確認した
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は柿円形。規模は長辺O.7m、短辺O.5m、深さO.lm。埋土に炭 焼土が古まれていた。171は須恵器有台

杯。172は須恵器型。173tUJi車協台折、盤脚部で、特殊形状の遥かLを有する。174は灰紬陶器腕で大原2

号rn式期。 この他実測可能地物は無かったが、 ~mι器はほぼEE混在i衛V脚l部 H、)U)に相当することか

ら、本遺構の時)UJI立9止紀初iiliと判断した。

SX02 (第28図)

FI区中央で確認した。立ち上がりの北西 南西聞の一部のみ遺存。北開はSBI6、5015に切られ、南

側は調査区外で全悼のプランは不明。柿円部状と推定される。規模は確認部分で長軸3.0m、短軸1.8m、

深さO.lm。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型聾細片 時期不明の須恵器級l片が出土すること

から本遺構の時)UIは古噴時代桂月lから古代に相当すると判断したが、詳細な時期は不明である。

S015 (第28. 105図175・176)

Fl区中央で確認した。5B16、5X02を切る。流向は北 南方向。北欄およびr.醐は鯛査区外のため全
体のプランは不明。規棋は確認部分で長さ5.3m、幅0.65m、深さO.4m。断面形状は逆台形状。175は灰勅

胸器I皿で折戸53号無式則。 1761~須M.~器葺も L くは鉢底部である。5B同等の遺物が混じる可能性も考え

られるが、本遺構の時期は111土遺物から9世紀代-10世紀前半と判断した。

SK08 (部29.105図177-1剖)

FI区中央で確認した。5804. 14を切る。プランは綱丸長方形。規模は確認部分で長辺204m、短辺

1.5m、深さ0.15問。粘賀町坦!土であったことから土坑と判断したが、立ち上がりが垂直に近いことか

ら住居の可能性も考えられる。177は灰粕胸器腕で大阪2号熊式則。178は土師器平底蔓口縁破片。179は

須恵器無台杯。 180は~m.!!.器量。 181は須恵器鉢。SB04 . 14の遺物が混じる可能性も考えられるが、本遺

櫛の時期は出土遺物から9世紀代-10世紀前半と判断した。

SK12 (第24. 105図181. 182) 

FI区西側で確ra.Lた。町t70に切られ、5812を切る。西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、
不整柿円形と推定される。規模は確認部分で長軸1.7m、短軸O.9m、深さO.3mo181は須恵器無台杯。182

は鉄製品刀子。本遺構の時四1は出土遺物から9世紀初顕と判断した。

SK19 (第28・105図183)

FI区中央で確認Lた。Pit49に切られ、 5B15'16を切る。北冊は調査区外のためプラ〆は不明だが、

柿円形と推定される。規模は確認部分で長軸1.4m、短軸O.9m、深さO.lmol83はほ部に糸切痕を残す須

!!~器無台杯で、 9色濃m術 IV)UI昨3小畑I)-V叩1部1'1、即lキ11当。本遺構の時)U)はl.Il土壇物から8世紀末-9世

紀初'JIinと判断した。

SK23 (第23.105図I制)

Fl区西岡で確寵した。SBOl向で検出した土坑であるが、住居に先行する遺構の可能性が商い。

Pitl36 . 137に切られる，;t側はサプトレンチ、南聞は開査区外のため全体のプランは不明だが、不整

障と推定される。規棋は確i!l(部分で長軸2.5m、短軸O.7m、深さ0口5mo184は土師時伊勢型聾口縁部で

ある。本遺構の時期lは/.1.¥土地物から古墳時代陸)UJ頃と判断した。

SK25 (措25，105図185-191)

川区中央で雑恕した。5B03内で検出した土J)iであるが、住居に先行する遺構の可能性が高い。

は柿r~形。規艇は長辺O.7m、短辺O.5m. 深さO.l moJ.lli土に炭 焼土が古まれていた0171は須恵器有台

杯。 172は須7U器望。 173は ~li!ll器台杯盤脚部で、特殊醇状の遥かLを有する 0 1 74は灰勅醐器腕で大J;;t2

号様式!問。 この他実測可能遺物は無かったが、 ~J{!m排はほぼ5E浪m衛V 矧都l!J、同lに相当することか

ら、本遺構の時期は9世紀初'Jjfiと判断した。

SX02 (第28図)

FI区中央で確認した。立ち上がりの北西南西聞のー部のみ遺存。北側は5816，5DI5に切られ、南

聞は調査区外で全体的プランは不明。楠円形状と推定される。規模は離詑部分で長軸3.0m，短軸L8m.

深さ0.1目。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型聾細片 時期不明のm忠給制片が出土すること
から本遺構の時期は古噴時代怯JUIから古代に相当すると判断したが、詳細lな時期は不明である。

SD1S (都28.105図175，176) 

Fl区中央で確認した。5B16、5X02を切る。流向は北 南方向。北個および南聞は凋査区外のため全

体のプランは不明。規棋は雄也部分で長さ5.3m、幅O.65m、探さO.4m。断商形状は逆台形状。175は灰戦

闘器l皿で折戸53号冊I式期。 176 ，j:~Ii!!!.器聾も L< は鉢底部である。58同等の遺物が混じる可能性も考え

られるが、本遺構の時間lは出土壇物から9世紀代-10世紀前半と判断した。

SK08 (第29，105臣1177-180)

FI区中央で確認した.58刷。 14を切る。プラ Jは糊丸長方形。規模は瑚[1也部分でFzi且2.4m、短辺

1.5m、深さO.15mo粘置の担t土であったことから土坑と判断したが、立ち上がりが垂直に近いことか

ら住居の可能性も考えられる。177は灰軸胸器械で大甑2号諸式則。178は土師器平底聾ロ縁破片。179は

須恵器無台杯。180はm思器盗。181は須恵器鉢。58例 。14の遺物が混じる可能性も考えられるが、本遺
構の時期は出土遺物から9世紀代-10世紀前半と判断した。

SK12 (第24. 105図181' 182) 

FI区西側で確隠した。Pit70に切られ、 5812を切る。西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、

不獲術円形と推定される。組棋は確認部分で長軸L7m、短軸O.9m、深さO.3mo181は須聴器揖台杯。182

は鉄製品万子。本遺備の時期は出土遺物から91世紀初頭と判断した。

SK19 (車28. 105図183)

Fl区中央で確認した。Pit49に切られ、 5815'16を切るJヒ側は簡査区外のためプランは不明だが、

柿円形と推定される。脱線は磁認部分で長軸1.4m、短軸O.9m，深さO.lmol83は底部に糸切痕を残すtli

)M.器無台杯で、英濃創術IVJIII第3'1、IUI-VJ副部"1、l別相当。本遺構の時期はIH土地物から8世紀末-91世

紀初頭と判断した。

SK23 (第23.105図l剖)

FI区西岡で確認Lた05BOl内で検出した土坑であるが、住居に先行する遺構の可能性が高い。

Pit136' 137に切られる。北聞はサプトレンチ、南聞は測査区外のため全体のプランは不明だが、不整

肥と推定される。姐棋は確認部分で長軸2.5m.短軸0.7111、深さO.05mol84は土師昔話伊勢型聾口縁部で

ある。本遺構の時期は/1¥土壇物から古常時代陸期頃と判断した。

SK25 (酷25，105図185-191)

FI区中央で確認した。5803内で検出した士坑であるが、住居に先行する遺構の可能性が高い.
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第32図 鷺山蝉遺跡F2区SK79-83、SD40、SX20帯ち込み尖測図

Pitl39に切られる。プランは隅丸長方形。組艇は長辺2.9m、短辺L2m、深さO.1mol白-1閣は須恵器で、

185. 1師は無台杯。187. 1闘は荷台再。189.190は輩。このうち190は金属器写しの製品と考えられる。

191は土師器平底費。t.i'UJ!.器は央捜須衛V押l節H、期に相当する。本遺構の時JtlJは出土遺物から9世紀初J

顕と判断した。

Pit出土遺物 (措105図192-196、日1Ji.島図9)

192はPitOl出土の郷軍器短顕滋で美議須衡皿期後半。193はFl区中央Pit20W土の灰軸胸器で折戸53

~車山72熊式期。194はFI区中央Pit59出土のsJi車持杯で、北部伊勢産の可能性が考えられる。1951!Fl

区西側Pit98出土の灰軸陶器把手付極で折戸53-東山721型式期。196はF1区中央Pitl40出土の須恕器平

甑把手で美濃須衛V却1蔀I小却l。
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第32図 鷺山蝉遺跡F2区5K79-邸、 5D40、5X20帯ち込み築制図

Pit139に切られる。プランは附丸長方形。組慌は長辺2.9m.短辺1.2m、深さO.lmol85-190は須恵器で、

185 . 186は無台杯。187. 1闘は有台杵。189.190は輩。このうち190は金属探写しの製品と考えられる。

191は土師器平底型。tJU.!!.器は史1ft額衛V岬l郁I'J、期に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初

頭と判断した。

Pit出土壇物 (部105図192-1師、 il1li張図9)

192はPitOlill土の創立Z器短顕資で美漉須衛皿期後半0193はF1区中央町t20W土の灰軸陶器で折戸53

-m IlJ72熊式期。 194 1!F 1 区中央Pit59出土の~JUll器明、で、北部伊勢産の可能性が考えられる。 1 95はF1

区西側P;198出土の灰勅胸器把手付振で折戸53-車山72~式則。 196は Fl区中央Pi t140出土の須恕器平

甑把手で美濃須衛VJUJ第1小JUJ。
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鴛山蝉遺跡F2巨

5860 (部30図)

F2区中央で確認した。5K76-105に切られ、 5B66を切る。北冊 両側立ち上がりの一部のみ置存。南

側は撹乱により全体のプランは不明だが、 一辺3.2m以上の方形と推定される。深さはO.2m。断而で貼

床状の土届を確認できるが (2層)、最をわずかに含んでおり住居主II土の可能性が高い。住居の北側で

カマドを確恕した。プランは突出部も古的不整形状で、規績は畏辺O.95m、短辺O.8m、深さO.2m。担土

には炭がまばらに合まれていた。本遺構内でPit320. 321 . 327・349を確認した。実測可能な遺物は無

かった。時期不明のli1恕器細片 土師器伊野型墾細片が出土することから、本遺構の時期1は古墳時代

桂lPltj'i-古代に相当すると判断した。

5865 (部初 106図197-2回)

F2区中央で確認した。Pit319、5K89-110に切られ、 5B66を切る。立ち上がりの南聞と、東四 西

側のごく一部のみ遺存。北側は湖査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺2.8m以上の方形と推定

される。深さはO.2m。カマド等は確怒でき奇かった。197は須恵器杯董の宝珠つまみ部分。198は須U!.器

杯輩。199はtJU.!!.器無台判で主演tJi衛V則前l小則。2凹は土師器伊勢型聾口縁部である。{i'i恕器は葉遣須

衛V周l第I小期に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初iiliと判断した。

5866 (車30図)

F2区中央で確認した。5K96に切られる。凶側の立ち上がりのごく一部のみ温存。北側を58旬、 11m

を5B曲に切られており、全体のプランは不明だが、 一辺2.0m以上の方形と推定される。深さO.l5m。カ

マドは確惚できなかった。本遺構内でPit341を確認した。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型聾

細片が出土することから、本遺構の時期は古墳時代桂lPl頃と判断した。

5861 (第31図)

F2区東側で確認した。立ち上がり南側、西側の一部のみ遺帯。北側は調査区外で全体のプランは不

明だが、 一辺2.7mの万部と推定される。深さはO.2mo本遺構内で5K99を確認した。実測可能な遺物は無

かった。伊勢型費削片が出土することから本遺構の時期は古墳時代能開l頃と判断した。

5862 (第31-1師園初1-却7)

F2区東側で確認した。Pit3叩・ 301、5K73に切られる。立ち上がりの西側。東側のみ遭存。北側は澗

査区件、南側は撹乱により全悼のプランは不明だが、長方形と推定される。規肢は確艇部分で日辺

3.2m、短辺2.8m、深さ0.45m。住居北東側にカマドの痕僻と考えられる焼土の範囲と極熱を受けた石

を確認した。カマドは刷、形をとどめておらず、支脚あるいは焚口帯に和11mされた石も即位mでない可
能性が商い。本遺構内でPit322. 332 . 345、5K97を確臨した。2日1は土製品の土鍾。202. 203は須恵僻

杯。204は大型の須恵砂杯。205は須恕器輯。2061i須恵探杯。207はtJ{思持杯董である。須!!~器は美漉須術

V期第1'1、期に相当する。本遺構の時期はill土壇物から別世紀初Jjiiliと判断した。

5863 (革31図)

F2区東側で確恕した。5B64を切る。立ち上がりの北側・東側の一部のみ遭存。西側を5B62に切られ、

fh闘は舵乱により全体のプランは不明だが、 一辺3.9m以上の方形と推定される。深さはO.J5mo遺構成

耐が平坦で立ち上がりが垂直に近いことから住居と判断Lた。笑測可能者遺物は無かった。土師器情勢

鷺山蝉遺跡F2匡

5860 (部30図)

F2区中央で確認した。SK76.105に切られ、 SB砧を切る。北個 西側立ち上がりの一部のみ遺存。ifi

澗は舵乱により全体のプラ μは不明だが、 一辺3.2m以上の方隠と推定される。深さはO.2m。断而で貼

床状の土掃を確認できるが (2崩) 成をわずかに含んでおり住問坦l土の可能性が高い。住居の北側で

カマドを傭恕した。プランは突出部も合的不盤形状で、>><椴は長辺也95m、短辺0.8m、深さO.2moJj!土

には院がまばらに合まれていた。本遺構内でPit320'321 . 327 . 349を確認した。実測可能な遺物は無

かった。時期不明の須恵器細川ー 土師器伊勢型望細片が出土することから、本遺構の時国lは古墳時代

桂)p)頃~古代に相当すると判断した。

5865 (郁30・1田図197-2凹)

F2区中央で確認したoPit319、SK89'110に切られ、 SB66を切る。立ち上がりの南聞と、車欄 西

側のごく ー部のみ遣存。北側は捌査区外のため全体のプランは不明だが、 一辺2.8m以上の方形と推定

される。深さはO.2m。カマド等は確1lfできなかった。197は須恵器杯量の宝珠つまみ部分。198は須]J!.器

杯葺。 1 991;1:須恕器無台杯で美濃都市V押l部 l小舟') 0 2叩は土師器伊勢型墾口縁部である。~Jm~器は美設置[

術V期第1')、月lに相当する。本遺構の時期は11¥土遺物から9世紀初iiliと判断した。

5866 (第30図)

F2区中央で確認した。SK96に切られる。i'!i側の立ちヒがりのごく一部のみ温存。北側をS8師、 IIT側

をSB曲に切られており、全体のプランは不明だが、 一辺2.0回以上の方形と推定される。深さO.15moカ

マドは確飽できなかった。本遺構内でPit341を確認Lた。実測可能な遺物は型軽かった。土師器伊勢型聾

細片が出土することから、本遺構の時期は古噴時代陸相1頃と判断した。

5861 (第31図)

F2区班側で確訟した。立ち上がり南側、西側の一部のみ遣存。北側は捌査区外で全体のプランは不

明だが、 一辺2.7mの1iJl>と推定される。深さはO.2mo本遺構内でSK99を催認した。実測可能な遺物は無

かった。伊勢型蔓細).¥が出土することから本遺構町時間!は古墳時代佐)p)頃と判断した。

5862 (酷31. 1曲図201-207)

F2区東側で確認した。Pit3叩 301，SK73に切られる。立ち上がりの西側 。東側のみ置存。北聞は湖

査区外、JIj鯛は撹百Lにより全悼のプランは不明だが、長方形と措定される.組肢は磁1lf部分で長辺

3.2町、 短辺2.8田、深さ0.45m。住居北東側にカマドのむE僻と考えられる焼土の範聞と瞳熱を受けた石

を確認Lた。 カマドは凪[形をとどめておらず、支脚あるいは費口等に和)m された石も即位I~でない可

能性が商い。本遺構内でPit322. 332 . 345、SK97を確認した。201は土製l柏町土錘。202.203は~IU.!!.緋

杯。2倒は大型の須I.!!.持杯。205は須恕器摘。206は須!J!.器停。207は刻恕器杯蓋である。須!!~器は美浪~Ji肯F

V掬i帯i小即lに相当する。本遺榊の時期は出土地物から9世紀初頭と判断した。

5863 (車311盟)

F2区東側で確認Lた。S864を切る。立ち上がりの北側 車酬の一部のみ避存。西棚をS862に切られ、

rti聞は撹乱により全体的プランは不明だが、 一辺3.9m以上の方形と推定される。深さはO.l5mo遺構成

而が平坦で立ち上がりが垂直に近いことから住居と判断した。実測可能な遺物は無かった。土師器情勢
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型聾純l片が出土することから本遺構の時期は古墳時代佐期頃に相当すると判断した。

S864 (第31図)

F2区東側で確認した。立ち上がり北側の一部のみ遺存。遺構成田が平坦で立ち上がりが垂直に近い

ことから住居と判断した。西側を5B63に切られ、東側は調査区外、南側は撹乱により全体のプランは

不明だが、 一辺l.2m以上の方形と推定される。深さはO.lm。実測可能な遺物は無かった。時期不明の須

恵器 ー土師器伊勢型建網片が出土することから本遺構の時期は古墳時代桂期~古代に相当すると判断

した。

SD40 (帯32図)

F2区西側で確認Lた。Pit228-230、5K78に切られる。流向は北東 南西方向。講の両側は調査区外

のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ2.0m、幅1.0m、深さO.6m。断而形状はU字形に近

い。実測可能な遺物は出土しなかったが、華漉須衛V期第1小畑lの須IU器、土師器細片が出土するこ

とから本遺構の時期は9世紀初聞に相当すると判断した。

SK78 (第32・106図208-2l!)

F2区西側で確認した。5D40を切る。西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、柿円形状と推

定される。規模は確認部分で長軸残存長O.55m、短軸O.7m、深さO.3mo208・209は美濃式2矧の焼塩土

器。 210は須J!~詳杯。 211は砥石で、石材はi尼岩である 。須恵器は美浪須衛V開l第l小期に相当する。本遺

構の時期は出土遺物から9世紀初聞と判断した。

SK79 (第32. 106図212)

F2区西側で確認した。P241に切られる。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、楕円形状と推

定される。規艇は確認部分で長軸残存長O.9m、短軸l.lm、深さO.3m。埋土に炭をわずかに含む。212は

美浪式2類の焼塩土器である。この他実測可能遺物は無かった。華浪須衛V則第1小崎lの須IL〈器が出土す

ることから、本遺構の時期は9世紀初副に相当すると判断した。

SK87 (第106図213、別添図的

F2区中央で確認した。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、円形と推定される。規膜は直径

O.75m、深さ0.45mo213は須恵器材、で、葺i:!m衛VJ田第l小}明。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭
と判断した。

SK89 (部106図214、}JIJi需図的

F2区中央で確認した。P319・5B65を切る。北側は調査区外のため全体のプランは不明だが、不整長

方形状と推定される。規模は確認部分で東西2伽n、南北O.8m、深さO.l5mo214は灰紬陶器虎渓山l号窯

式期のJlll。本遺構の時期は出土遺物から10世紀桂キ頃と判断した。

SK90 (第106図215、別添図的

F2区中央で確認した。Pit294に切られる。北側は調査区のため全体のプランは不明だが、不整桁円形

状と推定される。規模は確認部分で長軸L3m短軸O.9m深さO.25mo215は須恵器蓋つまみで、美浪須術

皿期f去半。本遺構の時期は出土遺物から7世紀後半頃と判断した。

SK92 (部31. 106図216)

F2区中央で確認した。Pit281・325.326に切られる。西側は5K76に切られ、全体のプランは不明だ

型建朝l片が出土することから本遺構の時期は古噴時代1長期頃に相当すると判断した。

S864 (第31図)

F2区東側で確認した。立ち上がり北側の一部のみ遣存。遺構成田が平坦で主ち上がりが垂直に近い

ことから住居と判断した。西側を5B63に切られ、東側は調査区外、南側は撹乱により全体のプランは

不明だが、 一辺1.2m以上の方形と推定される。深さはO.lm。実削可能な遺物は揖かった。時期不明の須

理器ー土師器情勢型建網片が出土することから本遺構の時期は古墳時代桂開IJ-古代に相当すると判断

した。

SD40 (第32図)

F2区西側で確認Lた。Pit228-23日、 SK78に切られる。流向は北東 南西方向。講の両側は調査区外

のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ2.0m、幅1.0m、深さO.6m。断而形状はU字形に近

い。笑削可能な遺物は出土しなかったが、葺in須衛V期第1小JUJの須恵器、土師器細片が出土するこ

とから本遺構の時期は9世紀初頭に相当すると判断した。

SK78 (第32・106図208-211)

F2区西側で確認した。5D40を切る。西側は調査区外のため全体のプランは不明だが、楕円形状と推

定される。鋭敏は植認部分で長軸残存長O.55m、短軸O.7m、深さ0.31110208. 209は美漉式2類の焼塩土

器。210は主目立T持杯。211は砥石で、石材はi尼岩である。須!!!.器は美浪須衛V却l第I小j明に相当する。本遺

構の時期は出土遺物から9世紀初到と判断した。

SK79 (第32.106図212)

F2区西側で確認した。P241に切られる。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、柏円形状と推

定される。規模は確認部分でE軸残存長O.9m、短軸l.lm、深さO.3m。埋土に炭をわずかに含む。212は

美浪式2類の焼塩土器である。この他実測可能遺物は無かった。聾設須街V月11tt~ 1小崎lの須J1J器が出土す

ることから、本遺構の時期は9世紀事mllJ!に相当すると判断した。

SK87 (第106[副2目、別添図9)

F2区中央で確認した。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、円形と推定される。規模は直径

O.75m、深さ0.45mo213は須恵器杯で、襲浪m衛V期第l小畑1。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭
と判断した。

SK89 (第106悶214、別添図9)

F2区中央で確認した。P319.SB65を切るo，t側は調査区外のため全体のプランは不明だが、不整長
方形状と推定される。規模は確認部分で東西2.0m、南北O.8m、深さO.l5mo214は灰紬陶器虎渓山I号紫

式期の皿l。本遺構の時期は出土遺物から10世紀佳半頃と判断した。

SK90 (第106図21 5、 ~IJ添図的

F2区中央で確認した。Pit2仰に切られる。北側は調査区のため全体のプランは不明だが、 不整柿円形

状と推定される。鋭棋は確認部分で長軸1.3m短軸O.9m深さO.251llo2 1 5は須恵器蛍つまみで、美漉須街

皿月'11，去半。本遺構の時期は出土遺物から7世紀後半頃と判断した。

SK92 (第31. 1口6図216)

F2区中央で確認Lた。Pit281. 325 . 326に切られる。西側はSK76に切られ、全体のプランは不明だ
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が、 隅丸方形状と推定される。鋭棋は確認部分で長辺1.3m、短辺1.2m、深さlScmo216は灰軸陶器大師

2号窯式期の椀である。本遺構の時期は出土遺物から101世紀前半頃と判断した。

SK95 (~IJ添図的

F2区中央で確認した。fll醐は調査区外で、遺構上部は撹乱を受け全体のプランは不明。不整円形と

批定きれる。規艇は暗躍部分で東西1.6m、南北1.3m、深さ1.8m。笑描l可能な遺物は無かった。呈設立i衛

V)間部H、開l相当の~jU\!'協片が出土しており、本遺榊の時期は9'1世紀初iíJlと判断した。 また出土須恵器

片にm色付着物が認められ.分析結果から漆であることが判明した(詳細は部6章第品目)。

J ，.一柑.

附

圃

、、..!'胃-----

-'.ー山

h 一回

o 包

」】......L一一」

1133図鷺山蝉適時F3区5B20-25.29、5K35. 37 . 38・49:>"ドiffi集測図

が、 間九方形状と推定される.組棋は確認部骨で長辺1.3町、短辺12m、深さ15cmo216は灰軸陶器大臣

2号鳴式期の植である.本置構の時期は出土遺物から10世紀前半頃と判断Lt.:.o

SK95 (日1添悶9)

F2区中央で確隠した。南側は鯛査区外で、遺構ヒ部は般乱を畳け全体のプランは不明。不整円形と

推定される。規模は陥112部分で車西1.6m，南北 1 .3m . 深さ1.8mo~測可能な遺物は無かった。聾漉m術
V 抑I~作 1'1、 1111 相当の1fOJ!.協}\-が出土しており、本遺構の時IVI は9世紀初頭と判断した。 また出土*Ji恕催
Ji' tこ/1¥色付品物が包められ、分析結果からf生であることが判明した (昨酬は郁6軍部4節)。
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SK96 (白~30 . 106図217-220)

F2区中央で確認した。Pit252. 254 . 330 . 331に切られる。東側は5B60に切られ、南側は撹乱により

全体のプランは不明。規椴は確認部分で長辺O.7m、短辺O.5m、採さO.05cmo217は美濃式2類の焼塩土

器。218は須恵器杯。219は須恵器短頚輩。220は土師器直口章。須恵器はほとんと:'fJt美濃須衛V期第I小周l

に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した。

SK97 (別添図9)

F2区東側で確認Lた。プラ ンは不整形。規棋は東西O.7m、南北O.8m、探さO.25m。実測可能な遺物は

無かった。美浪須衛V開i部1小期相当の須恵器片が出土しており、本遺構の時用lは9世紀初頭に相当す

ると判断した。また出土焼塩土器細片を分析したところ、海水種の珪i車化石が認められ、藻塩法によ

り作られた塩の痕跡を認めることができた(詳細は第6章第4節)。

SK98 (部31. 106図221-232)

F2区東側で確認した。5B62を切る。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、不整梢円形と推定

される。規棋は確認部分で長軸1.4m、短軸残存長O.6m、深さO.6m。本遺構内では土器が幾層も重なる

ように出土した。221は土師器平底翌日縁。222は土師器平成型底部。223-229は須恵器蕪台杯。このう

ち、 224. 226 . 228には底部にへラ記号が見られる。230は須恵器平台杯。231は須JM.器盤。232は土師器

情勢型斐である。須Ji~器は美波須衛 VWJ第UJ、期に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭と

判断した。

SK103 (第107~J233-235)

F2区中央で確認Lた。5K77. 104に切られる。全体のプランは不明だが、不整形状と推定される。

233はやや薄手の焼極土器で、美濃式1類に相当か。2剖・ 235は須恵器杯蓋。須恵器は美濃須衛皿押IJJ査半

に相当する。本遺構の時開jは出土遺物から7世紀後半頃と判断した。

SK105 (第30・107図236)

F2区中央で確認した。5K76、5B曲を切る。南側は撹乱のため全体のプランは不明だが、円形と推定

される。規模は確認部分で直径O.85m、深さO.3mo236は須JM.器有台柄で美濃須衛V期簡H、期。本遺構

の時間]は出土遺物から 9世紀初頭と判断した。

SX20落ち込み (第32図)

F2区西側で確認した。北壁断固では東側の立ち上がりを確認できるが、プランでは確認できなかっ

た。5K80. 81を切る。西側は5040に切られる。北側は調査区外のため全体のプランは不明だが、方形

状と推定される。規模は確認部分で長辺2.0m、短辺I.Om、深さ0.25m。埋土中に炭をわずかに含み、プ

ランから住居の可能性も考えられるが、遺構成而に凹凸が見られることから落ち込みと判断した。実

測可能な遺物は無かった。美浪須衛V却j第1小}閉に相当する須恕器細片 土師器細片が出土することか

ら本遺構の時期は9世紀初頭と判断した。

SX15落ち込み (蔀30.107図237)

F2区中央で確認した。5K92に切られる。西側は5K77に切られ、全体のプランは不明だが、不整形と

推定される。規模は確認部分で長辺2.4m、短辺l.Om、深さ0.2目。237は須恵器杯蓋宝珠つまみで、美i農

須衛W開l蔀I小期。本遺構の時期は出土遺物から 8世紀初副と判断した。

SK96 (第30. 106図217-220)

F2s:中央で確認Lた。Pit252. 254 . 330 . 331に切られる。東側はSB60に切られ、南側は撹乱により

全体のプランは不明。規模は確認部分で長辺O.7m、短辺O.5m、深さO.05cmo217は奨浪式2鎮の焼塩土

器。218は須思掠杯。219は須恵器短顕輩。220は土師器rff口輩。須恵器はほとんと'が美濃須衛V期第l小WI

に相当する。本遺構の時期は出土遺物から91世紀初頭と判断した。

SK97 (別添図的

F2区東側で確認した。プランは不整形。規模は東西O.7m、南北O.8m、探さO.25m。実調l可能な遺物は

無かった。美浪須術V期第1小期相当の須恵器片が出土しており、本遺構の時国lは9世紀初頭に相当す

ると判断した。また出土焼塩土器細片を分析したところ、海水極の珪様化石が認められ、 E車塩法によ

り作られた塩の痕跡を認めることができた (詳細は帯6章第4節)。

SK98 (串31. 106図221-232)

F2区東側で確認した。SB62を切る。南側は撹乱により全体のプランは不明だが、不整1)1円形と推定

される。規模は確認部分で長軸1.4m、短軸残有長O.6m、i揮さO.6m。本遺構内では土器が幾層も重なる

ように出土した。221は土師帯平成型口縁。222は土帥器平成型底部。223-229は須恵器無台杯。このう

ち、 224. 226 . 228には底部にヘラ記号が見られる。230は須恵器布台杯。231は須15器盤。232は土師器

伊勢型建である。須yg器は美汲須衛VJUI揖l小期に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初'JiiIiと

判断した。

SK103 (第 1 07~233-235)

F21Rq:1央で確認Lた。SK77. 104に切られる。全体のプランは不明だが、不整形状と推定される。

233はやや薄手の焼坂土器で、 美漉式1類に相当か。2剖 235は須恵器朝、蓋。須恵器は美浪須衛皿}間後半

に相当する。本遺構の時期は出土遺物から7世紀能主~~j と判断した。

SK105 (部30. 107図236)

F2区中央で確認した。SK76、SB60を切る。南側は撹乱のため全体のプランは不明だが、 1'1形と推定

される。規模は確認部分で直径O.85m、深さO.3mo236は須75器有台判で美浪須衛VJ田筋I小期。本遺備

の時間jは出土遺物から 9世紀初頭と判断した。

SX20落ち込み (第32図)

F2区西側で確認した。北壁断面では東側の立ち上がりを確認できるが、プランでは確認できなかっ

た。SK80. 81を切る。西側はS040に切られる。北側は調査区外のため全体のプラ〆は不明だが、方形

状と推定される。規模は確認部分で長辺2.0m、短辺I.Om、深さ0.25mo雌土『判こ炭をわずかに含み、 プ

ランから性居の可能性も考えられるが、遺構底面Iに凹凸が見られることから落ち込みと判断した。実

測可能な遺物は無かった。美濃須衛V開1第I小期に相当する須恵器細片 土師器細片が出土することか

ら本遺構の時期は9世紀初頭と判断した。

SX15落ち込み (措30. 107図237)

F2区中央で確認した。SK92に切られる。西側はSK77に切られ、全体のプランは不明だが、 不整形と

推定される。規模は確認部分で長辺2.4m、短辺l.Qm、深さ0.2mo237は須恵器杯蓋宝珠つまみで、 英i農

須衛W則前l小期。本遺構の時期は出土遺物から 8世紀初頭と判断した。
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5X18落ち込み (第107図238、8IJi孟図的

F2区東帽で確認した。全体のプランは不明だが、不整形と推定される。 238は~JiY.!!.器杯董で奨浪須衛

皿l田佳半後半。本遺構の時IUJは出土遺物から7世紀挫半と判断した。

Pi1252 (第30・107図剖2. 243) 

F2区中央で確認 した。遺構検出の際、銅製品がほぼ完全な状態で出土した。出土地点の精査を行っ

たところ、直下で本遺構を確認した。プラ Jは柿1'1形で、規模は長軸O.8m、短軸O.7m、深さO.4m。剖2

は鋼製品の坦方である。躍3.3cm、横3.7cm高さ 6mm。布や金属等の装師をぶら下げる長方形の孔が下

部に存在する。孔は縦3mm、横2.3cm。裏面には革~ifに闘定するための鋲足が 6 カ所存在する。この巡

方は鋭造により制作されたもので、孔、鋲足ともに品物jから鈍出されたと考えられる。なおま而には

遺存状態は良くないが邸機が塗布されていた (図中トーン範囲、詳細は郁6章第3節書照)0243は紫

檀式2類の焼塩土器である。この他実測可能遺物は無かった。美漉須衛V陣l措Id、月l相当の須恵器細片が

出土することから、本遺構の時期は9世紀初頭に相当すると判断した。

Pit319 (車30. 107闘剖8-2剖)

F2区中央で確魁 した。北側の一部は調査区外であるが、プランは置円形と推定される。規模は確認

部分で長軸O.8m、短軸O.Sm、深さ O.35m。坦l土を除去すると、 l 段目に須J~器有台杯 (253) が口縁を

下方に向けた倒立状態で出土した。 1 段自の須恵器の中には、 2段目に~Jm~*~;(j'台杯 (25]) が口縁を

上方に向け正位で埋納されていた。251の須恵器には施状の内容物が古まれていた。この内容物の分析

を行ったが、内容物は不明であった。埋納額恵器のさらに下、 3段目に割れた状態で須恕器無台杯が

出土した (252)。この須恕器の体部には損害が存在する。剖8は須恵捗軒、剖9.2却は須恵器有台杯で

ある。251須恵器有台杯で. 2段自の容器として利用されたものである。252は3段自の須恵器無台杯で、

体部に謹替が存在する。掛容は 3文字で 「長厘 (軍カ) 郎」と判読できた。253はt]t:rJ!.器有台秤で、 I

段自の董として利111されたものである。2>4は柴漉式2矧の焼塩土器である。創恕協は架設須衛V月I郁1

小舟lに相当する。本iIl構の時期は出土遺物から別世紀初J頑と判断した。

Pit出土遺骨 (第107図239.240・244-247、8JI添図9) 

お9はF2区西岡Pi t24 71l.i土の須恵器有台杯、 240はF2区西側Pìt248出土の須，~器杯董で、いずれも英

撞須衛V期第l小用l。剖1はF2区中央Pit251 tU土の灰軸向器椀で黒笹90号熊式IUJo244はF2区中央Pit259

出土の砥石で、石村はiIi!岩もしくはホルンフェルス。245は F2区Pit264出土の~Jì!.!!.器有台杯、 246 . 247 

はF2区中央Pit279tH土の劉J.!.q出向杯と須!.!!'(，語把手付杯の把手で、いずれも央漉m術VIUJ酷1'1、則。
置山蝉遺跡F312!:

8920・8K48(郁お 107臣1255)

F3区中央で確認Lた。5K31. 32に切られる。5620は西輔の立ち上がりがプランで明維に検出きれ

ず、断面のみの確認となった。北開 ・南側の立ち上がりが遺存。JI[聞は5821と拭姻トレンチに切られ

て全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規艇は確認部分で長辺2.0m、短辺1.6m、深さ

O.08rn。本遺構内で5K48を確112、Lた。埋土に民を古み、カマドの可能性が考えられる。プランは桁円形

状。組艇は長:ill1.2m、短辺印cm、深さO.lm02551;1:伊勢型聾口縁破片である。本遺構の時期は出土遺物

から古墳時代桂月1頃と判断した。

5X18落ち込み (第107図238、別添図 9)

F2区車側で確恕した.全体のプランは不明だが、不整形と推定される。238は知恵器杯董で藁浪銅衛

皿畑l桂半後半。本起I榊の時期は11¥土遺物から7世紀怯半と判断した。

Pi1252 (酷羽 107図剖2. 243) 

F2区中央で確認した.遺構検出の際、銅製SIllがほぼ完全な状態で出土した。出土地白の精査を行っ

たところ、直下で本遺構を確包した。プランは柿1'1形で、蝿棋は長軸O.8m、短軸O.7m、採さO.4m。剖2

は銅製品の理方である。縦3.3cm、検3.7cm高さ 6mm。布や金属等の装師をぶら下げる長方形の孔が下

部に存在する。孔は縦3mm、横2.3cm。裏面にはiYi怖に聞定するための鋲足が6カ所存在する。この直

方は鋳造により制作されたもので、孔、鋲足ともに日制から緋出されたと考えられる。なおま而には

遣存状態は且くないが~H擦が塗布されていた (悶中トーン範囲、詳細は描 6 章第 3 節書館o 0243はts

挽式2類の焼塩土器である。この他実測可能遺物は無かった。聾渡須衛V周l措I小舟j相当の須恕器細片が

出土することから.本iI'I構の時期は9世紀初頭に相当すると判断した。

Pit319 (第30. 107閤剖8-2剖)

F2区中央で確認した。北側の 部は調査区外であるが、プランは置円形と推定される。焼棋は確也

部分で長軸O.8m、短軸O.5m、深さO.35mo坦l土を除去すると、 I段目に封i恕?材f台杯 (253)が口縁を

下方に向けた倒立状態で111止した。I段自の創立r僻の中には、 2段目に須恕絡荷台杯 (251)が口縁を

上方に向け正位で埋制されていた。251の須恕器にはi肥状の内容物が古まれていた.この内容物の分析

を行ったが、内容物は不明であった。埋納須恵器のさらに下. 3段目に割れた状態で須恵器舞台杯が

出土した (お2)。この須恕器の体部には愚容が存在する.剖8は須恵器軒、2<19.250は敏恵器宥台杯で

ある。251須恵器荷台杯で、 2段自の容器として利mされたものである。252は3m:自の須~!(器無台杯で、

体部に辿替が存在する。腿嘗は 3文字で 「長厘 (盟カ) 郎」と判読できた。253は組理器有台杯で、 l

段自の董として利川されたものである。254は美漉式2矧の焼塩土器であるo ~Ji忠博はro浪須衛V期第I

小期に相当する。本遺憎の時間iは出土遺物から9世紀初~iiJiと判断した。

Pit出土遺物 (第107図239 剖O 剖4-剖7、別i星図9) 

239はF2区西岡町出47出土の須恵器有台杯、 240はF2区西側目白48出土の須恵器軒、董で、いずれも奨

担額衛V期前l小期。剖1はF2区中央町t251出土の灰糊両器舗で黒笹田号織式期。2441;J:F2区中央Pit259

1b土の砥石で、石村は泥岩もしくはホルンフェルス。剖5はF2区間'264出土の創立F器布台杯、 246'247 

はF2区中央町l2791.lJ止の~IUJ!.器部杯と須Yl~器把手付杯の把手で、いずれも提i&Wi術V月l第l'I、期。

揖山蝉遺跡F31K

5920・5K48(部お 107図255)

F3区中央で確毘した。SK31. 32に切られる。SB20は西側の立ち上がりがプランで明確に検出され

ず、 町面のみの確認となったo;t帽 南側の立ち上がりが遺存。車欄はS621と試掛トレンチに切られ

て全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規艇は確認部分で長辺2.0m、短辺1.6m、深さ

O.08m。本遺構内でSK48を傭臨した。坦l土に1止を合み、カマドの可能性が考えられる。プランは桁円形

状。且艇は長辺l.2m、短辺曲cm、深さO.lmo255は伊勢型建口縁破片である。本遺構の時期は出土遺物

から古墳時代桂則頃と判断した。
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第37図鷺山仙迫遺跡A2区SKIO、SOl3実測図

5821 • 5K50 (出33'34・107図256)

o 1m 
Lι~ιL一一」

F3区中央で確認した。SK32. 35 . 43に切られ、 SB20を切る。立ち上がり西岡 市側のみ遭存。北聞

はSB22に切られ全体のプランは不明だが、 一辺2.5m以上の方形と推定される。深さはO.l5m。本遺構内

でSK田を確認した。SK50は型~!土に民を含み、カマドの可能性が考えられる。SK35に切られるが、プラ

ンは柿円形状と推定される。姐艇は確認部分で長辺O.9m、短辺O.8m、深さO.05cmo2団は鏑!ll器杯董破

片である。本置惜の時期は出土遺物から91~紀初頭と判断した。

5822 (第33.34 . 107図257)

F3区中央で確lIl!した。SK40に切られ、 S821. 25を切る。立ち上がり西側 南側の一部が遣存。東側

は調査区外で、北聞はSB23、南聞は試掴トレンチに切られ全体のプランは不明だが、長方形と推定

される。規模は雌惚部分で長辺2.6m、短辺2.2m、深さO.2m。断而で貼床状の土問を碗認できるが (3 

届)プランでは明確に確認できなかった。本遺構内でPit21 2 、 SK58を確認した。257は~m!~器有台相、で、

提揖須衛V期第 l小期。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初IJidiと判断した。

5823 (第33'34'107図2団-261)

F3区中央で確目立した。Pitl凹に切られ、 SK40、SB22.25を切る。南側 。西側の立ち上がりの一部が

壇存。車聞は潤査区外、北閣をSB24に切られ全体のプランは不明だが、 一辺204m以上の方形と推定さ

れる。短辺L5m、深さJ5cm。断而で貼床状の土府を確認できるが (5府)プランではIYJ確に確認でき

なかった。住居の西側でカマドを確認した。プランは西側突出部も古め附丸方形状、規模は離宮、部分で

民辺l.lcm、短辺O.9cm、深さO.2m。カマド'1'央で瞳熱を畳けた石を確認できた。支脚あるいは費口に

平IJmされた可能性が考えられるが、即位i世を保っていないと判断した。思土は 3. 4府に焼土 民を

多量に古み、カマド周辺で民の広がりを確認できた。258はa.ru.!!器有台杯。259は須J!!.器能。260は須恵総
翌日韓。261は須恵器蔓頭部片である。須恵器はほとんどが英漫須衛V則自作l小期に相当する。本遺構の
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F3区中央で確飽した。SK32. 35 . 43に切られ、 SB20を切る。立ち上がり西側 南聞のみ遺存。北側

は5822に切られ全体のプランは不明だが、 一辺2.5m以上の方昨と推定される。深さはO.l5m。本遺構内

でSK切を確認した。SK50は担1土に肢を含み、カマドの可能性が考えられる。SK35に切られるが、プラ

ンは柿円形状と推定される。組棋は確認部分で長辺O.9m、短辺O.8m、深さ0.05cmo256は須恵器何:葺破

片である。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した.

S922 (第33・剖 107図257)

F3区中央で硲越した。SK40に切られ、 S821. 25を切る.立ち上がり西側 ・南側の一部が遺存。車側

は調査区外で、北側はSB23、南側は試緬トレンチに切られ全体のプランは不明だが、長方形と推定

される。規様は硝惚部分で長辺2.6m、短辺22m、採さO.2mo断面で貼床状の土層を硝訟できるが(3 

届) プランでは明確に確認できなかった。本遺構内でPit2 1 2 、 SK58を確砲した。257は~J{m器有古杯で、

英横領衛V期第 l小則。本遺構の時期は出土地物から9世紀初頭と判断した。

S923 (第33'34 . 107図2団-261)

F31K中央で確臨した。Pitl田に切られ、 SK40、5B22. 25を切る。南側。西側の立ち上がりの一部が

遣拝。車側は湖査区外、北帽をSB24に切られ全体のプランは不明だが、 一辺204m以上の方形と推定さ

れる。短辺L5m、深さ 15cm。断而で貼床状の土府を確認できるが印刷)プランではゆl備に確認でき

なかった。住居町西側でカマドを確認した。プランは西側突出部も古め隅丸方形状.組棋は磁認部分で

毘辺l.lcm、短辺O.9cm、深さO.2moカマド中央で櫨熱を畳けた石を確認できた。主脚あるいは費口に

利mされた可能性が考えられるが、原位置を保っていないと判断した。組土は3. 4府に焼土 民を
多量に含み、カマド周辺で民の広がりを磁惚でき た。258はm恕器有台杯。259は須JJ!.器撤。 260li lJi恕 ~if

聖口輯。261は~JU.t~線型頭部H' である 。須恵器はほとんどが央漉須衛V阻l第 1 ，1、期に相当する.本遺構の
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時期は出土壇物から9世紀初頭と判断した。

S824 (酷33 剖 108図262)

F3区中央で確認Lた。Pit172に切られ、 5B23を切る。南四ー西側立ち上がりのごく一部のみ畳存。

東冊は調査区外、北棚は撹乱により全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は催認部分で

長辺2.5m、短辺O.5m、深さO.lm。本遺摘内でPit211、5K46. 47を確問、した。262は~.ruJ!.器聾で美浪須術

V開1郁l小則。本遺構の時期は/H土遺物から9世紀初版と判断した。

S825 (揖33'34'1曲図2日)

F3区中央で確認Lた。Pitl67、5K37に切られる。甫車倒立ち上がり部分のみ遺存。北聞は撹乱により、

東側は5B22-24に切られ全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は雄砥部分で長辺2.0m、

短辺1.65m、探さO.15m。本遺構内で5K38、Pit207'2抽 210を確也した。263は創立『部費で柴濃須衛V

期第1小則。本遺構の時期は出土遺物から 9世紀初IJW'iと判断Lた。

S829 (酷33 担 i冊図2制)

F3区中央で確認した。5K31. 41 . 49に切られる。南側立ち上がりの一部のみ遺存。西聞は調査区外、

東側は5820に切られ全体のプランは不明だが、 一辺1.9m以上の方形と推定される。深さはO.J5mQ 264 

は伊勢型聾口縁破片である。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代桂期頃と判断した。

S826 (餌35. 1曲図2日-268)

F3区北側で確認した。5K39に切られる。立ち上がりの北側と西側、南聞のごく一部のみ遺存。南側

は撹乱、車側は捌査区外により全体のプランは不明だが、 一辺4.4m以上の方形と推定される。深さ

0.2問。断而で貼床状の土胞を確留できるが (3. 4届)、プランでは明確に確露できなかった。本遺構

内でPitl93'195 . 196 . 205 . 2師、 5K53・55'56'59を確認Lた。265は聾揖式2頗の焼塩土器。266は

須恵器董。267は須恵器鉢。268は須YM.器費。m恕器はほぼ美謹JJi衛V期第H、期に相当する。本遺構の時
期は出土壇物から 9世紀初阪と判断した。

S827 (第35. 1田図269)

F3区北帽で確認Lた。5K39. 5K51に切られる。立ち上がりの南側のみ置存。西個および北側は調査

区外、東側は5B26に切られ全体のプランは不明だが、 一辺4.3m以上の方形と推定される。深さは

O.lm。断而で貼庇状の土府を硝偲できるが(9府)、プランではIVJ殖に確認できなかった。269は畳部

を有する創恕器軒、で美浪須衛田期桂半。本遺構の時期は出土遺物から 7世紀桂半と判断した。

S828 (都35. 1冊図270)

F3区北冊で確認した。5K49・52に切られる。5B27検出時に切り合いを確認したが、JI(聞は立ち上が

りを確認できなかった。立ち上がりの北側と西側の一部のみ遺存。南側は5B26に切られており、全体

のプランは不明だが、 一辺3.2m以上の方形と推定される。深さは0.15mo本遺構には5K53を伴う。270は

伊勢型建口縁破片である。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代桂期頃と判断した。

SK35 (第33.34'1田図271-273)

F3区中央で確認した。5B21を切る。東側は賦捌トレンチに切られるがプランは柿円形と推定される。

規模は長軸0.95m、短軸O.75m、深さ 1.25mo 271 は須恕器瓶類の脚。272は土師器伊勢型聾口縁。273は ~Ii

恕器柄、董。郷rJ!.器は葺謹須衛V開l第VJ、期に相当するが、 5B21を切ることから本遺構の時期は9世紀初

時期lは出土壇物から9世紀初頭と判断した。

8824 (節お剖 108図262)

F3区中央で傭認した。Pill72に切られ、 5623を切る。商岡 国側立ち上がりのごく一部のみ置存。

東側は澗査区外、北聞は舵乱により全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は雑誌部分で

長辺2.5m、短辺O.5m、深さO.lm。本遺構内でPit211、5K46'47を雌隠した。262は~j'{恐慌聾で笑浪須術

V期第 l 小則。本遺構の時期は 111土遺物から 9 世紀初~IDlと判断した。

8825 (第33.34・1曲図2日)

F3区中央で確認LたoPitl67.SK37に切られる.南東倒立ち上がり部分のみ置平'':0北側は撹乱により、

東側は5622-24に切られ全体のプランは不明だが、方形と推定される。規模は確砥部分で畏辺2.0m、

短辺1.65m、採さO.l5m。本遺構内で5K38、Pit207. 209 . 210を備恕した。263は貌恕器弾で柴il~Ji術V

期第ul、JUI .本遺構の時期は出土遺物から 9 世紀初頭と判断 '-t~。

8829 (酷33・34. 108図264)

F31K中央で確認した。5K31. 41 . 49に切られる。南側立ち上がりの一部のみ遣存。西側は開査区件、

車側は5620に切られ全体のプランは不明だが、 一辺L9m以上の方形と推定される。探さはO.J5mo264

は伊勢型聾ロ縁破片である.本遺構の時国lはill土遺物から古墳時代能回l頃と判断した。

8826 (節35'108図2日-268)

F31互北側で確毘した。5K39に切られる。立ち上がりの北側と西側、南側のごく 一部のみ遺存。南側

は撹乱、東側は調査区外により企体のプランは不明だが、 一辺4.4m以上の方形と推定される。深さ

O.2m。断面で貼床状の土腐を確恕できるが (3. 4層)、プランでは明確に確認できなかった。本遺橋

内でPit193'195' 1同却5'2師、 SK53'55'56'59を確認した。265は美渡式2頼の焼血土器。2伍は

須恵器董。267は須恵器鉢.268は狽恕器妻。tIU!t器はほぼ美設立i衛V却l第1'1、期に相当する。本遺構の時

期lは出土地物から 9世紀初D~Jiと判断した。

8827 (節35. 1阻図269)

F3区北側で確認Lた。5K39・5K51に切られる。立ち上がりの南側のみ遺存。西側および北側は調査

区外、東側は5626に切られ全体のプランは不明だが、 一辺4.3m以上の方形と推定される。深さは

O.lm。断而で貼庶状の土層を確臨できるが (9府)、プランでは明硝に確認できなかった。269は畳部

を有する ~1U!{ '?';苦杯で美漉劉衛田 JUI桂半。本遺構の時期は出土壇物から 7世紀後半と判断した。

8828 (都35. 108図270)

F3区北側で確認した。5K49. 52に切られる。5B27検111時に切り合いを確認したが、車慨は立ち上が

りを確恕できなかった。立ち上がりの北側と西側の一部のみ遺存。雨明は5626に切られており、全体

のプランは不明だが、 一辺3.2m以上の方形と推定される。深さはO.l5mo本遺檎には5K53を伴う。270は

伊勢型聾口縁破片である。本遺構の時期は出土遺物から古墳時代桂JUllftと判断した.

8K35 (都33 剖 ・108図271-273)

F3区中央で確認した。5B21を切る。東側は紋姻トレンチに切られるがプランは梢問時と推定される。

規模は長軸0.95m、短軸O.75m、採さ1.25mo271は須恵器瓶類の腕。272は土師器伊勢型塑口縁。273はtIl

恕器杯蓋oMU.!!.器は葉漫須衛V出l第1'1、期に相当するが， 5621を切ることから本遺併の時期は9世紀初
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頭、あるいはそれ以降に下る可能性が考えられる。

SK37 (第33'剖・ 108図274. 275) 

F3区中央で碓ID!.した。5B25を切る。プラ Jは楕円形。規模は長軸l.Om、短軸O.6m、深さl.Zmo274は

~j'U!~器甑の底部。 275は須!~器開杯杯部。先遣の5K35と同規模であり、 2つで柱穴列と企る可能性も考

えられる。{i'{車器は5建設須衛皿用l植学に相当するが、 5825を切ることから本遺構の時間lは7世紀極半

かそれ以降、あるいは5K35と同時期ならば9世紀初頭以降に下る可能性も考えられる。

SK40 (第33.34・108図276-278)

F3区中央で確慨した。5B22を切り、 5B23に切られる。プランは隅丸長方形に近い。鋭艇は長軸1.8m、

短軸O.7m、深さO.45mo276は$.i'U.!!.器無台杯。277は須恵器舞台杯で、体部に掛啓があり 「四」と判税で

きる。278は土師器平成型。却型器は柴漉須術V岬l第】ノl、月lに相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世

紀初頭と判断した.

SK46 (第33. 34 . 108図279)

F3区中央で磁臨した。5B24を切る。東側は糊査区外のため全体のプランは不明だが、不整楕円形と

推定される。規模は確認部分で長辺1.2m、短辺l.Om、深さ0.1mo279は須恵器商杯脚部である。須Tι絡
はう時漫須衛V期第I小期に相当する。本遺構の時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した。

SK49 (第33・34.108図2剖お1) 

F3区中央で確飽した。5B28を切る。北側は5D26に切られ全悼のプランは不明だが、不整形と推定さ

れる。規模は確砥部分で長軸O.75m、短軸0.6問、深さO.2mo280は畳部を有する須TE器停、 281は須Y!!.器

杯董で、いずれも提漉須衛回出l怯半に相当する。本遺構の時期はIB土壇物から7世紀桂半と判断した。

SK56 (第35'108図282-認5)

F3区北聞で硝認した。5B26内で検出した。プランは楕円形。規模は長軸l.lm、短軸O.7m、深さO.2m。

282は美濃式2類の焼塩土滞。283'2制は土師器平成型。285は須恕器杯置で~浪須衛V月l臨H、JUI。本遺

構町時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した。

Pit出土遺物 (第33.35.108図2剖 287、都9図)

286はF3区北側Pit192出土の鉄製品万子。287はF3区中央Pit207出土の矧恕器翌日縁で央濃須衛E則

桂半。

.山仙遭遇跡A区

S005 (第36図)

A1i2[北側で確魁した。流向は北西 南東方向。両側は湖査区外で全体のプランは不l則。規模は確認部

分で長さ5.6m、幅1.3m、深さ0.55問。断而器状は逆台車状。笑測可能な遺物は無かった。土師器細片が

出土することから古墳時代iiirJUl-古代に相当すると考えられるが、詳細な時期は不明である。

S006・08(部36.1岨園田1)

AI区北聞で確認した。5D閣が5D田を切る。ともに流向は北西一南東方向。岡聞は潤査区外のため全

体内プランは不明。規模は5D06が確認部分で長さ6.3m、残存帽O.2m、深さO.3moSD闘が確認部分で長

さ6.4m、幅O.95m、深さ0.45m。断面形状は5D06が両側に段を持つU字形、 SD08はU宇都。291は剥片で、

石材はチャート。この他実測可能な遺物は無かった。土師器細片が出土することから本遺構の時期は古

頭、あるいはそれ以降に下る可能性が考えられる。

SK37 (第33'剖・ 108図274. 275) 

F3区中央で硝恕した。5825を切る。プランは桁円形。規艇は長軸l.Om、短軸O.6m、探さ1.2mo274は

mn~~器甑の底部。 2751立須恵器開何、杯部。先述の5K35と同鋭縦であり、 2つで柱穴列となる可能性も考

えられる。須!ll器は奨漫須衛皿期桂半に相当するが、 5B25を切ることから本遺構の時期は7世紀桂半

かそれ以降、あるいは5K35と同時間!ならば9世紀初頭以降に下る可能性も考えられる。

SK40 (革33.34・i開図276-278)

F3区中央で磁腿した。5822を ~J ~， 5823に切られる.プランは隅丸長方形に近い。規模は長軸1.8m、

短軸O.7m、深さ0.45mo276は苛UJ!.器盤台杯。277は須恕器揖台杯で、体部に掛舎があり 「四」と判税で

きる。278は土師器平成型。 ~JU!~器は央捜~J{術 V却i第H、j割に相当する。本遺構の時期は 111土壇物から9世

紀初頭と判断した。

SK46 (第33. 34 . 108図279)

F3区中央で硝隠した。5824を切る。東側は湖査区外のため全体のプランは不明だが、不整楕円形と

推定される。規模は確認部分で畳辺l.2m、短辺1.0m、深さ0.1010279は須M!.器商杯脚部である。須車時

は挺浪須衛V却'Iml小期に相当する。本遺構町時開lは出土遺物から9世紀初頭と判断した。

SK49 (都お 34.108図2剖お1)

F3区中央で確飽した。5828を切るo;t側は5026に切られ全体のプランは不明だが、不整形と推定さ

れる。規模は確認部分で長軸O.75m、短軸0.6問、 f揮さO.2mo2剖は垂部を有する須恕格停、 281は須恵器

杯董で、いずれも9::浪須衛田則桂半に相当する。本遺構の時期は111土遺物から7世紀後半と判断した。

SK56 (第35.108図282-認5)

F3区北側で硝恕した。5826内で倹出した。プラyは柿円形。規模は長軸1.lm、短軸0.7問、深さO.2mo

2821i美漉式2鎖の焼岨土器。283'2倒は土附出品平成望。285は狽恕器停査で奨漉須衛VJ閉館H、押l。本遺

構の時期は出土遺物から9世紀初頭と判断した。

Pit出土遺物 (第33.35.108図2部・詔7、都9図)

286はF3区北側町t192111土の鉄製品刀子。287はF3区中央町1207出土のtru.!!.器弾口緑で奨涜須衛皿jgJ

隆半。

篇山仙道遺跡A区

S005 (描36図)

AI区北閣で確認した。流riiJは北西 南東方向。両側は調査区外で全体のプランは不明。鋭艇は確認部

卦で長さ5.6m、幅1.3m、I揮さO.55m。断両軍状は逆台形状。築制可能な遺物は無かった。土師器細Hが

出土することから古1)1時代前JUJ-古代に相当すると考えられるが、詳細11な時期は不明である。

S006・08(部団・ l田園291)

AI区北側で確認した。5008が5006を切る。ともに流向は北西一南東方向。両聞は湖査区外のため全

体町プランは不明。規棋は5006が確認部分で長さ6.3m、残存阿O.2m、採さ0.3問。5008が繍恕部分で民

さ6.4m、幅O.95m、採さO.45mo断面形状は5006が両側に段を持つU字形、 5008はU宇部。291は剥片で、

石材はチャートロこの他実測可能な遺物は無かった。土師器細片が出土することから本過併の時間1は古
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墳時代前期~古代に相当すると考えられるが、詳細な時期は不明である。

5014 (第36'108図2田-290)

AI区中央で確認した。古墳時代前期の5023を切り、 5K05'I7に切られる。流向は一部屈折するがほ

ぼ西北西 東南東方向。両側は調査区外のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ5.2m、帽

1.7m、深さO.65mo断而形状は皿状。288は須恵器出杯。289は受口状盛口縁。2田は土師器器台。罫ug.;r，;.は

美濃須衛皿1111桂半に相当する。本遺構の時期は出土遺物から7世紀桂半と判断した。

5K10 (措37図)

A2区西側で確認した。5003'5X08に切られる。プラ ンは不整柿円形状。規模は長靴1.6m、短軸l.2m、

探さO.25m。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型費制片が出土することから、本遺構の時期は古

墳時代桂揮l頃に相当すると判断した。

5D13 (蔀37図)

A2区西側で確認した。南側は5KIO・5X08に切られ、北側はi調査区外のため全体のプランは不明。規

棋は確認部分で長さ3.2m、幅1.2m、深さO.lm。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型斐細片、須

恵器細片が出土することから、本遺構の時期は古墳時代桂jglに相当すると判断した。

第3節 3期 (鎌倉時代~室町l時代)の遺構と逃物

3期の遺構は調査区成全体で、特に償問地上で確認できた。主に四府 (縄文時代~古墳時代遺物包

古層)上面、 V層(嫌倉時代~室町時代遺物包古府)上面で遺構を検出した。

鷺山蝉遺跡A匡

5K10 (第1凹図292、別添図1)

A2区中央で確認した。試掘トレンチにより全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規模は

確認部分で長辺2.6m、短辺1.9m、深さO.l5mo292は瓦質土器羽韮の口縁破片である。

5K21 (部109図293べ別添図1)

A2区中央で確認した。プランは不整柿円形。規棋は長軸J.05m、短軸O.95m、深さO.25mo293は山茶碗

底部破片である。

婦山蝉遺跡B区

5011 (第38図)

BI区北側から中央で確認した。桂述する5012とほぼ並行の位置関係で、流向は東北東 西南西方

向。5K02に切られ、 5KIO・5014を切る。規模は確認部分で長さ6.0m、幅1.0m、深さO.35m。断面形状

はほぼU字形である。実測可能な遺物は出土しなかったが、北部系山茶碗 土師器皿M類細片等が出

土することから本時期lに相当すると判断した。

5012 (第38図)

BI区北側から中央で確認した。先述の50Uとほぼ並行の位世関係で、流向は東北東一西南西方向。

5K09 ' 13 ' 14に切られ、 5014を切る。規模は確認部分で長さ5.6m、帽4.3m、深さO.55m。断面形状は

皿状を呈する。提出l可能な遺物は出土しなかったが、北部系山JIi碗 土師器JUlM類細片が出土するこ

墳時代前期~古代に相当すると考えられるが、詳細な時期は不明である.

5014 (第36. ¥08図2田-290)

AI区中央で確認した。古墳時代前期のS023を切り、 SK05.17に切られる。流向は一部屈折するがほ

ぼ西北西 東南東方向。両棚は筒査区外のため全体のプランは不明。規棋は確認部分で長さ5.2m、幅

1.7m、深さO.65mo断間形状は皿状。2剖は須恵器開杯。2田は受口状盛口縁。2開は土師器器台。mrll器は

美濃須衛皿JUI怯半bこ相当する。本遺構の時則は出土遺物から7世紀能主主と判断した。

5K10 (措37図)

A2区西側で確認した。S003• SX08に切られる。プランは不整柿円形状。規模は長軸L6m、短輪1.2111、

深さO.25m。実測可能な遺物は摂かった。土師器情勢型費制片が出土することから、本遺構の時期lは古

墳時代佐期頃に相当すると判断した。

5D13 (詰37図)

A2区西側で傭認した。南側はSKlO.SX08に切られ、北側は調査区外のため全体のプランは不明。規

模は確認部分で長さ3.2m、幅1.2m、深さO.lm。実測可能な遺物は無かった。土師器伊勢型費細片須

恵器細l片が出土することから、本遺構の時j聞は古墳時代桂押lに相当すると判断した。

第3節 3期IJ (鎌倉時代~室町l時代)の遺構と逃物

3月lの遺構は調査区域全体で、特に徹高地上で確認できた。主に咽府 (縄文時代~古墳時代遺物包

古府)上面、 V陪 (鎌倉時代~室町時代遺物包古府)上面で遺構を検出した。

鷺山蝉遺跡A区

5K10 (第1凹図292、別添図 1) 

A2区中央で確認した。試掘トレンチにより全体のプランは不明だが、長方形と推定される。規模は

確認部分で長辺2.6m、短辺l.9m、深さO.l5mo292は瓦!!土器羽韮の口縁破片である。

5K21 (前109図293、別添図 1) 

A2区中央で確認した。プランは不整楕円形。規模は長軸J.05m、短軸O.95m、深さ0.25mo293は山茶碗

底部破片である。

鷺山蝉遺跡B区

5011 (第38図)

Bl区北側から中央で確認した。佳述する5D12とほぼ並行の位置関係で、流向は東北東 西南西方

向。SK02に切られ、 SKlO・ SOl4を切る。規艇は確認部骨で長さ6.0m、幅1.0m、深さO.35m。断面形状

はほぼU字形である。実測可能な遺物は出土しなかったが北部系山茶碗 土陶器皿M類細片等が出

土することから本時JUIに相当すると判断した。

5012 (第38図)

sl区北側から中央で確認した。先述のSOllとほぼ並行の位世関係で、流向は東北東一西南西方向。

SK09 . 13 . 14に切られ、 S014を切る。規棋は確認部分で長さ5.6m、相4.3m、深さO.55m。断而形状は

凶状を呈する。実削可能な遺物は出土しなかったが、北部系山:}/i碗 土師器~IIM鎖細片が出土するこ
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とから本時期に相当すると判断した。

S014 (第詔図)

81区北畑から中央で磁taLた。流向は北京 市阿方向。SK!O. 13 . 14 . 16、SOII. 12に切られる。

採さO.65m。断而形状は台形状を呈する。~削可能な遺物はæ規艇は確認部分で長さ8.4m、帽0.45m、

土しなかったが、北部系山茶碗細片が出土することから本時間1に相当すると判断Lt:。

SK08 (第38図)

81区北聞で確認した。北側はSOllに切られ、 Pit94を切る。東側は調査区外のため全体のプランは不

明。規艇は確認部分で東西O.8m、南北1.3m、深さO.55m。笑測可能な遺物は出土しなかったが、北部系

ILJ1¥'i碗細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

SK10 (第祖国)

81区中央で確認した。SDIHこ切られ、 S014を切る。剖個は調査区外のため全体のプランは不明だが、

深さO.6m。実測可能な遺物は出土Lな柿円罷と推定される。規艇は確恕部分で長軸1.5m、短軸1.2m
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とから本時間lに相当すると判断した。

S014 (第38図)

日l区北制から中央で碗i恕した。流向は北京 fli凶方向。5Kl0. 13 . 14 . 16、5D11. 12に切られる。

嵐艇は確認部分で長さ8Am、何日45m、採さO.65m"断而形状は台形状を呈する。7M削可能な遺物は111

土しなかったが、北部系111)匹腕細片が出土することから本時JgJに相当すると判断した.

SK08 (第お図)

B1区北側で確包した.北側は5D11に切られ、 Pit94を切る0*側は調査区外のため全体のプランは不
明。組艇は確認部分で東西O.8m、南北1.3m、深さO.55m。災訓可能なiI'l物は/l¥土しなかったが、北部系

山茶碗細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

SK10 (!1138図)

日1区中央で確認した.5D111こ切られ、 5014を切る。剖帽は調査区外のため全体のプランは不明だが、

柿円形と推定される。脱線は確認部分で長軸1.5m.短軸1.2m、深さ0.6mo実測可能な遺物は出土しな
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かったが、北部系山茶碗刺片が出土することから本時期に相当すると判断した。

5001 (第39. 109図294-340)

82区中央から南側で確認した。プランはL宇状を呈する構である。流向は主に北 南方向がメイン

で、調査区北側で其東へ折れる。携は調査区外へ仲びることから、プランがT字状になる可能性も考

えられる。規模は南北方向が確認部分で長さ22m、最大幅6.4m、深さO.8m。東西方向は確認部分で長さ

5.5m、幅6.0m、深さO.6m。南北方向の講は掘り直しと考えられる複数の凹凸が構底に存在する。また、

桂述する5002を切る。埋土は下層の 4-6屈に泥状の堆輸が認められる。上層の 1-3層は礁を古む

埋土で、人為的に狸め戻された可能性が日い。

294-340が5001出土造物で、このうち334-340が5001北側の東西方向構に相当する。294は中国産

自磁の口禿皿、 295は中国産官磁の椀、 296は中国産背磁の鉢もしくは香炉破片で、体部にね花文が施

される。297-302は南部系山茶碗の腕。301-303は南部系山茶碗の大平鉢。304-320は北部系山茶碗で、

304-315、317-320は腕、 316は皿。321は古瀬戸系施軸陶器の水注で山茶碗5型式併行。322は古桶戸中

I期-rr lqJの卸slLo323は古桶戸後W期の袴腰形香炉。324-327は常ritの楚で、 324は5型式古相、 325は

6a型式、 326は6a-6b型式酔行、 327は5-6型式併行。328はM類の土師器皿。329は劉恕器杯。330は須

恵器盗。331-333はロクロ土師器。334-336は南部系山茶碗の担。337は北部系山茶碗の腕。338は常滑の

望。339は須恋路杯蓋。担0はロクロ土師器。

5002 (第39.1岬図341)

82中央から南側で確認した。流向は北 南方向。5001に切られる。規模は確認部分で長さ18.2m、帽

1.2m、深さO.55m。断I田形状は逆台形状。埋土はほとんどが砂層で、洪水等で埋没した可能性が考えら

れる。341は灰紬陶器椀である。この他実測可能遺物は無かったが、南部系山茶碗細片が出土すること

から本時期に相当すると判断した。

5006 (第39・109図342)

83区西側で確認した。流向は北一南で、断而形状は皿状。規模は確認部分で長さ5.0m、幅l.6m、深

さO.4m。桂世に発生した地震の噴砂により埋土が切られている。342は北部系山茶碗の碗である。

5055 (第40図)

84区南棚で確認Lた。流向は東一西方向。西側を5D33に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。規棋は確認部分で長さ 3.0m、~r.H .5m、深さO.35m。断面形状は皿状。樫土に炭化物が含まれ

ており、人為的に埋め戻されたと考えられる。実測可能企遺物は出土しなかったが、南部系山茶碗細

片が出土していることから本時期に相当すると判断した。

5056 (第40.110図362)

84区南側で確認した。流向は東 西方向。西側を5033に切られる。規棋は確認部分で長さ2.6m、幅

0.45m、深さO.lm。断而形状は浅い1m状。362は古瀬戸縁軸小皿である。

5057 (描40・110図363)

84区南側で確認した。流向は東 西方向。西側を5033に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。規棋は確認部分で長さ2.95m、幅1.35m、深さO.6m。断而形状は北側にテラスを有する。盟主

にプロックが古まれており、人為的に埋め戻されたと考えられる。363は古瀬戸縁粕小111である。

かったが、北部系山茶碗朝l片が出土することから本時四1に相当すると判蹄した。

5001 (第39.1曲図294-340)

82区中央から南側で確認した。プランはL'f'状を呈する構である。流向は主に北一南方向がメイン

で、調査区北側で真車へ折れる01博は調査区外へ仲びることから、プランがT宇状になる可能性も考

えられる。規模は南北方向が確認部分で長さ22m、最大幅6.4m、深さO.8m。東西方向は確認部分で長さ

5.5m、幅6.0m、深さO.6mo南北方向の構は掘り直しと考えられる複数の凹凸が誹底に存在する。また、

桂述するS002を切る。埋土は下胞の 4-6周にi尼状の堆積が認められる。よ層の 1-3層は蝶を含む

埋土で、人為的に埋め戻された可能性が向い。

294-340がSDOI出土遺物で、このうち334-340がSDOI北側の東西方向1111に相当する。294は中国産

自憾の口禿皿、 295は中国産官磁の腕、 296は中匡|産官磁の鉢も Lくは香炉破片で、体部に品花文が施

される。297-302は南部系山茶碗の碗。301-303は南部系山茶腕の大平鉢。304-320は北部系山茶碗で、

304-315、317-320は碗、 316は皿10321は古瀬戸系施鞘l陶器の水注で山茶碗5型式併行。322は古欄戸中

I期~日期の卸1110323は古瀬戸後W用lの特腰形香炉。324-327は常滑の建で、 324は5型式古相、 325は

6a型式、 326は6a-6b型式桝行、 327は5-6型式併行。328はM類の土師器皿。 329は劉Y!~器杯。330は須

思器盗。331-333はロクロ土師器。334-3361.南部系山茶碗の臨み337は北部系山茶碗の腕。338は'出滑の

望。339は須恵器杯輩。340はロクロ土師器。

5002 (第39.1伯図341)

82中央から南側で確認した。流向は北 南方向。SOOIに切られる。規模は確認部分で長さ18.2m、幅

1.2m、深さO.55m。断而形状は逆台形状。埋土はほとんどが砂層で、洪水等で埋没した可能性が考えら

れる。341は灰軸陶器椀である。この他実測可能遺物は無かったが、南部系山茶碗細片が出土すること

から本時期に相当すると判断した。

5006 (第四 109図342)

8318:西側で確認した。流向は北ー南で、断面形状はml状。規模は確認部分で長さ5.0m、帽1.6m、深

さO.4m。佐世に発生した地震の噴砂により埋土が切られている。342は北部芹山茶碗の碗である。

5055 (第40図)

84区南側で確認した。流向は東一西方向。西側をSD33に切られ、*側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。規棋は確認部分で長さ3.0m、幅1.5m、深さO.35m。断面形状は皿状。主II土に度化物が古まれ

ており、人為的に埋め戻されたと考えられる。実測可能な遺物は出土Lなかったが、南部系山茶碗細

片が出土していることから本時期に相当すると判断した。

5056 (措40.110図362)

84区南側で確認した。流向は東 西方向。西側をS033に切られる。規棋は確認部分で長さ2.6m、帽

0.45m、深さO.1mo断而形状は浅い皿状。362は古瀬戸縁朝川、皿である。

5057 (措40・110図363)

84区南側で確認した。流向は東→西方向。西側をSD33に切られ、東側は開査区外のため全体のプラ

ンは不明。規模は確認部分で長さ2.95m、幅1.35m、深さO.Gm。断而形状は北側にテラスを有する。盟主

にプロックが古まれており、人為的に埋め戻されたと考えられる。363は古瀬戸縁粕小皿である。
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S062 (抑制l主J)

B4区中央で確認した。流[IiJは車 西方向。西側で5033、Pit195に切られ、車側は湖査区外のため全

体のプランは不明。規艇は確認部分で長さ30m、幅O.7m、深さ0.55m。断而形状は箱猫状。尖湖可能な

遺物は無かったが、北部系山茶碗細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

S063 (都4J. 110図3臼)

B4区中央で確認した。流向は車ー西方向。西側を5033に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。364は北部系山帯植である。

S064 (都4J. JlC図365-367)

B4区中央で確認Lた。流向は東一西方向。西側で5033、Pit194に切られ、中央でPit210. 211を切

る。東側は湖査区外のため全体のプランは不"1。脱棋は確認部分で長さ3.3m、幅1.0m、深さQ.45m。断

面形状は深い皿状。部副主南部系山茶碗の大平鉢。366は北部系山茶碗。367はM頬の土師器皿。

S065 (都41. 110図3曲-372)

B4区中央で確認した。流向は東一西方向。西聞は5D33に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。脱税は確認部分で長さ2.9m、帽l.55m、深さO.4m。断ilti形状は北側の一部にテラスを持つ。

描8は中国産磁器の青磁陣。369.371は北部系山茶碗の碗。370は北部系山茶碗の皿。372は古瀬戸の袴腰

形香炉。

S067 (部川園)

B4区中央で確認した。流向は東 西方向。西側で5033に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。また先述の5065にも切られる。規艇は確認部分で長さ3.0m、遺存幅1.0m、深さ0.45m。断面

形状は皿状。図化可能な遺物は出土しなかったが、北部系山茶碗細片が出土することから本時期に相

当すると判断した。

S068・69(筋42. J IOJiI373-378) 

B4区北側で確認した。プランがL宇状を呈する講で、 5068が北ー商、 5069が車ー西方向の構とな

る。505J、5K43・44に切られる。酋聞は5033に切られ、北側は湖査区外のため全体のプランは不明。

規模は50曲が確認部分で長さ5.5m、幅1.25m、深さ0.35mo5069が長さ2.0m、幅O.5m、深さO.2m。断而

形状はともに皿l状。373は南部系山茶碗の大平鉢。374-376は北部>1¥ミ山県艇の腕。377. 378は北部系山茶

碗の皿で、いずれも鑓舎が見られるが、判読はできなかった。

S070 (前42 回 。110図379-382)

B5区西端で確認した。流(JiJは東一西方向。西側は世国時代の5D03に切られる。車聞は50SOに切ら

れるが、それより車にはや，.ぴず行き止まると考えられる。、全体のプランは不明。規侠は確認部分で長

さ2.6m、幅1.75m、深さO.65m。断面形状は逆台形状。379は北部系山茶碗の碗、 3801ま1111で、ともに同

ーの花押と考えられる掛千同信且られる。38Jは北部系山茶碗の皿。382はM類の土師器1111。

S073-75 (車40図)

1¥4区南側で確寵Lた。流向はいずれも車一西方向。$074. 75は西帽を$D33に切られ東側は調査区

外。5076は両側が調査区外のため全体のプランは不l目。規模は確認部分で5073が長さ5.4m、幅O.6m、

海さIOcm、5074が長さ3.0m、幅O.6m、深さO.2m、5075が長さ3.0m、幅O.55m、深さO.2m。断而形状

S062 (都41図)

B4区中央で確認した。流向は車 西方向。西側で5033、Pitl95に切ら札、車側は湖査[[外のため全

体のプランは不明。規艇は確艇部分で長さ3.0m.幅0.7冊、深さ0.55問。断而形状は和姻状。1f測可能な

遺物は無かったが、北部系山茶碗細片が出土することから本時間lに相当すると判断した.

S063 (第41. 1 JO図3臼)

B4区中央で確認した。流向は.w:-西方向。闘測を5033に切られ、東側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。3制は北部系山高腕である。

S064 (第41. 1 JO図365-367>

B4区rf':!s.とで確認Lた。iifWljは東一西方向。西側で5033、Pitl94に切られ、中央でPit210. 211を切

る。車側は湖査区外のため企体のプランは不IVlo胤椋は磁認部分で民さ3.3m、幅1.0m、深さ0.45m。断

面形状は深い岨状。指δI!南部系山茶碗の大平鉢。366は北部系山茶碗。3671!M類の土姉器皿。

S065 (都41. 1 JO図3曲-372)

B4区中央で確認した。流向は車ー西方向。西側は5033に切られ、車側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明。税棋は確認部分で長さ2.9m、相1.55m、深さO.4m。断而形状は北側の一部にテラスを持つ。

3曲は中凪産磁器の青磁棟。369'371は北部系山茶碗の腕。370は北部系山茶碗の皿103721.1古瀬戸町持腰

形香炉.

S067 (部41図)

B4区中央で確認した。流rilJは車 西方向。西側で5033に切られ、車側は調査区外のため全体のプラ

〆は不IYJoまた先述の5065にも切られる。規艇は磁ra部分で長さ3.0m、温存幅1.0m、深さ0.45m。断而
車状は皿状。闘化可能な遺物は出土しなかったが、北部系山茶碗細片が出土することから本時期lに相

当すると判断Lた。

S06B・69(W，42' 110図373-378)

B4[[北側で確認した。プランがL宇状を呈する構で、 5068が北ーI旬、 5069が車ー西方向の講とな

る。5051、5K43. 44に切られる.l!!i帽は5033に切られ、北側は調査区外のため全体のプランは不明。

規績は50闘が確認部分で長さ5.5m、報1.25m、深さ0.35m.50闘が民さ2.0m、幅O.5m、深さO.2m。断而

形状はともに皿状。373は南部系山茶碗の大平鉢。374-376は北部系山茶碗の腕。377・378は北部系山茶

碗の皿で、いずれも掛帯が見られるが、判設はできなかった。

S070 (都42・国 110図379-382)

B5区西端で確恕した.司'tlIijはJI[ー西方向。西側は戦国時代の5003に切られる。東側は50叩に切ら

れるが、それより車には仲びず行き止まると唱えられるわ全体のプランは不明。姐収は雌恕部分で長

さ2.6m、相1.75m.深さO.65m。断面形状は逆台形状。379は北部系山茶碗の碗、 380は蹴で、ともに同

ーの花押と考えられる掛干同信見られる。381は北部系山事腕の皿。お2はM類の土師器111L0

S073-75 (昨40図)

同区神I棚で確箆Lた。iiklIiJはいずれもJI(一両方向。$074. 75は西帽を$D33に切られ 車聞は調査区

外。SD76は間側が調査区外のため全体的プランは不明。規模は雌恕部分で5073が長さ5.4m、幅O.6m、

深さIOcm、5074が長さ3.0m、幅O.6m、揮さ0.2問、 5075が長さ3.0m.幅O.55m、探き0.2問。断商形状
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はいずれも皿状。u、ずれの樽も埋土にプロ ック状の土が古まれ、人為的に埋め戻されたと考えられる。

SD55・57等と埋土が似ていることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物は出土しておら

ず詳細な時期は不明である。古代にさかのぼる可能性も考えられる。
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B5区西閣で確認した。SK36を切る。南側は湖査区外のため全体のプラ〆は不明だが、プランは方形
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はいずれも皿状。いずれの構も埋土にプロック状の土が古まれ、人為的に埋め戻されたと考えられる。

SD55・57等と哩l土が似ていることから本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物は出土しておら

ず詳細な時期は不明である。古代にさかのぼる可能性も考えられる。

SK35 (昨42.1101型3曲-397)

B5区西聞で確認した。SK36を切る.南側は糊査区外のため全体のプランは不明だが、プランは方形

状を呈する。規棋は確認部分で長辺2.2m、短辺l.1m、深さ O.l5cmo 3叩-393は北部系山高腕。3941~ 占
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瀬戸縁剥I'J、皿10395はM類の土師器11110396は土師器内轡型羽華。397は土製品の土錘。

SK37 (第42.110図398-40!l

B5区西側で確認した。プランは不整円形。規模は東凶O.95m、南北LOm、深さO.l5m0398・399は北部

系山茶碗の碗。400は土師器情勢型鍋口縁。401はM類の土師器皿。

SK38 (第41図)

B4区中央で確認した。形状はほぼ円形。規模は直径1.6m、深さO.4m。実測可能な遺物は無かったが、

北部系山茶碗 土師器J皿M類細片が出土することから本時間lに相当すると判断した。

SK41 (第42. 110図402-405)

B4区北側で確認Lた。SD50. 51に切られ、 SK43. 47を切る。車側は調査区外のため全体のプランは

不明だが、不整楕円形状と推定される。盟模は確認部分で長軸2.4m、短軸2.3m，揮さO.55mo402'-404

は北部系山茶碗で、それぞれ遺書が見られる。402. 403の撮容は判読できなかった。404は丸に十を組

み合わせた記号だが、意味は不明である。405は土師器内轡型羽韮。

SK42 (第42.111図416-419)

B4区北側で確認Lた。SK47を切る。不整形状の土坑で、規模は長軸1.75m、短軸1.25m、深さO.15m。

416は南部系山茶碗の大平鉢。417は北部系山茶碗の皿10418. 419は北部系山茶碗の腕。

SK43 (第42・110図406-415)

B4区北側で確認した。SD6Sを切る。南側の大半をSD51、SK41に切られ、東側は調査区外のため全

体のプランは不明。規棋は確認部分で長辺5.2m、短辺O.8m、深さO.2Smo406は北部系山茶碗の碗。407

-409は北部系山茶碗で、それぞれ盛fPが見られる。408は 「一」と判読できるが、意味は不明である。

407. 409の盤曹は判読できなかった。410・411は南部系山茶碗の大平鉢。412は士郎器内轡型羽韮。413

は古瀬戸持s鉢'0414は常滑の広口資。415はM類の土師器皿。

SK44 (第42.111図420-422)

B4区北側で確認した。SD68を切る。南側の大半をSK43に切られるため全体のプランは不明。規模は

確認部分で長辺2.1m、短辺O.4m、深さ0.15mo420は北部系山茶碗の腕、 421は北部系山茶碗の皿で、そ

れぞれ型舎が見られる。420の坐舎は丸に十、 421の墨舎は判読できなかった。422は北部系山茶碗の碗。

SK45 (第42'111図423-428)

B5区西棚で確認した。西側をSD50、東側をSD52に切られる。北側は調査区外のため全体のプランは

不明だが、隅丸方形状と推定される。規模は確認部分で東西2.3m、南北2.0m、揮さ O.9mo423~425は

北部系山茶碗の皿で、 423. 425はともに同ーの花押と考えられる損容が見られる。426は山茶腕の腕。

427.428はM類の土師器皿。

SK46 (郁111図429、別添図 5) 

B6区中央で確認した。SD21を切る。車壁壁聞のみで確認したため全体のプランは不明。429はCl類

の土師器皿である。

SK48 (措42図)

B4区北醐で確認した。西側をSD33に、北側をSD51に切られるため全体のプランは不明。規模は確認

部分で長辺1.35皿、 短辺O.8m、深さO.4m。笑測可能な遺物は無かったが、山茶碗細片がJlI土しており

揃戸縁糊小皿。395はM類の土師器IIIlo396は土師器内野型羽華。397は土製品の土錘。

SK37 (帯42.110図398-401l

B5区西側で確認した。プランは不整円形。規模は東西O.95m、南北1.0m、深さ0.15m0398. 399は北部

系山茶碗の碗。4曲は土師器伊勢型鍋口縁。401はM類の土師器皿。

SK38 (第411到)

84区I判とで確認した。形状はほぼ円形。規模は直径1.6m、深さO.4m。実測可能な遺物は無かったが、

北部系山茶碗 土附器皿lM類細片が出土することから本時間lに相当すると判断した。

SK41 (措42.110図402-405)

84区北側で確認Lた。5D50. 51に切られ、 5K43. 47を切る。車側は調査区外のため全体のプランは

不明だが、不整楕円形状と推定される。規模は確認古~í}で畳軸2.4 n】、短軸2.3m，揮さ O.55mo 40Z ' -404

は北部系山茶碗で、それぞれ掛容が見られる。402. 403の怨曹は判読できなかった。404は丸にトを組

み合わせた記号だが、意味は不明である。405は土師器内傍型羽益。

SK42 (第42.lIl図416-419)

B41豆北側で確認Lた。5K47を切る。不整形状の土坑で、規模は長軸1.75m、短軸1.25m、深さO.15m。

416は南部系山茶碗の大平鉢。417は北部系山茶碗の且l0418. 419は北部系山茶碗の碗。

SK43 (臨42. 110図4師-415)

84区北側で確認した。5D68を切る。南側の大半を5D51、5K41に切られ、東側は澗査区外のため全

体のプランは不明。規僚は確認部分で長辺5.2m、短辺O.8m、深さO.25mQ406は北部系山茶碗の碗。407

-409は北部系山茶碗で、それぞれ盤容が見られる。408は「一」と判読できるが、意味は不明である。

4日7.409の型瞥は判読できなかった。410・411は南部系山茶碗の大平鉢。412は土師器内轡型羽韮。413

は古瀬戸tili鉢ヤ414は常滑の広口髭。415はM類の土師器皿。

SK44 (第42.lIl図420-422)

8418:北側で確認した。5D68を切る。南側の大半を5K43に切られるため全体のプランは不明。規模は

確認部分で長辺2Jm、短辺O.4m、深さO.J5mo420は北部系山茶腕の腕、 421は北部系山茶碗の旧lで、そ

れぞれ盛曹が見られる。420の盗容は:ILに十、 421の1M舎は判読できなかった。422は北部系山茶碗の碗。

SK45 (郁42.111図423-428)

B5区西側で確認した。西側を5D50 東側を5D52に切られる。北側は調査区外のため全体のプランは

不明だが、隅丸方形状と推定される。組模は確認部分で東西2.3m、南北2.0m、深さ0.91110423-425は

北部系山茶碗の皿で、 423. 425はともに同ーの花抑と考えられる品性が見られる。426は山茶碗の腕。

427.428はM類の土師器皿l。

SK46 (部111図429、別添図5) 

B6区中央で確認した。5D2lを切る。草壁盛岡のみで確認したため全体のプランは不明。429はCI類

の土師器皿である。

SK48 (措42図)

B4区北側で確認した。西側を5D33に、北側を5D51に切られるため全体のプランは不明。規椋は碓認

部分で長辺135m、短辺O.8m、深さO.4m。実測可能な遺物は無かったが、山茶腕細片がill土しており、
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50曲、 5K43と同一面上で検出したことから、本時期に相当すると判断した。
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84区南側で確段、した。5073に切られる。南側を5032に切られ全体のプランは不明だが、形状は不

整形と推定される。剖棋は確認部分で長辺2.8m、短辺2.4m、深さ0.15問。災問l可能な遺物は無かったが、

山事融制片がlli土することから本時間lに相当すると判断した。
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SO曲、 SK43と同一而上で検出したことから、本時期に相当すると判断した.
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84区南側で傭隠した。5073に切られる.南聞を5032に切られ全悼のプランは不明だが、車状は不

幣昨と.uliA!される。胤棋は雌惚部分で長辺2.8m、短辺204m、深さO.l5mo%測可能な遺物は無かったが、

山J作曲制} '(~(/JU:する ことから本時期に相当すると判断した。

SK54 (M:l1nlit1) 
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84区南側で確認した。プランは問丸長方形に近い。規棋は長軸1.2m、短軸O.55m、深さO.25m。実測可

能な遺物は無かったが、 山茶碗細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

5023 (第43，110図343 剖4)

86区中央で確認した。流向は北ー南方向。SD77・78に切られ、 SD34を切るJヒ端ではSD27に切られ

ると判断したが、 SD23が14層の上から、 SD27が14府の下から掘りこまれること、また/ll土壇物から

もSD27→SD23となるため、本来の切り合いが逆の可能性が高い。ただしSD23はSD27より北に延びな

いことから、 SD27を切る行き止まりの海と考えられる。規模は確認部分で長さ16.C町、幅O.8m、深さ

O.3mo343は北部系山茶碗の碗。担4は古瀬戸桂W期古段階の縁軸小皿。

5027 (出43. 110~1359-36j) 

B6区中央と87区東側で確認した。流向は東 西方向。SD21と平行の位置関係にある。2カ所でプラ

ンを確認したが、同ーの構と判断した。先述のSD23に切られる。全体のプランは不明。規模は西側確

認部分で長さ4.7m、幅O.8m、深さO.4m。東側確認部分で長さ14.6m、幅O.8m、深さO.55m。断面形状は

やや尖るU字形。359は南部系山茶碗の皿で、360は腕。361は須恵器有台杯。

5034 (第43図)

86区中央で確認した。流向は東 西方向。SD23に切られるが、 SD23の西側には伸びないことから、

SD23と同時期に機能した、あるいは行き止まりの溝のいずれかの可能性が考えられる。東側は調査区

外のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ3.lm、幅O.6m、深さO.2m。断而形状は浅い皿状。

顕著な遺物は出土しなかったが、 SD23と切り合いを有し、同一面上で検出したことから本時期に相

当すると判断した。

$077・78(第43・110図383-389)

ともに86区中央で確認した。当初同一講として遺構掘削を行ったが、底部で切り合うことが確認で

きたため、別々の構であることが判明した。しかし、取り上げた遺物は分離することができなかった。

これらを踏まえて報告する。SD77の流向は東 西方向。SD23・77を切り、 Pit231-235に切られる。規

棋は確認部分で長さ4.5m、幅O.7m、深さ0.5moSD78の流向は東西方向。SD23を切り、 SD76. 77、

Pit231-235に切られる。規模は確認部分で長さ4.5m、遣存幅O.6m、深さO.5mo383はM類の土師器1111。

384-388は南部系山茶碗の碗。38ゅは北部系山茶碗の碗。

5021 (第44. 110図345-358)

86区中央およびB7B:全域で確認Lた。流向は車一西方向。規棋は確認部分で長さ44問、幅5.6m、深

さ1.3m。断面形状は下に凸状で、両日部分にテラスを有する。埋土は下層の10-13府が泥状の堆積で

あることから自然埋没したと考えられ、上層の6-9眉は小傑を古むことから人為的な埋め戻しと考

えられる。345は中国産磁器の白磁11110346は中国産磁器の青磁碗。347-353は南部系山茶碗の碗。このう

ち347は器告があり、 「上」の鏡文字と考えられる。お4は南部系山茶碗の大平鉢。355は南部系山茶腕の

皿。356はM類の土帥1!lf皿。357は土師器皿の耳皿。358は縄文土器突帯文深鉢。

Pit出土遺物 (第42・111図430-433)

4301;185区西側町t215出土の北部系山茶碗の碗。431はPit215出土のM類土師器皿。432は85区西側

Pit220lB土の北部系山茶碗の皿。433はPit220出土の南部系山茶碗大平鉢。

B4区南側で確認した。プランは隅丸長方形に近い。規棋は長軸1.2m、短軸O.55m、深さO.25m。実測可

能な遺物は無かったが、 山茶碗細片が出土することから本時期lに相当すると判断した。

5023 (措43，110図343 剖4)

B61互中央で確認した。流向は北ー南方向。SD77. 78に切られ、 SD34を切るJヒ端ではSD27に切られ

ると判断したが、 SD23が14層の上から、 SD27が14府の下から掘りこまれること、また/11土遺物から

もSD27→SD23と在るため、本来の切り合いが逆の可能性が高い。ただしSD23はSD27より北に延びな

いことから、 SD27を切る行き止まりの海と考えられる。規模は確認部分で長さ16.0m、幅O.8m、深さ

O.3mo343は北部系山茶碗の腕。担4は古瀬戸後NJtlI古段階の縁軸小皿。

5027 (出43. 110臣1359-361)

B6区中央とB7区東側で確認Lた。流向は東 西方向。5D21と平行の位置関係にある。2カ所でプラ

ンを確認したが、同ーの講と判断した。先述の5D23に切られる。全体のプランは不明。規続は西側確

認部分で長さ4.7m、相O.8m、深さO.4m。東側確認部分で長さ14.6m、幅O.8m、深さO.55m。断面形状は

やや尖るU字形。359は南部系山茶院の血で、 360は腕。361は須恵器有台杯。

5034 (第43図)

B61R中央で確認Lた。流向は東 西方向。5D23に切られるが、 5D23の西側には伸びないことから、

5D23と同時期に機能Lた、あるいは行き止まりのi揮のいずれかの可能性が考えられる。東側は調査区

外のため全体のプランは不明。規筏は確認部分で長さ3.Jm、幅O.6m、深さO.2m。断而形状は浅いslI状。

顕著な遺物は出土しなかったが、 SD23と切り合いを有し、同一面上で検出したことから本時期に相

当すると判断した。

5077・78(描43・110図認3-389)

ともにB6区中央で確認した。当初同一講として遺構拙削を行ったが、底部で切り合うことが確認で

きたため、別々の樽であることが判明した。しかし、取り上げた遺物は分離することができなかった。

これらを踏まえて報告する。5D77の流向は東 西方向。5D23・77を切り、 Pit231-235に切られる。規

模は確認部分で長さ4.5m、幅O.7m、深さO.5mcSD78の流向は東 西方向。5D23を切り、 5D76. 77、

Pit231-235に切られる。規棋は確認部分で長さ4.5m、遣存幅O.6m、深さO.5mo383はM類の土師器nll。

384-388は南部系山茶碗の腕。38ゅは北部系山茶碗の碗。

5021 (第44. 110図担5-358)

B6区中央およびB7区全地で確認した。流向は東一西方向。規模は確認部分で長さ44m、帽5.6m、深

さ1.3mo断而形状は下に凸状で、両日部分にテラスをイIする。埋土は下回の10-13府がile状の堆績で

あることから自然埋没したと考えられ、上層の6-9周は小際を古むことから人為的な埋め戻Lと考

えられる。345は中国産磁器の白磁Jlll0346は中国産磁器の青磁碗。347-353は南部系山茶碗の腕。このう

ち347は掛世があり、 「上」の鏡文平と考えられる。354は南部系山茶碗の大平鉢。355は南部系山茶艇の

皿。356はM類の土問器血。357は土師器皿の耳皿。358は縄文土器突帯主深鉢。

Pit出土遺物 (都42.111図430-433)

430はB5区西側Pit215出土の北部系山茶碗の碗。431はPit215出土のM類土師器皿10432はB5区西側

Pit220lB土の北部系山茶艇の皿。433はPit220出土の南部系山茶碗大平鉢ゅ
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第44図 鷺山蝉遺跡87区5D21断I師災測図

鷺山蝉遺跡CI2[

SX02自然流路 (前45.III図434-4伍 ll2図467-49])

Cl区全域、 C2区南側で確認した。大規筏な流路で、北町の一部分を確Ii!'.できるが、大半が調査区外

にある。C2区南聞でやや蛇行するが、流向はおおよそ北北東 南南西方向。人力掘削により 1-6層

は掘削できたが、 7帰以下はトレンチ掘削による土層確既にとどま った.断面形状は最深部まで確認

できていないが、確認部分では一部テラスを有する皿状と推定される。規模は確認部分で長さ約回問、

幅6.0m、探さ22m。挫土は最下層部分の層番II、12で砂屈を確認できるが、これより上届の2-]Q層

はンルト~極細砂といった泥状の桂背湿地状の堆積を呈している。戦闘時代に5X02を切る ように

5D02が、近世に5DOlが形成される。また5X021白土遺物に戦回時代の遺物が一部混じるが、検出でき

なかった池榊があると考えられる。434-491が5X021li土遺物で、 434-482がCl区、 483-491がC2区

出土に分けられる。

434はパレス直体部で、 iJf;彩が施される。435はS字型口縁。436は土自国器商杯。437は須恕器高杯。438

は ~JUM.器無台杯。439は須!.!!.*州司、受部を有する。440はtli!ll器台付監の脚部。441は lIí恕器望。442 1孟平

甑の休部片。443は須恕器賓の頭部破片。4441ま軒平瓦で、縄目タタキを布する。445は灰粕陶器椀。446は

灰軸胸器世頭販の体部片。4471;1土師器清掃型摘。448-451は鋼銭で、 448は 「太平通宝」、449は 「畠祐

元宝」、450は 「景徳元宝」、451は 「政和通宝J0452は北部系山某腕大平鉢。453は古瀬戸小杯。454

4551ま古欄戸折縁f探皿。456は常滑聾。457.4団はM類の土師器皿。459は中国産磁器の鉢も Lくは大皿。

4曲は古掴戸卸目付大肌。4611ま土師器内耳摘。462はB2 -a類の土師器皿。463はCl類の土師器皿。464

465は土製品土錘。4師は砥石で、石材は砂岩。

467は灰糊胸器段Jl~0468は中国産磁器の白磁碗。 469は古瀬戸縁細川、皿。470は古瀬戸都鉢。471は大熊

の砧柑棋みI阻。472は南部耳、山茶碗の腕、 473は大平鉢。474は北部耳、JlI某艇の腕。475は北部系山茶碗大

平鉢。476は古瀬戸凶耳盛。477. 478は土製品土錘。479は砥石で、石材はi尼岩も Lくはホルンフエルス。

480は土師部内耳摘。481は81類の土師器j皿。482は82-b額の土脚部阻で、内面に掛骨が見られるが、

判院はできなかった。483-486は南部系山茶碗の腕。そのうち486は内田にコゲ状の思班が見られる。
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第44図 鷺山蝉遺跡87区SD21断而拠調j図

SX02自然流路 (飾品 llJl型434-4伍 ll2図467-49])

o " ~ιιL一一一」

C1区全雄、 C2区南側で確寵した。大規綾な誼路で、北町の一部分を確認できるが、大半が調査区外

にある。C2区南側でやや蛇行するが、流向はおおよそ北北東ーTIi南西方rillo人力描削により 1-6腐

は姻削できたが、 7届以下はトレンチ掘削による土層確認にとどまった。断面形状は最深部まで確認

できていないが、確認部分では一部テラスを右する皿状と推定される。嵐棋は確也部分で長さ約50m、

幅6.0m、探さ2.2mo.tlli.土は最下層部分の層番II、12で砂崩を徹¥aできるが、これより上屈の2-JO層

はンルト~極醐砂といった泥状の桂背湿地状の堆積を呈している。戦闘時代にSX02を切るように

SD02が、近l止にSD01が車成される。またSX02111土遺物に戦国時代の遺物が}部混じるが、検出でき

なかった遺構があると考えられる。434-491がSX021li土遺物で、 434-482がCJI豆、 483-491がC2区

出土に分けられる。

434はパレス盟休部で、事彩が施される。435はS宇聾口縁。436は土附器問拓。437は須IM器商杯。438

は~1U!~器無台停。439は須!E.*内:で、受部を荷する。440は~JU!!.器台付楓の脚部0441はlIí恕器斐。442 1立平

匝の休部H"0443は須JJ!.器費の頚部破片。叫4は軒平瓦で、縄目タタキを有する。445は灰粕陶器椀。446は

灰軸陶器長顕甑の体部片。447は土師器清掃型舗。448-451は剖銭で、 448は 「太平通宝J、449は 「葺祐

元宝J、450は rtt億元宝」、451は 「融和通宝J0452は北部系山某腕大平鉢。453は古瀬戸小杯。454

455は古揃戸折緑深皿。456は常滑費。457'458I!M類の土師骨量皿0459は中国産磁器の鉢も Lくは大皿。

4曲は古欄戸卸目付大肌。4611ま土師器内耳鍋，，462はB2 -a額の土師器皿0463はC1類の土師器皿。464

465は上製品土錘04師は砥石で、石材は砂岩.

467は灰粕胸器段肌。468は中国産磁器の白磁碗。469は古梱戸緑剰νl、皿。470は古嗣戸掘鉢。471は大慌

の融軸慎みI皿。472は南部黒山茶碗の碗、473は大平鉢。474は北部耳、山某艇の腕。475は北部系山茶碗大

半鉢。476は占欄戸凹耳由。477. 478は土製品土錘。479は砥石で、石材はil，岩も Lくはホルンフエルス。

480は土師協内耳鍋。481は81類の土師器皿lo48Zは82-b却の土師器肌で、 内I同』こ掛1'fが見られるが、

判読はできなかった。483-486は南部系山茶碗の碗。そのうち486は内而にコグ状の~H班が見られる。
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第46図 鷺山蝉遺跡C2区5DI6、5K!O災測図

487は土製品の土錘。4田は無韮石畿で、石材はサヌカイト 。489は須!~器高杯。4叩は須JJ!.器台杯盤。491

は鋼製品で、舶をあLらった刀装具と考えられる。表面に鍍金の痕跡は認められなかった。

8016 (郁46，112図492-495)

C2区南醐で確認した。流向は東一西方向。西側は調査区で、車醐セクション部分では5X02を切って

いるが、さらに東醐へプランが延びているかは確認できなかった。戦国時代の5DI7に切られる。行き

止まりの滑の可能性も考えられる。規模は暗也部分で長さ2.6m、幅LOm、深さO.3m。担土は泥杭の堆

般でn然出没したと考えられる。492'493は南部系山茶碗の抗。494は*W.!!.器無台杯。495は創7E器平瓶。
8K10 (餌46図)

C2区南側で確認した。北聞は不藍門事状で、市聞では治状の突出部分を有する。SX02流路を切る。
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第46図 軍山蝉遭跡C2区5D16.5KIO準測図

487は t製品の上録。4国は無茎石鑑で、石材はサスカイト.4回は新車器商秤.4回は須恵器台杯量。491

は鋼拠品で、憶をあしらった刀袈具と考えられる01<.蘭に鍍金の痕跡は認められなかった.

8016 (割¥46'112図492-495)

C2区南醐で備陣した。施向はJI[-西方向.百個は調査区で、車醐セクンヨン部分では5X02を切って

いるが、さらに車欄へプランが延びているかは確認できなかった。般国時代の5DI7に切られる.行き

止まりの鳩町可能性も考えられる。規棋は積抱部分で長さ2.6m、幅1.0m 深さO.3m。趨土は泥状の地

制でn然町役したと考えられる。492. 493は南部;fd1i茶碗の拙0494は劉盟時無台杯。495は~Ji!.\.~器平版。
8K10 (前46図)

C2尻市閣で暗恕した。4t聞は不藍円形状で‘ lli聞では溝状の拠出部分を有するoSX02掩路を切る.
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第47図 鷺山蝉遺跡Fl区SD11実測図

規棋は確認部分で長軸約3.9m、短軸2.6問、深さO.4m。埋土は粘質土がメインであった。図化可能な遺

物は無かったが、北部系山茶碗馴片等が出土することから本時期に相当すると判断した。

鷺山蝉遺跡口区

間口2(車112図496)

DI区中央で確飽した。規模は直径40cm、採さ0.25m。主II土上層部で土器が出土した。496は中国産磁

器の白磁腕で、口融が玉縁状となる。

館山蝉遺跡F区

5011 (第47. 112園497-509)

Fl区東側で確認Lた。討し向は北 南方向。北側、南側ともに調査区外。規模は確認部分で長さ4.8m、

幅2.1m、採さO.6m。断面形状は逆台形。埋土は下府の2府のみ泥状の堆棋で、J}留は人10的な埋め戻し

の可能性が考えられる。497-旺幻は南部系山茶碗の碗で、回11;1: 1皿。日l2 1~古瀬戸の仏幽品。剖3はM類の

土附時皿。504はロクロ土師器で、高台を削り取って加工している。505-507は土製品の土錘。508はlJi

恕器の甑底部。回91ま~.rU!~器望。

Pit出土遺物 (都112図510-512)
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第47図 鷺山蝉遺跡Fl区SD1I実測鴎

民棋は確認部分で民軸約3.9m、短軸2.6問、深さO.4m。埋土は粘費土がメインであった。固化可能な遺

物は棺かったが、北部系山茶碗馴片専が出土することから本時期に相当すると判断した。

鼠山蝉遺跡DI2[

Pit12 (揖112図496)

01区中央で確飽Lた。規棋はili径4(km、採さ0.25m。埋土上層部で土器が111土した。496は中国産磁

器の白磁碗で、ロ緑が玉縁状となる。

嵐山蝉遺跡F区

8D11 (第47. 112図497-日淘)

FI区東側で確隠した。流向は」ヒーjlj方向。北側、南側ともに澗査区外。規般は確認部分で長さ4.8m、

帽2.1 m、採さO.6m。断而形状は辿台形。埋土は下胞の2府のみi足状のjltfJ~で、 1層 l主人為的な埋め戻し

の可能性が考えられる。497-剖却は南部系山茶碗の腕で、 501は皿。目立は古瀬戸の仏醐品。回3はM額の

土附僻皿10504はロクロ土師器で、高台を削り取って加工している。505-507は土製品の土睡。日8は須

恵器の似底部。5曲は須!ll.器裂。

Pit出土遺物 (第112閣510-512)
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第48図 鷺山仙追遺跡A2区5011. 12断商実測図

510はFI区中央Pit241H土の南部系山茶碗の碗。5111まFl区中央Pit31出土の南部黒山茶碗の碗。512は

FI区中央町t81出土の古瀬戸内耳鍋底部。

鷺山仙遭遇跡A区

SOll (酷48図)

A2区東側で確恕した。流向は北京一西北西方向で、やや弧状。携の両側は調査区外のため全体のプ

ランは不明。姐棋は確認部分で長さ12.2m、幅1.2-1.5m、探さ0.3-0.55m。断I日形状は皿状に近い。梨

測可能な遺物はなかったが、南部系山某腕細片等が出土することから本時期に相当すると判断した。

S012 (第48.112図513)

A2区東側で確認した。流向は西北西 東南東方向。西冊は5011に切られ、東側は調査区外のため全

体のプランは不明。規模は硝臨部分で長さ9.0m、幅J.Om、深さO.35m。断面形状は皿l状に近い。513は南

部系山茶碗の腕である。

第4節 4期(戦国l時代)の遺構と遺物

4 J聞の遺構は本開査区成金体で確認できた。主にV"I(鎌倉時代~室町時代遺物包合間)、W崩

(戦国時代監地層)上面で遺構を検出Lた。W府は鷺山蝉遺跡A区で確認でき、遺構はほとんどがlV

層上面より揃り込まれる。特に北開建物 住穴列周辺、および南側柱穴列周辺ではW屈が約15cmと

比較的厚〈、それ以外の範囲ではW層が全〈磁IWできない状況であった。

鷺山蝉遺跡AI2[

SOOl • SA05柱穴列 (車49・却。 113図514-525)

AI. A3区で確認した。流向が北ー南方向の区画溝で、北聞は地山を掘り残して行き止まる。南欄

は調査区外のため全体のプランは不明。規艇は確認部分で長さ9.7m、帽1.3m、深さO.9m。断面形状

はU字形。構内には人頭大組}且 (30-50cm大)の川I耳石を多数確寵できた。t茸i血や姻り方に接する

ことなく担土に古まれており、?揮を埋める際に滑に沿ってあった石積みの構築物を埋めた可能性が高

い。なお、埋土には泥等の堆積が無く、構事桂それほど時間を経ることなく埋没したと推定される。

構の酋側には同方向で5A05柱穴，IJ(Pit237. 48 . 47 . 46 . 45 . 44 . 124)を峨認した。規績は南北

61111以上、柱問1.5mo5001に切られている。Pit237.48で税石を碓目立した。514-525は5001出土遺

物で、 514は景檀鎖窯の青磁岨。515は古繭戸佐W期古段階の縁軸小皿、 516.517は古醐戸佳W期新段
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第48図鷺山仙道遺跡A2区5011. 12断面1築制図

510はFI区中央Pit24出土の南部系山茶碗の椀。511はFl区中央Pit31出土の南部71，山茶碗の航。512は

Fl区中央Pit81tU土の古瀬戸内耳鍋底部。

鷺山仙遭遇跡A区

5011 (昨48図)

A2区東側で確認Lた。流[IiJは北JI!ー西北西方向で、やや弧状。r障の両側は調査区外のため全体のプ

ランは不明。規模は確認部分で長さ12.2m、幅1.2.......1.5m、深さO.3-Q.55m。断而形状は1111状に近い。実

測可能な遺物はなかったが、南部系山茶碗細H等が出土することから本時期に相当すると判断した。

5012 (部48・112図513)

A2区東側で確毘した。流[Iilは西北西一東南東方向。西側は5011に切られ、東側は捌査区外のため全

体のプランは不明。規艇は撒隊部分で長さ9.0m、幅LOm、深さO.35mロ断而形状は1111状に近い。513は南

部系山茶碗の腕である。

第4!ln 4期 (戦図l時代)の逃榔と逃物

4即iの遺構は本調査区成金体で確認できた。主にV陪 (鎌倉時代~室町時代遺物包含府)、W附

(戦国時代盤地層)上面でilll曹を検出した。W胞は鷺山蝉遺跡AIKで確認でき、遺構はほとんどがW

層上面より姻り込まれる。特に北側建物 紘穴列周辺.および南側柱穴列周辺ではW届が的15cmと

比較的厚〈、それ以外の範聞ではW層が全く磁龍できない状況であった。

鷺山蝉遺跡AI2[

5001 • 5A05柱穴列 (第49 曲。 113図514-525)

AI. A3区で確認した。流IIiJが北ー南方向の区画講で、北側は地山を掴り残して行き止まる。南側

は調査区外のため全体のプランは不明。規棋は雌112部分で長さ9.7m、幅L3m、深さ0.9問。断面形状

はU字形。構内には人頭大4皇陛 (30-50cm大)の川原石を多世確隠できた。溝庇やJ副り方に接する

ことなく埋土に古まれており、携を思める際に講に沿ってあった石積みの構聾物を埋めた可能性が商

い。 なお、 四1土にはi匝等のj位制が無く、構聾桂それほど時聞を経ることなく埋没したと推定される。

構の西側には同方向で5A05柱穴列 (PiI237.48 . 47 . 46 . 45 . 44 . 124)を雌践した。規模は南北

611日以上、柱H!JL5moSDOlに切られている。Pit237. 48で松石を雄総した。514-525は5001出土遺

物で、 514は景徳鎮窯の背磁胤。515は古瀬戸佳W即l古段階の融制川、l皿、 516.517は古瀬戸陸W同l新段
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階の腰折皿である。519-523は土師器皿で、 519は82-a類、 520-52211B2 -b類、 523はC2類であ

る。524は土製品の土鈴。525は碁石と考えられ、石材は砂岩である。

5002 (箭49・51. 113図526-545. 114図546-582)

A2. A3区中央で確認した。流向が東 西方向の区画11揮で、講の両側は調査区外で全体のプラノは

不明。規艇は確認部分で長さ14.6m、幅3.2-3.5m、深さ 1.6mo断面はほぼV字形 (事研形)である。

本遺機には、北閣の建物昨から伸びる5022が接しており、 5002の北日には5022からの流水仁よって

車成されたと考えられる5X29控みが存在する。この5X29誼みの存在から、5022と5D02が同時期仁

機能していると判断した。Jj!土は下層で泥専の堆積が臨められ (西壁12. 13府、車控9-12層)、上層

は人為的に埋め戻されたと考えられる (西壁10・II府、車控 7. 8層)0526-582が5002出土遺物で、

このうち526-545が下層/.1.¥土遺物、 546-555と557'558が上層出土遺物と限定できる資料であるが、

上 下層とも古網戸挫W同!新段階~大熊第 l段階のものが出土しており、顕著な時間l珪はない。526

は中国産磁器の白敏V類。527は天目茶碗、 528-531は指鉢で、いずれも古瀬戸桂W期新段階。532は

大様車 l段階の描鉢。533は大熊第 1段階の口広イI耳輩。534は石製品の税。535は漆器腕で、内!x¥外

l品。外商に朱漆で紋棟が捕かれる。536-544は土師ii'.1皿。536はB2 -a類、 537はB2-b類、 538-

臼1はC2類。542・臼3は土師器皿B2-b類で、内i!uに十字状のへラ摘が施されている。臼4は土師器

I1I1B2 -b類で、 内外聞にl品叫が存在する。遺存部分のみであるが、内面の文字は右列より 「無一人

(ひとりなし)J、「如仰 (おおせのごとく)Jと判[躍できる。545は須:rJ!.器軒、輩。剖61ま中国産磁器のi'(

磁で同安窯系腕I類、制7は古瀬戸後W期新段階の天目茶腕。548は大捷郁1段附の端E皿。549は土

師器皿BI類。5団は石製品のふいご四日で、鉱楳が付;.(fすることから炉聞の先端部分と判断できる 0

551は縄文土器突帯主深鉢。552';UJUM.器杯蓋。日3は縁軸小皿、 554は折縁中皿でいずれも古瀬戸桂W

用I古段階。555は腰折皿で古網戸後N期新段階。556は把手付桶で古瀬戸能N朋l古段階。557は土師器

内耳鍋。5団 559北部黒山事輔の腕。団Oは剖11111で古醐戸後川QJ古段断。561は縁軸 l、l皿。562-565は

拙鉢。匝6は口広有耳斑で古網戸桂W期新段階。567 時8は瓦質土器。569-577は土師器1111で、 569-

571はB1類、 572は82-a類、 573はB2 -b類、 574-577はC2類である。578は土師器内耳鍋口縁片。

579は近世胸器 (瀬戸熊)丸碗。5却は木製品折離の底航。日lは木製品で壷あるいは栓などに用いら

れたものか。日2は砥石で2而使用、石材は砂岩。

5014・15、5501(部49'52・115因坊3-615)

AI区西端で確認した。いずれも流向は北一南方向で、両1再とも地山府を冊lり残して行き止まりと

なる。現存部分で5014は長さ1.7m、幅1.8m、深さl.5m、5015は長さL9m、幅1.3m、深さ1.6m。断面

形状は5014は全体が不明で、50¥5が逆台形に近い。また、掘り残し部分は屋監地外側に存在した街

路と屋敷地を結ぶ通路と考えられる。5501通路は上部幅2.0m、基部幅3.8mである。5501の車には

Pit23 . 24 . 25・43を確認でき、これらが門などの橋聾物であった可能性が考えられる。田3-610が

5014出土遺物、 611-6¥5が5015出土遺物である。583-曲Iは土師器皿で、 583-5田はBI類、国9-

591はB2 -a類、 592-595はB2 -b類、 596-601はC2類である。このうち、 596-599は内面に、

団9.591は内外而にタールが付指する。回2は瓦質土器火鉢の脚部で、底部に人為的な打ち欠きが認

められる。603は漆器材、で内非外黒。曲4は漆器舗で内以外出。回3 曲4の外iiiiに朱躍で草花紋 (ある

階の腰折皿である.5¥9-523は土師器皿で、 519はB2-.類、 520-5221;1;B2 -b軍1.523はC2類であ

る。524は土製品の土鈴。525は碁石と考えられ、石材は砂岩である。

5002 (部49'51 . 113図526-臼5'114匝1546-582)

A2. A31!i中史で硝僻した。流向が東 西方向の区臨講で、?障の両側は調査区外で全体のプランは

不l向。規模は確認部分で良さ 14.6m、幅3.2-3.5m、深さ 1.6m。断面はほぼV字形 (事研形)である。

本遺構には、北閣の建物昨から伸びる5022が接しており、 5D02の北沼には5022からの流水によって

月五成されたと考えられる5X29!l!みが存在する。この5X29tl!みの存在から、 5022と5D02が同時期に

機能していると判断した。lj!土は下層で泥専の堆積が認められ (四壁12. 13府、車壁9-12層)、上回

は人為的に思め戻されたと考えられる (西盤10・11閥、車控 7. 8層).526-582が5002出土遺物で、

このうち526-545が下郎tll土遺物、 546-555と557'558が上層出土遺物と目l定できる資料であるが、

上 下層とも古瀬戸桂W郎新段階~大館第1段階のものが出土Lており、顕著な時開'1mはない。526

は中国産磁器の白磁V刻。527は天目茶碗、 528-531は措鉢で、いずれも古瀬戸桂IVIPI新段階。532は

大様車 1段階の箔鉢.533は大熊第 1段階の口広有耳盗.534は石製品の硯.535は漆器腕で.内黒外

1.1.¥。舛蘭に朱擦で紋様が捕かれる。536-544は土師僻IHI.536はB2 -a類、 537は82-b類、 538-

541はC2類。542・剖3は土師器問lB2 -b類で、内ifljに十字状のへラ摘が施されている。544は土師器

11Il82 -b類で、 内外而に{品告が存在する。遣1f.部分のみであるが、内面の文字は右列より 「冊一人

(ひとりなし)J、「如仰(おおせのごとく)Jと判税できる。545は須悲器杯輩。剖6は中国産磁器のTi

磁で同安窯系腕I類、副71;1;古醐戸後W期新段踏の天目茶腕。548は大捷第1段階の端E皿。549は土

師器皿BI頼。550は石製JfIのふいご羽口で.鉱樺が付期rすることから静岡の先端部分と判断できる.

551は縄文土器突帯文深鉢。5521;1;机Z器杯査。553は縁糊小皿、 554は折砂1I皿でいずれも古瀬戸桂W

JlII古段階。 555は腰折皿で古網戸桂W悶1新段階。 556は把手付桶で古瀬戸1~ 1V出l古段階。 557は土師器

内耳鍋。5団 559北部耳、111茶碗の税。茄Oは卸1111で古瀬戸後W月i古段階。561は縁糊小1111.562-565は

t;li鉢。出6は口広布耳留で古繭戸桂W期新段階。567 日8は瓦質土器。569-577は土師器阻で、 569-

571は81類、 572は82-.類、 573はB2 -b類、 574-577はC2類である..578は土師器内耳鍋口縁片。

579は近世胸器 (瀬戸織)丸碗。5剖は木製品折離の底舷。581は木製品で董あるいは栓などに用いら

れたものか。582は砥石で2U町使用、石材は砂岩。

5014・15、5501(出49・52・115図誌3-615)

AiI!i西端で硝臨した。いずれも流向は北一昨17nnjで、両溝とも地山胞を捌り成して行き止まりと

なる。現存部分で50141;1;世さ1.7m、幅1.8m、深さ 1.5m、5015は長さ1.9m、幅1.3m、深さ1.6m。断面

形状は50141;1全体が不明で、 5015が逆台形に近い。また、掘り残L部分は屋監地外側に存在した街

路と座敷地を結ぶ通路と.JSえられる。5501通路は上部幅2.0m、基部幅3.8mである。5501の車には

Pit23 . 24 . 25 . 43を確包でき、これらが門などの構聾物であった可能性が考えられる.日3-610が

5014出土遺物、 611-615が'5015出土遺物である。5幻~曲lは土師器皿で.583-5田は81類、 589-

591はB2 -a類、 592-595はB2 -b類、 596-601はC2類である。このうち、 596-599は内面に、

589' 591は内外而にタールカ吋サ治する。回2は瓦賀土器火鉢の脚部で、底部に人為的な打ち欠きが認

められる。剖31;1jl1路市、で内非外1M。曲4は漆器椀で内:tl外出。回3・曲4の外聞に*擦で草花紋 (ある
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第49図 鷺山蝉遺跡A区職l五l時代遺構配置図
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いは鶴などの越某紋か)が姉かれる。605'606は箸。607は将棋の駒で、駒の表面に 「王将」の退舎

がある。また駒の上部および右側面に型占があり、これらは駒の進行方向を示す、という説もある。

左棚而に題点は無かった。樹極はヒノキ科アスナロ属。608は2カ所の扶りを有する木製品。木や竹

のゆがみを睦整したり、矢の生産などにも用いられる道具「矯木」か。609.610は折敷底板の破片。

611は相s鉢で大熊第1段階。612は土師器皿lC2類。613は箸。614・615は柄杓(ひLゃく)のような

小型曲物の底板と考えられる。なお5014からはこの他、貝 (アカニシ)といった動物遺体が出土L

ている(詳細は第6草第4節参照)。

SD26・SX28石積・ SS02通路 (部49，53. 116図616-日9)

A4区西端で確認した。5026は南北方向の講で、先述の5014. 15と同棉、地山陪を畑り残して南側
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いは鶴などの蓮華紋か)が術かれる。605'606は箸。607は将棋の駒で、駒の表面に 「王将」の温容

がある。また駒の上部および右側面に型点があり、これらは駒の進行方向を示す、という説もある。

左四面にID.Si:は無かった。樹極はヒノキ科アスナロ属。608は2カ所の扶りを有する木製品。木や竹

のゆがみを睦整したり、矢の生産などにも用いられる道具 「矯木」か。609.610は折敷底桓の破片。

611は指鉢で大窯第1段階。612は土師器DllC2類。613は箸。614. 615は柄杓 (ひLゃく)のような

小型曲物の底板と考えられる。なお5014からはこの他、貝 (アカニシ)といった動物遺体が出土L

ている (詳細は郁6章第4節参照)。

SD26・SX28石積 ・SS02通路 (描49. 53 . 116図616-639)

A4区西端で確認した。5026は南北方向の講で、先述の5014. 15と同線、地山隔を掘り残して南側
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は行き止まりとなる。現有部分で長さ3.3m、幅3.3m、深さ1.2m。、断ifu形状は西側にテラスを有し、

逆台車に近い。鹿土は下層の 5. 6層が堀織能時の泥等の堆績で、上婦の 1-3府は人為的な埋め戻

しと考えられる。下層埋土を除去すると南側に人頭大の川以石を組み合わせたSX28石相を確認した。

この石績は土舗の北面に相当し、接岸施設として機能していたと推定される。SX28石積の規模は現

存部分で幅1.95m.高さO.8m。石績の裏込め土として 7届を確毘できた。また南輔の溝底に段状の高

まりが存在1.-.この部分を姻り残して石積の基礎とした可能性が考えられる。なおS026.SX28のjlj

醐は土橋全体の構造確認のため、平成16年度市内遺跡調査において確認調査を実施した。確認調査で

は、土舗の大部分と士崎南側で南北方向摘が確認された。土崎南側も地山届を栂り残して形成されて

いた。土橋の規棋は基底部で幅3.2m、上部で幅1.6mであった。土崎市側の南北方向構内には、石杭

に使用されたと考えられる石材が転落しており、土橋南側が大きく即lられていたことも合わせて、本

来存在した石績が境されたと推測される。また街路と屋敷地を結ぶと考えられるSS02通路では聖地

胞と判断できる12府を確認できた。また確隠調査では、南北方向溝がSOl4と同一である可能性が商

いこと、南北方向i障がS002を切ることが碓臨された。

616は天目茶腕、 617は縁軸小皿、 618.619は揺鉢で、いずれも古踊戸桂W期新段階。620は瓶子で

古瀬戸前期W段階。621-632は土師器皿である。621-6251まB2 -a頼、 626-629は82-b類、630-

632はC2類。このうち、625'627は内而に、 629は内外而にタールが付指する。633はtJU.!!*品越底部。

634は灰軸陶器の把手付瓶。635は古瀬戸桂W周l新段階の丸腕で、加工円板に転用したもの。636は近

世磁器の色絵小初、。637は大熊節4段階桂半の志野丸碗。日8は折敷底板。日9はほぼ全形の分かる曲物

で、底板を固定するために「クレゾコ木釘W/Jという手法を用い、外側から 7方向木釘を打ち込んで

いる。

5003・04(第49.58.116図臼0-6判)

A2区北棚で碓砲した。それぞれ流向が北ー南方向の滑でS003は両端が行き止まり、 S004の北側は

調査区件、南側は行き止まりとなる。確認部分でS003は長さ804m、幅O.3m、深さ0.25moS004は長

さ12m、幅O.3m、深さO.25m。ともに断面形状はU宇状である。640は土師器皿B2-b類。641は南部系

山茶碗。642 臼3は土師器II1lB2 -a類、ル141;1:土師器皿B2 -b類。

S008 (第49.55.116図制5-6剖)

A2. A3区南側で確認Lた。調査区境に位置し 年度をまたいで調査を行ったため正確なプランを

検出できなかった。これらを踏まえて報告する。やや蛇行する南北方向の講で、S030を切り、 SK07

に切られる。規棋は確認部分で長さ9.lm、幅1.1-2.2m、深さO.2m。断而形状は浅い皿状。埋土r!:1に

傑が含まれており、人為的に埋められた可能性が高い。645は古瀬戸桂W古段階の天目茶腕。646は古

瀬戸桂W期新段隣町天目茶腕。制7は古瀬戸能W期新段階の捕鉢。648は北部系山茶碗の腕。649は土

師器皿81類、 6501止土師器皿B2 -a類、 651.652は土師器IIll82-b類。653は瓦質土器風炉。6541;1:

土鈴。

S028 (帯49.54. 117図655-681)

A3区南側で確認した。SX22帯ち込みに切られ、 S030を切る。車 西方向の区画講で、東側は地山

を掛り残して行き止まり、西は湖査区外。確認部分で長さ3.8m、幅1.8m、深さO.85mo断面I形状は週

は行き止まりとなる。現存部分で長さ3.3m、幅3.3m、深さ1.2m。 断而形状は西側にテラスを有し、

逆台形に近い。且l土は下扇町 5. 6府が堀機能時の泥等の堆績で、上層的 1-3層は人為的な埋め戻

しと考えられる。下府里II土を除去すると南側に人頭大の川Jj;{石を組み合わせた5X28石績を確認した。

この石績は土備の北面に相当し、護岸施設として機能していたと推定される。5X28石椛の規艇は現

存部分で幅1.95m‘高さO.8mo石般の裏込め土として7崩を確認できた。また南個の溝底に段状の高

まりが存在し、この部分を姻り残して石杭の基礎とした可能性が考えられる。なお5026.5X28のiIi

慨は土橋全体の柵道陣認のため、平成16年度l町内遺跡調査において確也調査を実施した。確認調査で

は、 土橋町大部分と土崎南聞で南北方向携が磁認された.土橋南側も地山崩を掘り処して形成されて

いた。土橋の規模は基底部で幅3.2m、上部で幅1.6mであった。土崎南側町南北方向構内には、石般

に使用されたと考えられる石材が転落しており.土備南側が大きく削られていたことも合わせて、本

来存在した石績が壊されたと推測される。また街路と届敷地を結ぷと考えられる5502通路では盤地

胞と判断できる 12府を確認できた。また確認調査では、南北方向iil'が5014と同一である可能性が向

いこと、南北方向檎が5002を切ることが雄認された。

616は天目茶腕、 617は縁軸小皿、 618・619は繍鉢で.いずれも古瀬戸桂W期新段階。620は叡干で

古瀬戸前期W段階o621-632は土師器皿である。621-625はB2 -a頼、 626-629はB2-b顔、 630-

632はC2類。このうち、 625.6271志向illlに、629は内外而にタールカ吋f珊するu日3はtlU.!!.器越底部。

634は灰紬陶器の把手付瓶.635は古踊戸桂W刷新段階の丸腕で、加工阿板に転用したもの。636は近

世磁絡の色絵小拝。 637は大~措4段階極半の志野丸碗。 日8は折敷底板。 日9はほぼ全形の分かる JHI物

で、庇板をIbl定するために「クレゾコ木釘W(Jという手法をJsい、外側から 7方向木釘を打ち込んで

いる。

5003・04(第49・58. 116図臼0-6判)

A2区北側で硝恕した。それぞれ流向が北ーm方向の碑で5D03は両端が行き止まり、 5004の北側は
欄査区外、南側は行き止まりとなる。確認部分で5003は長さ8.4m、幅O.3m、深さ0.25m.5D加は長

さ12m、幅O.3m、漆さO.25moともに断而形状はU宇状である.640は土師時皿B2-b頼。641は南部系

山茶碗。642 倒3は土附器111182-a類、 644は土鮒器111182-b類。

5008 (第49.55・116図臼5-654)

A2. A3区南側で確認lJ;。調査区境に位置し、年度をまたいで調査を行ったため正確なプランを

検出できなかった.これらを断まえて報告する。やや蛇行する南北方rIiJの滑で、 5030を切り、 5K07

に切られる。規棋は確認、部分で長さ9Jm、相l.1-2.2m，深さO.2m。断而形状は浅い肌状。埋土中に

僚が古まれており、人為的に坦められた可能性が高い.645は古瀬戸佳W古段階の天目茶腕。646は古

網戸桂W押l新段隣町天目茶腕。制7は古瀬戸桂W用I新段附の担I鉢。648は北部系山茶腕の腕。649は土

師器皿B1類、 650は土日開器1I1lB2 -a類、 651・652は土師器皿B2 -b頼。653は瓦賀土器風炉。654は

土鈴。

5028 (第49 剖 117園田5-曲 1)

A3区南側で確隠した。5X22高ち込みに切られ、 5030を切る。車 西方向の区画樽で、東個は地山

を掘り残して行き止まり、西は調査区外。確認部分で長さ3.8田、幅1.8m、深さO.85mo断面T形状は逆
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鷺山蝉適時A2-3区5D28-30実測図第54図

台車に近い。655はrl:JI五l産磁器のftIl品現1;ft青磁腕。656は北部系山茶碗の腕。日7は古梱戸桂W期古段

附の縁軸小皿。658は古欄戸怯附1新段階~大熊前1段階の捕鉢。659-660は古瀬戸挫W期新段階の

描鉢。661は大型1第 1段階の掛鉢。662は古瀬戸桂W期新段階~大窯第I段階の冊鉢。品3は外而$，'軸、

スタンプ文が施され内面鉄軸で、古薗戸桂1VJUJ新段階の茶入と考えられる。6刷はE質土器火桶で、

うち 1面はノミ状工具に使用したと推定される溝状の強い掠2而使用されており、る。 同5は砥石。

痕が残る。同6-679は土師器皿で、同6-670はB2-a瓶、 671-677は62-b刻、 678-679はC2類。

このうち、 677・679はタール付着。国Oは須恵器杯董。681は灰軸陶器腕。

SD30 (臨時制¥17図個2-曲4)

A318:南側で確認した。北棚は5D28に、南側は5D08にそれぞれ切られる。やや蛇行する南北方向の

t睡で、確認部分で長さ5.5m、幅O.65m、深さO.2mo断iffi車状は浅い皿状となる。682は大熊第I段階の
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茸山蝉遺跡A2・3区S028・30実測悶算出国

由形に近い。日5lirl:1向車砲器の関長?寝耳、11磁碗.日6は北部系山某輔の陣。657は古瀬戸桂W期古段

崎町輯馳小阻.6日は占瀬戸桂W期新段階~大熊都 l段断の掃鉢0659'6曲は占瀬戸怯W期新段階の

情鉢.66111大様郁 l段階のfl鉢。662は古瀬戸桂1V)刷新段階~大熊簡 1段附の揃鉢。伍31孟外商鋪軸、

スタ〆プ宜が施され内而鉄軸で、古瀬戸陸W期新段階の茶入と考えられる。品4は瓦賀土器火桶で.

うち 1而はノ ミ状工具に使用したと推定される溝状の強い損2面使JIlきれており、る.臼5は砥石.

復が残る。師6-679は土師器皿で、“訓6-670は82-a鎖、 671-677はB2-b刻、 678.679はC2類a

このうち、 677.679はタール付活。6却は須恕器杯輩。68111灰軸陶器摘。

S030 (捕49 臼 117131団2-684)

A3区南側で磁lIl!した。北側はS028に、南側はSO凶にそれぞれ切られる@やや蛇行する南北方向の

捕で、確lIl!部分で民さ5.5m、制0.65問、採さO.2m。断ifli醇状は浅い皿状となる.団2は大潟蔀1段階の
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第56国 軍山蝉遺跡AI. 2区5K07'12. 13、5D08、 5X曲 08.21落ち込み断面実測図

描鉢。683は土師器皿B2 -a類、回4は土師器皿C2類。

S022 (都49.51・58. 117図師5-691)

A3区北側で瞳寵した。北聞は調査区外のため全体のプランは不明。甫聞は先述の5002と切り合う

が、 5002の北府には5022からの流水によって形成されたと考えられる出み (5X29)が存在すること

から、5022と5002がほぼ1司時期に機能していると判断した。冊i田部分で長さ19.3m、幅O.5m、採さ

1.25m。断而形状はU字状となる。686-691は土師器日11で、 686-688はB2-a類、 685. 689 . 690は

B2-b矧、 691はC2頼。このうち、 689の内面にタールが付珊する。
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M56図 量山蝉遺跡AI-2区SK07・12-13、S以班、 5X師・個別高ち込み断面実調図

掴鉢・曲3は上師措皿82-a類、曲4は土師器皿C2頬.

5022 (捕49-51-58・117闘曲5-691)

A3区」ヒ醐で暗臨した。 北聞は調査区外のため全体のプランは不I~j。 南側は先述の5002と切 り合う

が、 5D02町北町には5022からの流水によって形成されたと与えられる出み (5X29)が存在すること

から、5])22と5002がほぼ同時間lに機能していると判断した。附fl!(fill分で良さ 19.3m、幅O.5m、採さ

1.251110 断同胞状はU字状となる。686-691は土師協1111で、 686-688は82-a如、 685・689・690は

B2-b置i‘691はC2頼。このうち、 689の内而にタールが付請する.
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南側柱穴列 (第49.55.57図)

AI区東棚、 A2区南側で確認した。柱穴列はSX師ー SK07に切られて構聾されていた。南北方向の

SAOlはPit95・28'97で構成され、確認部分で南北31nJ以上、住問1.5moPit95のみ観石を確認Lた。

東西方向のSA02はPitl03. 40 . 131・76・78で構成きれ、磁器部分で車西 611U以上、柱l町l.5-1.6m。

PitlO3 . 131 . 76 . 78で根石を確認Lた。2つを合わせると南北5.2m以上、東西8m以上で、全体の

規棋は不明であるが、塀も Lくは掘立柱建物の可能性が考えられる。

SK07 (都49. 55 . 56 . 1181i1692-720) 

A2区南側で確飽した。遺構検出当事Jより遺物や石材が露出しており、揃問1Iの進捗に従って下部に

民府を含む土坑であることが判明した。プラム〆は不整形。規棋はW:西4.6m、南北3.0m、深さO.3m。

担l土中に此ー焼土を官む (3. 4層)が、極熱の痕跡や硬化Tfij等は認められなかった。692は中国産

磁器の白磁腕V頼。693は大2指揮I段階の平椀。694は捕鉢。695は土師器皿A類で、ロ縁端部外面に強

い横ナデを施す。696-708は土師器皿で、 696-699はB2 -a鎖、700-703がB2-b類、 704-708が

C2類。このうち、 702・703は内外面、 708は内面にタール痕が付珊する。709は土師器伊勢型鍋の口

縁端部。710は犬形土製品で、脚を矢損するが顔や尾などの表現がよく分かる資料である。7Ilは土製

品の土鈴。712は土錘o713-720はSK07検出時のもので、 713は中国産臨器の飽晶熊系青磁碗。714は

古瀬戸怯JVJIII新段階の天目某碗。715は大祭事 l段階の播鉢。716-718は土師器皿で、 716はB2-a類、

717はB2-b頬、 718はC2類。719は北部系山某匝の碗。720は古瀬戸桂皿-JV期の平椀。

SK12 (酷49・55. 56. 118図721・722)

A2区南側で確認した。SK13を切る。規模は東西1.0m、南北0.8m、深さ0.45mo721は土師器皿B2-

b類、 722は有韮の五角形鎌で、石材はチャート。

SK15 (出49. 62 . 118図723-742)

A2区 A3区間側で確認した。平面形は東西に長い隅丸長方形。鋭肢は東西2.6m、南北O.7m、深さ

O.2m。坦l土は 2廟に炭焼土を多く含む。723は古瀬戸桂W畑l新段階の抑i鉢。724は古瀬戸後W期新

段階の天目茶腕。725は大量i第I段階の摺鉢。726-742は土師器皿で、 726-732はBI類、 733.734はB

2 -a類、 735-740はB2-b類、 741. 742はC2類。このうち、 738. 740は内外面、 741は内面にタ

ル付着。

SK23 (郁49.印・ 119図743. 744) 

Al区東聞で確也した。西欄をSDOIに切られ、全体のプランは不'11だが楕円形と推定される。規模

は確認部分で車西O.55m、甫iヒ0.9問、深さO.15mo743は土師器皿C2類で、外商にタール付ol"io744は

土師器皿B2-b頼。

北倒柱穴列、建物 (第49・58-曲図)

A2 . A31;<:jt棚、A4sW:側で確認Lた。南北方向の柱穴列SA031iPit02 口5'06'42'10で構底さ

れ、確隊部分で南北4JlU以上、柱IUl1.5-1.6moPit05・06で似石が確12できた。東西方向の柱穴列

SA04はPit10. 12・184. 167・159で構成され、確認部分で東西4問、桂川L5-1.6moPitl84 . 167で

棋石を碓I砲できた。これら柱穴列の内側で建物跡と推定できるプランを硝秘した。建物 1は拙立柱辿

物で、東側をPit181. 182 . 183 . 52、南聞をPit52. 239 . 160・225、西聞をPit225. 226 . 224で構成

南側柱穴列 (酷49.55.57図)

Al区東側、 A2区南側で確認した。柱穴列11SX06. SK07に切られて構築されていた。南北方向の

SAOlはPit95・28.97で』構成され.確認部分で南北31111以上、柱1m1.5mo Pit95のみ線石を確認した。

東西方向のSA02はPit103. 40 . 131・76・78で構成され、磁認部分で東西61111以上‘柱11111.5-1.6mo 

PitlO3 . 131 . 76・78で桜石を確認した。2つを合わせると南北5.2m以上、東西 8m以上で、全体の

鋭艇は不明であるが、騨も Lくは掘立柱建物の可能性が考えられる.

SK07 (部49・55'56'118図692-720)

A2区南側で確臨した。遺構検出当初より遺物や石材が露出Lており、揃削の進捗に従って下部に

此崩を官む土坑であることが判明した。プラム〆は不艶形。鋭棋は東西4.6m、南北3.0m、深さO.3m"

担l土中に此 焼土を含む (3. 4府)が、世熱の痕跡や硬化I市部は臨められなかった。692は中国産

磁端の白磁腕Vfio693は大型車第l段階の平椀。694は揃鉢。695は土問器IlllA事Iで、口縁端部外面に強

い欄ナデを施す。696-708は土師器皿で、 696-699はB2 -a類、700-703がB2-b類、704-708が

C2頼。このうち、 702・703は内外面、 708は内面にタール艇が付罰する。709は土附器伊勢型鍋の口

縁端部"710は犬形土製品で、脚を主損するが顔や11¥などのま現がよく分かる資軒である。7llは土製

品の土鈴"712は土錘。713-720はSK07検出時のもので、 713は中国産儲器の飽品窯系w磁腕。714は
古瀬戸桂W刷新段階の天目某腕。715は大鰐第l段階の術鉢。716-71811土師器皿で、 716はB2-a類、

717はB2-b類、 718はC2類。719は北部系山茶碗の碗。720は古瀬戸桂皿-IV国lの平椀。

SK12 (前49.55.56.118図721. 722) 

A2区南側で崎認した。SK13を切る。規模は車西1.0m、南北0.8m、深さ0.45mo721は土師器皿B2-

b類、 722は荊茎の五角形織で、石材はチャート.

SK15 (節49.62 . 118図723-742)

A2区 A3区南側で確認した。平I由形は東西に長い附メLl正方形。鋭棋は東西2.6m、南北O.7m、深さ

O.2m。四土は 2府に炭 焼土を多く含む。7231立古欄戸能W畑l新段階の抑l鉢。724は古瀬戸後W期新

段附の天目茶腕。725は大謀部l段階の摺鉢。726-742は土師僻sllで、 726-732はBl類、 733.734はB

2 -a類、 735-740はB2-b領、 741. 742はC2類。このうち、 738. 74011内外面、 741は内面にタ

ル付着.

SK23 (事49 田・ 119図743. 744) 

AI区車簡で確魁した。西側をSDOlに切られ.全体のプランは不明だが椀円形と推定される。規模

は確認部分で車西O.55m、南1ヒ0.9問、深さ0.15mo743は土師器皿C2頼で、外商にタール付着。744は

土師器肌B2-b頼。

北側柱穴列、建物 (節49 田~曲図)

A2. A3区北側、A4区東側で確認した。南北方向の柱穴列SA03はPit02・05'06'42'10で構成さ

れ、峨腹部分で南北4JIU以上、 位JUl1.5-1.6moPit05' 06で松石が確恕できた。東西方向の柱穴列

SA04はPitlO・12. 184 . 167 . 159で構成され、確認部分で東西4問、 相IIIJL5-1.6moPitl84 . 167で

制右を磁飽できた。ζれら柱穴列の内側で建物跡と1ft定できるプランを硝恕した。建物1は摘立柱J.Il

物で、東側をPitl81. 182. 183. 52、南耐をPit52. 239 . 160 . 225、西側をPit225. 226 . 224で構成
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される。確認部分で東西311U、南北311lJ以上、柱間1.6-1.8岡、規模は東西5.6m、南北5.6m以上となる。

Pitl81 . 182・183・160・225.2剖で担石を確認できた。またSA03'04柱穴列および建物 lの南西側

でも建物跡と推定できるプランを確認した。建物 2は掘立柱建物で、北側をPit153.157、車帽を

Pitl54 . 155・156.157、南側をPitl54. 151で構成される。確認部分で東西2間以上、南北3問、柱11日

2.0m、鋭模は車西2.8m以上、南北6.0mとなる。Pitl51. 153・154. 155・156. 157で根石を確認でき
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Pit154 . 155・156'157、南側をPitl54. 15Jで構成される。傭偲部分で東西21111以上、南北311U、柱附
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第62図 鷺山蝉遺跡A2.3区SK15.34.35.37. 38~測図

た。いずれの遺構もW層(戦闘時代整地層)上面から構聾されているが、切り合いに関してはSA仰

がSD04を、建物lがSD22を切るのみで、建物それぞれの時期の前桂閑棋は不明である。

SK32 (第58・119図745. 746) 

A4区車側で確臨した。車問をSD22を切る。:¥:1'-而形は不撃桁円形。規模は長軸1.2m、短軸O.75m、

深さO.3m。埋土に準大の礁を古む。745は土師器1HlB2-a類。7461;1:土師路町lC2類。
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第62図 鷺山蝉遺跡A2'3区SK15'34 .35 . 37 . 38;(;測図

た。いずれの遺構もW厨 {戦闘時代整地層)上田から構築されているが、切り合いに閲してはSA04

がSDO崎、建物lがSD22を切るのみで、建物それぞれの時期のiiiI桂開帳は不明である。

SK32 (第58 ・ 11 9 1~ 745 . 746) 

A4区車側で碓恕した。 東側を5D22を切る。 平田1形は不~桁円形。 脱棋は長軸1.2m、短軸O.75m 、

深さ且3m，埋土に拳大の棟を古む。745は土師器l皿82-a鎖。746は土師器皿C2類。
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SK34 (第58.62図)

A3区北側で確認した。平面形は隅丸方形に近い。親

艇は長辺1.lm、短辺O.6m、深さO.3m。本遺構内 I府下

部で炭化材が出土しており、 }問中に践を多く合む。

実測可能な遺物は無かったが、土師器皿細片が出土す

ること、 SK35. 37と思土が似ることから本時JUJに相当

すると判断した。だが詳細な時期は不明である。

SK35 (第58.62・119図747)

A3区北側で確認した。SK37を切る。平面形はほぼ

円形。規模は直径1.2m、深さO.35m。埋土に炭をわず

かに古む。747はリング状の鉄製品で、l石具の可能性が

考えられる。この他実測可能な遺物は無かったが、 B

2類 C2類の土師器皿細片が出土することから、本

時期に相当すると判断した。

SK37 (革58.62.119図748-761)

A3区北側で確認した。SK38を切る。SK35に切られ

全体のプラ ンは不明だが、桁円形状と推定される。規

1昔、は長軸l.5m、短軸1.l5m、深さO.2m。本遺構内で土

師器皿集積を確認した。 ~;fj~は遺構内西側に集中し、

西側から廃棄されたと考えられる。土師器mlは直径

13cm以上の大型品が目立つ。748-761は土師器皿で、

748-754治市2-a類、 755-759がB2-b類、760. 761 

がC2類。このうち759の内面にタール付活。

SX06落ち込み (第49. 55 . 56 . 119図762-7曲)

A1区東側で確認した。遺構検出当初より不整形状の

炭化物が古まれる範囲を確認できた。北側をSX21に切

られる。プランは不整形。規模は確認部分で東西4.2m、

南北5.2m、漆さO.2m。北側でSX21、中央部で近世の井

戸SE02. 03に切られる。埋土は 1・2府とも均一に炭

を含んでいた。762は天目茶腕、 763は平椀で、いずれ

も古瀬戸桂W舟l新段階。764は大熊第 1段階の拡鉢。

765は土師器皿B2-a類、766・767は土師器皿lB2 -b類。

このうち766の内面にタール付着。768は砥石で2面使用。

石材は泥岩。

SX08落ち込み (措55.56.119図769)
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SK34 (第団 62悶)

A3区北側で確認した。平面形は陥丸方形に近い。規

模は長辺1.1m、短辺O.6m、深さO.3m。本遺構内I府下

部で炭化材が出土しており、 !問中に肢を多く含む。

実測可能な遺物は無かったが、土師器皿細片が出土す

ること、 SK35. 37と樫土が似ることから本時四lに相当

すると判断した。だが詳細な時期は不明である。

SK35 (革58.62・119図747)

A31豆北側で確認Lた。SK37を切る。平面形はほぼ

阿形。規模は直径J.2m、深さO.35m。埋土に肢をわず

かに古む。747はリング状の鉄製品で、 lん具の可能性が

考えられる。この他実測可能な遺物は無かったが、 B

2類 C2鎖の土師器血細片が出土すること から、本

時期に相当すると判断した。

SK37 (第58.62. 119図748-761)

A31互北側で確認Lた。SK38を切る。SK35に切られ

全体のプランは不明だが、桁円形状と推定される。規

肢は長軸1.5m、短軸1.15m、深さO.2m。本遺構内で土

師器皿集積を確認した。集積1;1迫構内西側に集中し、

西側から廃棄されたと考えられる。土師器問Lは直後

13cm以上の大型品が目立つ。748-761は土附器皿で、

748-754がB2 -a類、755-759がs2-b類、760. 761 

がC2類。このうち759の内面にタール付覇。

SX06落ち込み (第49. 55 . 56 . 119図762-768)

AIIR東側で確認した。遺構検出当初より不整形状の

炭化物が古まれる範囲を確認できた。北側をSX21に切

られる。プランは不整形。規模は確認部分で東西4.2m、

南北5.2m、深さO.2mo北側でSX21、中央部で近世の井

戸SE02. 03に切られる。埋土は 1. 2府とも均一に民

を含んでいた。762は天目茶腕、 763は平椀で、いずれ

も古瀬戸佐W揮l新段階。764は大熊第 1段階の拡鉢。

765は土師器皿82-a類、766・767は土師器I皿B2-b類。

このうち766の内聞にタール付着。768は砥石で2面使用。

石村は泥岩。

SX08落ち込み (措55. 56 . 119図769)
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体のプランは不明だが、不整形と推定される。規模は確也部分で南北2.8m、東西1.0m、深さO.lm。

769は北部系山茶碗の碗。

SX21落ち込み (第49・55 田 119図770-779)

A3区南端で確魁した。SX06を切る。平面形は不義柿円形状。組慌は長軸2.4m、短軸1.2田、深さ

O.l5mo SX06を切る。雄土は4・5層に炭を含む。770.771は古瀬戸桂W則新段階の天目茶碗。772

は北部系山事腕の腕。773-779は土師器皿で、 773は82-a類、 774-776はB2 -b類、 777-779は

C2知。

SX22落ち込み (措49. 61 . 120図792-810)

A3区間側で雄総Lた。東側はSD21に切られ、 SD28.30を切る。百側は闘査区外で全体のプランは

不明だが、附丸方形状と推定される。規模は確認部分で車西4.6m、TtJ北3.7m、深さO.25m。埋土は

1 . 2届に肢を古む。本遺構西側、 2• 3府中で土師器皿挫杭を確i!l(できた。土師器皿は直径lOcm

以下の小型品が目立つ。792は大熊第1段階の平椀。793は古瀬戸桂W期新段階~大窯諦I段階の摺鉢。

794は土鈴の中の土玉か。795-810は土師器皿で、 795-797が82-a知、 798-806. 810がB2-b類、

剖7-809がC2類。このうち810は内外而にタール付着。

SX23落ち込み (都63. 120図8lJ)

A3区南闘で確飽した。SE防を切る。プランは不整柿円形。規艇は長軸O.8m、短軸O.7m、深さO.lm。

SE05と重視する位置にあり、井戸間抜き取り痕の可能性も考えられたが、埋土がSE05とは異なるこ

とから別遺構と判断Lた。埋土に 5-lOcm大の離を多く含んでいた。81Hま大飛車1段階の摺鉢。

SX24落ち込み (車120図812、別添図j)

A4区東側で雄略した。北側は調査区外のため全体のプランは不明。不整形と推定される。規模は

確認部分で東西O.9m、南北1.1m、深さO.l5mo812は土師器IlllB2-a類。

SE05 (都49.63.120図813-815)

A3区南側で碓魁した。X府砂礁層を掘り抜いて構築した井戸で、西側をSK36に切られる。掘り方

の規艇は確認部分で東西1.9m、南北2.5m、深さ2.lm。結桶積みの井戸で、井戸側最下段のみ遭存し

ていた。鋼板は22枚で一周する。井戸帽の規模は直径O.75m、同さO.8m。上部に依き取った痕跡が認

められることから、本来は2段以上存在したと考えられる。井戸側内は準大程度の石によって埋めら

れており、これらを除去すると井戸底を確認できた。井戸庇レベルはT.P.l2.4mo813-815は井戸圃

板である。樹植は813がサワラ、 814がスギ、 815がサワラである。この他集測可能な遺物は無かった。

土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

Pit出土遺物 (車119図7田-791、別添図 1・2) 

780 . 781はA2区北側Pit05出土の土師器皿で、ともにB2-b頼。内外商にタール付着。782はA2区

南側Pit32出土の古瀬戸桂W期新段階の揺鉢。783はA2区南側Pit34出土の古瀬戸能町期新段階の袴腰

形香炉。7剖がA2区南側Pit35出土の土師器皿lB2 -b類。785はP;t421li土の土鈴。786・787はA2区南

側Pit79tU土の天目茶碗と、土師器皿C2類。788はA2IKP;，1l711¥土の古網戸桂W期の縁勅小皿。789

はA4区P;tl57/B土の土師器皿182-a類。790はA4区Pit239出土の土師僻皿lB1類。791はA3区Pit245

11¥土の土師器lIllB2 -a類。

体のプランは不明だが、不藍形と推定される。規棋は確認部分で市北2.8m，Jl!i!!il.Om、深さO.1mo

769は北部系山茶碗の碗。

SX21落ち込み (酷49・5呂田 119図770-779)

A3区南端で雄也した。SX06を切る。平而形は不整柑円形状。胤慌は長軸2.4m、短軸1.2田 深さ

0.15mo SX06を切る。脱土は4・5層に炭を古む。770-771は古瀬戸世JVJ刷新段階の天目茶碗。772

は北部系山事院の腕。773-779は土師器血で、 7731;182-a類、 774-776は82-b類、777-779は

C2煩。

SX22落ち込み (節49-61 -120図792-810)

A3IRTI!測で硝I器Lた。車側は5D21に切られ、 SD28・30を切る。阻側は慨査区外で全体のプランは

不明だが、附丸11形状と推定される。規模は確認部分で東西4.6m、南北3.7m、深さ0.25m。埋土は

1 -2府に此を合む。本遺橋西側、 2-3府中で土師器I皿集積を略飽できた。土師器皿は直径10cm

以下の小型品が目立つ。7921立大熊第I段階の平椀。793は古瀬戸桂JVJUJ新段階~大察部l段階の摺鉢。

794は土鈴の中の土玉か。795-810は土師器皿で、 795-797がB2-a類、 798-政J6-810がB2-b類、

回7-8曲がC2矧。このうち810は内外而にタール付着。

SX23落ち込み (部63-120図811J

A3区南側で碕認したo5E05を切る。プランは不整摘円形。規娘は民軸0.801、短軸且7m、採さ0.1010

SE05とl1i被する位置にあり.井戸側抜き取り痕の可能性も考えられたが、l!l.土がSE05とは異なるこ

とから別遺構と判断した。埋土に 5~IOcm大の際世多く官んでいた。 811は大穂郡 1 段階の措鉢。

SX24落ち込み (酷120図812、別添図1)

A4区東側で雄也した。北側はi晴査区外のため全体のプラ Jは不明。不整形と推定される。規模は

磁器部分で車i!;lO.9m、南北1.1m、深さO.l5mo812は土帥器IIIlB2 -a却。

SE05 (都49-63-12日図813-815)

A31K南側で確回した。X届砂際層を掘り抜いて構聾した井戸で、西側をSK36に切られる。掘り方

の嵐棋は他舷部分で車西1.901，南北2.501、深さ2.lm。結桶稲みの井戸で、井戸側最下段のみ遣存L

ていた。鋼板は22牧で一周する。井戸個の規模は直径O.75m‘向きO.8m。上部に抜き取った痕跡が認

められることから、本来は2段以上存在したと考えられる。井戸側内は拳大程度の石によって埋めら

れており、これらを除去すると井戸庇を確認できた。井戸ほレベルはT.P.12.4mo8]3-8151却下戸個

仮である。 樹極は813がサワラ、 814がスギ、 815がサワラである。 ζの他~測可能な遺物は無かった。

土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断した.

Pit出土遺物 (都119図7回-791、8'J添図 1・2) 

780 -781 はA2区北側Pit05出土の土師器皿で、ともに82-b類。内外商にタール付着。782はA2区

南側Pit32出土の古瀬戸桂W月l新段階の措鉢。783はA2区南側Pit34出土の古瀬戸佳W期新段階の袴腰

形脊炉。7剖がA2区南側Pit35山土の土師器IDlB2 -b頼。785はP;t421l¥土の土鈴。786・787はA2区南

側P;t79111土の天目茶艇と、土附器皿C2類。788はA2区P;tl17111土の古瀬戸怯JVJ聞の縁紬小皿。789

はA4IKP;1l571B土の土師器11182→ a類。790I;lA4区Pit239出土の土師協皿181矧。791はA3区Pit245

111土の土師器l111B2 -a鎖。
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旭山蝉遍路B区

SK13 (前副 121図834-836)

81区で瞳臨した。蝉土手輔館僻のタト部4こ位置する.SK07・Pit凹に切られる。プランは楕円車と推

定される。脱幌は晴也都分で長軸1.6問、短軸1.3m、深さO.85moお4-836は土師器皿で、出4は82-

a矧、 835は82-b如、 836はC2類。

Pit07 (節制 121図837)

sJlKで怖臨した。蝉土手城館跡の外部に1立世する。SOIl• SK02を切る。プランはほぼ円形。規脱

は山11o.61ll、深さ0.31110田7はB2-b類の土師持¥Ul。
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62区柱穴列 (部65図)

B2区南側で確認Lた。SAI0はPit78. 56 . 39で、 SAllはPit75・40・57'6日で、 SA12はPit41. 

58 . 59で、 SA13はPit76. 55で構成される。SAllとSA12・13は一部切り合いを有するが、南北4問、

柱nu1.4mに復元できる。SAlOI;l:SOOlとの切り合いから本柱穴列に古まれない可能性が向い。いずれ

も顕著な遺物は出土しなかった。戦国時代の区画滑S007と同一方向であることから、本時期に相当

すると判断したが、詳細な時期lは不明である。

5004 (革66. 121図816-823)

B218:北端で確認した。流向は東 西方向。講の阿端は調査区外のため全体のプランは不明。規模

は維離部分で長さ5.4m、幅l.lm.深さ0.45m。断而形状はU字形。本遺情内で土師器皿集積を確認で

きた。集積はI直径lOcm以下の小型1¥::1tJ{目立つ。また型Ijl土の2府上面で炭の集中する範囲が見られた。

816は古植戸桂W期新段階の指鉢。817は古掴戸桂W出l新段階~大窯車1段階の掴鉢。818-822は土師

器肌で、 818.819はB2-b知、 820-822がC2類。823は北部系山茶碗の腕。

5007 (第66. 121図824-831)

B3区中央で確認した。流向は北 南方向。両側は1調査区外のため全体のプランは不明。規模は確

認部分で長さ5.0m、幅1.6m、深さO.55m。断面形状は車聞のみにテラスを有するU字形であるが、上

部を浅く掘り直した可能性も考えられる。本遺構内には土師協皿が廃lI!されていた。土師器皿は直径

lOcm以下の小型品が目立つ。824-831は土師器皿で、 824-826はB2-a類、 827-8301;l:B2 -b類、

831はC2類。このうち、83cの底部外商には掛曹が見られ、 「十三口 (特カ)Jと判読できる。

5K11 (第66. 121園田2'お3)

83区中央で確認した。蝉土手城館跡の外部に位i世L、先述のS007の東側に位置する。南側は湖'1f.

区外のため全体のプランは不明だが、間丸長方形と推定される。規艇は確認部分で車西O.8-1.0m、

南北204m、深さO.2mo832 . 833はC2頚の土師器皿で、 832は外而に、 833は内而にタールが付着する。

5003 (酷67-69. 121 . 122図838-867)

日3区東側で確臆した。蝉土手域館跡の西辺を区画する南北方向の楓で、両端とも調査区外に伸び

るため全体のプランは不明。規横は確認部分で長さ6.0m、幅7日m、深さ2.5m。断而形状は藁研形 (V

字形)。埋土上層の 6-9陪では近世同磁界が出土しており、近世以降に土些を境して思め戻した可

能性が高い。埋土下層の12-19府は掘樋能時の泥状堆積で、 1m近い厚きで堆積していた。この泥状

堆積中からは木製品が良好な状態で出土した。また期底付近15府中で人頭大の石を観量生確惚した。石

は掘底に接しておらず、堀町西日待りに位世し、西側から投棄されたと考えられる。近接地に石組を

ともなう構築物が存在した可能性が高い。8381;1古瀬戸後W期の小琵で、府部に波状文が施される。

839は大窯描I段階の播鉢。剖0-剖2は土師器皿で、 840は外国底部に錨舎が且られるが、やl読不能。

剖HまB2-b類。剖2は82-b類で、内外商に顕帯なタール付着。剖3は土師器内耳鍋。制4は中国産

磁器の同安窯黒白磁碗lV-l類。845は古桶戸中期峨式ロ縁端部。剖6-剖8は北部系山事陣。このう

ち、剖7には掛曹あり。制9は木製品署。850-867は漆器。850・田1は内赤外馬町舗で、樹極はいずれ

もトチノキ。852は内意外赤の椀で木質部分は遺存せず、 i事映のみ遺存。樹植は不明。853-855は内

出外出の椀で高台を先制する。樹櫨はいずれもトチノキ。このうち酷4'田5は外面体部に朱漆で紋掛

62区柱穴列 (即日図)

B2区南側で確認Lた。5AI0はP;t78. 56 . 39で、 5AIII;lP;t75・40・57.60で、 5A12はPit41・

58 . 59で、 5A13はPit76. 55で構成される。5AIIと5AI2・13は一部切り合いを布するが、南北41IU• 

柱附1.4mに復元できる。5AIOIま5001との切り合いから本位穴列に含まれ辛い可能性が向い。いずれ

も顕著な遺物は出土しなかった。韓国時代の区画溝5007と同一方向であることから、本時期に相当

すると判断したが、詳細な時JVIは不明である。

5004 (第66. 121図816-823)

B218:北端で磁器した。流向は車 西方向。t悼の両端は拘置E区外のため全体のプランは不明。脱艇

は健也部分で長さ5.4m、幅1.lm、深さ0.45mo断間形状はU字形。本遺梅内で土師器皿JI!稲を確認で

きた。集積は直径lOcm以下の小型品が目立つ。また坦l土の2府上面で民の集中する範聞が見られた。

8161;1古帽戸桂W期新段階の揃鉢。8171ま古植戸桂W自l新段階~大型1蔀 1段階の佃鉢。818-822は土師

器I皿で、 818.819はB2-b頼、 820-822がCWio823は北部系山茶碗の碗。

5007 (第66.121図824-831)

B3区'1'央で雄総した。流向は北 南方向。両側は綱査区外のため全体のプランは不明。規模は確

認部分で長さ5.0m、幅1.6m、深さO.55m。断商形状は車聞のみにテラスを布するU字軍であるが、上

部を浅く掘り直した可能性も考えられる。本;n構内には土附器皿が鴎棄されていた。土師器皿は直径

lOcm以下の小型品が目立つ。824-831は土師器皿で.824-8261ま82-a類、 827-8301;lB2 -b類、

831はC2頼。このうち、 830の底部外百liには品i替が見られ、 r-1-三口(性カ)Jと判読できる。
5K11 (掠66. 121図832. 833) 

B3区中央で雌認した。蝉土手城鮪跡の外部に位i世L、先述の5007の東側に位置する。南側は1瑚査

区外のため全体のプランは不明だが、隅丸長方形と推定される。規模は確認部分で車閤0.8-1.0m、

南北204m、深さ0.2mo832 . 833はC2類の土附器皿で、 832は外而に、 833は内而にタールが付治する。

5003 (第67-69. 121 . 122図838-師7)

且ヲ区東側で磁la.した。蝉土手披館跡の酉辺を区画する南北方向の糊で、両端とも湖査区外に伸び

るため全体のプランは不明。規棋は確認部分で長さ6.0m、幅7.0m、深さ2.5m。断而形状は藁研都 (V

字形)。 埋土上層の 6-9陪では近l止同磁慨が出土しており‘近世以降に土塁を壊して思め戻した可

能性が高い。担土下風の12-19府は場機能時の施状堆積で、 1m近い厚きで堆積していた。このiIi!淑

堆積，ゃからは木製品が且好な状態で出土した。また湖底付近15府中で人頭大の石を説教確認した。石

は姻底に接しておらず、掘の西田谷りに位世し、西側から投棄されたと考えられる。近接地に石組を

ともなう構築物が存在した可能性が高い。838は古瀬戸後IVI聞の小琵で、府部に波状文が施される。

839は大熊第l段階の捕鉢.剖0-剖2は土師器皿で、制0は外而底部に崎容が見られるが、判読不能。

剖lは82-b頼。8421;182-b類で、内外I町に顕帯なタール付着。剖3は土師器内耳鍋。制41立中倒産

磁器の向安禦系白磁碗IV-1類。845は古桶戸中期様式口縁端部。制6-剖8は北部系山事腕。このう

ち、 847には品性あり。制9は木製1日響。お0-867は機器。時0・田11;1内車外mの椀で.樹績はいずれ

もトチノキ。852は内事件非の椀で木質部分は遣存せず、漆肢のみ遺存。樹植は不明。853-855は内

lll外!日の椀で高台を先制する。樹姐はいずれもトチノキ。このうちお". 855は外而体部に朱漆で紋様
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が描かれる。856-859・861.864は内111外鼎の舗で高い向台を有する。樹極は857がモクレン属で、

それ以外はトチノキ。それぞれ外面体部に朱樟で紋織が揃かれており、 856は(0.(蓮華紋)が捕かれ

る。 8印 862・863. 865 . 866は内黒外取の椀で、荷台を矢損するが低い荷台と推定される。樹極は

それ以外はトチノキ。それぞれ外面体部に朱擦で紋織が捕かれており、 860860;()'カパノ キで、

662 部6は岨(蓮華紋)が描かれる。凪3.8日 866は内ii'fi凡iるみに朱漆で紋械が描かれる。867は高

内而見込みに朱撞で紋様が描かれる。樹種はトチノ台部牙のみ遭存。外商に不定方向の刻みがあり、

(昨細は都6車部5節書照)。キ。 5D03からはこの弛動物遺体 (貝 骨)が出土している

S032 (第67. 70 . 123図師8-876)
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が描かれる.白6-859'861 酷41t内lA¥外l呂町舗で高い荷台を訂する.樹種は857がモクレン属で、

がJ高かれそれぞれ外面体部に朱擦で紋織が崎かれており、お6はrn(蓮華紋)それ以外はトチノキ.

る。860・師2'863 師5'866は内黒外県の備で、向台を先制するが低い荷台と推定される。樹極は

それぞれ外面体部に朱漆で紋織が』高かれており、 860・それ以外はトチノキ。860がカパノキで、

師2・酪6は鶴 (車車紋)が描かれる。品3・部5'凪61之内ifJI凡込みに朱漆で紋織が描かれる。867は商

内而見込みに朱楼で紋様が描かれる。樹種はトチノ白部分のみ地:f:f..o外而に不定方向の刻みがあり、

(昨細は都6車部5節書照)0キoSD03からはこの他動物遺体 (貝骨)が出土している

S032 (酷67・70.123闘部8-876)
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B4区南側で確認した。蝉土手城館時のT軒辺を区画する東西方向の姻で、両側、南側は綱査区外の

ため全体のプランは不明。規慎は確認部分で長さ5.2m、幅2.2-3.9m、深さL4m。断面形状は断面A

ライン上では不明、日ライン上では逆台形状。868は中国産磁器の背感腕。師91!古瀬戸佳W期新段階

摺鉢。8701;1常滑玉縁口縁輩。871は瓦質土器火鉢脚部。872. 873は土師器皿lで、 872はB2頬、 873は

C2知。874は大I!l第3段階揺鉢、 875は大1世帯3段階丸皿。876は砥石で石材はホルンフェルス。

SA02・07土星(車67.68・70.123図878-922)

5A02はB3区東冊、 B4区北間、 B5区西側で、 5A07はB4区南冊で雄認した。B3区では堀5003の東

側断面でしまりのある土層 (曲図 8. 9府)を現地表下15cm付近まで確認できた。-1iB4区北側、

85区西側、副区南聞は削平を受けていたが、断而で層厚5-ZOcm程度のLまりのある土層 (68図20

層、 70図9・10層)を碓胞できた。5A02の遣存範聞は東西帽4.5m、南北長10m.5A02の東端で5050

を確惚しており、土些の周囲を区画する可能性が考えられる。また5051の南聞は土品盛土が置存し

ており、 土品が続くと考えられる。84区中央は盛土を全く碓惚できなかった。5A07の過存範囲は車

西幅3.2m、南北長12mo878は条痕文土器体部片。879は須車器折、董。8加は灰軸胸器椀。881はロクロ

土師熔椀。882は土師催m蝿型鍋。槌3は中凪産磁器白磁腕。国4は中国産磁器廿磁皿。885-889は北
部系山茶碗の皿。8叩は南部系山茶碗の腕。891-893. 898-901は北部系山茶碗の院。894・895は錨

替が且られる北部系山茶碗の碗で、事la克不能。896・897は掛曹が見られる北部耳、山茶碗の皿で、 897

の掛曹は判読不能、 896は花押と考えられる。開2は古掴戸中期の卸皿。回3-筑l6は古輔戸佐期の縁軸

小mで、 903 叩4は桂IJ問、 905は佳H則、同6は桂1V)田古段階。907は怯W開l古段階の四耳蛮。叩創立

古桶戸桂皿-1V期の董。気汚は古瀬戸桂E開!の内耳摘。910は古嗣戸桂I期の折縁深皿。911は常iIt建。

912. 913は土附器伊勢型摘。914は瓦質羽華。915-917は土師器内貯型'I'J韮。918.920.921はM矧の

土師器皿、 919はCl類の土師器阻。922はふいごの破片。

S085・SA01土星(郁67. 71 . 123図877. 923-925) 

B8区で確認した。蝉土手掛飢の北辺を区画する姻とその内部に築かれた土些に相当する。5085は

流向が*ー西方向。t障の両側および北側は澗査区外のため全体のプランは不明。堀底も糊査区外のた

め磁認できなかった。規綴は擁lIl!部分で長さ4.7m、幅2.4m、確認最深部までの深さ1.2m。埋土は10

-12府で堀機能時の泥状堆積を硝聡でき、上層の8. 9府は近世以降の埋め戻し、 4 • 5帰は現代の

撹乱であった。5AOlは北側が土些ベース而となる21崩 (V届)まで佳世の撹乱を受けており、原形

をとと・めていない。規艇は基部残存帽6.8m.5085市岡部まで土塁基底部が遭存した場合、復元将は

9mとなる。また掘の確飽最深部からの向き2.4m、ベース面からの商さ1.5mとなる。

5AOlの構聾状況を考えると、まず21崩 (V層)をベース而としており、期の南岡部分に沿うよう

に20府 (21-23層に由来する)を盛土L、続いて19崩 (25. 26層に由来する地山砂蝶届)を盛土とし

て基礎となる堤状の高まりを先に摘草する。その桂斑状の向まり南側の傾斜に沿って17.18庖 (砂傑)

と15・16届 (粘質土)を交互に盛土していく。明確な版襲は認められないが、粘質土はしまりが且ら

れた。 盛土南側の傾斜角度は20度程度で、この傾斜角度が土~斜而と同ーと仮定するならば、土些の

高さはベース而となる21届から推定2m近くに及ぷ。

なお、この5AOlに閲しては本調査地点の西側で平成16年度市内遣臨調査で拭姻調査を集施してい

B41l南側で雑誌した。蝉土手城館跡のlli辺を区画する東西方向の婦で、ii1i側、南聞は綱査区外の

ため全体のプランは不明。組艇は確認部分で長さ5.2m、幅2.2-3.9m、深さL4m。断面形状は断I日A

ライン上では不明、日ライン上では逆台形状。868は中国産磁器の背磁腕。869は古瀬戸佳W期新段階

閣鉢。870は常滑玉縁口縁室。871は瓦賀土器火鉢脚部。872. 8731~土師器皿lで、 872は B2煩、 873は

C2航。874は大熊第3段階摘鉢、 875は大烈掠3段階丸I皿。876は砥石で石材はホルンフェルス。

SA02・07土星 (第67'68・70.123図878-922)

5A02はB3区東醐、 84区北側、 B5区西側で、 5A07はB4区南側で傭魁した。B3区では楓5003の東

側断面でLまりのある土層 {倒閣 8. 9府)を現地表下15CJ1l付近まで確認できた。一方B4区北側、

B5区西側、 B4区南側は削平を畳けていたが、断面で崩厚5-ZOcm程度のLまりのある土崩 (68悶20

層、 70図9'10届)を硝龍できた。5A02の温存範凶は東西幅4.5m、TII北長JOmo5A02の東端で5050

を雌認しており、土些の周囲を区画する可能性が考えられる。また5051の南側は土塁盛土が置存L

ており、 土些が続くと考えられる。B4区中央は盛土を全く硝臨できなかった。SA07の過存範聞は車

西幅3.2m、南北長12mo878は条痕文土器体部片o879は須恵器杯輩。8加は灰軸胸器焼。881はロクロ

土師協椀。882は土姉器i守蝿型摘。部3は中国産磁器白磁碗。回4は中国産磁器骨磁皿。開5-開9は北

部系山茶碗の皿o8!叩は南部系山茶碗の輔。891-893'898-田lは北部系山某蝿の碗。894. 8951!掛

I'lが且られる北部系山茶碗の碗で、引l税不能。 896 ・ 897は掛~~~;>'){見られる北部系山茶艇の皿で、 897

の掛瞥は事IJ ~査不能、 896は花押と考えられる。 田2は古緬戸中間!の卸皿。 田3-筑)6は古瀬戸桂期の縁軸

小皿で、 903 叩4は桂IJ町、同5は佳E則、叩61i1まIVJUJ古段階。叩7は佳W則古段階の四耳資。叩8は

古揃戸陸皿-IV期の輩。駅到9は古瀬戸陸H阻!の内耳摘。9JOI!古梱戸捷I期の折縁深皿。911は常i1t裂。

912.913は土師鵠伊勢型鍋。914はJ[1'l羽華。915-917は土師器内轡型羽韮。918.920.921はM却の

土師器皿.919はCI矧の土師器皿。922はふいごの破片。

S085・SA01土星 (部67. 71 . 123図877. 923-925) 

B8区で確認した。蝉土手城館の北辺を区画する姻とその内部に築かれた土品に相当する。S085は

流向が車一西方向。滑の両側および北側は捌査区外のため全体のプランは不明。姻底も湖査区外のた

め積極できなかった。規艇は磁陸部分で長さ4.7m、幅204m、確認最深部までの深さ1.201。埋土はIO

~印刷で楓機能時のil~状Jlt積を硝惚でき、上層の 8 . 9層は近l止以降の埋め戻し、 4. 5腕は現代の

撹乱であった。5AOIは北聞が土裳ベース而となる21府 (V届)まで桂世のJ11i¥tを受けており、既形

をとどめていない。規棋は基部残存帽6.8mo5085前日部まで土塁基底部がjl'mした場合、復元幅は
9mとなる。また娠の確認最深部からの向き2.4m、ベース面からの商さ1.5mとなる。

5A01Q)構畢状況を考えると、まず21崩 (V層)をベース聞としており、細の甫府部分に沿うよう

に20嗣 (21-23層に111*する)を護士し、続いて19府 (25. 26層に由来する地山砂諜崩)を盛土と L

て基礎となる睡状の向まりを先に構築する。その陸斑状の向まり南個の傾斜に沿って17'18回 (砂傑)

と15・16層 (粘質土)を吏lilこ盛土していく。IllI置な版築は認められないが、粘質土はしまりが且ら

れた。雌土南側の傾斜角度は20度程度で、この傾斜角度が土旦斜而と同ーと仮定するならば、土塁の

t1iさはペース而となる21府から推定2m近くに及ぷ。

なお、このSAOIに閲しては本欄査地点の西側で平成16年度市内遺跡調査で試掘調査を集施してい
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る 。 輯!:!<では土些の確認部分の姐棋は帽6.5m 、 r，~ さ1.4m以上。 土~構築に 1則しては捌に沿った盛土

の高まりと、その南側の砂傑と粘質土のE層状の盛土が確認されていることから、本淵査地点も同様

の構築方法を行っていることが確認できた。877がSD85出土遺物、 9哩3-925がSAOllli土遺物である。

8771;1鋳造遺楠の炉壁破片で、鉱樺付着部分と桂熱部分があることからF壁内面に比定できる。また、

ふいご接合部と考えられる部分も確認できる。923は南部系山茶碗の碗、 924は北部黒山茶碗の碗で、

土占星盛土Eわから出土した。925は古瀬戸桂W期新段階の平腕で、土塁荻土から出土した。

5050・51 (部67 曲 72.126図1010)

85区西岡で確認した。プランL宇状を呈する構で、掩向はSD50が北南方向、 SD51が東西方向。

講の両端は1珂査区外のため全体のプランはヰ明。規棋は確認部分でSD50が長さ7.6m、幅O.5m、深さ

O.3m、SD51が長さ4.5m、帽O.6m、深さO.3m。断而形状はU字形。SD50の東側では盛土が確認できな

いことから、 SA02土星の東端部を区画する講の可能性が考えられる。またSD51の南側は土星盛土が

遺存しており、土裂が続〈と考えられる。1010は82-a類の土師器皿である。

5052・54(酷67 曲・ 72闘)

85区西側で確認した。ともに北一南方向の摘で、 SD52は南側で行き止まりとなる。鳩町両端は捌

査区外のため全体のプランは不i則。規模はSD52が確認部分で長さ2.0m、幅O.5m、深さO.4moSD54は

確認部分で長さ5.0m、幅O.5m、深さ0.45m。いずれも断面形状はU字形。実測可能な遺物は無かった

が、土師時間細片が出土することから本時期lに相当すると判断した。

5X21石積施股・5A03-05柱穴列 (措67. 73 . 74 . 126図992-1∞2)
85区西側で雌認した。四按を人頭大程度の川原石の石積みで阻んだ穴蔵状の遺構である。壁面の

石績は2段置存しており、底而も平坦>¥:石敷きがなされていた。南開底面および壁画は桂世に撹乱さ

れており全体のプランは不明。石積部分の規椀は東西11.0問、南北1.6m、高さO.35m。埋土には大量

の礁が合まれており (1-4府)、 部で院のi且じる埋土 (5. 6府)を確認できた。また石積の甚

込となるの土層(8層)と石峨外側に施設構聾時の掘り方を確認できた (9層)。掛り方の規模は東

西12.3m、南北3.5m、深さ0.45問。この石積施設を囲むように柱穴列SA03-05を確砲した。北側の

SA03柱穴列はPitl32.184 . 185 . 186 . 187から構成され、確認部分で東西41町、柱UlJ2.3mQ Pitl85 

187では棋石を確認できた。南側のSA04柱穴列はPitl88・189・190.191.192・193で構成され、磁

認部分で東西5ltU、柱間2.3moPit188' 189' 191 . 192・193では税石を錨認できた。班帽のSA05柱穴

列はPit123. 126 . 144 . 132で構成され、確認部分で南北3問、柱l町2.3m"， Pit126のみ棋石が確認でき

た。全体のプランおよび規棋は確認できないが、これらが石積施股に伴う建物の可能性が高い。992

-1凹21;1SX21石栴施設出土遺物である。992-994は古瀬戸I&IVJ剖新段階で、 992 凹3は仏楠具、凹4

は穂利。9951立大紫第1段階の描鉢。996-四9は土師器皿で、叩6は82-a類。田7 田Sは82-b類。

開9はC2煩。997・田8は内外iliiにタ ルが付罰する。lα)()は北部系山某腕の皿、 l曲1は砥石で、石材

は泥岩。I叩2は剥片で、石材はJf岩。

5022・5X20石積 ・5A06柱穴列 (描67.75.126臣11003-1師9、1020.1日2])

86区中央で確認した。講と石獄、柱穴列からなる遺構で、蝉土手城館跡の内部を区画すると考え

られる。位置的には北からSD22-SX20 -SA加のl瑚悟となり、これら 3つの遺構を合わせると北個

る。報文では土些の確認部分の民肢は帽6.5111、日さ 1.4m以上。土製構築に1則しては姻に沿った盛土

の苅まりと、その南側の砂蝶と粘質土の五府状の盛土が確認されていることから、本調査地点も同様

の構築方法を行っていることが確認できた.877がSD85出土遺物、 923-925がSAOllli土遺物である。

877は鋳造遺構の炉壁破片で、鉱博付着部分と極熱部分があることから炉壁内面に比定できる。また、

ふいご接合部と考えられる部分も雑誌できる。923は南部系山茶碗の腕、 924は北部Ji，山茶碗の腕で、

土占星盛土中から出土した。925は古瀬戸桂W刷新段階の平椀で、土星l3!<土から/11土した。

5050' 51 (酷67・68. 72 . 126図1010)

85区西側で確認した。プランL宇状を呈する構で、施向はSD50が北南方I旬、 SD517伊東西方向。

講の両端は湖査区外のため全体のプランは不明。民棋は確認部分でSO閉が長さ7.6m、相0.5m、深さ

0.3m、S051が長さ4.5m、制0.6m、深さ0.3m。断同形状はU字形。SD50の車側では盛土が確認できな

いことから.SA02士些の車端部を区画する講の可能性が考えられる。またSD51町南側は土塁盛土が

遺存しており、土塁が続くと考えられる.1010は82-a類の土師器nllである。

5052・54(前67.68.72図)

85区西側で錨認した。ともに北ー南方向のt揮で、SD52は南側で行き止まりとなる。掃の両端は澗

査区外のため全体町プランは不1910規範はS052が確認部分で長さ2.0m、幅0.5m、深さO.4moSD臼は

確認部分で長さ5.0m、幅0.5m、深さ0.45問。いずれも断面形状はU字形。実測可能な遺物は佳かった

が、土師器皿締l片が出土することから本時期lに相当すると判断l.Jo。

5X21石積施股 5A03-05柱穴列 (第67・73. 74 . 126図992-1(02)

85区西側で確認した。凹控を人頭大程度の川版石町石積みで凶んだ穴蔵状の遺構である。壁面の

石積は2段遺存しており.庇I町も平坦>¥:石軍きがなされていた。TIi聞底面および壁画は桂世に撹乱さ

れており全体のプラ Jは不明。石積部分の規制はJI(凶Jl.Orn、南北1.6m、高き0.35m。胆土には大置

の礁が古まれており (1-4胞)、一部で炭の出じる埋土 (5. 6府)を確認できた。また石積の礎

込となるの土府 (8層)と石杭外側に施設構築時の姻り方を確認できた (9府)。捌り方の規模は東

西12.3m、南北3.5m、探さ0.45m。この石稿施般を阻むように住火列SA03-05を雄也した。北側の

SA03柱穴列はPit132・184. 185 . 186 . 187から構成され、確認部分で東西4問、柱11U2.3moPitl85・

187では峡石を確認できた。南側のSA04住穴9'1はPitl88・189・190，191 . 192. 193で構成され、確

認部分で東西S問、柱11I12.3m.P;II88' 189 . 191 . 192 . 193では棋石を確認できた。車側のSA05枝穴

列はP;t!23'126・144. 132で構成され、確認部分で南北31問.柱1I日2.3moPil126のみ棋石が確認でき

た。全体のプランおよび縦横は確認できないが、これらが石積施設に伴う建物の可能性が高い。992

-1凹21iSX21石椛施設出土遺物である。992-994は古瀬戸陵IVIUI新段階で、992.993は仏摘具、 994

は穂利。凹5は大熊第 l段階の叩鉢。996-開910土師器皿で、田6は82-a類。997 田8はB2 -b類。

叩91;!C2類。997 開8は内外商にタ ルが1>1罰する.1αJOは北部黒山事腕の皿. 1∞lは砥石で、石材
はile岩。1002は剥片で、石材はJ(岩。

5022' 5X20石積 5A06柱穴列 (節67. 75 . 126図l叩3-1叩9、1020. 1021) 

86区中央で確認した。t障と石駅、柱穴列からなる遺構で、蝉土手城館跡の内部を区闘すると考え

られる。位置的には北からSD22-SX20 -SA加のl国保となかこれら3つの遺構を合わせると北側
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に講を伴う石積と柱穴手肋‘らなる東西方向の構器物と考えられる。SD22は流向が東一西方向。r障の

両端は調査区外のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ4.9m、幅1.2m、深さu.3moSD22、

SX2uの上部は撹乱を受けており (西壁6初、東壁3府)、本府中で石積に由来する川胤石を多数確認

した。これらを除去すると石列を確認した。石.11は石和政下段に相当し、本来は 2段以上積まれて

SD2211l田町護岸と Lて機能していたと考えられる。SA06柱穴列は西からPit239.230 . 231 . 232 

235で構成され、 Pit234. 233は柱穴列の甫にずれる。確認部分で東部411目、柱問LO-1.2m。この柱穴

列はSD22、SX20石廊構築桂にほぼ同じ世世に作られたと考えられる。1003は古瀬戸桂W期新段階腰

折皿。1004. 1005は大紫第l段階措鉢。叩06-1008は土師器i皿でl同6.1007はB2 -a類、1008はC2

類。このうち1007は内外面にタール付着。1009は北部系山茶碗の碗。1020はPit231出土の古瀬戸桂W

期新段階腰折皿。1021はPit231出土の土師器皿lC2類。

5D76 (第67. 75 . 126図101])

B6区中央で確認した。蝉土手城館跡の内部を区画する可能性が考えられる講で。先述のSD22

SX20石積 。SA06柱穴列の南側に位置する。北.rIは撹乱によってSD22との前桂関帳は不明である。
Pit233に切られる。流向は東一西方向。講の両側は調査区外のため、全体のプランは不明。規模は確

認部分で長さ4.8m、幅Llm、深さ0.45mo10 11 はC2類の土r.i~器lJlである。

5K31 (第67. 76 . 124図926-956)

B5区西側 B6区南側で確認した。北側は開査区外のため全体のプランは不明だが、不整形状と推

定される。規模は確認部分で長辺3.5m、短辺1.65m、深さO.35m。本遺構中で土師器皿集積を確認し

た。集積は 2層上部、2府下部で確認でき、2回以上廃棄されたと推定される。また東側に集中する

ことから、東側から廃棄されらと推定される。m和の土師器皿は直径13cmの大型品が目立つ。926は
銅銭で、「天融通宝」である。 927は古瀬戸佳IVI明古段階の折縁中皿。928は古瀬戸後IVI刷新段階の天

目茶碗。929-931はA類の土師器I皿。932-935は81類の土師器皿。936-944はB2 -a類の土師器皿

で、 944は内外国にタール付着。945-949はB2-b頬の土師器皿で、 945'946は内外面にタール付着。

950は挫舎の見られる土師器皿で、 r.事J(伝の旧字体)と判読できる。951-953はC2類の土師器皿l。
954・955はDl類の土師器111で、このうち955は鑓容が見られるが判読不能であった。956は須恵器梧

台杯で、底部に糸切痕が且られる。

5K33 (描67.77 . 125図957-991)

B6区北側で確認した。当初方形プランを確認し遺構掘削を行ったところ、車側断面部分で地山層

を確認した。掘りすぎたためプランとして確認できなかったが、複数の土坑の切り合い、もLくは2

方向に岐分かれする不整形状の土坑の可能性が想定される。SK拘束側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明だが、不整方形状と推定される。規模は確認部分で長辺4.3m、短辺2.5m、深さO.55m。本遺

構中で土師器皿集積を確認した。m績は3層上部、 4層上部で確認でき、 21副以上廃棄されたと推定
される。また南側に集中することから、南側から廃棄されたと誰定される。m績の土師器皿は直径
13cm以上の大型品が目立つ。957は古瀬戸能町四l新段階の天目茶碗。958は古瀬戸怯W則新段階の腰

折皿。959-963はA類の土師器皿10964はBl類の土師器皿10965-972は82-a類の土師器1111で、 969は

内面にタール付活。973-979はB2 -b類の:土師器IJIlで、 978は内外面にタール付着。980. 981はCl

に講を伴う石積と柱穴列からなる東西方向の構築物と考えられる。5022は流向が東一西方向。講の

両端は間査区外のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ4.9m、幅1.2m、深さO.3moSD22、

5X20の上部は撹乱を畳けており (西壁6府、車壁3府)、本層中で石積に由来する川即石を多数確認

した。これらを除去すると石列を確認した。石列は石積最下段に相当し、本来は 2段以上積まれて

SD22南町jの護岸と Lて機能していたと考えられる。5A06柱穴列は西からPit239.230 . 231 . 232 

235で構成され、 Pit234. 233は柱穴列の南にずれる。確認部分で東西411目、位間iJLO-1.2m。この柱穴

列は5022、5X20石積榊築後にほぼ同じf1i世に作られたと考えられる。1003は古瀬戸佳W期新段階腰

折皿。1004. 1005は大熊都l段階捕鉢。山06-1008は土師器liIlでI凹6.1007はB2 -a類、 1008はC2

類。このうち凹07は内外面にタ ル付着。1009は北部系山茶碗の碗。lO20はPit231出土の古瀬戸桂W

JUI新段階腰折llllo1021はPit231出土の土師器lIIlC2類。

5D76 (部67'75 . 126図10]])

B6区中央で確認した。蝉土手域館跡の内部を区画する可能性が考えられる滑で。先述の5022

5X20石積 。5A06柱穴列の南側に位置する。北岡は撹乱によって5022との前桂閲4果は不明である。

Pit233に切られる。流向は車一西方向。講の両側は調査区外のため、全体のプランは不明。規模は確

認部分で長さ4.8m、幅l.lm、深さ0.45mo1011はC2類の土帥器皿である。

5K31 (第67. 76 . 124図926-956)

B5区西側 B6区南棚で確認した。北側は湖査区外のため全体のプランは不明だが、不整形状と推

定される。規模は確認部分で長辺3.5m、短辺1.65m、深さO.35m。本遺構中で土師器皿集積を確認L

た。集績は 2閥仁部、 2府下部で確認でき、 2回以上廃棄されたと推定される。また東側に集中する

ことから、 m側から廃棄されらと推定される。集積の土師器皿は直径13cmの大型品が目立つ。日26は

鋼銭で、「天鴎通宝」である。927は古瀬戸後LVJUI古段階の折縁中l目。928は古瀬戸後LVJ刷新段階の天

目茶碗。929-931はA類の土師器皿。932-935はBl類の土師器皿。936-944はB2 -a類の土師器IIll

で、 944は内外国にタールN着。945-949はB2-b類の土師器皿で、 945.946は内外面にタール付着。

950は型舎の見られる土師器皿で、 「博J(伝の旧字体)と判読できる。951-953はC2類の土師器Illl。

954・955は01類の土師器IIllで、このうち955は箆告が見られるが判読不能であった。956は須恵器無

台杯で、成部に糸切痕が且られる。

5K33 (栴67.77 . 125図957-991)

B6区北側で確認した。当初方形プランを確認し遺構桐削を行ったところ、東側断面部分で地山居

を確認した。掘りすぎたためプランとして確認でき辛かったが、複数の土坑の切り合い、もしくは2

方向に岐分かれする不整形状の土坑の可能性が想定される。5K拘束側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明だが、不整方形状と推定される。規艇は確認部分で長辺4.3m、短辺2.5m、深さO.55m"本遺

構中で土師器JlIlffi積を確認した。県松は3府上部、 4層上部で確認でき、 21m以上廃紫されたと推定

される。 また南側に集中することから、南側から廃棄されたと推定される。i.I!税の土師器皿は直径

13cm以上の大型品が目立つ。957は古瀬戸桂W開l新段階の天目茶腕。958は古嗣戸桂W則新段階の腰

折皿。959-963はA額の土師措皿。964はBl類の土師器皿10965-972は82-a類の土師器IIllで、 969は

内聞にタール付着。973-979はB2 -b煩の土肺結IIllで、 978は内外面にタール付着。980. 981はCl
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類の土師器皿。982-991は品替の見られる土師器皿。982は判税不能。983. 984は 「ちう口んjと判

続できる。 985は 「そうきらく」、986-988は 「ていわん」とそれぞれ判税できる。989は判読不能、

990 . 991は 「たいねん」と判読できる。

SK32 (師67. 78 . 126図1012)

86区中央で服認した。SD21を切る。SE01の西側に位1世する。プランはほぼ円形。規燃は直径104m、

深さ1.25moX府砂開府(地Il.ilを畑り抜いており、紫摘井J-'の可能性も考えられるが、底部にi尼状

の堆杭が112められず、常時滞水Lている状況は認められなかった。1012はB2 -b揮!の土師器llll。
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第78国軍山蝉遺肺B6区5EOI、5K32:l!蘭悶

期町上師器皿.蝿2-991は邸容の見られる土師器冊。982は判鋭不能.983'9制は 「ちう口んjと判

読でき る.985は 「そうきらくJ、9国-9舗は 「ていわんJとそれぞれ判読できるo989は判読不能、

隣lO・ 991は 「たいねん」と判官査できる。

SK32 (前67，78・1261副1012)

B6lg qr~よとで硝íl2した。 5D2 1 を切る。 SEOIの西側に位1世する 。 プランはほぼ円形。 嵐椴は直径104m、

深~ 1.251110 X刷砂傑崩 (地山)を姻り抜いており、ポ州1tJ1の可能性も#えられるが、底部にi"状

町地干況が112められず、叩時滞水している状況は包められなかった。1012は日2-b矧の土師器皿。
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!f!79図 鷺山蝉遺跡CI区5D02、5X03土師器肌集積実測図

(第67'78・126図1013-1019)

。

ード・田

、
、

出 ωl

1. 

B6区中央で確認Lた。5D21を切る。X踊砂蝶層 (地山)を掘り肱いて築いた井戸で、掘り方プラ

ンは桁円形。規艇は長軸3.4m、短軸3.0、深さ2.7m。検出而から井戸側上部まで同ーの.M土で、抜き

取り痕と考えられる。井戸側は結桶積みで、井戸側晶下段とその下部の水溜め周の桶が遺存してい

た。井戸側最下段の個叡は24枚、水溜め用の桶は16枚温存していた。側板は遺存状態が悪〈、分割L

て取り上げたため本来の枚数はより少ないと考える。井戸側上端から水湘め用桶下端までの出さ

O.75mo 1013は大梅錦i段階の白天目茶碗で、 加工円般に転用されたもの。1014-1016は井戸側板世

下段に相当するもので、樹植は1014がヒノキ属、 1015，1016がサワラ。1017-1019は水溜用楠の側桜

に相当するもので、樹極はいずれもサワラ。

鷺山蝉遺跡C区

SD02 (酷79.127闘1022-1026)
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第79図 鷺山蝉遺跡CI区5D02、SX03土師骨量JlIl集積実測闘

(都67'78・126図1013-1019)SEOl 

X崩砂際層 (地山)を掛り抜いて築いた井戸で、姻り方プラB6区中央で確認した。SD21を切る。

〆は桁円形。規悦は長軸3.4m、短軸3.0、深さ2.7mc検出而から井戸側上部まで同ーの埋土で、!!.<き

取り痕と考えられる。井戸冊は結楠積みで、井戸側最下段とその下部の水泊め用の舗が温存してい

た。井戸側最下段の側板は剖枚、水溜めJsの桶は16枚遺存していた。側板は遺存状態が悪〈、分捌し

て取り上げたため本来の枚数はより少ないと考える。井戸側上端から水湘め用柄下端までの向き

加工円抱に転用されたもの。1014-1016は井戸側桜島O.75mo 1013は大熊那l段階の白天目茶碗で、

1015， 1016がサワラ。 l017-1019は水湖周柄の側板下段に相当するもので、樹租はlOl4がヒノキ属、

に相当するもので、樹種はいずれもサワラa

鷺山蝉遺跡C区

SD02 (蔀79.127凶1022-1026)
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第80図 鷺山蝉遺僻C2区SDI7'A!測図

CI区間側で磁惚した。上部をSXOl落ち込みに切られる。流riiJは車ー西方向。i障の両側は関査区外

のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ4.9m、幅1.3m、深さ1.1Illo断而形状はV字形(薬

研形)01022は古瀬戸捕鉢。1023はB2 -a類の土師器即日。1024は82-b類の土師器皿。1025は中国産

磁器の飽泉I!Il長官磁腕。1026は須恵器杯董。

SD17 (郁朗・ 127図1027-1054)

C2区南側で確臨Lた。上部をSXI3'18に切られ、 SD16、SX02を切る。流向は東西方向。講の

両慨は調査区外のため全体のプラ〆は不明。規棋は確認部分で長さ5.1m、幅O.8-l.1m、深さO.6m。

断百ii車状は亜台形に近い。1027は古掴戸の盤。1028は古瀬戸摘鉢。1029は須恕器軒、身。1030は須恵器

瓶。1031-10臼は土師器皿。1031はB2-a類。1032-1044は82-b類で、このうち1039.1040は横ナ

デ回転方向が左回りである。1045-1054はC2類。

SX03土師器皿集積 (第79. 127図1055-1口72)

CI区南側で確臨した。SXOl落ち込み掘削f去、底而に土師器皿が多数出土した。集積は白在する2

カ所も合め一括で扱った。四納遺構の可能性を考え、周辺を制査したが、揃り方等を確認するには至

らなかった。1055-叩72は土師器皿。1055，1056は81類。1057-1062はB2 -a類。1063-1066はB

2 -b矧。1067-1072はC2類。
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第80図 鷺山蝉遺跡C2区SD17史描l匝l

CI区間側で碗i認した。よ部をSXOH再ち込みに切られる。流向は}R-西方向。講の両側は淵査区外

のため全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ4.9m、何1.3m、i揮さI.Imo断面形状はV平形 (薬

研形).1022は古瀬戸摘鉢。1023は82-a類の土師器田1.1024は日2-b'll'iの土師協I皿。1025は中国産

磁器の拠品i'll系w磁碗。1026は須恵器杯蓋。
SD17 (蔀剖・ 127悶1027-10討)

C2区南側で暗寵した.上部をSXI3'18に切られ、 SD16、SX02を切る。流向は車 西方向。構の

両個は湖査区外のため全体のプランは不明。組棟は確認部分で長さ5.101.幅O.8-1.1m、深きO.6m。

断面JL>状は逆台形に近い。1027は古瀬戸の襲。1028は古瀬戸摘鉢。1029はlJi恕器杯、身。1030は須恵器

底。1031-10剖は土師器皿。1031はB2-a類。1032-1倒4はB2 -b鎮で、このうち1039. 1040は横ナ

デ回転方向が左回りである。1045-1054はC2類。

SX03土師器皿草稽 (第79.127図JO日-1072)

CI区南側で碓臨した。SXOI落ち込み掘削段、底Uiiに土師骨量肌が多数出土した。県績は占在する2

カ所も古め一指で扱った。坦l納遺構の可能性を考え、問辺を制査したが.捌り方帯を確認するには圭

らなかった。1055-1072は土師器皿。1055.1056は61頼。1057-1062はB2 -a頼。1063-1066はB

2 -b額。1067-1072はC2類。
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04区SD16~洲匝l鷺山蝉遺跡02'3区SOOI・郎、第81図

鷺山蝉遺跡D区

(串81. 128図1073-1077)8D01 

一連のプランとして検02. 03区で確認した。流向は東 西方向。年度をまたいで調査したため、

これらを踏まえながら報告する。t障の両側は調査区外のため全体のプランは不明。出できなかった。

幅1.4-1.6m、深さO.4mo断面形状は底の円い台形状。t揮を掘り直した規艇は確認部分で長さ29m、

』可能性が考えられ、JI[聞の断官11でその痕跡を確認できた。1073-1075はB2 -b類の土師器皿で、

1076は灰勅陶器椀。1077は南部系山茶碗。のうち1075は内外而にタール付器。

8D03 (郁81・128図1078.1079) 

02区西欄で確認した。流向は北一南方向。甫聞はSX03に切られ、西聞と北聞は湖査区外のため企
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0418:S016~測図鷺山蝉遺跡02-3区SOOJ・03、第81図

鷺山蝉遺跡D区

(車剖 128国11073-1077)8D01 

一連のプランとして検02 -03区で確認した。流向は東 西方[Iilo年度をまたいで測査したため、

これらを踏まえながら雑学する.，障の両聞は調査区外のため全体のプランは不明.出できなかった。

脱税は確認部分で世さ29m、師1.4-1.6m、i軍さ0.4010 断而形状は底の円い台形状。滑を州りiUした

』*聞の断而でその痕跡を確認できた。1073-1075はB2 -b頼の土師器皿で、可能性が考えられ、

1076は灰南11陶器腕。1077は南部系山茶碗。のうち1075は内外而にタール付Ai.

8003 (部8J・J28図1078-1079) 

02区西聞で確認した.流向は北ー南方向。甫冊はSX031こ切られ、西欄と北聞は調査区外のため全
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第82図 鷺山蝉遺跡Dl'21[SK02・03，05-11実訓l図
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体のプランは不明。規模は確認部分で長さ2.7m、幅12m、深さO.2m。断面形状は不明。SDOIとT宇

状となる可能性が考えられる。1078は古欄戸tll鉢。1079は北部耳、山茶碗である。

SD16 (第81. 128図10田-1083)

D4区東側で確認した。流向は北ー南方向。講の両端は調査区外で、上婦をSXIO.19に、北聞を試

掘トレンチに切られ、全体のプランは不明。規模は確認部分で長さ5.lm、帽1.I5-1.4m、探さ0.45m。

断面形状はV字形 (事研畢)に近い。I冊。-1083はB2 -b類の土師器朋で、このうち1080の内外而

にタール付泊。

SK02 (捕82'128凶1084-1岨8)

DI区北側で確認した。西側を試掘トレンチに切られ、全体のプランは不明だが、柿円形と推定さ

れる。規模は確認部分で長軸1.85m、短軸l.lm、深さO.4m。埋土上層に炭をわずかに含む。1084はB

2 -a類の土師器皿。108S-I088はB2 -b類の土師器皿で、このうちl回路は内外面にタール付着。

SK05 (酷82. 128図1089-1092)

DI区北簡で確認した。Pitl8に切られる。車側の一部は調査区外のため全体のプランは不明だが、

不整楕円形と推定される。規模は確認部分で長軸2.7m、短軸1.2m、深さO.25m。車評りの樫土中は2

---5cm大の円傑で満たされていた。その川遣は不明である。遺物は円礁府中、あるいは円際除去怯

に出土Lた。1089.1α副主B2-b頼の土師器皿で、このうち1089は内面にタール付着。1091・1092は

C2類の土削器皿。

SK03 (揖82図)

DI区北側で確認した。北側を試掘トレンチに切られ、全体のプランは不明だが、桁円形と推定さ

れる。規模は確認部分で長軸1.6m、短軸1.05m、深さ0.45m。築制可能な遺物は出土しなかったが、 B

2頬ー C2類の土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

SK11 (郁82.128図1093)

DI区で確認した。西聞はSK02に切られ、全体のプランは不明だが、柿円形と推定される。規僕は

確認部分で長軸l.05m、短軸1.0m、深さO.2m。埋土に民をわずかに宮む。1凹gはB2-b類の土師器nu

で、内外而にタール付着。

鷺山蝉遺跡E区

SD03 (都83 剖・ 128図I帥4-1119)

EI調査区中央で確挺した。蝉土手城館跡班辺の延長線上に位置し 方画地割lを区画する構に相当

する。流向は北南方向。規艇は確認部分で長さ5.6m、幅2.5m、深さl.lm。断面形状はV宇部 (事研

形)に近い。本遺構中の北間および南闘で、小規模ながら土師路IIn集積を確飽した。なお、 SD03埋

没能、.I.tll.土最上初付近でも土師緋皿が比較的まとまってIH土している。山崎-1108が北側ド問、 1109

-1111が北棚上層、 1113-1119がlli聞の土師器皿集積に分けられる。1094は古踊戸桂W期新段階折縁

中皿。1095は大型車部I段階の端医IIs，1096-1111 は土師器皿。I凹6はBI類。1097はB2-a類。1凹8

-1103はB2 -b頼。1104-1111はC2類。1112は大熊節 1段階の端!itI1I，1113-11191;!土師器皿。

1113はCI頼。1114-1116はB2 -b類。1117-1119はC2類。

体のプランは不明。規艇は確認部分で長さ2.7m、幅1.2m、深さO.2m。断面形状は不明。SDOIとT平

状となる可能性が考えられる。1078は古櫛伊術鉢。1079は北部系山茶碗である。

SD16 (部81. 128闘10剖-1冊3)

D4区東側で確認した。流向は北ー南方向。講の両端は調査区外で、上帰をSXIO.19に、北聞を試

掘トレンチに切られ、全体のプランは不明。鋭艇は碓Ia部分で長さ5.1m、輔1.I5-1.4m、深さ0.45m。

断面形状はV字形 (聾研形}に近い。1080-1083はB2 -b類の土師器皿で、このうち10曲の内外而

にタール付帯。

SK02 (部位 128閣10剖-10曲)

DI区北側で確認した。西側を試掘トレンチに切られ、全体のプランは不明だが、物円形と推定さ

れる.鋭棋は確認部分で長軸L85m、短軸I.Jm、深さO.4m。思土上胞に艇をわずかに合む。1084はB

2 -a額の土師器皿。10白-1仮出まB2-b類の土師器皿で、このうちl曲6は内外面にタール付着。

SK05 (第82.128図10回-1092)

DI区北側で確認Lた。Pit18に切られる。車側町一部は調査区外のため全体のプランは不明だが、

不整梢円形と推定される。規模は確認部分で長軸2.7m、短軸1.2m、深さ0.25m。車寄りの樫土中は2

-5cm大の円礁で満たされていた。その川遣は不明である。遺物は円際府中、あるいは円礁除去佳

に出土した。1089.10叩はB2-b類の土師器皿で、このうちl田9は内面にタール付着。I叩i・1092は

C2類の土師器皿。

SK03 (揮82図)

DIJl!"北側で確認した。北帽を試掘トレンチに切られ、全体のプランは不明だが、楕円形と推定さ

札る。規模は確認部分で長軸1.6m、短軸1.05m、深さ0.45m。築制可能な遺物は出土しなかったが、 B

2類 C2膏1の土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断した.

SK11 (W，82. 128図!日93)

DI区で積極した。酉聞はSK02に切られ、全体のプランは不明だが、梢円形と推定される。規模は

確認部分で長軸1.05m、短軸1.0m、深さO.2m。埋土に民をわずかに古む。1093はB2-b軍1の土師器sIl

で、内外耐にタール付帯。

揖山蝉遺跡E区

SD03 (都83 剖 128悶1曲4-1119)

EI調査区中央で硝思した。蝉土手威内1跡東辺の延長線上に位世L、方面地制を区画する構に相当

する。流向は北南方向。規艇は確認部分で長さ5.6m、幅2.5m、採さl.lm。断面形状はV字形(聾filf

M，)に近い。本遺構中の北側およぴ南個で、 '1、規艇ながら土師路阻集積を確認した。なお、 SD03!'1!

没桂、主II土佐上府付近でも土附器皿が比較的まとまって出土している。1096-1108が北制下府、 1109

-1111が北側上層、 1113-1119が南聞の土師器皿集積に分けられるo1田4は古瀬戸桂lVJlJ1新段階折縁

中皿。1095は大言語第1段階の端Ji[J皿。1096-1111は土師器皿。1凹61Wl類。10971;1:B2 -"頼。1098

-1103はB2-b類。1104-1111はC2類。1112は大熊第 1段階の端E皿。1113-1119は土師器l皿.

1113はCl頼。1114-1116はB2 -b類。1117-1119はC2類。
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El区中央から西側で確也した。掩向は東 西方向。商聞は行き止まり、車冊は5013に切られ、 そ

の先には続かない.このほか5002に切られ、 5003、05を切る。規模は確認部分で長さ 13.3m、幅

O.6m、深さO.25m。実測可能な遺物は出土しなかったが、 82類 C2類の土師器1111細片が出土するこ

とから本時期に相当すると判断した。

5008 (第83図 。1281副1121-1129)

E1区東冊で確認した。流向は北 南方向。北側は5X01に切られ、南聞は湖査区外のため全体のプ
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5006 (節83図)

そEl区中央から西側で硝越した。櫨向は東一西方JIiJ。西側は行き止まり、車"は50¥3に切られ、

このほか50021こ切られ、 5003、05を切る。規棋は確認部分で長さ13.3m、幅の先には続かない.

O.6m、深さO.25m。実測可能な遺物は出土しなかったが、 82置i. C2類の土師器111¥絢i片が出土するニ

とから本時期に相当すると判断した。

5008 (草田図。 128匝11121-1129)

E1区東側で確留した。流lIiJは北南方向。北側は5X01に切られ、南簡は訓告区外のため全体のプ
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ランは不明。規棋は確認部分で長さ2.85m、幅O.75m、深さ0.5m。断而形状はU字形。本遺構中で土附

器皿組織を確認した。JI!舗は直径10cm以下の小型I1'I'1tJ{目立つ。1121-1129は土師器皿で1121は82

a類。1122.1123はB2-b航。1124-1129はC2頼。

S014 (買¥83・128図1130-1132)

E1区中央で碓認した。5006に切られ、 5D15を切る。流向は東山西方向。規模は確認部分で長さ

5.8m、幅0.45m、深さO.l5mo1130はB2-a類の土師器皿。1131はC2類の土師協lIIlo1132は砥石で、

石材は泥岩。

S005・15(第お 128図1120.11お-11お)

E1区西側~車側で確認した。プランL字状を呈する構で、南北方向が50師、東西方向が5015とな

る。5005は5D06に切られる。流rIiJは北南方向。規模は確認部分で長さ5.4m、師0.5-0.7m、深さ

0.2冊。5015は5D02. 03 . 14に切られる。流向は車一西方向。規模は確認部分で長さ約18.2m、幅

l.lm、深さ0.3mo1120が5005、1133-1135が5015出土遺物である。1120は砥石で、石材は砂岩。

1133は82-a類の土師器血。1134はC2類の土師器皿。1135は須J!.!.器四耳瓶。

鷺山蝉遺跡FIK

S013 (都85・129-131図1136-1217)

FI区東側で確認した。5KOI、5X01、5010に切られる。流向は北ー南方向。?障の両側は調査区外

のため全体のプランは不明。鋭棋は確認部分で長さ5.lm、開1.9m、深さO.85m。本遺構の下服部分で

多量の土師器皿Jl!11!が確認できた。土師器皿は大半が西側より投棄されたと考えられる。また同 法

量の皿が重なった状態で出土しており、 一指して廃棄された可能性が考えられる。1136は古瀬戸桂皿

期の平拙。1137は古瀬戸陸皿則、 1138は古瀬戸桂W開l古段階の縁軸小皿。1139は古瀬戸後W期古段階

の内耳鍋。1140-1145は古揃戸t&lV期新段階の拍i鉢。1146・1147は土師器内耳鍋。1148. 1149はi;¥'消

費。1150は須!!.!.器長類甑底部。1151は灰軸陶器皿。1152-1156は南部系山茶棋の腕。1157-1159

1168はB1類の土師器皿。11曲-1163はB2 -a頬の土師器皿。11印-1167.1169-1195は82-b類の

土師器阻で、このうち1191-1195には盛舎が見られる。1191は 「口ねん口」、1192は 「ぃ、 三」、1193

は「そ口口」、 1194は 「与七悶IJ、1195は「口 (Itt.)院殿」とそれぞれ判読できる。1196-1215はC

2類の土師器l皿。1216は砥石で、 一部にタール付着。石材は砂岩。1217は漆器で、木賞部分は全く遺

存せず、画書膜のみ遺存していた。内赤外黒の鉢と考えられる。

S010 (第131図1218、別i主図的

F1区東側で確認した。 5013~ll没桂期削された滑で、 50!3を切る 。 流向は北一南方向。 携の両側は

調査区外のため全体のプランは不明。規艇は確lIl!部分で長さ5.1m、幅1.2m.深さ0.35mo1218は古瀬

戸怯W蝿l新段階の韓軸 l、1111である。

S012 (!'/lS6・ 131図1219-1223)

F1区東側で確認Lた。流ド'1は北ー南方向。1障の両側は調査区外のため全体のプランは不明。規模

は碓la部分で長さ4.1m、幅0.7m、深さ0.45m。断面形状はやや尖るU字形。1219は中国産磁器の剖l呆

窯系w磁腕。1220は82-a矧の土師器皿。1221. 1222はB2-b類の土師器皿。1223は南部系山事院。

ランは不明。単結は確認部分で長さ2.85m、問。75m、深さO.5mo断面部状はU字形。本遺構中で土師

器皿集棋を雑隠した。JI!慣は直径10cm以下町小型品が目立つ。1121-1129は土師僻皿で1121は82-

a類。1122. 1123はB2-b航。1124-1129はC2買i.

S014 (車問 128図1130-1132)

EI区中央で確認した。5006に切られ、 5DI5を切る。流向は車ー西方向。規艇は確認部分で長さ

5.8m、幅0.45m、深さ0.15mo1130は82-a類の土師器Ill.1131はC2却の土師時JUl.1132は砥石で、

石材は泥場。

S005・15(都83. 128図1120・1133-1135)

EI区西側~東側で確認した。プラ〆L宇状を呈する構で.南北方向が50師、東西方向が5015とな

る。5D05は5006に切られる。流向は北ー南方!iJJo説棋は服龍部分で長さ5.4m、幅0.5-0.7m、採さ

0.2mo 50151;15D02 . 03・Mに切られる。流向は車 西方向。脱線は確認部分で民さ約18.2m、幅

I.lm、深さ0.3mo1120が50旬、 1133-1135が5015出土遺物である。1120は砥石で、石材は砂省。

11331;182 -a曹1の土師器皿。1134はC2類の土師器血。1135は矧'!Sf.器四耳旗。

鷺山蝉遺跡F匡

S013 (都85. 129-131図1136-1217)

F1区東側で確認Lた。5K01、5XOI、5010に切られる。流向は北ー南方向。;障の両側は調査区外

のため全体のプランは不WJ.脱棋は確認部分で長さ5.1m、阿1.9m、深さO.85m。本遺構の下層部分で

多量の土師器皿集積が確認できた。土師器皿は大半が西側より投棄されたと考えられる。また同一法

量の皿lが亜なった状躍で出土しており、一指して廃棄された可能性が考えられるo1136は古瀬戸後皿

周!の平拙。1137は古瀬戸桂皿期、 1138は古瀬戸桂W用l古段Jl'Iiの縁軸小皿。1139は古瀬戸桂W期古段階

の内耳摘。1140-1145は古網戸桂W期新段階の附鉢。1146.1147はこiニ師器内耳鍋。1148.1149は常消

費。 1 150は~.n)!l:器長類楓Jif.部。 11 51は灰紬胸器皿o 1152-1156は南部系山茶融の曲。1157-1159

1168はBI到の土師器皿。11叩-1163は82-a期的土師器皿。1164-1167.1169-11951;:B2-b軍iの

土師器阻で、このうち1191-1195には墨舎が見られる。1191は 「口ねんロム 1192は 「ぃ、 三」、1193

は「そ口口」、 1194は「与七PlU、1195は「口(世カ)院殿」とそれぞれ判読できる。1196-1215はC
2類の土師器l皿。1216は砥石で、 一部にタール付指。石材は砂岩園1217は漆器で、木賞部分は全く地

存せず、樺膜のみ遣存していた。内車外思の鉢と考えられる.

S010 (郡131閣1218、別i1i1割引

FI I1[東側で確認した。 50 1 3~n投能揃削された滑で、 5013を切る 。 柿し向は北ー南方向。 ?障の両側は

調査区外のため全体のプランは不明。規艇は織陸部分で長さ5.lm、幅1.2m 深さO.35mo1218は古瀬

戸桂W刷新段階的縁軸小皿である。

S012 (酷86. 131図1219-1223)

FI区車側で確認した。流!itJlj:北ー南方向。1障の両側は湖査区外のため全体のプランは不明。規模

は確認部分で長さ4.1m，.JJO.7m、深さ0.451110断面形状はやや尖るU字形。]219は中国産磁器の悩蝉

窯系w磁腕。1220はB2-a矧の土師器皿o1221 . 1222はB2-b1l'iの土師器皿。1223は南部系山事腕。
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SK03 (第87. 131図12剖-12担)

F IIl!'中央で確認した。古代の住居5804を切る。南側は調査区外のため全体のプランは不明だが、

円形と推定される。規模は艦隊部分で直後1.6m、深さ1.4m。坦l土に炭府が見られ、遺物も 3府 ー5

府(炭層)の前桂に集中して出土する。E層地山崩を捌りぬいた葉掘り井戸の可能性も考えられる。

1224は古瀬戸桂W押l新段階平腕。1225は古瀬戸後W由l新段階摺鉢。1226は土師器内耳鍋。1227はB

2 -b類の土師器皿。1228は古瀬戸桂皿期の縁紬小皿。1229は碁石と考えられる。石材は粘板岩か。

12却は古瀬戸桂W期古段階の端E碗。1231は北部黒山茶碗の陣。1232は須JM.器有台杯。12おは須恵器

無台杯。1234は須恕器無台杯で、外而にタールが付珊し、 二次被熱の痕跡が認められる。

SK04 (第87. 132図1235-1241)

FI区中央で確認した。全体のプラ ンは不明だが、附丸長方形と推定される。規模は長辺1.6m、短

辺l.lm、深さO.15mo1235は古桶戸桂W期新段階の天目茶碗。1236は古帽戸桂W出l新段階の腰折皿。

1237は大窯革i段階の摺鉢。1238は82-b類の土師器皿で、内外面にタール付珊。1239はC2類の土

師器皿。1240は土師器内耳摘。I剖lは砥石で、石材は泥岩。

SK05 (揮87図)

FI区で確認した。5K06を切る。プランは隅丸長方形。規椋は長辺1.3m、短辺O.9m、深さOJm。図

化可能な遺物は11!土しなかったが、C2 J闘の土師骨品川紺l片が出土することから本時期に相当すると判

断した。

SK06 (第87図)

FI区で確認した。5K05に切られ、 5DI4を切る。プランはほぼ隅丸長方形。規模は長辺l.Om、短辺

O.85m、深さO.lm。図化可能な遺物は出土しなかったが、 C2類の土師器皿細片が出土することから、

本時期に相当すると判断した。

SK07 (第86. 1321<11剖2-1248)

FI区東側で磁魁した。北聞は調査区外、南側は撹乱により全体のプランは不明だが、不整形状と

推定される。規艇は確認部分で車西3.0m、南北1.9m、深さO.35m。遺構中に 5-IOcm大の棟集中部

が見られた。12421;1:82-b類の土師器皿。1243は中国産磁器の染付皿。1244はロクロ土師器の皿l。

山崎は南部系山某腕の大平鉢。1246は南部系山茶碗の腕で、ロ47は皿。i剖81;1:古瀬戸桂[-rr期の盤。

SK14 (車87. 132悶l剖9-1251)

FI区中央で確認した。5K03に隣接L、古代の住居5804を切る。南側は調査区外のため全体のプラ

ンは不明だが、ほぽ円形と推定される。組模は確Ill!部分で直径O.75m、深さl.Omo1249はC2類の土

師器皿。ロ却は81類の土師器皿。1251は中国産磁器の染付皿。

SK73 (第132函1252-1254、別添図的

F2区東側で確認Lた。古代の住居5B61. 62を切る。北冊は調査区外のため全悼のプランは不明だ

が、柑円形状に推定される。規模は確認部分で東西2.2m、I糾tl.lm、深さl.15mo1252は古瀬戸桂E

山!の持腰形骨軒。12531;1:JJi恕器材、蓋の宝茸つまみ部分。12臼は灰軸陶器腕で、金属器写しの可能性が

高い。この他実測可能な遺物は無かった。土師器出細片が出土することから本時期に相当すると判断

したが、詳細な時間lは不明である。

SK03 (帯87. 131図12剖-1234)

FI区中央で確認した。古代の住居5804を切る。南側は湖査区外のため全体のプランは不明だが、

円形と推定される。組艇は錨砥部分で直後1.6m、i揺さ104m。且l土に炭層が見られ、追物も 3府 5 

府(炭層)の前怯に畠中して出土する。匝層地山崩を掛りぬいた輩捌り井戸の可能性も考えられる。

1224は古踊戸陸lVJUJ新段階平組。1225は古瀬戸後W即i新段階摺鉢。1226は土師器内耳鍋。12271;18

2-b額の土師器nllo1228は古瀬戸桂皿開!の縁勅小皿。1229は碁石と考えられる。石材は粘桜岩か。

1230は古瀬戸陸W則古段階の端E碗。1231は北部;f，、山茶碗の銭。1232は須JM.器有台杯。1233は須恵器

無台杯。12却は須恕穏無台杯で.外而にタールが付珊し、 二次被熱の痕跡が認められる。

SK04 (第87'132悶1235-1241)

FI区中央で確認した。全体のプランは不明だが、隅丸長方形と推定される。脱棋は長辺1.6m、短

辺l.l皿、深さO.l5mo1235は古欄戸桂W期新段階の天日某腕。1236は古瀬戸能W刷新段階の腰折I皿。

1237は大窯第I段階の間鉢。1238はB2 -b類の土師器血で、内外面にタール付着。IZ39はC2類の土

師器皿。l剖Oは土師器内耳鍋o1241は砥石で、石材は泥岩。

SK05 (第87図)

川区で確認Lた。SK06を切る。プランは隅丸長方形。規艇は長辺1.3m、短辺0.9m、深さO.lm。悶

化可能な遺物は/11土しなかったが、 C2罫1の土帥協IUI制片が出土することから本時期に相当すると判

断Lた。

SK06 (第87国)

FI区で確認したoSK05に切られ、 5DI4を切る.プランはほぼ隅丸畳方形。規模は長辺LOm、短辺

O.85m、深さO.lmo関化可能な遺物は出土しなかったが、 C2頬の土師器皿細Jtが出土することから、

本時期に相当すると判断した.

SK07 (第86.1321副1242-1248)

Fl区東側で確認した。北側は調査区外、南側は慣乱により全体のプランは不明だが、不整帯状と

推定される。規椋は硫毘部分で車西3.0m、南北1.9問、深さO.35mo遺構中に 5-IOcm大の様集中部

が見られた。]242はB2 -b類の土師器皿。1243は中国産磁器の染付l皿o1244はロクロ士郎;器の皿。

ロ45は南部系山茶碗の大平鉢。1246は南部系山茶腕の腕で、 1247は皿。1248は古瀬戸陸[-rr期の盤。

SK14 (揖87. 132図1249-1251)

FI区中央で確認した。5K03に隣接し、古代の住居SBI仰を切る。南側は捌査区外のため全体のプラ

Jは不明だが、ほほ円形と推定される。規艇は磯惚部分で直径O.75m、深さl.Omo1249はC2類の土

師器皿。1250はBl類の土師器皿lo1251は中国産磁器の染付皿。

SK73 (蔀132図1252-1254、別添図的

F2区東帽で確認した。古代の住居S861. 62を切る。北側は調査区外のため全体のプランは不明だ

が、柿円形状に推定される。規Il!は確認部分で東西2.2m、南北Llm、深さl.15mo1252は古瀬戸世田

則の椅腰形香前。 1 253は叡l!~器軒、董の宝聴つまみ部分。 1254は灰軸陶器椀で、 金属?書写 Lの可能性が

高い。この他実測可能な遺物は無かった。土師器IUI制，"iーが出土することから本時期に相当すると判断
したが、詳細な時期は不明である。



- 123 -

臥剛l

/ 
_/  

下
「ー

10 
「一一

、
ヤー

ト一一

前

町

}

』

悶
回
附
}
同
・招暗台
E
t
寓・
・・1
・
----
twa--

ι
v
b

・
‘‘F
b
 

r

n

-

p

・
L
y
b
ゐ

-

i

，E包
v
i
v

一

-

a沼
山
島
町

-z-

F

U

Z

E

 

-

d
ヴ

r

釦・-Z3
・

;

〈

j
 :
 
:
 

一

ω
-
¥

一

蹴

守、

一

o 悶

い-"-'-'-'-一一」

"'1' ~ *， ν， 

T~ 

ム

B 

5010-l' 

+. 

鈎 U

T 

--，/ 

1下
国則ドーー

ト

←一一

~ェ'1]1・

A 

A起きE

ート叩
ーーー一‘一一一，

1， o 

鷺山蝉遺跡Fl区SDI3実測図第85図

オ

イ

1 
1 

胤胸1

4 

J 
〆

戸-

」
1
1
ト

l
l「
l

r 

10 
「一一

、
ヤー

トーー

E3山

副倒

<mu同色〉・同色・・ bルト・・.""剛
山闘争b崎町
3 日 :....f...岡山
.胸l.<..~ ・_.f\' [:蜘.

.プトレ"

T~ 

t 

t 
1 

r 

? 

ル

‘ 

ヤ

ム

d‘ 

l同

+. 

山 ↓2

剛

， 

T 

-d 

1下
1!i.XOIJト一一

ト

ト一一

A 

盆"

!=.;;J日劇・ A 

-，・一則m
-ー--2

o 悶

い~ムL一一」

[， 
I 

o 
l 

鷺山蝉遺跡Fl区5DI3実i剛図第85図



- 124 -

+ 
¥ +. 

A -T ， 
.プ~I-~'"

=ェ==

。。

1. 
I 

-
寸

1
1

↓l
l
i
d
-
-寸
i
I
1
J
l
i
ti-
-
-ー
パ

~ 
G 

副 2

心

在ジ

。。
。

-

E

E

-

-

:

ー

ト

I

l

l

i

--ト
l
i
t
-ぃ
l
t
1卜
I
I
l
l
-

， 
〆 1

ll 

l ャ1

1帥 }l
¥1  
¥t  

X--'1310¥; 、 I
』一一

泌鋪v
 

〈副比刷〉
1 同.:..~闘.帽剛曾ず

A 
~・2

m
 

種
調v
 l
 十，

o 
i 

C 

.7~"~'" 村 H 汗

c 

_J  

/ヤー・世

T 
¥ 例回ノ、，、
一、-，砂〆『、一

ゐ\~

•• 出釧
r 

C c 

，- 調

~. 

〈蜘土居酔

.リープ氏色クルト・・・・-..
2 闘争.，..・【陀】

鷺山蝉遺跡Fl区SD12、SK07実測図第86図

o 聞

い~ムL一一」

+ 
¥ +四

苓プ~ I-~'" 

= = 

T ， 

J
I
-
-
↓I
l
l
-
-
1寸
1

1

l

i

ti-
-

h

。。
tヨ
G 

制

。
@ 

G 
G 

。

-

-

-

ト

l

lト
l
l
i
t
i

-

-

I

l

l
l

}

 

1
1ト
j
j
t
L
i
t
-卜
1
1

1、
l¥ 
寸入、
i 、
t 、、
""剣 ./l~ ‘" ' 〆， -
-' 

i 
“
 

船v
 l
 一

<釦Itillt.>
L 1Ii".~"咽岬帽削倉芯ア

A ω" 

1. 

十町
o 

C 

.，.~"....，. 

F=p 

c 

.プ'‘--亨

_J  

f〆，--郎事掲

一T 
•• llJ: 

対:Y
/ 
/ 儲 0・リ

c 

..-醐

c 

，-
〈鉱.，ヒ・色〉， .リー市計H・M・-・.

2 陥~.. ~師妙【h】

鷺山蝉遺跡F1区5D12、5K日7築制図第86図

o 1， 
L】 II



- 125 -

下、四 /伝子総
T主ムさ斗ご

i 

で市ア?-
o Uh  ¥ ~_-'--\ 

.7t ~".，. 

O 
判-Gkl 

P 53bli 
@ムミil 

X*_"漏 (ζ)11'¥

。。
。
i 

lQl 

附

，.一削指

J 

v 

。

A 
2必坦

〈抽出〉

~. " 

， .厄悼叫 ~...H 剛色川' . .リーブH 醐 a;.....H
'‘.I!.\-"'~プ回~， j言プ曾71"11".111.・R・留守

2 闘・..¥<O-ト帥H
'閥~\<"'~".t禽
~ *'1-暗岡崎沖b
竃繊同色健隣'"ルb

旬

l坐呈

F ・・.シ..t 'C1'O71";t! 
. .リープa色・・.，ル恥
4町・・.

'阪~\<..t
"・醐I!.¥>"j-

S瓜川 町

べ醐】

〈叫叫〉
1 俵.色シル，..匝・・ー...111健畑町， "色胴船川醐肘
2 軸fIIl-"."・健闘命

S刷 C 

"'=金二竺"ニグ
<~.土軒〉

玉

ーかー‘由

D 

E蜘
総.

.リ-，灰色醐ト

..，1-・H.1ft・..曾

U 

亡二二土=二フ

，，~ 

〈銀胤桝〉， .リーコ順軒周"
凪・6・・-・.

""・ E 

τご詰フ

〈醐土Mf，>
t 時電車シa島ト11':..一酬

一

A 
i笠担

〈蜘i剛軒

~ω 
A 

2・

' 医色且岨"...H剛色¥<&~ ・.リー叫e....~...同ず宮守タ曾.・・E倉 省1Ie.:....~7'回.，曾
2 闘刷a:..ιト岨耐 ， lI .e;....~ (.， ø~ ，.t:1 
a 脈伺色~...~...眠術 . .リープ灰色・・ぬ;-...~ 
.ト格闘細川島 帽耐
Z刷叫削t川 b ・剛;，"f

c 
“h 

旬

込邑

回馴

m・醐f!:.-...f
S瓜M

〈叫は・，，>

， 

〉ぐ
叩 1

， ，保・・色I-"'fa・・・-
-・.魁闘合， .. ・..~..ト同制

2 ・\Oif'l~同v ・ a・... ...，ー

録制 c 

干
l 主主二二二二二土

----=会三竺~ア
〈醐.t.Wt;>
.リー叫色醐ト
・・ ，・"・R・R・曾ア守庁二すー

凱l--tU時1

JGkl 

F53汐ii 
lo1 rllli 

d ゆい
、，

O 

るら

。l¥dl 
開

玉

-x・-・圃

。
一

D 

1蜘

て

芭
』山

掛@島 げ

フ

叫 oo.t.Wf.>， .リー暗色，.，
・..・-・・

鉱 0・ E 

~二士ァ

‘Z醐;l:.W1'.>
t 叫!IY"'~.1l剛一脚



- 126 -

SK74 (第132図1255、gll添図的

F2区東側で確臨した。北聞は湖査区外のため全体のプランは不明。不盤司王と推定される。規艇は

確認部分で東西1.5m、南北O.7m、深さO.lmo1 255は北部黒山茶碗の碗である。 この他笑rn~可能な遺

物は無かった。土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、俳制な時期は不明j

である。

SK75 (第132図1256、別添1219)

F2区中央で確隠した。プランは不整梢円形。規模は長軸O.7m、短輸O.6m、深さO.lmo1256は銅銭

で、 「照寧元宝」である。この他実測可能な遺物は無かった。土師器皿細片が出土することから本時

期に相当すると判断したが、 "~細な時期は不明である。

SK76 (第四 ・132図1258-1261)

F2区中央で確臨した。5B60を切る。プランは柿円形。規模は畏軸1.25m、短軸1.0問、深さO.3mo

埋土に拳大程度の様、 5B60カマドを撹乱した焼土が古まれる。1258，1259はB2 -b茸iの土師器皿l。

1260・1261はC2鮪の土師器皿。

SK77 (車田 132図1262-1266)

F2区中央で確恕した。5B65'66を切る。プランは柿円形。規艇は長軸1.4m、短軸O.9m、深さ

0.65m。埋土に傑と焼土を含む。1262はB2-b類の土師器1111である。1263. 12臼はC2の土師器皿で

ある。1265は灰粕向器の皿。1266は砥石で、石材は砂岩。

SK93 (第88.132図1267-1269)

F2区中央で硝官、した。5B65を切る。北側は捌査区外のため全体のプランは不明だが、桁円形と相

定される。規模は確認部分で長軸l.2m、短軸O.55m、採さO.65mo1267はC2類の土師器illlo1268は灰

軸陶器の椀。1269は土師器伊勢型費。

SK95 (酷88.132悶1270.1271) 

F2区中央で確魁した。上部は撹乱を畳けており、北欄姻方の一部が遺存。南閣は湖査区外のため

全体のプランは不明だが、 円形と推定される。規模は直径1.5m、確砥部分の深さ2.0mo1270は須恵

器商杯の杯部。1271は灰軸陶慌の椀。この他挺削可能な遺物は揖かった。土師器皿細片が出土するこ

とから本時期に相当すると判断したが、詳細な時期は不明である。

SK99 (第132図1幻2. 1273、別添困9) 

F2区東側で碓秘した。5B61を切る。北側は調査区外のため全体のプラノは不明だが、円形と推定

される。規模は[直後L6m、深さl.2mo1272はC2類の土師器皿。1273は土師協聾で、体部タ タキ調整

が施される。

SX10 (第132図1274、}jIJ添図9)

F2区西帽で確認した。全体のプランは不明だが、不整形と推定される。1274はC2類の土師器皿で

ある.

Pit出土遺物 (揖132図1275・1276、別添臣19 ) 

1275はF1区Pit06出土のC2類土師器皿101276はF2区Pit326出土の北部系山茶碗。

SK30 (帯曲図)

SK74 (揮132図1255、$11添図的

F2区東側で確認した。北聞は調査区外のため全体のプランは不明。不整形と推定される。規績は

確認部分で車問1.5m、南北O.7m、深さ0.1ffi，， 1255は北部系山茶碗の腕である。この他築制可能な遺

物は無かった。土師器皿細片が出土することから本時間1に相当すると判断したが、俳綱1Iな時期は不l引

である。

SK75 (第132閣1256、別i嵩悶9)

F2区中央で碓恕した。プランは不整柿円形。蹴棋は長軸O.7m、短軸O.6m、深さO.lmo1256は銅銭

で、 「照寧元宝jである。この他実測可能な遺物は無かった.土師器皿細片が出土することから捗時

期に相当すると判断したが、静細な時期は不明である。

SK76 (郁朗・ 132悶1258-1261)

F21互<j央で磁毘Lた。5B60を切る。プランは柿円形。規視は畏軸1.2Sm、短軸1.0問、深さO.3mo

思土に車大程度の際、 5B同カマドを撹乱した焼土が古まれる。1258・1259は82-b矧の土師器国l。

1260・1261はC2鎖の土師器l山。

SK77 (第88.132図1262-1266)

F2区中央で確隠した。5B65・66を切る。プランは柿円形。風艇は長軸104m、短軸O.9m、深さ

0.65m。埋土に傑と焼土を合むo1262はB2-b鎖の土師協IJIIである。1263. 12臼はC2の土師器1111で

ある"1265は灰軸陶器の皿。1266は砥石で、石材は砂岩。

SK93 (第88.132図1267-1269)

F21l中央で硝IWした。5865を切る。北側は調査区外のため全体のプランは不明だが、物円形と推

定される。規模は確箆部分で長軸12m、短軸O節目、深さO.65m"1267はC2類の土師器皿。12日は灰

糊陶時の祖。1269は土師器伊勢型建。

SK95 (第88.132閏1270.1271)

F2区中央で確魁した。上部は撹乱を畳けており、北側捕方の一部が温存。南側は剖査区外のため

全体のプランは不明だが、円障と推定される。民棋は直径1.5m、確魁部分の深さ2.0m"1270は須恕

格商杯の杯部。1271は灰柑陶憾の腕。この他挺捌可能な遺物は無かった。土師器皿刺J-¥'が出土するこ

とから本時期に相当すると判断したが‘詳細な時期は不明である。

SK99 (第132図1272. 1273、別添図9) 

F2区東側で雄総した。5861を切る。北側は捌査区外のため全体のプランは不明だが、円形と推定

される。規模は直後l.6m、深さl.2mo1272はC2類の土師器皿。1273は土師器葺で、体部タタキ澗撃

が施される。

SX10 (第 132図 1 274、 ~II添図的

F2区西閣で確認した。全体のプランは不明だが、不撃形と推定される。1274はC2類の土師器皿iで

ある.

Pit出土遺物 (部132園1275. 1276、別添図的

1275はFl区間106出土のC2額土師器皿。12761!F2区別t326出土の北部黒山茶碗。

SK30 (第89図)
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F3区で確認した。西側および北側はサプトレンチに切られるが、プランは不整柏1'1形状と推定さ

れる。規模は確鹿部分で東西1.3m、南北3.6m、深さO.35m。実測可能な遺物は無かった。B2頬 C2 

lI'i土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断Lた。

SK31 (第89図)

F3区中央で確認した。プランは不整円形。規棋は東西0.6問、南北0日m、深さ0日m。笑測可能な

遺物は無かった。土師器問細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、鮮細な時期は不

l別である。

SK32 (第四図)

F3区中央で確認した。プランは隅丸方形。規模は東西O.7m、南北O.65m、深さO.8m。実測可能な遺

物は揖かった。土師協皿細片が出土することから本時間lに相当すると判断したが、 sf.制な時期は不明

である。

SK34 (第89図)

F31互中央で確隊した。プラノはほぼ円形。規模は直径O.6m、深さO.2m。埋土が5K30'31等と似て

いることから本時期に相当すると判断したが.顕著な遺物は出土しておらず詳細な時期は不明である。

SK36 (第89図)

F31R南側で碓lIl!.した。5D21に切られる。南側を5X05に切られており全体のプラノは不明だが、不

整楠円車状と推定される。 規艇は確認部分で東西O.75m、 íli~tl .lm、深さO.3m。 実測可能な遺物は無か

った。土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、 詳細な時期は不明である。

S021 (節目図)

F3区中央~南帽で確認した。南北方向の揮で、 5D20、5K30に切られる。規桜は確偲部分で長さ

7.0m、幅0.45m、深さO.2mo~測可能な遺物は無かった。 土師器皿細片が出土していることから本時

期に相当すると判断したが、目下細な時期は不明である。

Pit173 (第89. 132図1257)

F3区北側で確臨した。規模は直径0.45m、深さ0.25m。坦土中より銅銭か出土した。1257は銅銭で

「水器通宝」である。この他実測可能な遺物は蕪かった。埋土が先述の5K30専の土坑に似ること、古

代の住居と全く典なることから本時期に相当すると判断したが、詳細な時間lは不明である。日世紀代

にさかの日る可能性も考えられる。

置山仙道遺跡A'B区

S002 (第92. 133図1277・1278)

A2区中央で確隠した。区間滑で流向は北 ill方向。両端は調査区外のため全体のプランは不明。

規棋は確認部分で長さ5.0m、帽1.25m、深さO.75m。断面形状は西個にテラスを有L、V字形(薬研形)

に近い。1277は大様車I段階の天目茶腕。1278は82-a頬の土師器皿。

S003 (第92.133図1279-1287)

A2区西欄で確lIl!.した。流向は北西 南東方向。両端は捌査区外のため全体的プランは不明。焼棋

は確認部分で長さ忌4m、幅!.15m、深さO.5mo1279は古禰戸桂W期新段階の設。12剖は常滑聾。1281

F3区で確認した。西側および北側はサプトレンチに切られるが、プランは不整柿円形状と推定さ

れる.規模は確昭部分で車西t.3m、南北3.6m、保きO.35mo;J.f測可能な遺物は無かった.82類 C2 

鮪土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断した。

SK31 (第89図)

1'3区中央で破寵した。プランは不整円事。肱棋は車西O.6m、南北O伍m、深さ0.651110~湖可能な

遺物は無かった。土師器皿細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、鮮側な時期は不

l別である。

SK32 (第四図)

1'3区中央で確認した。 プラ Jは隅丸方形。 脱艇は東西0.7m. 南北O.65m、深きO.8m~ 実測可能なjft

物は無かった。土師器皿細片が出土することから本時JPJに相当すると判断したが、 目下組!な時期は不明

である.

SK34 (第祖国)

同区中央で確惚した。プランはほぼ1'11匹。規棋は直径O.6m、深さ0.2m。組土がSK30'31等と似て

いることから本時期に相当すると判断したが顕著な遺物は出土しておらず詳細な時JVJは不明である。

SK36 (第89図)

1'3区南側で碓臨した。SD21に切られる固TIi側をSX05に切られており全体のプランは不明だが、不

整梢阿見E杭と推定される。規棋は確認部分で車西0.75田、市北1.1m、深さ0.3mo実測可能な遺物は無か

った.土師器皿細目ーが出土するζ とから本時期に相当すると判断したが、詳細な時期は不明である。

S021 (品目関)

1'3区中央-i首聞で確認した。南北方向の揮で、 SD20、SK30に切られる。規模は確飽部分で長さ

7.0m、幅0.45問、深さ 0.2問。 ~測可能な遺物は録かった。 土師器阻細片が出土していることから本時

期に相当すると判断したが、鮮側な時間iは不IYJである。

Pit173 (第89・132国1257)

1'3区北倒で確隠した。組棋は直径0.45m、深さO.25m。坦!土中より銅銭か/JJ土した。1257は鋼銭で

「永車通宝」である。この他提i削可能な遺物は無かった。且i土が先述のSK30等の土坑に似ること、古

代の住居と金<.1'<なることから本時期に相当すると判断したが、詳細な時期は不明である。15世紀代

にさかの日る可能性も考えられる。

置山仙遭遇跡A・B区

S002 (第92. 133匝11277'1278) 

A2区中央で碗1恕した。区蘭樽で流向は北ー南方向。両端は調査区外のため全体のプランは不IYJ。

組棋は確認部分で民さ5.0m、相1.25m、深さO.75m。断面形状は西個にテラスを事L、V字形 (事研形)

に近い。1277は大型i部I段階町天目茶腕。1278はB2-al自の土師器皿。

S003 (第92.133図1279-1287)

A2区西側で磁飽した。流向は北西一南東)i[IiJ。両端は調査区外のため全悼のプランは不l目。規模

は確包部分で長さ5.4m、幅1.l5m.深さ0.5問。1279は古欄戸佳W期新段附の盤。12剖は常滑要。J281
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はB2 -b類の土師器皿。1282はC2類の土師器皿。1283は土師器伊勢型斐。1284は須曹、器高杯。1285

は土師器清輝型鍋。12剖は土師器伊勢型望。1287は常滑要。

5004 (第92. 133図1288-1301)

A2区中央で確認した。プランL字状を里する滑で、南側は調査区件、西側は拭捌トレンチにより

S002との切り合い関係は不明である。規艇は確認部分で東西方向の長さ2.2m、幅O.6m、漂さ0.15m。

南北方向の長さ2.8m、幅O.4m、深さO.2m。埋土に準大担庄の礁を含んでいる。1288は古瀬戸桂W聞j

新段階の播鉢。1289. 12叩は古瀬戸佳W期新段階の折縁深血。I四1は北部系山茶碗の腕。1292-1295

はB2 -a類の土師採血lで、 1294は内而にタール付暗。1296-1298はB2 -b頬の土師時皿で、 1却7は

内面に、 1298は内外商 I にタール付着。 I四9はC2 類の土師器lI~o 1300. 1301は01矧の土師器皿。

5007 (掠92. 133図1302)

A2区中央で確認した。流向は北一南方向。行き止まりの講で、規慎は確認部分で長さ2.0m、幅0.4

-O.6m、深さO.25m。壇l土に拳大程度の礁を古んでいる。130告は01類の土師器皿である。

5009 (串田 91 . 133図1303. 1304) 

AI区中央で櫨認した。S009を切る。流向は刷折する東 西方向。携の両慨は鯛査区外のため全体

のプラ〆は不明。鋭棋は確!a部分で長さ5.1m、幅2.5--2.8m、深さO.75m。断面部状は南側にテラスを

持つ逆台形状。1303. 1304はC2類の土師協肌。

5KOl (第92. 133図1305-1310)

A2区中央で確認した。北閣を試掘トレンチ、南側は湖査区外のため全体のプランは不明だが、楕

円形状と推定される。規艇は確認部分で東西2.1m.南北2.2m 深さ0.2mo1305は古瀬戸桂W期新段

階の天目茶碗。1306は北部系山茶植の融。1307は81類の土師器皿で、内外商タール付着。1308はC2

類の土師器皿。13凹は土師器伊勢型鍋。1310は中世挺漉劉衛系陶器の望。

5K05 (第90'1331S1J311-1316) 

AI区中央で確認した。SK04に切られ、 SKI6'SKI7を切る。西側は湖査区外のため全体のプラン

は不明だが、不整長方形と推定される。規模は確魁部分で南北8.0m、東西2.0m、深さl.1m。北側に

テラスを有L、南帽底而に平坦而を確認できた。1311は古瀬戸桂W刷新段附の腰折I目。1312は大熊第

l段階の端匡皿。1313はC2類の土師器皿。1314はMlIiの土師器皿。1315は土製品の土鈴。1316は須

恕器杯身で、受部を有する。

5K13-18 (第四 911盟)

いずれもAI区中央で確寵した土坑で、プランはほぼ附丸長方形状を呈する。SKI31;l:東側が調査区

件。規棋は確認部分で長辺1.2m、短辺O.7m、深さO.l5moSK14は車聞が調査区外。Pitl97に切られる。

規模は確認部分で長辺1.55m、短辺O.4m、深さO.l5moSKl5はPitl99・201に切られる。規模は長辺

2.0m、短辺1.0m、深さ0.2moSKI6はSK05に切られる。規艇は確認部分で長辺2.4m、短辺O.5m、深さ

O.2mo SK17はSK05に切られる。規模は確認部分で長辺1.2m、短辺O.5m、深さ0.21110SK18は世艇が

長辺1.6m、短辺O.75m、i車さO.15moPit207に切られる。いずれの遺構もl):;測可能な遺物は悟く、土師

時山細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、詳細な時四lは不明である。中世にさか

のぼる可能性も考えられる。

はB2 -b類の土師器l皿。12821J:C2類の土師器皿o1283は土師器伊勢型要。1284は須車時高杯。1285

は土師器情輔型鍋。1286は土師器伊勢型望。1287は常rlB!!。

5004 (部92'133臣112拙-1301)

A21l中央で確認した。プランL宇状を呈する滑で、南側は調査区件、凶側は拭捌トレンチにより

SD02との切り合いl瑚悟は不明である。 規棋は確認部分で車西方向の長さ 2.2m、幅O.6m 、 J~ さ 0. 15問。

南北方向の長さ2.8m、幅O.4m、探さO.2m。埋土に犠大程度の擦を含んでいるo1288は古薗戸桂1VlUJ 

新段階の指鉢。1289. 1290は古瀬戸陸W期新段階の折縁深皿。1291は北部系山某腕の腕。1292-1295

I;l:B 2 -a類の土師滞IUIで、 1294は内而にタール付措o1296-1298はB2 -b類の土師滞皿で、 i四7は

内而に、 1298は内外而にタール付着。1299はC2類の土師時I見。日田 1301はDl矧の土師時皿。

5007 (車92.133凶1302)

A21l中央で確恕した。流向は北一南方向。行き止まりの溝で、規棋は確認部分で長さ2.0m、幅0.4

-O.6m、深さO.25m。組上に準大程度の傑を古んでいるo13021W 1離の土師器皿である。

5009 (師剖 91 . 133悶1303.1304) 

Al区中央で確認した。SD曲を切る。流向はJ，jj折する車ー西方向。r障の両聞は1醐査区外のため全体
のプランは不明。規制は磁隈部分で長さ5.1m、制2.5-2.8m、深さO.75m。断而車状I;!南側にテラスを

持つ逆台形状。1303'13仰はC2 1i'iの土師協1111。

5KOl (第92・133函13日5-1310)

A2区中央で確認した.北慨を試掘トレ〆チ、南個1;1:割葺区外のため全体のプランは不明だが、栴

円形状と推定される.艦艇は確認部分で東西2.lm 南北2.2m.深さO.2mo1305は古瀬戸桂W期新段

階の天目茶腕。1306は北部)lulJ茶碗の融。1307はBI頬の土師器皿で、内外而タール付着o13081まC2

類の土師器皿。13凹は上師時伊勢型鍋。1310は中世史i浪劉衛系陶器の望。

5K05 (郡田 1331司1311-1316)

Al区中央で確認した。SK04に切られ、 SKI6'SKI7を切る。西側は簡査区外のため全体のプラン

は不明だが.不整長方車と推定される。規棋は確認部分で南北8.0m、JIi西2.0m、深さ1.1mo北側に

テラスを ~iL.、南側眼前に平旭国を確認できたo1311は古瀬戸桂W期新段階の腰折皿。1312は大熊措

l段階の端医皿。1313はC2頬の土師器皿。1314はM曹Iの土師器皿。1315は土製品の土鈴。1316は須

:!~詩作身で、受部を ~Îする。

5K13-18 (第叩 91阻1)

いずれも Al区 rll~たで儲魁した土坑で、プランはほぼ隅丸長方陪状をlè.する o SKI3は東側が調査区

外。規模は確認部分で品辿1.2m、短辺O.7m、深さ且15moSK14!.i東慨が調査区外。Pitl97に切られる。

規艇は確認部分で長辺1.55問、短辺O.4m、深さO.15moSKl5はPit199.201に切られる。規棋は長辺

2.0m、短辺1.0m、深さ0.2moSK16はSK05に切られる。鋭機は確認部分で長辺2.4m.短辺0.5111、深さ

0.2mo SK17はSK051ニ切られる。規模は確習部分で民辺1.2m、短辺O.5m.i揮さ0.21110SK18は世織が

位辿1.6m、短辺O.75m、i揮さO.15moPit207に切られる。いずれの遺構も提出l可能な遺物は無く、土師

器1111細片が出土することから本時期に相当すると判断したが、詳細な時則は不明である。中世にさか

のぼる可能性も考えられる。
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Pit出土遺骨 (第133図1317-1319、別添図10

1317はA2区Pit30出土の土師器ll[B2-b類で、内面にタール付着。1318'1319はA2区Pitl2出土遺

物で、 1318は土錘、 1319は土師得皿B2 -a類。

第 5!lp 5 JUH近世)の遺構と造物・各層出土その他逃物

5周jの遺構は本調査区埴全体で確認できた。主に回帰上面 (近世耕作土)上面で遺構を検出した。

鷺山蝉遺跡A区

SD24 (第I担図1320. 1321、別添図1)

A3区中央で確認した。流向は* 西方1'105002 . 22を切る。西側は湖査区外に延び、車は5027と

ともにT字状のプランを呈する。長さ3.6m、幅0.8m、深さ0.4mo1320はC2矧の土師器皿。1321は近

世長浪窯丸皿。

SE01 (第93. 134図1322-1324)

Al区西側で確JaLt.::o姻り方のプランは楕円形で、規艇は長軸方向約1.9m、短軸方向約1.5m、深

さ約1.65m。埋土を除去すると、竹龍の弁戸側を検出Lた。井戸側は直径約O.75m、向き約1.05m。

1322は土製品の土鈴。1323はi!i世瀬戸窯ねり鉢。1324は近世瀬戸窯指鉢。

SE02 (第94図)

Al区東側で確越した。5X06を切る。掘り方のプランは隅丸方形に近い。規艇は南北l.1m、東西

l.lm、採さ1.3m。埋土を除去すると、置存状態の悪い竹徳の井戸側を検出した。井戸側は直径O.9m、

日さ I.Om。桂述のSE03と形状、埋士が似ているため、本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物

は出土しておらず詳細な時期は不明である。

SE03 (第94. 134図1325. 1326) 

Al区東側で確認した。SX06を切る。掘り方のプランは隅丸方形に近い。規般は南北1.3m、東西

1.3m、深さ1.3m。理土を除去すると、遺存状態の悪い竹能町井戸側を検出した。井戸側は直径0.9m、

高さ0.8mo1325は北部黒山茶碗の碗。1326は近世陶器の資。

SX02落ち込み (第134図13Z7. 1328、別添図1)

A2. A3区中央で確恕した。5C胞を切る。全体のプランは不明だが、不整形と推定される。規棋は

雑恕部分で東西8.8m、南北6.7m、深さ0.2m。思土はH 皿陪(近世耕作土)に似た粘賀土で、近世

以降の水凹跡の可能性が考えられる。1327はB2 -b'聞の土師器皿。1328はC2類の土師器皿。

鷺山蝉遺跡B区

SD33 (第134図1329. 1お0、別添図4)

B4区全体で碕認した。調査区西側の大半を占的、 3期・ 4期の遺構を全て切る。また戦国時代の

SA02土塁を切る。樫土は下府に地山層のプロック土を多量に含み、上府は山土や僚を多量に古む。

本遺構が蝉土手城館跡の蝋S003延長ラインの車側にf~世することから、捕の車問が崩落したことに

よって形成された娘跡とも考えられる。しかし性絡は不明である。土取跡の可能性も考えられる。埋

土からは明治期以降の遺物に混じって古い遺物が/11土している。1329. 1330は北部系山茶碗で、掛嘗

Pit出土壇鞠 (第133図1317-1319、sII添図11)

1317はA2区PIt30出土の土師器[IIlB2 -b類で、内閣にタール付着。1318'1319[iA2区間t12出土遺

物で、 [318は土錘、 [3[9は土附帯皿B2 -a類。

第5節 5 I羽(近世)の遺構と造物・各府出土その他巡物

5湖町遺構は本調査区域全体で確認できた.主に回帰上面 (近世耕作土)上而で遺構を検出Lた.

館山蝉遺跡A区

S024 (第134図1320. [32[、別添図1)

A3区中央で確認した。流向は車ー西方向。5002・22を切る。西側は捌査区外に}illび、w:は5D27と

ともにT宇状のプランを呈する。長さ3.6m.幅0.8m.深さO.4mo1320はC2頼の土師器llio1321は近

世奨濃禽丸皿。

SEOl (蔀93'1剖図1322-[3剖)

A[区西闘で確包Lた.揃り方のプランは楕円形で.規績は長軸方向約1.9m、短軸方向約1.5皿、深

さ約1.65m。埋土を除去すると、竹飽の井戸側を検出した。井戸側は直径約O.75m、向き約1.05m。

1322は土製品の土鈴。1323は近世瀬戸窯ねり鉢。1324は近世瀬戸窯指鉢。

SE02 (第94図)

Al区東側で確認したo5X06を切る。掛り方のプランは隅丸方形に近い。鋭艇は南北l.1m、東西

I.1m、探さ1.3m。担!土を除去すると、遺存状態の悪い竹徳の井戸側を検出した。井戸側は直径O.9m、

商さ I.Omo桂述の5E03と形状、坦i土が似ているため、本時期に相当すると判断したが、顕著な遺物

は出土しておらず詳細!な時期は不明である。

SE03 (第94・134図1325・1326)

Al区JI!冊で確1I21..た。5X06を切る。掘り方のプランは附丸方形に近い。姐棋は南北1.3m、東西

1.3m、深さl.3m。駆土を除去すると、置存状態の悪い竹穂町井戸側を検出した。井戸側は直後0.9m、

町さ0.8mo1325は北部耳、 11 1茶碗の碗。 1326は近 I~胸器の蛍.

SX02落ち込み (第134図1327. 1328、別添図 1) 

A2. A3区中央で確認した。5002を切る。全体のプランは不明だが、不整形と推定される。規棋は

雌i車部分で車凶8.8m、南北6.7m、採さO.2moJ:Ul土はH 皿層 (近世耕イ乍土)に似た粘賀土で、近世

以降の水凹跡の可能性が考えられる。1327はB2 -b矧の土師器mlo1328はC2却の土師棺肌。

鷺山蝉遺跡B区

S033 (第134図1329. 1330、別添図4)

B4区全体で確起した。澗査区西側の大半を占的、 3)111・4期の遺構を全て切るa また戦国時代の

5A02土星を切る。里1土は下府に地山屑のプロック土を多量に含み、よ府[1山土や僚を多量に古む。

本遺構が蝉土手城町I跡の胤5003延長ラインの班側にj~世することから、期の班111が崩落したことに

よって形成された痕跡とも考えられる。しかし性絡は不明である。土取跡の可能性も考えられる。.IDl

土からは明治期以降の遺物に混じって古い遺物が/1¥土している。1329. 1330は北部系山茶碗で、盛嘗
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が見られるがともに判脱不能であった。

SDB4 (部134図1331、別添図4)

盟

'‘ 

• 
〈醐土."
1 剛色軒シ.
E一厩同….融m…色岨山..叫~日H山禽
. ，宕，リ一プ矧厳.闘.帽.酔，.ル叫ト 伊E悦箆.船》・同色・・ 4嶋田倉崎山川"
g 

〈皿金融〉

E 剛&l>"'~岡小崎.
(Fdt・}

2 剛&\o'..~...軒..醐H
【押剛山リ
. .灰色l>.~.'"酎
【押剛山り

‘ a医・・h司p・11.-...¥>....・・.
ト日'. .震..中・..ー・・シ..・・曾

o 1. 
い~ιLーー」

B8区南側で確認 Lた。 流向は車一西方向。 SAO I を ~J る 。 両端は調査区外のためプランは不明。 長

さ5.0m、何0.8m、深さO.75m。近現代の遺物にiJもじって古い遺物が11¥土している。1331はB2-a類の

土師器皿で、内面タール付着。

組山蝉遺跡C1匡

SD01 (車l祖国1332-13潟、別添図7)

Cl区全体で確認した。SX02・SD02を切る。流向は北 南方向。SX02日燃流路を切る。車側は捌

査区外のため全体のプランは不明。確認部分で長さ30.8m、幅3.2m、深さO.25m。断面形状は浅い1111

状。1332は中国産磁器の染付皿。1333は古瀬戸桂IV古段階の縁糊小田。13剖は古瀬戸陸IVJ田新段階摺

鉢。1335，1336は大熊車 I段階天目茶碗。1337は近世胸器の腕。1338は土製品の土錘。

SX01落ち込み (第134図1339-山崎、別語図7)

Cl区南側で確認した。SX02・SD02を切る。全体のプランは不明だが、不整形と推定される。東西

4.8m、南北6.4問、深さO.3m"SDOIに近接Lており、樽町可能性も考えられるが、遺構の性格は不明

である。坦土は洪水砂と も考えられる均質な細砂であった。 1339は古瀬戸能W期新段附の天目茶腕。

1340はC2矧の土師器皿。1341はDl類の土師器皿。1342は近世嗣戸美濃識の端民組。1343は近世柴濃

活情型香炉。 1344は石製品の硯。1345は剖製品の煙管雁首都分。
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が見られるがともに判続不能であった。

5DB4 (部1剖図1331、別添図4)
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B8区南聞で確認Lた。流向は*ー西方向。SAOIを切る。両端は咽査区外のためプラ ム〆は不明.長

さ5.0m、幅O.8m、深さO.75mo近現代の遺物に混じって古い遺物が出土している。1331はs2-a頬の

土師器皿で、内面タール付着.

鼠山蝉遺跡C1匡

5D01 (都13<1国1332-1338、別添図7)

C11R企体で確認した。5X02・5002を切る。流向は北 南方向。SX02自供流路を切る。東側は湖

査区外のため全悼のプランは不明。確認部分で長さ3D.8m.幅3.2m、深さO.25mo断面形状は浅い011

相eo1332は中国産磁器の染付皿。!お3は古瀬戸桂W古段階の縁柑I'i、U11.1334は古瀬戸桂W同i新段階摘

鉢。1335'1336は大熊第1段階天日茶碗。1337は近世剛器の腕。1338は土製品の土蝿。

5X01落ち込み (第l剖図1339-1345、別種図η

C1区南側で確認した。5X02. 5002を切る。全体のプランは不明だが、不盤形と推定される。東西

4.8m、南北G.4m、深さO.3moSDOIに近接しており、 r障の可能性も考えられるが、遺構の性格は不IVI

である。車11土は洪水砂とも考えられる均質な細砂であった。1339は古瀬戸桂W即l新段階の天目茶腕。

1担OはC2類の土師器I皿。1341は01類の土師協nllo1342は近世嗣戸?k濃;棋の端尻腕。1343は近世l-;i血

清向型香軒。1344は布製品の硯。l剖5は鋼製品の煩管雁首都分。
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鷺山蝉遺跡口区

5011 (第134図1346、日Ij添図8)

D4区中央~東側で確認した。SX09落ち込みに切られる。流向は東 西方向。長さ9.8m、幅O.4m、

深さ0.2mo1346は近世瀬戸窯の碗である。

5A01柱穴列 (~rJ添図的

D4区西棚~中央で確認した。東西方向で、東からPit55・69・77・56-62.74で構成される。規模

は確認部分で東西10問、柱問1.9m。根右等は無かった。上記のSDllを切ることから本時期に相当す

ると判断した。

5E01 (第95図)

D2区東棚で確認した。規艇は直径l.6m、深さl.2mo井戸側を抜き取った可能性が向い。実出l可能

な遺物は蕪かったが、近世附磁器片が出土することから、本時期に相当すると判断した。

5E02 (第95.134図1347)

D2区東側で確認Lた。北側は調査区外のため全体のプランは不明だが、ほぽ円形と推定される。

規棋は確認部分で東西2.4m、南北1.0m、深さLOm。葉掘井戸の可能性が考えられる。o1347は近世美

浪芸者の腕である。

5X02落ち込み (第134図1348・1349、別添図8)

D2区西側 ーD3区東側で確認した。南側は調査区外のため全体のプランは不明。悶丸長方形と推定

される。規模は確認部分で東西6.0m、南北2.8m、深さO.5m。皿陪 (近世耕作土)上から掘り込まれ

ており、埋土は洪水堆積状の均質な細砂であった。1348は古瀬戸佐皿期の平椀。1349は銅製品の煙管

雁首部分。

5X03落ち込み (第134図13叩-1お4、別添図8)

。21支全体で確認したのSDOl. 03を切る内 大半は調帯区外で、遺構の南日を確認したのみで令体の
プランは不明。規棋は確認部分で東西15m、南北2.9m、深さO.4mon 皿周 (近世耕作土)に似てお

り、粘質の埋土であることから近世以降の水田町可能性が考えられる。1350は南部系山茶碗の腕で、

1351は大平鉢。1352は灰利岡器椀。1353は中国産磁器の染付皿。1354は近世瀬戸熊の鉢。

鷺山蝉置跡E1区

5001 (第134図1355. 1356、別添図8)

El区東側~中央で確認した。SD06. 08を切る。流向は東 西方向。西側は試掘坑に切られ全体の

プランは不明。規模は確認部分で長さ11.4m、幅O.7m、深さ0.3mo1355は中国産磁掠の青磁鉢もしく

は大皿。1356は近世胸器京焼耳、の碗。

SX01落ち込み (第134図1357-135S人別添図的

EI区東側~中央で確認した。南府 北日の一部を確認Lた。SD03.08 . 15等を切る。東西13m、

南北2.7m。深さO.2mo雄士はE 皿府 (近世耕作土)に似ており、粘質の埋土であることから近世

以降の水田町可能性が考えられる。1357は古瀬戸桂r-rrWJの略式花瓶。1358はB2 -b類の土師器

I皿で、内面タール付着。1359は砥石で、石材は砂岩。

鷺山蝉遺跡D区

5011 (第134匝11346、別添図8)

04区中央-jf!側で確認した。SX09落ち込みに切られる。流向は東一西方向。長さ9.8m 幅O.4m、

深さO.2mo1346は近世瀬戸窯の腕である。

5A01柱穴列 (別添図的

04区西側~中央で確認Lた。東西方向で、東からPit55. 69・77. 56-62 . 74で構成される。規模

は確恕部分で東西101問、柱問1.9mo桜石等は無かった。上記のSOl1を切ることから本時期に相当す

ると判断した。

5E01 (第95図)

02区東側で確認した。規模は直後1.6田、深さ1.2m。井戸側を抜き取った可能性が向い。実測可能

な遺物は離かったが、近世間磁器片が出土することから、本時期1に相当すると判断した。

5E02 (都95. 134図1347)

02区東側で確認した。北側は割査区外のため全体のプランは不明だが、ほぽ円形と推定される。

規艇は確認部分で東西2.4m、南北l.Dm、深さI.Omo葉掘井戸の可能性が考えられる。o1347は近世美

浪費1の腕である。

5X02落ち込み (第134図1348，1349、別添図8)

02区西側ー 03区東側で確認した。南側は調査区外のため全体のプランは不明。隅丸長方形と推定

される。組艇は確認部分で東西6.0m、甫I北2.8m、iまさO.5m。皿陪 (近世耕作土)上から掘り込まれ

ており、風土は洪水堆積状の均質な細砂であった。1348は古瀬戸桂皿期の平腕。1剖9は銅製品の煙管

雁首部分。

5X03落ち込み (第134図1350-1354、別添図的

。21支全体で確認したのSOOI. 03を切るの大半は調脊区外で、週構の南日を確認したのみで令体の
プランは不明。規模は確認部分で東西15m、南北2.9m、深さO.4moI1 皿府 (近世耕作土)に似てお

り、粘11の埋土であることから近世以降の水聞の可能性が考えられる。1350は南部系山茶碗の碗で、

1351は大平鉢。1352は灰利胸器椀。1353は中国産磁器の染付皿。1354は近世瀬戸熊<T.鉢。

鷺山蝉遺跡E1区

5001 (革134図1355. 13目、 別添図的

El区東側~中央で確認した。S006. 08を切る。流向は東 西方向。西側は試掘坑に切られ全体の

プランは不明。規模は確認部分で長さ11.4m、幅O.7m、深さO.3mo1355は中国産磁器の背磁鉢もしく

は大皿。1356は近世間器京焼系の碗。

5X01落ち込み (第134図1357-1359、別添図8)

El区東側~中央で確認した。南府 北日の一部を確認した。S003'08 . 15等を切る。東西13m、

南北2.7m。深さO.2m。埋土はII. m府(近世耕作土)に似ており、粘質の埋土であることから近世

以降の水田の可能性が考えられる。1357は古瀬戸桂 j-llWJの尊式花板。1358はB2 -b類の土師揺

皿で、内面タール付着。1359は砥石で、石材は砂岩。
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第96図 鷺山仙道遺跡A2区SX01池状遺構、 81区SEOl実測悶

鷺山蝉遺跡Fl区

SKOl (第I担図13曲、別添函9)

正

F1区東側で確認した。SD12を切る。プランは不整楕円形。規模は長軸1.6m、短紬l.4m、深さO.lmo

1360はB2 -a類の土師器血。この他実測可能な遺物は無かった。!'I!土が皿府に似ることから本時間1

に相当すると判断したが、職同時代にさかのぼる可能性も考えられる。

SK02 (第i剖図1361・1362、別添固め

FI区東側で確思した。SX01、SD13を切る。北側は調査区外のため全体のプランは不明。隅丸方形

と推定される。規模は確認部分で東西l.2m、南北12m、深さO.5mo1361は82-b類、 1362はC2類

の土師器皿。この他実潤可能な遺物は鯉かったが、埋土がE 皿届(近世耕作土)に似ること、近現

代同磁器が出土することから本時期に相当すると判断した。

鷺山f山遭遇跡Al2[

SK04 (抗134図1363. 13刷、別添図12)

A1区北側で確認した。SK05を切る。商慣は1闇査区外のため全体のプランは不l目。不整柿円形状と
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第96図 鷺山仙道遺跡A2区SXOI池状遺構、日11亙SEOl実測図

施山蝉遺跡FI区

SK01 (酷134図13曲、別i主悶9)

FI区東側で傭偲した。SDI2を切る。プランは不整相円形。組艇は民軸1.6m‘短軸1.4m、深さO.lm。

13曲は82-a鎖の土師器皿。この他主調可能な遺物は無かった.組土が皿踊に似ることから本時期

に相当すると判断したが、世同時代にさかのぼる可能性も考えられる.

SK02 (都134図1361. 1お2.別i星図9)

FI区JI(聞で確也した。SXOI.SD13を切る。北側は調査区外のため全体のプラノは不明。隅丸方醇

と推定される.民棋は確肱部分で東西L2m.南北1.2m、深さO.5mo136JはB2 -b頼、 1362はC2類

の土師器皿.この他実測可能な遺物は無かったが.埋土がu.皿届 (近世鼎作土)に似ること、近現

代陶磁器が出上することから本時期に相当すると判断した。

揖山仙遭遇跡AIK

SK04 (前1341副13臼印刷、別添図12)

AI区北闘で櫨1ftした。SK05を切る。西聞は調査区外のため全体のプランは不明.不整摘円形状と
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推定される。規模は確也部分で南北2.9m、東西1.25m、深さ0.25mo1363は中国産磁器の白磁碗で、

口縁が玉縁状。13刷は土製品の土錘。

SK07 (節 134図 1 3師、 ~'J添図 l il

A2区中央で確留した。南側は調査区外のため全体のプランは不明。ほ日円形と推定される。規綴

は直径1.2m、深さ0.3mo13白は近世陶器京焼の腕。

SK09 (第134図日66. 1367、別i;;図u)

A2区ql央で確認Lた。SK08を切る。プランはほぼ円形。規模は直後1.lm、深さ0.3mo1366は近世

;x;漫冊iの腕。1367は鋼製品の煙管')1k口。

SX01池状遺構 (部96. 1担図1368-1376)

A2区西側で錨臨した。北側 南側は湖査区外のため全体のプランは不明。規模は確認部分で東西

11m、南北5.0m、o深部の深さ2.4m。埋土は泥状の堆積と洪水JIHilに由来する砂崩が1LJIiIとなる部分
が見られる。池状遺構と判断したが、常時滞水している環境ではないことが土壌分析から判明した

(詳細は第6章第l節番目的。1368は土師器平底聾である。1369は灰軸胸器の損。1370・1371は土製品の

土錘。1372は近世英漉窯の灯明具。1373は近世胸器の皿101374は近世瀬戸柴波慌の禿皿。1375は土師

器熔始。1376は近世柴濃織の五台穂利。

置山仙岨遺跡BIi!:

S002 (第134図1377. 1378、別添図12)

81区北側で確魁した。流向は東 西方向。両端は調査区外のため全体のプランは不明。規模は長

さ5.2m、帽1.5m、深さO.l5m。断面形状は浅い皿状。1377は古瀬戸挫W出l古段階の縁紬小皿。1378は

近世同保瀬戸史漉熊の迎。

SK06 (知134図1379、別i;;図12)

81区北端で確認した。西聞と北側は調査区外のため全体のプランは不明。附丸方形と推定される。

規棋は確i!l(部分で南北l.4m、東西0.7m、探さ0.6mo1379は近世誕漉1恨の柳事腕。

SE01 (第96図)

81区南側で確臨した。掘り方プランは不整桁円形。規艇は長軸1.9m、短軸1.7m、深さl.15m。埋土

を除去すると、下崩部分で井戸側を確認した。井戸聞は細い単子葉類の茎部(ヨシ科植物のようなも

の、昨細は第6軍部2節書照)を束ねた簡易なもので、水漏であったと推定される。固化可能な遺物

は無かったが、近世胸磁器片が出土することから本時期に相当すると判断した。

く包含圃その他出土壇物〉

鳩山蝉遺跡B8区百圃 (部135図I話口-13拙)

日却は縄文土鳩深鉢。1381. 1お3は縄文土器突帯文深鉢。1382は縄文土器浅鉢。1384は縄文土器の

21か。1385・1386は晶政文土憾の斐。1387は剥片で、石材は粘板岩。13田は不明石製品で、石材は大

日品安山岩。

鷺山蝉遺跡F2 Ii!: VI眉 (第135図1389-1395)

推定される。鋭艇は確認部分で南北2.9m、東西1.25m、深さ0.25mo13631;1: 1'11同産磁器の白磁腕で、

口縁が玉縁状。1364は土製品の土錘。

SK07 (第1341司13師、別添図11)

A2区中央で確砲した。甫聞は調査区外のため全体のプラ〆は不明。ほほ円形と推定される。現棋

は直径1.2m、深さ0.3mo13日は近世陶器京焼の腕。

SK09 (節134悶13印 1367、別添図III

A2区中央で曜紙した。SK08を切る。プランはほぼ円形。組棋は広筏l.Im‘i躍さ0.3mo1366は近世

主捜部の腕。1367は鋼製品の煙管吸口。

SX01池状遺構 (耳~96 . 134図1368-1376)

A2区凶側で拙lIl'.した。北側 南側は湖査区外のため全体のプランは不'11。規模は確認部分で東西

llm、南北5.0m、/i!:深部の深さ2.4m。埋土はi尼状の堆積と洪水嶋般に由来する砂屈が五府となる部分

が且られる。地状追憎と判断したが、常時滞水している環境ではないことが土域分析から判明した

(静酬は第6章第!節害問)0 1368は土師器平底費である。1369は灰勅剛器の腕。1370・1371は土製品の

土錘。1372は近世主漫窯の灯明具。1373は近世胸器の皿o1374は近世瀬戸長換熊の禿皿101375は土師

器熔始。1376は近世柴漫熊の五合徳利。

鷺山仙遭遇跡BIi!:

S002 (第l担図1377.1378、別添図12)

B1区北側で硝魁した。流向は東 西方向。両端は調査区外のため全体のプランは不明。規僚は長

さ5.2m、相1.5m、深さ0.15m。断面形状は浅い皿状。1377は古瀬戸桂W皿l古段階の縁朝川、皿。1378は

近世胸僻欄戸>Xli農織の造。

SK06 (却134闘1379、別j;!;図12)

BIs北端で確認した。西側と北側は調査区外のため企体のプランは不明。附丸方形と推定される。

規棋は錨lIl'.部分で南北104m、車西0.7m、深さ0.6問。1379は近世央操縦の柳某組。

SE01 (館前図)

Bl区南側で確認した。掘り方プランは不整柿円形。規艇は長軸1.901、短軸1.7m，深さ1.l5m。埋土

を除去すると、 F府部分で井戸側を確認した。井戸聞は細い単子東軍1の韮部 {ヨシ科植物のようなも

の、詳細は都6傘部2節書照)を車ねた術品なもので、水稲であったと推定される。固化可能な遺物

は無かったが、近世陶磁器片が出土することから本時期に相当すると判断した。

〈包含圃その他出土遺物〉

鳩山蝉遺跡B8区百層(第135図I担0-1潤8)

13却は純文土根深鉢。1381. 1お3は縄文土器突f17文深鉢。日82は縄文土器浅鉢。1384は縄文土器の

留か。日85・1386は晶根文土器の費。1387は剥片で、石材は粘桜羽。1388は不'11石製品で、石材は大

目舟安山制。

施山蝉遺跡F2 Ii!: vl眉 (節135図1389-1395)
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1389は5字型口緑片で、 A類。1390は有段口縁費。1391は暗文土附器腕。1392は土師器伊勢型斐。

1393はJl漫式2J闘の焼溢土器。1394は灰軸陶器縮。1395は土製品土錬。

鷺山蝉遺跡A'BI2!:V圃 (車135図1396-1413)

1396はA4区出土の銅銭で『口元日宝Jo1397' 1398はB2区/u土のロクロ土師器。1399I1A3区出土

の緑勅胸器片。1400. 1401はB4区出土の灰軸陶器腕と皿。1402はB5区出土の中園産磁器官磁腕。

1403はA4区1M土の南部系山茶碗の腕で、 1404は大平鉢。1405はB5区/u土の南部系山某腕の大平鉢。

1406はA4巨出土北部系山茶碗の酬。1407はB5区出土北部系山茶碗の皿。品曜日吉且られるが判読不能。

1408はB41l出土古瀬戸挫lV陣l古段階の縁軸小皿。1409はB4区出土古瀬戸桂]-rr月!の現耳合子。

1410はB4区11¥土'品滑望。14111立B4区出土土師器内野型羽華。1412はB8区出土無茎石継で、石材は下

呂石。1413はB51R出土砥石で、石材は泥岩も Lくはホルンフェルス。

鴛山蝉遺跡A区町層 (酷135図1414-1422)

1414は中国産磁器の捻付腕。1415は大熊第i段階の天目事例。1416は古瀬戸桂IVI聞の灰軸天目茶碗♂

1417は古瀬戸桂IVI剖新段階の平椀。1418は大熊都 1-2段階の筒型番静。1419は大熊都1段階の縁軸

挟み皿。1420は北部系山茶碗の腕。1421はB2 -b類の土師器皿で、内外面タール付着。1422は土師

器皿B2-b頬。

鷲山蝉遺跡A区E圃 (都135図1423-1425)

1423は中国産磁器背磁腕。1424は古瀬戸能W刷新段階の縁軸小皿。1425は古掴戸桂W期新段階の揺

鉢。

トレンチ (筋136図1426-1447)

トレンチ出土遺物は主に1V-1n周の遺物包含府より出土したものである。1426は鷺山イdl迫遺跡Al

区出土の純文土保深鉢底部。1427は鷺山蝉遺跡B8区出土の縄文土器深鉢。1428は鷺山蝉遺跡Bl区出

土の土師器部台脚部。1429は鷺山蝉遺跡B6区出土の土帥#ifS字型。1430は鷺山仙迫遺跡A2出土の5宇

費、 1431 は土師措くの字型口緑、 1432は伊勢型聾口緑、 1433は ~Ji恐慌輩、 1434は ~lnll器腿。 1435は

鷺山蝉D3区出土灰軸陶器椀。1436は鷺山蝉遺跡A31l出土史浪aJi術型の山高腕。1437は鷺山蝉遺跡Cl

区出土北部系山某離の皿。1438は鷺山蝉遺跡D3区出土南部系山茶碗の碗。1439は鷺山蝉遺跡B4区出

土の北部耳、山茶碗皿で、掛~~f1.J{見られるが判読不能。 1440は鷺山蝉遺跡B5区出土の北部系山茶腕で、

花押状の掛嘗が且られる。1441は鷺山蝉置跡CI区III土古桶戸桂W則新段階の腰折皿。1442は鷺山蝉

遺跡B8区出土古瀬戸陸W期新段階~大紫第 1段階の摘鉢。1443は鷺山蝉遺跡BI区出土古瀬戸桂W期

新段階~大Ir.郁2段階の甑子。1444は鷺山蝉量肺A4区出土B2-b頬の土師器皿。1445は鷺山蝉遺跡

Fl区C2類の土師器皿101446. 1447は鷺山仙道遺跡A2区出土の土錘。

遺構檎出 (前136図1448-1474)

遺構検出出土壇物は主に1V-¥ll層の遺物包古府より出土したものである。1448は鷺山蝉遺跡F3区

出土の土師器聖で北陸耳、と考えられる。 1449は鷺山蝉遺跡B41R出土中岡産磁#れす磁腕。1450は鷺山

蝉遺跡Fl区11¥土南部系山茶碗の問、 1451は古瀬戸能]-IVI聞の葺か。1452は鷺山蝉遺跡AI区出土古

梱戸怯W即lの仏醐Ho1453は鷺山蝉遺跡Fl区出土古欄戸佐田 -1V畑!の剖1111し 1454 ~ 1457は土睡。

14闘は鷺山蝉遺跡81区出土有茎五角形鎌で、石材はチャート。1459は鷺山蝉遺跡86区出土の剥片で、

1389は5宇聾口縁片で、 A顔。1390は有段口縁費。1391は階文 t附器腕。1392は土師器伊勢型建。

13931;1 Jl漉式2J闘の焼底土器。1394は灰紬陶器舗。1395は土製lv，土録。
鷺山蝉遺跡A"e匡V圃 (第135図1396-1413)

1396はA4区111土の銅銭で「口元日宝Jo1397" 1398はB2区出土のロクロ土師器。1399はA3区出土

の緑軸陶路片 o 1400. 1401はB4区出土の灰軸向器腕とIUlo 1402はB5g出土の中国産磁器青磁碗。

1403はA4区I.l¥jニの南部品山茶碗の碗で、 1404は大平鉢。1405は85区/l¥土の南部車山事院の大平鉢。

14田はA4g/ll土北部系山事院の腕。14071iB5区出土北部系山茶碗の皿。温曹が見られるが判読不能。

1408はB4区出土古網戸桂W自1古段階の縁紬小皿101409はB4区出土古瀬戸桂j-rr舟lの班耳合子。

1410li84区/JI上常滑担。14111iB4区出土土師器内卸型羽益。1412は88区111土無茎石畿で、石材は下

白石。1413はB5区/JI土砥石で、石材は泥岩もしくはホルンフェルス。

.山蝉遺跡A区町眉 (酷135図1414-1422)

1414は中国産磁器の染付腕。1415は大熊第l段階の天目茶腕。1416は古瀬戸能W用lの灰糊天目茶碗。

1417は古瀬戸極W出l新段階の平椀。1418は大窯節 1-.2段階の筒製香前。1419は大紫第I段階の縁軸

挟み皿。1420は北部系山茶碗の碗。1421はB2-b煩の土師器皿で、内外面タール付着o 1422は土師

器皿B2-b額。

鷺山蝉遺跡A区E圃 {部135図1423-1425) 

1423は中国産磁器青磁腕。14剖は古晒戸桂W期新段階の縁軸小皿o 1425は古嗣戸桂W期新段階の宿

鉢。

トレンチ (郁l諸国1426-1447)

トレンチ/1¥土遺物は主に1V-羽府の遺物包含府より出土Lたものである。1426は鷺山仙迫遺跡Al

区出土の縄文土栴探鉢庇部。1427は鷺山蝉遺跡B8g出土の純文土器深鉢。1428は鷺山蝉遺跡BI区/Jj

土の土川部部台脚部。1429は鷺山蝉遺跡B6区出土の土師器S宇聾o1430は鷺山仙迫遺跡A2出土の5宇

費、 1431 は土師器くの字型口緑、 1432はw勢型饗日縁、 1433は ~ru.!!. '1官接聾" 1434は創車器路。1435は

鴬山蝉D3区出土灰糊陶器椀。1436は鷺山蝉遺跡A3区11¥土必混在l衛型町山華航。1437は鷺山蝉遺跡Cl

区/11土北部系山茶碗の皿。1438は鷺山蝉遺跡D3区出土南部系山茶碗の陣。1439は鷺山蝉遺跡B4区出

土の北部系山茶碗皿で、品舎が見られるが判説不能。1440は晴山蝉遺跡B5区出土町北部系山茶腕で、

イ印¥'状の!品性が且られる。1441は鷺山蝉遺跡CI区出土古瀬戸桂W期新段階の腰折皿。1442は鷺山蝉

遺跡s8区出土古瀬戸陸W周i新段階~大集車l段階の他鉢。1443は鷺山蝉遺跡BI区出土古踊戸後W同l

新段階~大熊描2段階の嵐子。l叫4は鷺山蝉遺跡A4区出土B2 -b顕の土師器皿。1445は鷺山蝉遺跡

FI区C2類の土師器皿。1446"1447は鷺山仙道遺跡A2区III土の土錘。

遺構檎出 (前1指図1448-1474)

i置構検出111土遺物は主にlV-¥0府の遺物包古層より出土したものである。1448は鷺山蝉遺跡F3区

山上町土師路建で北陸系と考えられる。1449は鷺山蝉遺跡84区出土中l毛1i8!磁器官磁碗。1450は鷺山

蝉地跡FI区IH土南部系山茶碗の1111、1451は古醐戸後j-IVJOJの揖か。1452は鷺山蝉遺跡AI区出土古

梱戸怯W則の仏醐Jto1453は鷺山蝉遺跡Fl/豆IH土古欄戸佐田-1VJVJの卸l眠、 1454-1457は土錘。

14国は鷺山蝉遺跡BI区111土前茎五角軍撤で、石材はチャート。1459は鷺山蝉遺跡86区出土の剥片で、
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石材はチャート。14印は鷺山蝉遺跡D3区出土銅製品の煙管雁t["1461は鷺山仙迫遺跡Al区出土のパ

レス盛体部。1462は鷺山仙迫遺跡A2区IB土の柳ヶ坪型査体部、 1463は土師器聾で、北陸系も Lくは

山陰系か。14臼は鷺山蝉遺跡B4区出土須恵桜町腕。1465は鷺山蝉遺跡F2区出土英浪式2類の焼塩土

器。14師は鷺山仙道遺跡A2区出土の土師器内侍型羽韮。1467は鷺山蝉置跡B4区出土Bl鎖の土師器i皿。

1468は鷺山蝉遺跡Bl区出土の古瀬戸後W月1古段階折縁深皿、 1469は古瀬戸桂W即l新段階の天目茶碗。

1470は鷺山蝉遺跡A2区出土古瀬戸桂W期新段階の指鉢。1471は鷺山蝉遺跡D3区出土中国産磁器染付

皿。1472は鷺山仙道遺跡AI区出土の土錘。1473は鷺山仙道遺肺A2区出土の土製品土鈴。1474は鷺山

蝉遺跡A2区出土の土製品土鈴。

重機掘削1)(酷136図1475-1482)

重機掘削出土遺物は主に1-皿層の近世以降耕作土居より出土したものである。1475は鷺山蝉遺跡

F3区出土の土師器器台。1476は鷺山蝉遺跡B4区出土古掴戸桂I-rr期の晦輩。1477は鷺山蝉遺跡El

区出土古瀬戸桂W期新段階の水注。1478は鷺山蝉遺跡A2区出土の中国産磁器官磁腕。1479は鷺山蝉

遺跡A2区出土古瀬戸桂W期新段階の口広有耳由。1480は鷺山蝉遺跡Al区出土古揃戸桂W期新段階の

仏画品。1481は鷺山仙道遺跡A2区出土の土錘。1482は鷺山蝉遺跡AI区出土の打製石拝で、石材は流

紋岩。

石材はチャート。14帥は鷺山蝉遺跡D3区IH土釧製品の煙管雁町。1461は鷺山仙迫遺跡Al区出土のパ

レス査体部。1462は鷺山イIlIill遺跡A2区tl¥土の柳ヶ坪捜査体部、 1463は土師器聾で、北陸系も Lくは

山陰系か。14臼は鷺山蝉遺跡64区出土!J'(車器の椀o 1465は鷺山蝉遺跡F2区/11土英様式2類の焼場土

器。1466は鷺山仙道遺跡A2区111土の土師器内噂型'P1韮。1467は鷺山蝉遣時B4区出土61却の土師搭阻。

1468は鷺山蝉遺跡Bl区山土の古瀬戸桂1V1閉古段階折縁深血、 1469は古瀬戸陸1VJVJ新段階の天目茶腕。

1470は鷺山蝉遺跡A2区出土古瀬戸佳W阻1新段階の偲鉢。1471は鷺山蝉遺跡D3区出土中国産磁器染付

皿。1472は鷺山仙道遺跡A1区111土の土録。1473は鷺山4山道遺跡A2区IH土の土製品土鈴。1474は鷺山

蝉遺跡A2区Il!こiニの土製品土鈴。

重機掘削 (第136図1475-1482)

重機姻削出土遺物は主に 1-皿屈の近世以降緋作土層より出土したものである。1475は鷺山蝉遺跡

F3区出土の土師器器台o 1476は鷺山蝉遺跡副区出土古瀬戸桂1-目捌の梅菰。1477は鷺山蝉遺跡El

区出土古瀬戸桂W期新段階の水法。1478は鷺山師遺跡A2区出土の中国産健器青磁腕。1479は鷺山蝉

遺跡A2区/11土古瀬戸桂W即I新段階の口広有耳迎。1480は鷺山師遺跡Al区出土古醐戸桂W期新段階の

仏醐品。1481は晴山由lJi直遺跡A2区出土の土錘。1482は鷺山蝉遺跡A11R出土の打製石拝で、石材は流

紋岩。
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鴫 . " 内・ 個持'"圃，圃 • "1" 組一 同 値師同国.，・ 副叫且咽られる

憎 . ‘ 帽 恒也剖同軸 E 調 .". 婦一 同 恒.叫揮亀田 円“，同色札畠

槽 . " 欄 骨.担咽凪同
“ .'" 健一 同. 観噛. 調1

"， .，. 開B ...叫..・ '闘』 p・・2 “ ・ 陶岬
.軸同t血n..血叫圃

M 

帽 組 相 骨..  同世"畢 制i p・a・ 組 . 間 ..叩. ..・ • 情 値一 .. ・ 臥却凪. 制l '111 .，. 同 俺岨L帽。園風圃 .， 

陶 崎一 同 圃乱調岨・"・ 綱l "舗 . " 間 融担2・ “ 

剛 組+ 帽 帽胤剖圃凪げ .， '，11 信 . 間 臥_. 縄

円凶
" ，. "' 個"岨圃且l・ .， "" . " 胸. 鮎削除E 鍋

附 値一 帽 暢弘樹岬嗣，同 制l "" " ‘ 肉眼 凧 明" “ 

剛 健一 同劇 融問. 刷』 '" "・ 間 恒(0.，，11皿‘ 動岨・ι押''-，1 " 
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-・4・ ..‘ -・・..・，..'" 輔 副 .， 田 ..ω 
"' 

向調 " - 円" 臥臨， 陶 1". 舗 開. 触 白刷・

円2・ u - 附 鴎，.._.. " 同 組 同 偶像 .. 除.

，，" " - 同 同胞置予開且" " 同 組 同鯵

"調 " " 円. 胤臨調 陶 同 綱 a 阿則 帆明"

内2・ " " 同 ..・".・， " 
... ・ . " 帽 蝿..司圃乱首 お岨事に.，.‘.. ー- 同 ・ 舗， 開

p・" 組 . 開. 風岨" 割帽且岬"'，1.百樹 “ 同
舗 4 肉.

"" 信 ‘ 同 四..  拘凪" • W測 舗 周期 凧"駒.

.'51 旭 . 阿. 恒也4割削民圃 ...ι岬~，'.f. 笥..土有帥 間

" 帽". 鋪 . 日. 量刑且白岡皿圏 ー・2ι"" ，'，f " 同 “ 間

" .. 組....... ー耳障-且置 -ー'‘=岬""，1.石膏 同 同 " " 同居
"“ . " 嗣丸..  臨時僑 岨骨~骨，..，1. 耳宵 • ". “ ‘ 田丸..  

ー副..  哩.・2 岨・"ζ岬，...1 同

"踊 " ‘ 圃丸方周囲 凪明" ー・・zι岬，，'，ト、耳. " 陥 2 “ 開

pm  “ ・ 圃且車圃 ー面倒k柑副-岨 .'111主岬""，f.百有 同 ，.... 晶‘ 開. 融 1・風"

内調 . " 同居 肱皿2 " 同" “ 間

円. . " 阿倍 鳳皿2・ 割酬に岬"'，1.司.. 幽 ，.... 

" 同
"・- . " 帽 k・贋乱闘 -・・ーに岬".件、耳有 • "" M 柵開.

P'" " ‘ 同 量軸..剖岨軸a‘回.岨 " • "" 凶 開

.. ・ “ ・ 開. 匝位置占庫噂蝿 舗

"・ . " 同 聞批副量." ー町・町 " 11':" 組 嶋岡.

"“ . " 円. 匝肱副園風・・ 陶 市 例 同居

"・・ “ ‘ 帽 開脆臨a " m. 組 開

円鋪
“‘  円修 個."潤凪2 胸 聞 • 開 臥ロ胤・w

". 舗 . 帽 融問 2 _.ζ岬".件、有有 " 間 " 阿g 剛 l臨網

円. “ ・ 同 圃亀園調且H 闘 剛 M 円' 百省

". . " 帽 臥時2・ " .. 
円" “ ・ 同 億四冨 同 間 “ 開

p・" 絹 . 円樽 脈問伺 盟副世相る • 聞 例 開婦

". 尚. 山 量輔臥園南帽凪4凋且・・ • 醐 " 間 旬"風"

内n . ・ 同 帽州"圃廟臥・・ 且_"_f> 個 閉 A・ 開

.... 組 4 帽 k_' " 1- 銅 ...... 
'"‘ 綱 . 同 凧_. 回 同 g . " 開. 凪".肱』

". " " 開' 鮎醐m • .111 A・・ 帽 崎乱"圃且圃 瑚 欄 • 同". M ・ 開. 帽忠霊園.. 島. 同 ・ . " 何周 凧 a蜘陥

例市 “ 一 同 凧油Z .聴
同 “ 間

叩 組一 欄円. 触明'‘ 日".帽'"る 相 W割 A・ 不明

"" A・ 4 咽 由凪叫調削" ー・刷に梓，，'，1.." .• • ト笥 M ・ 伺. 事省

"・e.. " ，. 向。 岨圃.回 ...に押，主件、百. 開 ..欄 司商省

円筒 M ・ 円・ 臥時制 ...巳""'，1.石膏 “ 

"“ M ・ 問調修
k__ 動岨唱に.，ピ...事膏 同 同・ “ 欄円.

". " .-円. 凪皿・5 •• 開 同 ・i “ 阿E・ 百.

". ..-附 ~_.崎 " 同・2 A・ 同

"" .， 1- 円働 ~.田市制 開 同・3 A・ 岡隠

門司 •• 1- 開. 凧臨・ 隣 同“ M 平明

円. “ 一 同. ..-.附 w 同・ • 開a・". “ー 同居 恥 m ・w '聡

"t， “ 一 同居. 恒也4聞凪剖 w 

町民 A・ 4 同. 纏，..-胤巴 同

円" . " 同 匝札制揖也盟 腸

内側 . " 円. 隊問z • 
同' .. 剛 3・・

彊歪同a 総 不明

片側 " 不明
同・ 崎 開" 融，鳳・.

"・ . " 帽 臥開町 " 
". " ・ 間 凧却凪闘 個._-
". . ・ 同 睡..・a且 E “ 1・・.，・‘附・・・l写・ ..・.1 .・ω 1 ・・ 1闘

，附. 凶 4 縄問聞巳 員岨臥叫蝿岨臥E田崎剖 綱 同 1.1.1- 1 .... :岡山劇" 1枇柑酬阻坤 ，，， 
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..，‘ ou 喝 事..踊‘・・t 岨嗣 • • |・刷 |融 M 1'....鞘 -・ω
'‘ 

... ‘ " -円"
臥皿， 同 1"・ l舗 同a

円2・ 組 -附. 風間. " V櫛 l“ リ司， 凧 .臥.

'111 組 -円. 帽"園品開'.n " I~' “ 同. 触明日

制調 信 - 円. 脈問調 闘 トm 綱 陶.

"舗 組 -何. 骨肱田圃'冒 同

向調 錫 -開. 睡..園置乱. 白圃比骨~.' ，I • 凋.

p・" 組 • 11'''" 圃急園.，・ 創岨"主持~，'，I. 首膚 “ 同 制 '"'・

". 婦 ‘附 間企3割凪日 • 同 “ .， 

.，，， 踊 - 円. 回舟・a削民四 .1In!'悼昏"，1. {O.姐土. ，. 同 T 姻 制周 帆"臥Z

". a喝 IIIIJUJo 国a副慣調'" -・2記骨 ~..，I 鴎 同 組 円.

". " ー.~. -_.園地且 -ー割Z陣，，"，1.百宵 • 同 " 同居
"“ " ， .. 丸B・ 凪叫錨 -・21:"，，"，1."1ffI' “ 同 ・ ..皿"
"“ 絹 ー 田丸..  

革凪品圃闘叫 ..11:陣""，， 同

附 "・ 同丸..  腕叩 5・ ー~に岬".件、百有 " 同u “ 開.

円前 組. 山. 唱皿・a .IIUI:押""，1.百宵 回 同u “ 阿， 臥 t噛"

円縄 " " 開. 凪_. • 同・ “ .， 

". " ‘ 円. 臥臨調 制副Lュ"，，"，1，・，. • 同0・ " 何， 臥銅山

円. " " "・ 陪t・四.圃 ..，に岬，.".1‘..  同 同・ " ，..  
.，，， 

" ‘ 開円. 量岨."岨軸o.t;国乱岨 "町 腸 同" " 円.
鳳叫同

内. 組 ・ 円. 圃血圃白調凪岨 陶

". "・ 開. ...圃." d防省 • 同 ・ 組 ... 
"“ “・ 岡修 .凪歯周且輯 師 炉問 " 同信
円. “ ‘ 帽 臥臨' " 同・ " 円形
円“ M ・ 円形 圃lG.1T1I凪Z • 同 鍋 開，

"・7 鍋. 開. 恒生割問嗣，腫 担酬に骨骨，"，¥‘宮町 " 同 " 円.
円.

" " 円. 圃..  凶・.，・ 同 同‘ “ 開厨 臥担&思' 百4・

同. 凶 . •• 臥皿掴 鍋 .. 
'"・ " " 開.

臥山富 個 同 A・ 岡修

.111 凶 ・ 円. 凪叫伺 盟皿金切る 鍋
同' " 例.

"" 崎 . .例.
且岨乱闘蝿軸臥4陣乱岨 " 同 " 円.

". "・ 円婦 悟a川副，輔 調回s・p・.. 凶 同 " 何，
"'・ “・ 何個 臥 m ・ 調 同 鍋 民~，

円沼 " ・ 円. .._，  凶 同 a" 丙. 臥 'TMt.，

". .‘・ 円. 融融制 ー-

.111 •• 11 何. 暢.副開思圃 崎 同 s 舗 何個

例， .. 11 開園 除楓W 凪
同・ 飼 内.

円. " 一 伺屠 凧-， ~ 同 岨 何， "'111・."
例. 個 ー 帽円， 臥明2・ E田..帽bれる "' 同 A・ 4輔

"・1 A・ 4 開閉 同州乱咽伺刷" ー・刷に岬，，'，1‘百何 a I~' " 何B・ 百術

". .. 11 同劇 同@岨圃乱闘 ..，"押ぅ"事、百4町 回 同 ..欄l 有宵

". M ・ 円. 凪血網 圃・・u:骨骨，"，1.t;柑 " 
例制 M ・ 同 ..-泌 動刷民骨，.‘.，.百' 掴 1"・ l“ M・円.
"・ 州 一円. 凪叫・・ 百. ~ 1"・t ，. 間居 ‘'町

". " ー帽 凧四・同 .幅 1"" ，. 内鳳 帳・，~‘・

"" M 一円織 腕問。. 刷2 11'3" 1" 岬
."開 “ 一帽

脚色2陣臥・ 楓a I~. 1" 1 .. 

". 削 一冊 臥_.‘ 担 |見柑 |絹 同・

". 齢 一 帽 融-- ~ 

'If， A・ ー附 蝿.，圃." ~ 

円腿 A・ ‘ 同. 眠乱晶掴凪" 掴

訓" “ ・ 向調. 冊。....直乱世 開

内側 個. 円. 齢相， 舗

l陶 7l' 同九万周

麗 歪|開@|ω 同明

1"" |鍋 I帽
l聞 |舗 同・ 同風間凶

内暢 " " 開. 臨時" • ". "・ 開e 臥 Z凪・ 鳳 .-・M
"併 組 。 円" 開企叫割凪 E " a"1刷 叫・叫 ・.......1 .・ω l ・ー 1圃

". 組' 欄間 匝岨乱世橿軸0.:0;".07 2・ 同.1叫・ 卜 1..醐旧制。 1.. 柑醐岨組 1" 
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I." ~ 1....: . 両副酬 岨 . •• I ."~ |融陶 1.....開 E・凶 -ー

|醐 罰

同 藍 豆

ドa “ 

|捕 闘

i四 | ・・ 1.倹
甫ゑHM冨ー塁MM芳定隼向主宝M卑田石ゑ弓-とl醐 1・ 1"傘.

l醐 “ ，，'ド. 繭割肉s.'Sle切る

I~ - 車両“. |醐 M ".則 .削'・<<蜘s ..1>""'. ，，?o掴刷土

I~ " 
|醐 • Uオド則 附山由主附

|叩 鍵 同町.α紛調 |圃 e禍 •• 度【耐肉

凶" " 制ぬ"‘聞 |醐 鵬 •• IOJ畑

凶" E 市生刷、 凋 |鏑7 副 不盤U字周回 .調方向 ，..，，'</町

同日 陸 網.札1).，網 |醐 酬 •• 
蜘 飽

、直"0粛を向
作附 M .. 安 l'価方向

四 |回

陸空
韓議宰

同 " 且・R 1.111>"'" 
同a " ...安 1"方向
|醐 園附 •• |闘方向

|醐 思‘ U字思 IIII1>"'" 
酬 同ー .‘ 不."字形 1..;lJ'" 
剛 l悶 同師向 同 .略 且・R IIIIJI肉や情附る
醐 1" |酎 (0.41) 同副詞
醐 1- |醐 明生方向

掴附 1- 10字感 市制肉醐柑る

1$011 ド字形

|凱2 |副 .. 
|ωs 且.

量同 民 •• 同・ 制 .. 食

酬 臨 通..
割前1 • •• EE 叫 細 6

叩 膨 1 .. |耐副肉 i 

，. SDI:t切る 間 制 1 .. μ価方向

l剛 国 U"' .. 

ド・ 間 ..台 ~， " 1" 1"刷
同l 町， 下に岬 Ij'(;lJ"，. 捌. M |酎 |車両方向

l皿 -•• Jう"'""."'. ~， 1" l皿銀 l'酋牌
同 闘 道合鋼修 ..方向 " 
同 -明 u柑同 闘 道省調惨

樹園1" |皿 1.111>"'" 
間 |凶 1" 隠語吾 =，.，. 

調 l|網 1"帽 同帥肉近現代

同・-U司.. 醐 |聞 10M 

同四 " 帥'. a'E路・ o .闘方向、担..に平行
" 

同舗 E禍 •• 同・ .同 •• 
霞喜

同 " U司.. 
ヌ泊l 町 •• 醐 制 不明

闇 1- 1"帽 同&方向

抽

l…“韓議Fi醐 1- 1"柑
調 71" lu=r.M ，.， II8"方向
圃 |開 |下o.:l'dl!l

輔 1- 1 .. 同剛肉

蜘 |髭 |開 11I'.'mo.. 
醐 • 1" I'H1')・a阻醐 同 |叫 |侵'" |陶袋方向.騰 醐 |刷 l担問? |屍・.，
醐
" 1" |陶'<<;1>""'.... 醐 |副 |楠岡修

間 1- l'吠 |陶制陶輔 醐 |刷 l梱阿忽
醐 1- 1 .. IIIIU肉醐
醐 1- 1 .. 
醐 l甫£方向醐

醐 |刷

l;fE ." |副
醐 |副

1" 抑制肉輔 醐 |副 |欄円. 1.・.，
制21開 |皿 |腕畑輔
醐
1 - |醐 l・(I.()・飢醐 l 抑制札闘

時晴持拡鋸H|闘
蜘.1- 1" 1 .. 川崎 ." |闘 同明巾伽 “ 
副S|開 1 .. IU1>"1II醐
嗣 |開 1 .. 
制す |開 |酬 l 抑制肉同

." |刷 |酬形
匿." |副 |欄円形 “ 

." |制 |闘...
醐 |同 |闘 1"方向像. .，・
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I ."'~ |刷悶 .肩11111111111: 醐 ω •• .桐集1"個 |町 ".11111: ..ω .. 
|醐 踊

ドω “ 網整豆
|醐 回

醐 1- ，.俊
官ふHM五JM官岡主主主官M且田?を， 醐 |眠 1"司ド形

l醐 凶 U'fll 府帥H・Slo>tl:lld

同m- .1Ii('同 |皿 '陥 .... .低・3・.，聴事 ..1f'"吋開園刷. 

同? " 
|剛 • U傘" 附山田川

1"'. 飽 園町.也" |醐 .陥 且倹 '度耐術

凶" 腿 iIIt;(Uf咽 |皿 鵬 且. ..方向

凶" E 剛星川，).ltI ド踊7 .陣 不盤U"" E肩方向 ，..，，，K 

同" E 側.札lL'鋼 同 闘 .. 
酬 - 唱.t:...t向

同・ M .. i車両方向
蹴 1- 円白岡'

時 金。柑倒
同 陶 •• I...o方向
同 a " 隔制 1...0陶
|醐 制

" 
，.爾危陶

|酬 .地 U傘. .(3" IUJI肉
醐 同 a 圃附 不."字形 1 .. 軸
剛 1" 同制肉 同 制 且・R 1..胴や刊肝。
醐 1- |酎 (0. OIf 同帥禽

醐 1- |醐 l剛師向 苦手同 a 民 .. 
沼崎 |魁 hυ字g 訓首相肉皿柑る 同・ 刷 .. た 同町"岡

l'・" 10字形

1""" |副 ，.. 

|剛 1・l 且.

向" 民 理..惨 1.lI:I.JI肉
~， • -・公 信号 山広明e

也前2 回 1" |剛U陶 i

』酬を切る ~， E同 ，.曾 加価方向

|劉$ 闘 U'俳.

ド ・ " 且綾 ~， " 1" ド同 刷

同 l " 下位岬 四川 』 制. 倒 1" 1"抽
!田-‘S舞 i拘71.， ~， l開 l醐 I.I!IJIIII 
同 闘 理御形 備t;h_札 .. 
同 -本'"司ド期|醐 臨 ••• 

5率伺 1- |醐 f.(Uf I.U'" 
間 ，. 1" 巨悪 =，.，. 

調 l |闘 1"帽 同U肉 .，.
同 -・ 4 u司ド惨 掴 1- 1011 

同 " 叫'. a'kE酪・ " 
.圃方向、回..に平行

" 
同舗 .禍 •• 同・ .嶋 •• 
臨言

戸醐 " U司，.
刷 l 町 •• 四 制 不眠

皿 1- 1"帽 回目肉

}“接語辞i醐 1- 10柑
四 71- |岬婦 1'.方禽
圃 |腸 1-r"'dIO IU1f肉
醐 |関 1" 1.0肉
w， |殴 |開 111，.'_5 

幽 • 1" l長{象的臥咽醐 1- |醐 |盛山 |陶主摘輔 醐 1 '! l司阿，. |度・.. 

輔 1- |附 |陶t;1f.， ... 醐 |刷 1"1'111 
w， 1- |闘 抑制陶輔 幽 |刷 |梱阿e
醐 |ω ，.. |陶t;1fIll.. .. 

醐 1- ，.候
四 l隔制肉醐

醐 |副

l;fE 醐 |副

醐 |刷

l'曾 1"閥、 M 醐 |副 "，・ h・.. 
制 Z1四 |皿 1"方向醐
副

1 - 1" |町 ，.，)・a醐 l 抑制肉闘
昨瑞持告書S事H 1-

副.|同 |皿 IIIIU肉醐 ." |四 同明附則

“ s・s1- 1" 11IIt:1f.闘
醐 1- |醐
加す 1- |闘 l 抑制肉輔

..， |刷 |酬形

匿儲" |副 |剛・ “ ..， l刷 111111."，，， 
副 1- |皿 I"'U-陶醐 置 l・
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..， ，.“ ・・嗣 寧e・・厨蝿- -・ω •• 開

切ロ 隠 ". .. 1< 円. 臥明・a
“ 

信l・ 闘 l不明 陶 " ・ 開" IM.':-'岨 -凶
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剛 .. ，- 帽 帽"_'1 -れ '"・ .. 一阿. 臓血， " 
憎 制一 •• -・・鳳. '刷 ，，，‘ .. 一同. 血血目担.. " 
.， 川一 網開. 匝岨凪岬圃帽凪冒柑凪圃 .刷 '111 .. 一円麟 凧_. • 
刷 制 一 円思 恒也H圃息E .刷 ."， .. 一円. 帽晶町個且2・ • 
剛 削一 問 帽鳥時...... 11111 ."， .. 一 四 刊凪"剛."

ー-
~ “ 一 阿君 悦舗凪‘ 欄l "舗 .. 剛 . 圃岨臥晶画岨.圃揖.." • 剛 11 1- 同 開凪開園t広岡 蜘 ...， .. 1- 開. 触楓' " 
剛 .. 1- 円. 臥醐. .刷 ". 制 同 帽抱剖聞凪E・ • 附 “ 一 同居 隆金融. 闘l '. .. 円. 圃..  由凪M • 剛 11 1- 問 ー-・a・・..  圃凪岨 .， '"・ .. ，- 山 匝帽且由岨..剖・a・・ .刷

剛 .. 1- R・ 圃u 圃肱抽 醐... 輔自 ，. .. ，- 同. 融叫. 刷l

m .. 1- 同. 凪血" .， .. .. ，- 帽 肱明笛 観l

.， 1- 陶. 相凪割問凪町 " ". .. ，- 間 k 銅恥忽 .刷

m .. 1- 網開園. 量制凪副量E岨凪訂圃.. " 町2・ .. ，- .. ・ 融明， " 
同 川 一

"" 
恒也_.. 蜘1 ". 畑 一 円・ ..楓調 n 

"・ 11 1- 何. 帆醐制 '倒t '"・ 健一 剛 裡"閏'田 " 
"・ .. 1- 円" 恒乱世間且t・ 馴1 ..11 信一... .岨乱圃恒輔乱4圃弘" 回

m “ 一 •• 融問・・ 馴t "勾 健一 帽 帽.副圃‘E " 
開 ，・・ "鏑 崎 一 円. ..岨-" • 陶 ‘a ー円周 凪'鳳. • 内初 組一 帽 .._. • 
同 健 ←肉. .._. • '"・ .. ，- 帽 帽色調・‘H 駒

用 a 一円・ 圃凪岬且剖 副l '"・ 信 一 開. ..叫. .， 

聞』 舗 一円. k 明野 酬。 ". 唱ー 帽 .._. 割t

陶 ほー 開. 匝・盟睡." 刷H ".・ 崎一 開
.._. 

.刷

閉 健一 内調. 臨時抱 刷H ". 幅一 同 岨4・"叫糟." .， 

剛 ，・ "“ . ，- 附
匝乱.. 岡.・・ -れ

円腸 組 一関. 匝仏T圃凪骨 明H .1'1 組一 開 齢相酒 .臥

帽 健一 円' 価..  叩肱" " 。.，‘2 尚一 間 匝乱羽田." 鋼白

附 • 一関. 臥叫踊 " ". 組一 開a 臥蝿Z 胴8

開" 健一 円. 置色刷.凪H " "" “一 開 風車l .， 

内. • ー開a ー‘n圃血圃 " 制.. . ，- 帽 臥_. .， 

"・ 健一 開. 圃凪'固圃凪制 " "・・ . ，- 同 陪‘~・." .. 
附 • ー岡帰 院_. 回 "・7 師 一 開 臥開祖 .， 

開 飽ー 阿. 風湖町 • 刷.. . ，- 開 圃.n剖凪・・ .. 
開個

" 一円. 画乱宮調凪目 .， "・・ 組一 帽 陪.四則匝乱叫 "。

剛 U 開倒 圃・珂画乱園 ." "崎 組 開 回同，WIO.圃 -れ
期 信一 問調師 恥鳳.

制" "" 組一 間
匝企回初凪 同 刷i
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..'畠... •• 平薗置薗.. .・. .. • ..‘ ..区・綱 平副画"1lIII: m・ω .. 同

". M 円形 恒..裡凪H .刷 醐 川 一 内賜 回.，宜掴同 H
" 

"" 
M 同畑 相..圃岨 H .， 醐 制 一 同・ 量(0.，)畢岨悼h • ". U 同周回 橿血晶画相揖 '刷 "" 川 一 内層 自険醐舗 .。

"舗 n 何. 冊。.~骨 '刷 "" 
似 一 綱同期 量軸臥'置帽。蝿調肱H '刷

". u 阿麹 観相2 ，刷1 時" 制 一 岡修 恒姐器調且同 .， 

.，，) 腿 開繕 画.叫蜘日 '刷 "" “ 一 同 量調'"圏也2 制l

円切 信 円. 間ヨ"凋凪同 蜘 l

"" 
川 一 間 嗣醐' 蜘

". 腿 内調島 値舟叫~岨 '刷 "" 師 匝~_.割阻" '刷

間 信 円形 回..  潤凪H 蜘 l 附. 似 一 開 匝"創~岨

"‘E " 阿.
匝舟輔割削民同 蜘 l "" 川 一 同 匝0・伺削." 別t

間 M 円. 開iO.'掴凧2 m ，，" “ 問 問。目圃.. '刷

円ω
" 縄問.

a 量l軸S244k酎恒岨..話瞳 ." "，・ " 1- 岡修
怪._.

'刷

間 M 円形 網開羽 別" 間 川 一 同 恒.担圃岡山 ，刷

円ω 失. m， .， 1- 同 匝乱且揖乱岨 '刷

叩 " ，- 内患
慢。盟問凪E .刷 間 " 1- 山 量軸凶"量軸.. 揖." '刷

P附
" ，-

同劇 掴fO.341l1胞団

"' 
間 " 円. 臥開館 '刷

"・・ " ，- 同. k"調凪ま 制』 間 .. ，- 肉離 向..  胃阻" '刷

'"砂 " ，-
月則 唖舟同国販制 動 l 開 " 1- 円. 担凪‘'血" 明t

.". n ，. 揖也，裡且置 '捌L 四 " 1- 山 量軸副"橿軸a園調。 t・ 蜘

.，71 信 一 開" 観現l 割l = " 1- 円. 風四t '刷

pm .・ 四 " ，-
，. 揖也司.，.，. ，刷

."， .・ 開 " 1- 円. 担凪2・a肱" '刷

p"" " ，- 同 齢抽 2・ 制l 間 " ，- 叩 量軸.. 蝿軸.，酷.. 蜘

."5 起 一 円修 風叩" 割引 m， " 1- 円億 凧明l '刷

". " ，- 附 白隠帥ヨ・ " ". " 1- 阿周惨 量'"圃旭日 '刷

.]7T 
" ，- 円形 西国"潤同e " 

間 " 1- 阿・8 相同"調阻 E '刷

'"・ 健 一 附 置舟叫脚同

" 
間 " 1- 間

掴凪，掴個目 '刷

"，. 旭 一 円形 罷乱..，嗣耳 E回・骨粗畠 n総 "← 円. 構."掴且圃 .刷

"創 尚 一 同 陸"副居... 置"を咽. 欄H 開 " 1-
同調珍 風間明 '刷

.，，， 信 一 円鯵 匝仏・圏也岨 掴"壷国畠 別l 醐 " 円穆 構."開且町 '刷

"" 健 一 開. 匝;e.器調." " 
開 " 1- 同・8

伺凪園調凪E '刷

"鏑 n ← 師 置~- ，・揮。 帽 " ". " ，- "・・ ~咽.. '刷

". "ー円. 働_. 欄H "'。 " 1- 円.
掴凪2調凪H '刷

". M 内調修 前.，同~圃 別H "" " ，- 肉. 向乱回揮凪同 '刷

". ぽー岡信 旬開l 馴" 附宕 " 1- 開港 恒~ 1~冊。 H "' 
"" " ，- 師

属加盟同駒 2 捌" "" " ，- 円形 置'M凪剖 S以降を曹畠 綱l

". " ，- 円・
陸相 曽川凪目 別H 附 4 仙 一 附 蜘楓" " 

訓" .・ "" " ，-
開 凪-" .。

". " 間 量軸'"幅軸4・2調同調 " 
間 柵 情。 E掴.圏 " 

.，.， .. ，- 円・ 匝抱.1111眠". • "" " ，- 円形 置。同調肱帽 • ". .. ，- 附 働相関 " ". “ 間 働時鏑 " 
"鱒 .. ，- 円軍参 冒加盟調靴" " 陀4・ " ，-

同 働~、. .， 

"胸 .. ，- ，. 働相.. • 叩 同 圃".1711肱掴 蜘

"・e Al ，- 円割惨 圃同 ・z圃凪嗣
" 
m， 似 一 同 個風間1 "' ". .. ，- ，. 恒静 岡~" " 
間

" ，- 不量欄円'
量圃臥6恒柚O園揮..  割a

"・? .. 1- 円形 恒~._" " 
間 似 一 開 匝iO.3I!II凪叫 観l

". " 1- 同 倒掛川 " 
山 似 一 附 直舟開場町". .， 

". " 1- 円形 隊蜘2‘ • 間 帽 圃iO.目測凪岨 日0・世田る 調l

剛
" 1- 開.

匝H自由調凪H

" 
間 “ 一 帽 恒舟輔喝臨'" 捌t

剛
" ，- 附

置相 官}栂回目 " 陥' " 1- 不明 1l(..!IIi)園師 E .， 

聞 " 1- 円修 匝..置o." " 
醐 制 間 回ゑ4樺息日 .， 

回
" 1- 附 恒愈 Z担割." " 聞 川 一 同周 風聞 i .， 

剛
“ 開 聞脆酬 i • 四 川 一 同劇 恒，担割!(I." .， 

間
" 1- 開 直拘』主国軍o.12

" 
m， " 1- 同購 唖舟酷園地" .， 

醐 同 ~叩0・ 鯛l 明
" ，-

内賜 骨格劇。. .， 

閉 " 間 調胸欄m " 間 川 円形 恒魚副担O.I' " 
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-・.. .. •• 軍...・E・E ..ω •• • -・4包 .‘盛時.草画面画.. 1・・ω -勾 岡

". M 内. 栴乱26_.. 蜘 醐 制一 内思 蝿乱世割且H

" 
"" 

M ，. 調.m岨 H 割t 間 制一 咽 恒(0.，).(0.01。 • ". 組 斜E聞 禍{臥"圃相 暗 '刷 "" 州 一 岬 帽険相側 " 
"随 同 開. ~抽。. '引 "" “ 一 縄問思

量軸..  姐帽。園調凪H .刷

". u 門信 恒.誼..， ，刷1

"" 
制一 帽 阻止畠a阻同 飢

.'57 n 開. 昌弘時蜘日 蜘 l .." “ 一 帽 直也"圏乱2 'れ

". u 開. 間..  唾乱開 蜘 l

"" 
制 一 同 凧 S鳳 ' .刷

". u 開. 暗乳時k" '刷 .." 畑 一 帽 陪舟 Z揖凪" 制t

，，" 紐 円形 ..，割凪 H 別H "" " 1- 附
回且，.. 凪岨

"・E " 
何. 陸色調調凪H 刷 1 "" 制 ー 同 匝a‘聞私自 馴t

". " 円形 匝~.._. m 閉. .， 1- 師 剛"町 '刷

円ωほ 附阿.
a 量s軸z【乱闘蝿軸息詰祖 ，刷』

"" " 1-
開. 臥-" '刷

刷酬 組 肉声 情週日置.." 蜘 i 間 帽 圃iOS:!II加 u ，刷

円“ 実. 間 .， 1- R・ 匝乱担調凪輔 .刷

"“  " ，- 内.
融_.

'刷 間 " 1- 山 量軸同 四幅軸乱<!IlO.l< 割1

F附 M ー 同. 掴凪..凪抽 .， 間 " 1- R・ 陣皿・・ '刷

，"・ " ，- 同.
担凪，~凪2 .山 間 ~I 1- 附 冊..  胃10.1> '刷

".樽 “一 月周 帽.担割阻叫 酌 間 " 1- 円彫 恒乱‘皿唱"‘ .刷

.". 崎 円形 揖..置..  馴自 闇 " 1- 陶附 量軸陣墨曙岨・園調<I.l・ 蜘

.'7' " ，- 同 侃血t 割1 = " 1- 内毎 齢相l '刷

."" 9に・ 四 " 1- 同 世乱$圃匝t‘ .刷

."" '" 間 " 1- 岡修 匝，0.2・a嗣'" '刷

'"・ 尚一 附 齢相2・ 馴l 四 .， 1- 叩 畢岨.. 蝿軸血.担盟副 .刷

."5 健 一 開. 日且回開且畠 割引 rn， 品， ，- 開. 臥臨l .刷

"" " ，- 帽 昌也揖醒泊. " 間 島， ，- 同調惨 掴""圃馳" '刷

PH7 健一 円. 鳳叩.

" 
醐 " 1- 阿侮 樫弘田開且E '刷

'"・ 健一 帽 瞳舟盟国且同 " 叩 川 一 円形 書凪..阻口 '刷

". 信 一 同 恒生，"同盟 ~淘.回畠 蝿 " 1- 円修 田..，圃且圃 '刷

"舗 " ，-
阿B 匝"副理..， 耳目を咽畠 調H 開 " 1-

同調巴 風間" '刷

Pl" 健 一 円. 匝占L・..岨 圃"壷切る 別H 間 " J- 円. 融乱副担凪凹 '刷

". 健 一 開. 白<0.:1$荷風 H

" 
明 " 1- 円e 働相l .刷

". " ，- 師 ..副担.同 " 四 川 一 開. 凪油関 '刷

". " ー 間 臥_.

"" 
醐 " 1- 円e 担.，調且H '刷

"“ 
U → 開. 世~. ，困k圃 別H "" " 1- "‘' 臨乱盟揮弘田 蜘

". "ー 円鯵 臥，鳳j 割" 附盆 " 1- 間 圃iO，-." 司阿t

". U 一一 同 陪《包囲酎 2 馴" "" " 1- 附 間...且" "骨世間畠 .. 
"聞 " ，-

同. 陸相掴申潤凪岨 明H 剛 4 ‘， ，- 岬 附-踊 " 
内聞 .・ 陀4“ " 1- 同 臥宮様." " 
"・- " 問 量軸."睡軸札岨棚.冒 " 四 .， 1- 附 瞳舟 E 揮乱置 " 
"・3 .. 1- 阿梅 匝畑.>1i11恥，，' " "" " 1- 同 恒也"揖也輔 • ". ~I 1- 帽 圃iO.:n唖.圃 " "" 

削 附 胆胸_. 鍋

"錨 .. 1- 開彫 恒弘担割凪" " 陪4・ " 1- 同 阻胸楓. 馴t

..駒 川 一 帽 割問， " 
間 柵 同畑町四凪圏 .. 

". .. 1- 間 冒"・2掴凪嗣 " 
~， “ 一 同 ...凧， .引... .. 1- "" 圃H曲目k" " 間 .， 1- 不量楠円穆 量圃臥司直柚..-凪担 割t

"" .. 1- 円. 霞<<置." " 
間 “ 一 帽 匝晶掴凪 .. 制l... .. 1- 帽 風聞， 旬。 剛 “ 一 帽 瞳iO.SUI匝" 刷t

"" " 1- 円鯵 臥_. " 
間 削 叩 白地目測且岨 日s・.咽晶 劇t

醐
" 1- 開" 匝孔瞳濁凪 H

" 
閉 仙 一 帽 白地揖荷風日 刷a

剛 " 1- 同 惜 (O.:r.帥樺弘同 情 陥 g
" 1- 不明 睡..匹j冊泊 2 "' 

聞 .， 1- 阿梅 院..掴乱 H

" 
醐 制一 伺則 帽ゑ唱団'" E附

間 川 一 附 園地"皿H " 四 州 一 同周 凧相i .， 

剛
“ 附 自ぬ楊.. " 四 制一 同鳳 幅舟田沼圃 H '恥

回 'L 1- 円修 匝且昌潤." " 
附 l " 1- 内m 唖.師団且 .. 抑

-同 匝負担醒札蝿 捌l 咽 " 1- 間
恥明。. 瞬h

閉 制 同 蝿虫'回..  ' " 間 川 内膨 恒乱闘..阻 " 
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...， 圃..‘ -・事........ ..ω • 胃 ••• ."1( 時. 事・ 画a・・t -・. •• • 
剛 • • 1- 開. E 叫・a圃 " .. 刷 ー 円. ~ .. 園風4 •• 
咽 .. 1- 円. 臥_. • 1・ 制 一 "'・

阻白血富回調且圏 •• 
四 a叫 ー岨開圃 ー-岨彊岨也事担匝M 雷同・.圃晶 朝日 間 副 ー 同. 睡..，... 凪 ・・ •• 
開 制 ー 阿. M.回・... 事圃.tlilld .刷E •• 制 一 円. 恒. ..圃a圃 割l

咽 制 一帽 齢構・ • 四 剛 一 .岡. 量軸札制置岨.. 嗣岨"・ 馴l

欄 制 同思 M 圃鴎... .刷E m •• 1- 円. 帽..剖・・..， 鯛l

間 制 ー阿. 臥叫. 創刊 開 " 1- 帽 岨.・刷同調" 馴l

m. .. 不明 圃凪叫圏.. ・ 副岬耐句車量町. m 一冊 凧融・・ 罰 l

m .. 不明 匝凪計調凪・ 白血臼句..匝圏骨み 間 一 帽 ..白潤凪E・ 別i

附 . .. 開. 蝿il.Zl.凪園 田...帽畠 附 一 間 ..副... •• m 一内周 圃.-岬 別i

..  ・町届E・E・F・s・』 m 一 間 間生 ''Il10.01 •• 
I ..~ |刷聞

RLUI UMamW h 
|酬 剛山・

間 ー 不明l帽".， 。島咽圃(...)圃圃(0.1)置 刷i

阿l - l.f明{帽円曙F
量軸肱蝿l圃岨柚". •• 

|圃 .. 間 ー軍咽4円.. 匝相副網削民 H 刷i

|圃 1・i 山・ 附 - 11'i. 慣舟刊調凪同 •• 
|四 .. 且S鍵 車両方向 剛 ー 帽円周 量柚弘司蝿軸'師陣唱k凶 別』

|醐 .. 思統 . ..  肉 明 一 円. 臥 S鳳. 舗白

•• 同町制肉岨.. 陶 山 量軸.. 櫨軸.._.. •• •• .， If 同 陪._. 町 B・

|圃 1It:1JIII 闘 か 四 .. 山 ー-・彊岨a副.. 間 .. 
l圃 臥 。字. 田... 憎 • • 1- 同 匝血岬圃a・・ 蜘

|醐 削 -・R

|醐 臥 司ド姐.

同 副 .・開.

|皿 副 相医師

|醐

同ω創 叫 者諸孟宗
同m .. 蘭"・

同 .. 不明

同・ 不明

同 時 .. (0.9) 

同 H .. 網開.

型! 本剛 副刊る

陶磁 .. 不明 (1.0) 
.・

同 .. 不明
(1.1) •• 同 ・ 聞.... 山 岡

同1 .. 関.

同 .. 
|竺 担竺 l!'l--'~ 
同
.. 同居.

同
.. '・m ..・

同
副 .剛

同 "・ 齢制凪冨

同 .. 同劇 臥_.. 

伊崎 .. 
圃帽e

円周 圃・k間

円周 除 .lItG.t附

~ 副 同.

巴 副 内. 凧ロ胤.. 

巴 刷 同.

第49表遺構 覧表 (18)

..‘ ..  区 ..  .ー....・t ..w .. • ..，‘ ... -・."岨 .... -・ω • 回

剛 削 ー 開. 開J町田a・・ • 1・ 一冊. 聞..，_. "'1 

閣 .. 一 円. 臥相周 • "・ 一 円畑 且凪富白眉且ー .・2

醐 “ 一 H・R・ ..岨個岨.轟a・'"E・・..‘ 明l m ー 冊. k'_・・ m・2

開 ~I 1- 開. 圃‘事国・." _.司6 酬i "' 一 円. .，1.')圃.. ・ 割問

ド割 制 一 "・ 齢構・ • m ー 圃同圃 .岨臥割岨圃.. 刷a，・ ." 
~J 1- "圃 圃‘回・・". .刷 m 一 円附 圃a・副・a岨 観"

川 ー 円周 聞凪，o凪輯 闘』 開 一 開. 伺.，，，凪置 欄"

m， .. .-開 圃凪副圏." 回圏内.露骨キ 附 一 同. 齢-・ 観"

m 制 ー 本明 同血..凪。 日副~. .置申鼻 四 剛 岨凪民団且E・ 刷"

m. .. 1- 附 帽".冒乱園 開".咽. 附 - ，"'. 同.別冊乱叫 朝"
m 一 四 圃".~曹司L 同 割問

" - '"・ 圃悼，"凪明 間 凶

•• 陶 - l'匹咽l帽何層〉 司島圃岨'"''岨軸，0.1)量 刷"

銅・1 旭l "， - "明4刷円帽3画岨"日l岨岨凧。帽 ." 
圃 " l'・

m ー 事咽t同圃h 血"副司." 刷"

田 " |岡M ・
附 一 間 圃・刊圃a・・ ." 

脇剛 1" 1.".1J'1II 州 ー帽同国 轟岨臥園岨軸弘同槽." 刷"

輔 1" 白 血1・ IMU肉 柵 円. 臥刷" 創刊

圃 |酬 1'"肉~. 同 " ー 山 .岨a・圃岨"_Il 捌"
酬 l・8 |酬 同副肉輔か 附 .， .. 帽 凪噛， 同 " 
1 .. L 同輔副a 明 .. 11 叩 圃岨.・岨岨乱副・.. 間 " 

F22; 
醐 l 竺

帰 副ー 帽 岨血2副圃a・・ ... 
輔 自|刷 ドH
醐 |副 |冊開

醐 同・

醐 |刷 同M ・

醐 1・』 1-綱

匪醐

醐 同明

四 |四

指 1・

." |縄問則
蜘 同・縄問 同...

調 』

事告
岡崎切る

醐 卜叩 |同 l j~~ 
醐 |聞.... 国内同

同・

m 同m

剛 同・

剛

旦~~

1" 同帽
畑 1" 同・
剛 同居

'ー・ 同居

同・ 1・U 臨 1

". 
何事 同..切る

'" 
"・

円V l岬 r 

第49衰退構一覧表 (JS)



- 229 -

第5章 まとめ

<1悶'1>縄文時代晩期から弥生時代

1開!の遺構遺物は、鷺山蝉遺跡A.B区、鷺山仙道遺跡A.B巨で確認した。鷺山蝉遺跡 鷺山仙

道遺跡ではこれまで該当時期の泣併 造物は確認されていなかった。今回遺構 造物を確認できた調

査区は主に微高地上、あるいは搬出地縁辺部に位置しており、その範囲内でわずかに遺構を確認して

いる。これ以外の部分は低地であったと考えられるが、徴高地縁辺部でもわずかながら遺物が出土す

ることから、人間活動が低地域まで及んでいた可能性も考えられる。 l期の遺構検出レベルはT.P.+

14-15m程度であった。この時期以降、安定した徹布地上には戦国時代(4期)に亙るまで遺構が幾

度も形成され、本来存在した 1開!の遺構面および遺構は削平を受け殆ど遺存しなかったと想定される。

確認できた遺構は土器集積、 t鼻、落ち込み、流路がある。弥生時代中期以降の遺物は寡歩であった。

当調査区域では時期的には連続しないが、鷺山蝉遺跡の東側、太田遺跡では弥生時代中期から桂期の

土器が出土しており(舷阜市1979)、集落が移動した可能性も考えられる。

ちなみに、当調査区域では償問地の縁辺部において複数の構が見つかることが多い。時期も弥生時

代だけでなく、古墳時代、古代にも多く存在する。環撞などのように防御や区画を意識して作られた

可能性も考えられるが、近接地で県高等を確認していないため、確証を併ない。低地域への排水に利

用した活の可能性が向いと考えたい。

<2期>古墳時代から古代

2期の遺構 遺物は、鷺山蝉遺跡B-F区、鷺山仙迫遺跡A.B区と、調査区のほとんどで確認した。

1期と同様、主に骸高地上で確認した。ただし、その範囲は本調査区域全体に広がりを見せている。

遺構 遺物を確認できた調査区は、遺構検出面はT.P.+ 14mjjif桂で、当該時期の遺構而も桂世の削平

を受けたと推定される。確認できた遺構は住居跡、土抗、講が中心で、鷺山蝉遺跡F区、鷺山仙道遺

跡A.Bでは集落域の様相を呈していた。

なお、遺構 造物の時期iに附しては、廻附H式から松河戸I式の時期(古墳時代前期)、美浪須衛

編年皿期桂半(古杭時代後期、 7世紀後半)、豊漉須衛編年V-11g1(平安時代初、 9世紀初，JU、灰

軸陶器のJ12笹田号窯式則~丸石2号熊式開'I(平安時代中期'1-桂期、 9世紀後半-11世紀代)の、大き

く4時間lに分かれており、特に平安時代初'J (9世紀初，JUの遺物が多く出土することが特徴である。

ちなみに、既報告においては鷺山仙迫遺跡西側で宇田E式(古墳時代中期、 5世紀頃)の世間跡が確

認されている(高木2002)。また、鷺山仙泊遺跡のさらに西側に位世する鷺山市場遺跡では美浪須衛

編年NI明(奈良時代、 8世紀頃)の住居跡が多数確認されている(現在発掘調査継続中)。本遺跡に

おいては7世紀後半、 9世紀初頭以外の時期の遺物が出土せず、古墳時代から古代にかけての時期で

も集落が移動していたと考えられる。

なお、当時期に低地域でも人IUI活動が及んでいた可能性を想定して、鷺山蝉遺跡A3区W府および

低地埋士、鷺山蝉遺跡E1区SX倒低地埋土の土壌自扶化学分析を実施した(詳細は第6章第1節書阻)。

その結梨、鷺山蝉泣跡A3区 E1区いずれの試料もイネのプラント オパールを検出できた。鷺山

第5章 まとめ

く1月'1>縄文時代晩期から弥生時代

1月!の遺構遺物は、鷺山蝉遺跡A.B区、鷺山仙迫遺跡A.B区で陣認した。鷺山蝉遺跡 鷺山仙

道遺跡ではこれまで該当時期の泣柑 遺物は確認されていなかった。今回遺構 造物を確認できた澗

査区は主に微高地上、あるいは徹布地縁辺部に位置しており、その範囲内でわずかに遺構を確認して

いる。これ以外の部分は低地であったと考えられるが、徴高地縁辺部でもわずかながら遺物が出土す

ることから、人間活動が低地域まで及んでいた可能性も考えられる。 1J到の遺構検出レベルはT.P，+

1 4~15m程度であった。 この時期以降、安定した微布地上には戦国時代 (4期)に亙るまで遺構が幾

度も形成され、本来存症した 1却lの遺構面および遺構は削平を受け殆ど遺存uよかったと想定される。

確認できた遺構は土器集積、溝、落ち込み、流路がある。弥生時代中IUI以降の遺物は寡少であった。

当蹄査区域では時期的には連続しないが、鷺山蝉遺跡の東側、太田遺跡では弥生時代中期から桂期の

土器が出土しており (厳阜市1979)、集落が移動した可能性も考えられる。

ちなみに、 当調査区域では徹高地の縁辺部において観数の構が見つかることが多い。時期も弥生時

代だけでなく、古墳時代、古代にも多く存在する。環詰誌などのように防御や区画を宜殺して作られた

可能性も考えられるが、近接地でu!高等を確認していないため、確首Eを得ない。低地域への排水に利

用した講の可能性が日いと考えたい。

く 2期〉古墳時代から古代

2期の遺構 造物は、鷺山蝉遺跡B-F区、鷺山仙道遺跡A.B区と、 踏査区のほとんどで確認した。

1月lと同様、主に徹向地上で確認した。ただし、その範聞は本調査区域全体に広がりを見せている。

遺構 遺物を確認できた調査区は、遺構検出面はT.P.+ 14mlIIf佐で、当該時期の遺構而も陸1止の削平

を受けたと推定される。確認できた遺構は住居跡、 土抗、講が中心で、鷺山蝉遺跡F区、鷺山制li且遺

跡A.Bでは集落峨の様相を呈していた。

なお、遺構 遺物の時期に|期しては、廻J:U11式から松河戸I式の時期 (古墳時代前期)、美浪須術

緬年皿WH長半 (古噴時代後期、 7I世紀後半)、美濃須衛編年v-1用1(平安時代初、 9世紀初頭)、灰

糊陶器の思笹90号窯式則~丸石2号熊式日I(平安時代中目1-桂開l、9世紀桂半-ll世紀代)の、大き

く4時間1に分かれており、特に平安時代初IJ (9世記初副)の遺物が多く出土することが特徴である。

ちなみに、既報告においては鷺山仙道遺跡西側で宇田H式 (古墳時代中j問、 5世紀頃)の住居跡が確

認されている (高木2002)。また、鷺山仙辺地跡のさらに酋側に位位する鷺山市場遺跡では英浪須衛

編年W月'I(奈良時代、 8世紀頃)の住居跡が多数確認されている (現夜発掘調査継続中)。本遺跡に

おいては7世紀怯半、 9世紀初頭以外の時期の遺物が出土せず、古噴時代から古代にかけての時間lで

も県高が移動していたと考えられる。

なお、当時期に低地域でも人間活動が及んでいた可能性を組定して、鷺山蝉遺跡A318:\~府および

低地埋士、鷺山蝉遺跡El区SX04低地理土の土壌自然化学分析を実施した (詐制は第6章第1節害i問。

その結持、鷺山蝉遺跡A3区 E1区いずれの試料もイネのプラント オパールを検出できた。鷺山
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第137図 3期の遺構配世

蝉遺跡El区低地埋土は、数量が少なく水旧跡としての認定は難しいものの、近接地において水聞が

営まれていた可能性、もLくはごく短期間水田が留まれていた可能性の2つを想定したい。また鷺山

蝉遺跡B8区¥n層ではプラント オパールは確認できず、当遺跡においては古代以前より低地域など

一部地域ではあるが生産域等に利用された可能性が高いと考えたい。

また、鷺山蝉遺跡F2区で見つかった巡方に関しては、本聞のように単品で埋納した状態で見つか

る例が普通で、革帯の帯金JZすべてが見つかる例は希である。巡方を革帯に固定する方法は、まず巡

方 (表金具)を革fijzに通し、鋲足部分を穿孔した方形状の裏金具を合わせて全体を固定する。なお、

県内における巡方出土例で有名なものとして、大垣市の英濃国分寺跡があげられる。

本例のような県漆を控布した帯金具、も Lくは革帯を所有できる人物は五位以下の役人クラスで、

国府あるいは郡術に関連する役人が使用したと推定される。この鷺山蝉遺跡周辺は美濃国方県郡街推

定地となっており、本出土品を所有した人物が所在した可能性が高いと考えたい。

く 3期〉鎌倉から室町時代

31聞の遺構は調査区域全体で確認できた。遺構の広がりは l開IJ. 2期と同様、 主として徴同地上で

確認できた。遺構検出町はT.P.+ 14m前後で、咽屑あるいはV層上面をベ スとして遺構而が展開す

る。但し、鷺山蝉遺跡F区周辺ではVI層上面、あるいは四 百踊(地山居)よ面が遺構検出面となり、

I司一面上で古代~戦国時代の遺構を確認する場合が多かった。また、この時期より低地域での人間活

動が顕著となっていることが確認できた。具体的には、鷺山蝉遺跡のA区北側 。C区 B区北側の低

地部分のV層土府中よりイネのプラントオパールが確認され、これら低地部分一帯が水田等の生産域

として利用されていた可能性が高い (詳細は第6醇第I節土壌自然科学分析審問)。しかし、アゼ専の

遺構は確認できてい企い。

確認できた遺構は、 r降、土坑等であった。鷺山蝉遺跡B区北側は居館等の存在を想定できる大規模

なil1SD21が鷺山蝉遺跡B7区で見つかっている。SD21は幅5.6m、深さ1.3mで、ほぽ11東西方向であっ
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蝉遺跡El区低地埋土は、数量が少なく水問綜としての認定は難しいものの、近接地において水田が

官まれていた可能性、もLくはごく短期間水田が留まれていた可能性の2つを想定したい。また鷺山

蝉遺跡B8区四府ではプラント オパールは確認できず、当遺跡においては古代以前より低地壊など

一部地域ではあるが生産域等に利用された可能性が高いと考えたい。

また、鷺山蝉遺跡F2区で見つかった巡方に関しては、本間のように単品で坦l納した状態で見つか

る例が普通で、革帯の帯金JLすべてが見つかる例は希である。巡方を革帯に固定する方法は、まず逝

方(表金):ll を革~;に通 L、鋲足部分を容孔した方形状の裏金J:tを合わせて全体を固定する。 なお、

県内における巡方出土例で有名なものとして、大垣市町美浪国分寺跡があげられる。

本例のような思漆を控;(jiした帯金具、も Lくは草帯を所有できる人物は五位以下の役人クラスで、

国府あるいは郡市に関連する役人が使用したと推定される。この鷺山蝉遺跡周辺は美濃国方県郡術推

定地となっており、本出土品を所有した人物が所在した可能性が高いと考えたい。

く 3)聞>鎌倉から室町時代

31聞の遺構は調査区域全体で確認できた。遺栴の広がりは1期 2期と同線、主として徴問地上で

確認できた。遺構検出向はT.P.+ 14m前後で 四回あるいはV府上面をベ スとして遺構而が展開す

る。但し、鷺山蝉遺跡F区周辺ではVI層上面、あるいは咽 庇府(地山府)上面が遺構検出面となり、

同一面上で古代~戦国時代の遺構を確認する場合が多かった。また、この時期より低地域での人JlU活

動が顕著となっていることが確認できた。具体的には、鷺山蝉遺跡のA区北側・ C区 B区北側の低

地部分のV層土府中よりイネのプラントオパールが確認され、これら低地部分一帯が水田等の生産域

として利用されていた可能性炉問い(詳細は部61立第l節土境自然科学分析書照)。しかし、アゼ等の

遺構は確認できていない。

確認できた遺構は、 f降、土坑等であった。鷺山蝉遺跡B区北側は居館等の存在を想定できる大規模

なi梓SD21が鷺山蝉遺跡B7区で見つかっている。 SD21は幅5.6m、深さ1.3mで、ほぽ真東凶方向であっ
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た。説模から見れば職園時代の掘と大差なく、また両日にテラスを有する断面形状だけを見れば、韓

国時代の枝広館 (城之内遺跡)の南北講と断面形状が似ている (岐阜市教背番只会2筑則。このよう

な断而形状の堀は大規模な悶飢跡にしか見られないことから、鎌倉時代の居館専をめぐる婦の可能性

も考えられる。また、中国産磁器や墨書土器の出土など遺物組成をもって居nfI等の存在を想定したい

が、本遺構内あるいはB6. B 7区両辺の遺物出土曹iJ[はそれほど高くない。また、本遺構の約30m

北、 B8区付近は鎌倉~室町時代に生産域 (水凹)として利用されていたことが判明しており (車6

宣言第I節害照)、この5D21を境として土地利用方法が蛮わる可能性は十分考えられる。また、鷺山蝉

遺跡B2区でも条盟に沿った平而L字状の講5D01が確魁でき、 B7区5D21とともに区画がなされてい

た可能性が高い。なお、両滑の南側、鷺山蝉遺跡B4 . B 5区は土坑 溝が集中して且っかり、遺物

出土官度も比較的高〈鼻高雄の様相を呈していた。

なお、遺構 遺物の時期にl期しては山某腕に限ってみると、南部系 (尾脱却)lll;¥'i碗の第3型式~

7型式、北部系 (車漉型)山茶碗の白土原 l.J:;-m式~生町2号窯式まで連続して出土している。この

ように、出土遺物等から判断すると継続して集落等が営まれていたと考えられる。

く4IQI>韓国時イt

41聞の遺構は当調査区域全体で確認できた。遺構帯位、遺物量ともに他の時間lを圧倒している。遺

構は徹高地上だけでなく低地部分でも確認でき、開発規模の拡大をうかがうことができる。遺構検出

面はT.P.+ 13.5m-14.8mの範囲で、主にV層上面で遺構を検出できた。V届は鷺山蝉遺跡A区 B 

区 D区 E区西棚、鷺山蝉遺跡A区南輔の範囲に存在する。これら以外の調査区では咽-x層 (地
山崩)上面で遺構を倹出しており、古代や中世の遺構と同一験出面となることから、上部が削平等を

畳けたと推測される。

鷺山蝉遺跡B区は、江戸時代の文献資料「中品間以杷文」の記述、字絵図や地帯千図等の検討、ある

いは一部土塁が現存していることも合わせて、戦国時代の域館跡 「蝉土手城館跡 (r滋長壷J)Jに比

定されていた。蝉土手械館跡は地籍図等より一辺約120mの方貫主であることが知られていた。北側に

は現存する土些が存症し、今回の調査ではその土些も含め南北および東西方向で110m以上にわたり

調査を実施した。本調査区はその方画地割の西側に位置する。

調査では蝉土手城館跡の西辺、北辺、南辺を区画する摘を確認した。

間辺の掘は幅7m、遺構検出而からの深さ 2mの規制であった。土品は現存する北辺のものと、西辺、

南辺で削平された土，13盛土の痕跡を確認した。今回確認した土塁は、砂傑と粘賀土を交互に盛土して

いる。このような土器構築方法は戦国時代に盛んに用いられており、京都市の山科本願寺、県内では

各務原市の承園寺遺跡でも同様な土塁構聾阿が見られる。以上のように城館跡にともなう堀 土塁等

が複数箇所で確毘できたことから、城鮪跡の規棟が一辺約120mで、方画地割の1区画全てを占める

ことが明らかとなった。

蝋 ・土塁の他には、城両1跡内部を区画するt障のほか、東西12m、南北3mの規模をもっ、貯蔵施設

とも考えられる石積施股と、問聞に建物跡を儲飽できた。また塀などの構築物の基礎となる石組と様、

土師器皿集積土坑、結桶梢みの井戸を確認した。なお今聞の調査区では中，し、となる建物施段を確認す

た。規模から見れば戦国時代の掘と大差なしまた両日にテラスを有する断面形状だけを見れば、韓

国時代の枝広館 (域之内遺跡)の南北溝と断而形状カ句且ている (舷阜市教育岳民会2凹0)。このよう

な断而形状の掘は大規模な閉館跡にしか見られないことから、鎌倉時代の悶飢等をめぐる鋼の可能性

も考えられる。また、中国産磁器や僅曹土器のtU土など遺物組成をもって居館都町存在を恕定したい

が、本遺構内あるいはB6 日7区両辺の遺物出土密度はそれほど高くない。また、本遺構の約30m

北、 88区付近は鎌古~室町時代に生産域 (水悶)として利用されていたことが判rVIしており (都6

章第l節書昭)、この5D21を境として土地利用方法が度わる可能性は十分考えられる.また、鷺山蝉

遺跡B2区でも条単に沿った平而L宇状の講5D01が膿魁でき、 87区5D21とともに区画がなされてい

た可能性が苅い。なお、両構の南側、鷺山蝉遺跡84.85区は土坑 ー滑が集中して見つかり、遺物

出土審度も比較的高〈集部地の械相を呈していた。

なお.遺構 ー遺物の時国lにl則しては山某腕に限ってみると、南部系 (尾版製)山茶碗の第3型式~

7型式、北部系 (J![溝型)r1r茶腕の白土原 j~}m式~生町 2号窯式まで連続して出土している。 この

ように、出土遺物等から判断すると継続して聾描等が世まれていたと考えられる.

く4蹄1>戦国時代

4 JoJの遺構は当時査区域全体で確認できた。遺構菅直、遺物量ともに他の時期を圧倒している。遺

構は徹高地上だけでなく低地部分でも確認でき、開発組艇の拡大をうかがうことができる。遺構検出

面はT.P.+ 13.5m-14.8mの範囲で、主にV緬上而で遺構を検出できた。V届は鷺rlJ蝉遺跡AI2[.8

区 D区 E区西側、軍山蝉遺跡A区南輔の範凶に存在する。これら以外の調査区で1;1¥1-X層 (地

山層)上面で遺情を検出しており、古代や中世の遺構と阿ー検出而とをることから、上部が削平等を

畳けたと推湖きれる。

鷺山蝉遺跡B区は、江戸時代の文献資料「中山両以杷文」の記述、宇絵図や地鮒図等の検討、ある...で
いは一部土塁が現存していることも合わせて、制1<1時代の域館跡 「蝉土手擁航跡 cr蝉封彊J)Jに比

定されていた。蝉土手線曲I跡は地籍図等より一辺約120mの方貫主であることが知られていた。北側に

は現存する土些が帯主し 今回の調査ではその土塁も含め南北および東西方向で110m以上にわたり

調査を実施した。本湖査区はその方画地割の西側に位置する。

調査では蝉土手減目前跡の西辺、北辺、南辺を区I面する蝋を確認した。

西辺の姻は幅7m、遺構検出而からの深さ 2mの鋭縦であった。土塁は現存する北辺のものと、西辺、

南辺で削平された土些盛土の痕跡を確認した.今回峨魁した土塁は、砂擦と粘質土を交Eに盛土して

いる.このような土品構築方法は戦国時代に盛んに川いられており、京都市町山科本願守、県内では

各萌原市町承国寺遺跡でも問織な土塁構築倒が且られるa 以上のように城館跡にともなう堀 土塁等

が組数箇所で確認できたことから、域館跡の規慌が一辺約120mで、方面地割の 1区画全てを占める

ことが明らかとなった。

掘 土塁の他には、雄館跡内部を区画するt障のほか、東西12m、南北3mの鋭棋をもっ、貯蔵施股

とも考えられる石積施股と、開聞に建物跡を確訟できた。また排などの構築物の基礎となる石組と?品

土師器皿集積土坑、結揃杭みの井戸を確認した。なお今回の調査区では中，じとなるill物施訟を確認す
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ることはできなかったが、本調査区の東側にこれら建物施設が推定される。

「己認

味ヨB
E区

なお、蝉土手城館跡の成立時期としては、永正尉J'(]509年)頃と推定されている 「稲光柵櫛J普

前から天文元年 (]532年)の枝広館移転まで、福光の地に司護所が所在した約23年間を中心とした時

期を想定している。しかしながら蝉土手城館跡の土星出土遺物を見ると 3期(鎌倉時代~室町時代)、

井川編年 11割 (]5世紀前半、井1112抽6)に相当する遺物が出土している。このように土塁盛土出土遺

物からのみ判断すれば、集落の時期と連続して土品を構築したと考えられるが、蝉土手城館跡内の遣

摘出土の土師器皿は井川編年E期 (]61止紀初頭~前輩、井1112慌時)に相当すること、井川編年H期の

様相がほとんど認められないことから、集落と土塁構聾時期には時間差があると考えたい。3月lの集

落が一時的に断絶し、 一定期間経たのち蝉土手城館跡を構築したということである。また蝉土手域館

跡の外部、西閣の鷺山蝉遺跡81-83の調査でも区圏構や柱穴列を確認している。遺構は建物もし

くは塀などの構築物であったと推定される。

次に、蝉土手城館跡西隣の方形区画に相当する鷺山蝉遺跡A区では、蝉土手域館には規模で劣るも

のの、同時期の滑によって区画が在された屋敷跡が確認できた。蝉土手城館跡の西側、約100m付近

に本開査区は位置する。

鷺山蝉遺跡A区の調査では、調査区西端部で南北方向の区画f障が確認でき、方画地卵lの西辺部分に

相当することが判明した。南北方向区画滑には入り口となる土摘が2カ所あり、区画滑西側は澗査区

外であるものの、街路であったと推定される。

鷺山蝉遺跡A区の屋敷地内は東西方向の区画講でさらに北と甫の 2つに分けられ、南側区画では、

内部をさらに区画する塀や区画構が配される。東側で建物跡と建物に伴う整地が確認でき、周囲には

土師器皿集積の土坑、井戸が確認できた。北側区画では広範囲で述物跡と建物に伴う整地が確認でき、

周囲には土師肌集積の土坑、 i拝が確認できた。

また、屋敷地西辺を区画するSD14の北側延長部分では、平成16年度市内遺跡試掘調査において、

先述の区画講SD02とSD14とがT宇に交わり、遺構の切り合いからSD02→ SD14の舶に埋没したこと

• 4‘ 
ー
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ることはできなかったが、本調査区の東側にこれら建物施設が推定される。

[1=諸

味ヨB
E区

なお、蝉土手城館跡の成立時期としては、永正6年(1509年)頃と推定されている 「稲光御構」哲

前から天文元年(1532年)の枝広館移転まで、福光の地に守護所が所在した約23年間を中心とした時

期を想定している。しかしながら蝉土手域館跡の土塁出土遺物を見ると 3捌(鎌台時代~室町時代)、

井川編年 IJ制(15世紀前半、井1112抽6)に相当する遺物が出土している。このように土塁盛土出土遺

物からのみ判断すれば、集落の時期と連続して土塁を構築したと考えられるが、蝉土手城館跡内の遺

構出土の土師器皿は井川緬年E則 (J6世紀初IJID1-前輩、井1112006)に相当すること、井川編年H期の

様相がほとんど認められをいことから、集落と土芸構聾時期には時間差があると考えたい。3期の集

落が一時的に断絶し、 一定期間経たのち蝉土手城館跡を構築したということである。また蝉土手械館

跡の外部、西側の鷺山蝉遺跡Bl-B3の日調査でも区画構や柱穴列を確認している。遺構は建物もし

くは塀などの構築物であったと推定される。

次に、蝉土手城館跡西隣町方形区画に相当する鷺山蝉遺跡A区では、蝉土手城館には規模で劣るも

のの、同時期の構によって区闘がなされた屋敷跡が確認できた。蝉土手城館跡の国側、約100m付近

に本調査区は位置する。

鷺山蝉遺跡A区の調査では、調査区西端部で南北方向の区画i揮が確認でき、方面地申lの西辺部分に

相当することが判明した。南北方向区画滑には入り口となる土橋が2カ所あり、区岡滑西側は調査区

外であるものの、街路であったと推定される。

晴山師遺跡A区の屋敷地内は東西方向の区蘭講でさらに北と南の2つに分けられ、南側区画では、

内部をさらに区画する塀や区間構が配される。東側で建物跡と建物に伴う整地が確認でき、周囲には

土師器阻集積の土坑、井戸が確認できた。北側区画では広範囲で建物跡と建物に伴う整地が確認でき、

周囲には土師皿l集積の土抗、 1障が確認できた。

また、展敷地西辺を区画する50J4の北側延長部分では、平成J6年度市内遺跡試拙調査において、

先述の区画滑5002と50J4とがT宇に交わり、遺構の切り合いから5002→50J4の周iiに埋没したこと
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が確認されている。試揃湖査報告では、 ①東西方向の区画il!5002が埋没桂に南北方向の区画講5014

を掘削した ②商北方向の5014が掘り直しされた、という22震を想定している。①の想定に当てはま

るならば、戦国時代に区岡滑の埋め戻L、座敵地内の区画変更が行われた可能性も想定できょう。L

かし遺物を見る|担り、 5014より5002の遺物が古栴lであるとは言い切れない。よって本報告では②の

想定、すなわち桂世に座敷地外周の区画構を掘り直したと考えたい。なお、鷺山蝉遺跡Al区の

5014上層部分では、 試掛調査報告で指摘のあった掛り直し陸の埋土に相当する洪水堆積が確認でき

ないことから、当調査区までは掴り直しが及んでいない可能性も考えられる。この緬り直しの時期は

戦国期以降、も Lくは近世まで下る可能性が考えられる。

戦国時代の区画溝は鷺山蝉遺跡A.B区以外でも存在し、多数の土師器皿が一括廃棄された地占を

複数確認した。顕帯な土師協IUI集積は鷺山蝉遺跡A.B区では計6地点、これら以外の捌査区で計6

地占確認できた。鷺山蝉遺跡出土の土師器皿については、法量について注目すると、屋敷地一帯とそ

れ以外の地域では明確な差見が見られた。屋敷地周辺では直径14cm以上の大法量土師器皿が目立ち、

それ以外の地域では14cm以上の土師器皿が寡少であったことから、先述した土地空間l利用の差異と

も合わせて、階層差の帯在が指摘されている付刊ロα則。

また、鷺山蝉遺跡における戦国期の方格地割は、先行する古代の条旦型地割とは方向 規模を追え

て施行されていた。戦国月lの方面地割は蝉土手城飢跡周辺だけでなく、 鷺山一帯に整然と広がってい

たと考えられ、区画構だけでなく街路 (道路)を伴っていたと考えられている (申11112006)。なお、

地籍図の検討では、遺跡群の北側 (下土居北門遺蹄)でも条里型地割を確認しており、同方向の?障を

確認している。鷺山蝉遺跡B区周辺は条里型地割から職国剣の地割へと藍わる肝倒といえよう。今佳

の調査進捗により、職匝l岬lの地割だけでなく先行する条盟型地割の広がり、あるいは規模等も把握で

きるであろう。

なお、戦国時代を一時期として報告したが、時間!としては、蝉土手城館などと同様に水正 6年

(15Q9年)頃の 「稲光御構」普附から天文元年(1532'1')の枝広館移転までに相当すると考えている。

但し、偏光峻 (福光闘構)の所在地は現在のところ不明で、発掘調査等によっても確認されていなし、

これまでの鷺山の葺姻調査成果では、既報告のものも合的古瀬戸では陸W聞l新段階が橿勢で、一定量

の大熊第1段階の遺物が出土しており、今回の尭掛湖査でも同様の出土状況が確飽きれた。これらを

臨海編年での実年代制に当てはめると15世紀桂半-16世紀前輩に相当するが (藤滞1991)、守護所関

連遺跡を中心と Lた舷阜市成での発掘成果とは自11断が生じている(内堀2加6)。

<5期>近世

5期の遺構は調査区域全体で確認できた。遺構は徴同地上だけでなく徹低地上でも確認できる。基

本的には近世以降に形成された3届上面をベース崩として遺摘が形底されるが、鷺山蝉遺跡F区、あ

るいは鷺山仙迫遺排A区の徴高地上では、古代~近世の遺構を同 商上で確認する場合が多い。

なお、本節では近世を一時期として報告したが、区分としては17世紀以降、近現代までの時期であ

る。遺構としては井戸、池状il'l構、構が確認できた。当地域では近世以降水凹耕作等が盛んに行われ

たと考えられる。

が確恕されている。試捌湖査報告では、 ①車西方向の区画溝5002が雄投桂に南北方向の区画講5014

を倒削した、 ②Jii北方向の5014が掘り直しされた、という2案を想定している。①の想定に当てはま

るならば、戦国時代に区阿榊の埋め戻L、座敵地内の区画変克が行われた可能性も也定できょう。L

かし遺物を且る限り、 5014より5002の遺物が古根lであるとは言い切れない。よって本報告では②の

想定、すなわち桂1止に座敷地外周の区画講を掘りra:したと考えたい。なお、鷺山蝉遺跡A1区の

5014上層部分では、試制調査報告で指摘のあった掘り直し後の埋土に相当する洪水111績が確認でき

ないことから、当調査区までは細り直しが且んでいない可能性も考えられる。この緬り直しの時期は

戦回目l以降、もLくは近l止まで下る可能性が考えられる。

職国時代の区画11障は鷺山蝉遺跡A.B区以外でも存在L、多数の土師器皿が一括廃棄された地占を

棋数確認した。嗣薪な土附憾皿l集積は鷺山蝉遺跡A.B区では計6地点、これら以外の鯛査区で計6

地<r確認できた。鷺山蝉遺跡出土の土師器皿については、法量について註目すると、屋敷地一帯とそ

れ以舛の地域では明確な差異が且られた。屋敷地周辺では芭径J4cm以上の大法量土師器皿が目立ち、

それ以外の地域では14cm以上の土師器皿が軍少であったことから、先述した土地空間帯11mの差異と

も合わせて、階層差の存在が指摘されている (!flll2<崩)。

また、鷺山蝉遺跡における戦国}聞の方格地割は、先行する古代の条旦型地捌とは方向 規模を違え

て施行されていた。戦国畑町方岡地割は蝉土手城飢跡周辺だけでなく、鷺山一哨に整然と広がってい

たと考えられ、区画構だけでなく街路 (道路)を伴っていたと考えられている (柑i凹2叩6)。なお、

地籍図の検討では、直跡群のiヒ欄 (下土居北門遺跡)でも条旦型地割を確ill(しており、同方向の講を

確認している。鷺山蝉遺跡B区周辺は来里型地制から戦国期の地割へと藍わる好例といえよう。今桂

の湖査進捗により、戦国四lの地制だけでな〈先行する ~~1型地割の広がり、あるいは鋭棋等も把揺で

きるであろう。

なお、戦国時代を一時期と Lて報告したが、時l聞としては、蝉土手城飢などと問機に永正6年

(1509'1')頃の 「福光御構J1t-間から天文元年(1532''')の枝広館移転までに相当すると考えている。

但し、福光竣 (福光御構)の所症地は現在のところ不明で、発掘調査等によっても確飽されていない。

これまでの鷺山の葺摘調査成果では、既報告のものも宮崎古欄戸では桂W則新段階が橿勢で、一定量

の大窯第 1段階の遺物が出土しており.今回の発姻調査でも同様の出土状況が硝飽きれた。これらを

藤i事編年での実年代制に当てはめると15世紀桂半-16世紀前車に相当するが (脱却1991).苛護所関

連遺跡を中心とした岐阜市埴での発掘成果とは隣l断が生じている(内掛2叩6)。

く 5期>近世

5期の遺構は調査区埴全体で確認できた。遺構は償問地上だけでなく撒低地上でも確認できる。基

本的には近世以降にE成された3層上面をベース層として遺構が形成されるが、鷺山蝉遺跡F区、あ

るいは鷺山仙迫遺僻AIKの徹高地上では、古代~近l止の遺構を同一而上で確寵する場合が多い。

~お、本節では近世を一時期として報告したが、区分としては17世紀以降、近現代までの時期であ

る。遺構と Lては井戸、 1也状遺構、携が確認できた。当地域では近世以降水III緋作等が雌んに行われ

たと考えられる。
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第6章 自然科学分析

第1節土壌自然科学分析

1 はじめに

鷺山蝉遺跡の古代以前および戦国時代の古植生などを明らかにする一端として、池状遺構、井戸、

堀、および溝内堆積物などの花粉化石群集を検肘した。

新山雅広(パレオ ラポ)

2 方法

花粉化石の抽出は、試料約 4gを10%水M1ヒカリウム処理(i!!J煎約15分)による粒子分離、傾斜法

によ る粗粒砂除去、フッ化水車酸処理(約3M})による珪醸塩魁物などの溶解.アセトリシス処理

(氷酢般による脱水、濃硫酸Hこ対して無水酢敵9の混液で泌I資約5分)の順に物理。化学的処理を施

すことにより行った。なお、フッ化水素酸処理能、重植分離 (品化亜鉛を比重2.1に綱藍)による有

機物の浪品を行った。プレパラート作成は、残f1iを燕留水で適ii1:に希釈し、十分に撹枠した桂マイク

ロピペットで取り、グリセリンで封入した。検鋭は、プレパラート全面を走査し、その間に出現した

全ての極頚について同定 計数した。ただし、クワ科は樹木と草本のいずれをも古む分知群であるが、

区別が囚艦なため、ここでは便宜的に草本花粉に古めた。なお、観数の分類群をハイフンで結んだも

のは分類昨|叫の区別が困難なものである。

3 分析試科と結提

く平成15年度の分析報告〉

鷺山蝉遺跡B3区5003(3試料)およぴ鷺山蝉遺跡82区5001-8(1試料)より探取された合計

4試料について行った(郡田袋、図版41)。同定された分類群数は、 樹木花粉6、革本花粉6、形態分

類で示したシダ植物胞子1である。以下に、各拭科の記載と花粉化石群集を記叙する。

[鷺山蝉遺跡83区5003(3拭軒 No.1 -No. 3)] 83区5003は、 16世紀初頭の人工講である。試科

は、i障担!土のうち、下層 1 (No.1)、下層 2 (No.2)、下層 3 (No.3)より採取された。各試料は、

No.1が灰色粘土質粗砂で最大径4cmの離をまばらに含む。NO.2が灰色粘土で径5cmの角離を古む。

NO.3が灰色粘土で径3-4cmの離をまばらに古み、径l.5cm程度の木材、民化物片を古む。なお、 下

層iのi!I上には、近世?のt障の埋め立て土が堆積し、下層3の直下には、構最下層の砂蝶層 (貰褐色

粗砂、傑(阿傑)の最大径4cm程度)、その直下に地111(非褐色粗砂)が堆積する。

いずれの試料も十分な花粉化石は産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。下層

1 (No.1)は、単来型胞子が I占産出したのみであり、下層2(No.2)、3(No.3)では樹木花粉の

マツ属、コウヤマキ属、スギ属、イチイ科 イヌガヤ科 ヒノキ科.コナラ亜属、クリ属が僅かに産

出Lた。また、草本花骨でl立、ガマ属、イネ科、クワ科、ナデシコ和、アブラナ科、ヨモギ属が産1l.i

L、イネ科、クワ科は下府 2 (No.2)で若干目立った。

[鷺山蝉遺跡B2区5001-B(1試科 No.O] B21l5001-Bは、 14世紀の人工講である。試料は、
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第un土駿自然科学分析

1 はじめに

鷺山蝉遺跡の古代以前および戦国時代の古植生などを明らかにする一端として、 i也状遺構、井戸、

堀、および溝内堆積物をどの花粉化石群聾を検討した。

新山雅広 (パレオ ラポ)

2.方法

花粉化石のlill山は、試料約 4gを10%水酸化カリウム処理(掲Ji![約15分)による粒子分離、傾斜法

による粗粒砂除去、フッ化水器酸処理 (約30分)による珪酸極虹物などの搭角降、アセトリシス処理

(氷酢般による脱水、濃硫慣lに対して無水酢限9の混植で楢間約5分)の順に物理。化学的処理を施

すことにより行った。なお、フッ化水葉酸処理後、重雄分離 (臭化亜鉛を比重2.1に調整)による有

機物の浪拙を行った。プレパラート作成は、残出を燕留水で適J;lに希釈し、十分に撹伴した能マイク

ロピペットで取り、グリセリンで封入した。検艇は、プレパラート全面を走査し、その1111に出現した

全ての極額について同定 計量した。ただし、クワ科は樹木と革本のいずれをも古む分茸1酔であるが、

区別が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に古めた。なお、複数の分類群をハイフンで結んだも

のは分類昨1111の区別が閤維なものである。

3.分析試料と結*

く平成15年度の分析報告〉

鷺山蝉ill跡83区5003(3試料)および鷺山蝉遺跡82区5001-8(1試料)より探取された合計

4試料について行った (郡田輩、図版41)。同定された分類群教は、樹木花粉6，1，'i本花粉6、形態分

類で示したシダ植物胞子 1である.以下に、各試科の記載と花粉化石昨躯を記較する.

[鷺山蝉遺跡83区5003(3試軒 No.1-No.3)] 83区5003は、 16世紀初頭の人工講である。試科

は、清]jJ!土のうち、下層 1(No.l)、下層 2 (No.2)、下層 3 (No.3)より採取された。各試科は、

NO.lが灰色粘土質粗砂で最大径4cmの磁をまばらに含む。NO.2が灰色粘土で径5cmの向礁を古む。

NO.3が灰色粘土で径 3-4cmの擦をまばらに宮み、径l.5cm程度の木材、炭化物片を古む。なお、下

層Iの直上には、近世?の?阜の組め立て土が堆積し、下層3のi1l:下には、構最下扇町砂際層 {貰褐色

粗砂、際 (~I隙) の最大径4cm程度)、そのfa下に地山(赤褐色粗砂) が堆積する。

いずれの試料も l分な花粉化石は産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。下層

1 (No. j)は、単品型胞子が1白産出したのみであり、下層2(No.2)、3(No.3)では樹木花粉の

マツ属.コウヤマキ属、スギ属、イチイ科ーイヌガヤ科 ヒノキ科、コナラ亜属、クリ属が僅かに産

出した。また、 1;[本花粉では、ガマ属、イネ科、クワ科、ナデγコ科、アブラナ科.ヨモギ属が産11¥

L、イネ科、クワ科は下崩 2 (No.2)で若干目立った。

[鷺山蝉遺跡82区500¥-8(1試科 No.4))82区5001-Bは、 14世紀の人工講である。試科は、
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相名 学名

NO.l NO.2 NO.3 NO.4 

樹木

マツ属(不明)
コウヤマキ腐

スギ廊

イチイ科ーイヌガヤ科 ヒノキ科

コナラ腐コナラ援属

クリ嵐

Pinus (Unknown) 
Sciad叩 ltys
CryptomerIB 
T.-C 
Quercus subgen. Lepidobalanu5 
Castanea 

草本

ガマ属 Typha 1 
イネ科 Gramineae 8 
クワ.， Moraceae 5 

ナデシコ科 CaryophyJJaceae 
アブラナヰl Cruciferae 
ヨモギ属 Artemisia 2 

ンダ借物

単条型胞子 Monolete spore 

樹木花粉

1，'1.本花粉

シダ鍋物胞子

花粉胞子総数

Arboreal pollen 
Nonarboreal pollen 
Spores 
Total Pollen & Spores 

4
6
0
0
 

1

2

 

0
0
 

0
0
0
0
 

3
4
0
7
 

不明花粉 Unknown pol1en o 0 o 0 

T. -C はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示場

(No. 1 鷺山蝉遺跡 B3区5D03下層、 No.2鷺山蝉遺跡 B3区SD03下届 2、
No. 3 鷺山蝉遺跡田区 5D03下層 3、 No.4 鷺山蝉遺跡 s2区5D01-B)

第50表 lE軒化石産出一覧表(平成15年度報告)

埋土の最下層より採取され、オリープ褐色粘土で梢鉄拡が認められる。花粉 。胞子化石は全く産出L

なかった。 以上のように検討した結提、いずれの試料も十分な花粉化石が産出せず、周辺植生につ

いて推定することはできなかった。SD03は講遺構であり、試料とした埋土は概ね灰色粘土であるた

め、水付き堆積物と予想されたが、花粉化石は良好に保存されていなかった。下層 2 (No.2)では、

湿地性草本のガマ属が産出はしたが、安定Lた滞水環境ではなかったと考えられる。

[鷺山仙迫遺跡A2区SXOIlA 2区SX01(池状遺構)の.I1Il.土より採取された 1試科について行った。

試料は、灰色粘土で砂が少し混じる。産出したのは、タンポポ亜科 2 白、 l~条型胞子 1 点、不明花粉

1.0:のみであった。花粉化石は水成堆積物であれば、良貯に保存されるが、検討した試料は十分者花

粉化石を産出しなかった。従って、 SXOl埋土は、少なくとも安定した滞水環境で堆積したものとは

考えがたく、池の可能性は低いように思われる。も L、池であったとしても水が干からびて乾燥する

ことが頻繁に起こるような状況であったのではないだろうか。

く平成16年度の分析報告〉

花粉化石群集の検討は、試料1-13の合計13試料について行った(部51表、図版41)。各試科の簡単

な記載は、次の通りである。なお、試料 )-12は鷺山蝉遺跡、試科13は鷺山仙迫遺跡の試料である。

試科 1 (鷺山蝉遺跡D2区SEOl;井戸)は井枠内下層より採取され、暗灰黄色砂混じりシル卜質粘

手訂名 学名

NO.l NO.2 NO.3 NO.4 

樹木
マツ属 (不明)

コウヤマキ嵐

スギ嵐

イチイ科ーイヌガヤ科 ヒノキ科

コナラ腐コナラヨE属
クリ嵐

Pinus (Unknown) 
SCiBdopitys 
Cryptomerili 
T ーC
Quercus subgen. Lepidobalanus 
CastBneB 

J;i本

ガマ厨 Typha 1 
イネ科 Gramineae 8 
クワ科 Moraceae 5 

ナデシコ科 Caryophyllaceae 
アブラナ科 Cruciferae 
ヨモギ廊 Acιemisia 2 

ンダ植物

JjI条型胞子 Monolete spore 

樹木花紛

4'本桔粉
シダ組物胞子

花粉胞子総数

Arboreal pollen 
Nonarboreal pollen 
Spores 
Total Pollen & Spores 

4
6
0
0
 

1

2

 

0
0
 

0
0
0
0
 

3
4
0
7
 

不明花粉 Unknown pollen o 0 。。
T. -C はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

(No. 1 鷺山蝉遺跡田区SD03下層、No.2鷺山蝉遺跡B3区S003下層2、
No. 3 鷺山蝉遺跡83区SD03下層3、No.4 鷺山蝉遺跡B2区SOOI-B)
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埋土の最下府より採取され、オリープ褐色粘土で梢鉄拡が認められる。花粉 。胞子化石は全く産出L

なかった。 以上のように検討した結晶、いずれの試料も十分な花粉化石が産出せず、周辺植生につ

いて推定することはできなかった。SD03は溝遺榊であり、試料とした埋土は概ね灰色粘土であるた

め、水付き堆椛物と予想されたが、花粉化石は良好に保存されていなかった。下層 2 (No.2)では、

湿地性草本のカ・マ凪が産出はしたが、安定Lt~滞水環境ではなかったと考えられる。

[鷺山仙迫遺跡A2区sxollA 2区SX01 (i也状遺構)の.I1Jl土より採取された 1試料について行った。
試料は、灰色粘土で砂が少し混じる。産出したのは、タンポポ亜科2点、単条型胞子 1点、不明花粉

1 自のみであ った。 花粉化石は水成~t税物であれば、良好に保存されるが、検討した試料は十分企花

粉化石を産出しなかった。 従っ て、 SX01埋土は、少なくとも安定Lt~滞水環境で堆積したものとは

考えがたく、池の可能性は低いように思われる。もし、池であったとしても水が干からびて乾燥する

ことが頻繁に起こるようを状況であったのではないだろうか。

く平成16年度の分析報告〉

花粉化石群集の検討は、試料1-13の合計13試料について行った (節目表、図版41)。各試科の簡単

な記載は、止の通りである。なお、試料 1-12は鷺山蝉遺跡、試料13は鷺山仙迫遺跡の試料である。

試料 1 (鷺山蝉遺跡D2区SE01:井戸)は井枠内下層よりほ取され、階灰黄色砂混じりシルト質粘
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土で褐鉄鉱が発達する。試料 2 (鷺山蝉遺跡目6区SEOI;井戸)は井枠内下回上部より採取され、貰

灰色小際 砂まじり粘土。試料3 (鷺山蝉遺跡E1 IRSD03 ~ No， 3 区間講)は最下層上部より採取

され、世灰色粘土で民化物片が多く混じる。試科4 (鷺山蝉遺跡EI区SD03 ~No， 4 区画講)は最下

回下部より採取され、灰色粘土で砂が少し混じる。試料 5 (鷺山蝉遺跡FI区SK03 ④ ，葉掘り井

戸)はl暗灰黄色砂混じり粘土で褐鉄鉱が発達する。試料 6 (鷺山蝉遺跡FI区SK03ー③ ，葉掘り井

戸) は陪灰黄色砂混じり粘土で褐鉄鉱が先遣する。試料 7 (鷺山蝉遺跡FI区SK03 ② ;;;.;掘り井

戸) は灰色粘土で褐鉄鉱が発遣する。試料8 (鷺山蝉遺跡F1区SK03 ① ，葉掘り井戸)は最下回

より採取され、灰色粘土で不鮮明な褐鉄鉱が認められる。試料 9鷺山蝉遺跡FI区SDI3;区画溝)

は!暗灰黄色砂混じりンルト質粘土で褐鉄鉱が発遣する。試料10(鷺山蝉遺跡Fl区SDII;区画誕)

は暗灰貰色砂混じりンルト買粘土で不鮮明な褐鉄鉱が認められる。試料II(鷺山蝉遺跡B7区SD2J)

は下層より採取され、暗灰黄色粘土質シルトで不鮮明な褐鉄鉱が発達する。試料12(鷺山蝉遺跡El

区SX04低地函控中央)は時オリープ制色シルト質粘土で砂が少し混じり、制鉄鉱が発達する。試科

13 (鷺山仙道遺跡BI区SEOI;井戸)は暗灰貰色砂混じりシルト質粘土で悩鉄拡が発達する。 時代

については、試料 l、13が戦国時代~近世、試料2-9が戦国時代、試料10が室町時代、試料11が鎌

倉時代、試料12が古墳時代と考えられている。

全試料で同定されたのは、樹木花粉5、平本花粉6、形態分類で示したシダ植物胞子2である。いず

れの試料も十分な花粉化石が産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。以下に、各

試科の記載を示す。

古噴時代の試料(試料12) シダ植物の単品型胞子と三条型胞子炉僅かに産出した。

鎌官時代の試料(試料11) 単品製胞子のみが僅かに産出した。

室町時代の試料(試料10) 花粉 。胞子化石は全く産出しなかった。

戦国時代の試料(試料 2-9) 試料 2 (鷺山蝉遺跡B6区SEOI;井戸)は、樹木花粉のハンノキ
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依料1(鷺山鱒遺跡D2区SEOJ)、飲料2(鷺山鱒遺跡Bo区SEOI)、霊式料3(鷺山蝉遺跡51区S∞3ー判。 3)
書式料41鷺山鋭遺跡日区S田3-No.4)、E史料5(鷺山蝉遺跡'1区SK03④)、低料6(鷺山蝋遺跡'1区銘03③}
杭料7(鷺山鱒遺跡'1区SK03②)、総料8(鷺山蝉遺跡H区Sli03申上院料9(鷺山蝉倉飾'1区5013)、
紋料iO(鷺山蝉遺跡'1区5Dl1)、猷料ll(鷺山蝉遺跡87区SD2J)、 官史料12(El区SX04低地)、
震史料13(鷺山仙道遺跡81区SEOJ)(1' 13 近世、 2-9 戦圏、 10 . 11 鎌倉~室町 12 古演。
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土で褐鉄鉱が発達する。試料2 (鷺山蝉遺跡目6区5EOI;井戸)は井枠内下府上部より採取され、前

灰色小傑・砂まじり粘土。試料3 (鷺山蝉遺跡E1区SD03-No. 3 区間il~) は最下層上部より採取

され、世灰色粘土で炭化物片が多く混じる。試料4 (晴山蝉遺跡EI区5D03-No.4 区画111)は品下

府下部より採取され、灰色粘土で砂が少liMじる。試料 5 (鷺山蝉遺跡FI区5K03 ④ 。葉掘り井

戸)はHE灰黄色砂混じり粘土で褐鉄鉱が発達する。試料 6 (鷺山蝉遺跡FI区5K03ー③ ，葉掘り井

戸)はl暗灰貰色砂iMじり粘土で制鉄魁が発達する。試料 7 (鷺山蝉遺跡F1区5K03 ②，器掘り井

戸)は灰色粘土で褐鉄鉱が発遣する。試料8 (鷺山蝉遺跡F1区5K03 ①，葉掘り井戸)は最下回

より採取され、灰色粘土で不鮮明な褐鉄粧が認められる。試料9鷺山蝉遺跡FI区5013;区画講)

は附灰貰色砂混じりンルト質粘土で尚鉄鉱が発遣する。試料10(鷺山蝉遺跡FI区5011;区画講)

は暗灰貰色砂混じりンルト質粘土で不鮮明な褐鉄鉱が認められる。試料11(鷺山蝉遺跡B7区502J)

は下層より採取され、時灰黄色粘土質ンルトで不鮮明な褐鉄鉱が尭遣する。試料12(鷺山蝉遺跡EI

区5X04低地西控中央)は崎オリープ制色シルト質粘土で砂が少し混じり、禍鉄粧が発達する。試科

13 (鷺山仙迫遺跡B1区5EOI;井戸)は暗灰黄色砂出じりシルト質粘土で悩鉄鉱が発達する。 時代

については、試科 1、!3が戦国時代~近世、試料2-9が戦国時代、試料10が室町時代、試料11が鎌

倉時代、試料12が古墳時代と考えられている。

全試料で同定されたのは、樹木花粉5、平本花粉6、形態分額で示したンダ植物胞子2である。いず

れの試料も十分な花粉化石が産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。以下に、各

試科の記載を示す。

古墳時代の試料(試料12) シダ植物の単品型胞子と三条型胞子が僅かに産出した。

鎌倉時代の試料(試料11) 単品型胞干のみが儲かに産出した。

室町時代の試料(時十10) 花粉 。胞子化石は全く産出しなかった。

戦国時代の試料(試料 2-9) 試料 2 (鷺山蝉遺跡86区5EOI;井戸)は、樹木花粉のハ〆ノキ
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際料1(鷺山銅遺跡D2区SEOJ)、院斜2(鷺山鍬遺跡B6区SEOI)、章式料3(鷺山鱒遺跡E1区S∞3-No.3)
飲料4(鷺山鎌遭跡E1区S同3-No.4)、試料5(鷺山蝉遺跡F1区SK03⑥)、試料6(鷺山蝉遺跡F1区出03③)
試料7(鷺山郷遺跡F1区"師団上 院料 B(窓山蝉遺跡F1区"回申)、依料9(鷺山鱒念蝉F1区SDI3)、
飲料iO(鷺山蝉遺跡F1区SDll)、2え料 11(鷺山蝉遺跡B7区5D21)、際料12(1:1区SX04低地)、
書式料i3(鷺山仙道遺紛81区SEOl)[1' 13 近世、 2-9 戦菌、 10 . 11 鎌倉~室町 12 古境]

第51表 花粉化石産/11一覧表(平成16年度報告)



- 238 -

属、草本花粉のイネ科、クワ科、アリノトウグサ属、単条型胞子、 三条型胞子を僅かに産出lto。試

料3(E 1区S003-No.3 区画構)は、樹木花粉のコナラ亜属、アカメガシワ属、草本花粉のイネ

科、クワ科、ソパ属、アブラナ科、単条型胞子、 三条型胞子を僅かに産出した。その他の試科は、試

料5で111来型胞子と三条型胞子が僅かに産出したほかは、花粉 胞子化石を全く産出しなかった。

戦国時代~近世の試料(試料 1、13) 試料 1 (鷺山蝉遺跡02区SEOl;井戸)は、樹木花粉の

マツ属複雑官東亜属、スギ属、草本花粉のイネ科、カヤツリグサ科、クワ科、ソパ属を僅かに産出し

た。試科目は花粉胞子化石を全く産出しなかった。

(考察)

検討した結果、いずれの試料も十分な花粉化石を産出しなかったため、古植生を復元することはで

きず、植物相を推定するにとどめざるを伴ない。戦問時代には、部葉広葉樹のハンノキ属、コナラ亜

属、アカメガンワ属が生育しており、 二次林要量のアカメガンワ属の産出から、鷺山蝉遺跡El区

S003 (区画溝)付近には人為的に聞かれた環境が存在していた可能性が考えられる。1if-本軍1は、鷺

山蝉遺跡B6区SEOl(井戸)付近には、イネ科、クワ科、アリノトウグサ腐が生育していたであろう。

アリノトウグサ属は人の干渉の強い草地などに見られることから、イネ科は草地睡占種のススキ、シ

パなどに由来する可能性が考えられる。また、鷺山蝉遺跡El区S003(区画講)付近には、イネ科、

クワ科が生育しており、ソパ属の産山から、付近でソパ栽培が行われていたと予想される。アブラナ

科は、野生種の可能性もあるが、有用植物を多く古む分類群であり、ソパと同様、アブラナ(ナタネ)

などが栽培されていた可能性もある。戦国時代~近世には、剖葉樹のマツ属複維管東亜属、スギ属が

生育しており、鷺山蝉遺跡02区SEOl(井戸)付近には、イ不科、カヤツリグサ科、クワ科が見ら

れたであろう。また、戦国時代に引き続き、ソハ栽培が行われていたであろう。

なお、花粉化石は水成堆積物であれば良好に保存されるが、土壌のような酸化条件下では、化学的

風化により、分解 消去し、吏にバクテリアによる蝕害も受ける。検討した試科は、概ね粘土であ旬、

特に鷺山蝉遺跡El区S003や鷺山蝉遺跡Fl区SK03の試料は、還元色で粘性の高い粘土であったこ

とから、水付き堆積物と予想された。しかしながら、花粉化石が保存されてい辛いことから、検討し

た試料は、少なくとも安定した滞水環境で堆積したものとは考え難い。試料は、井戸や区画r障のJA土

より採取されたが、これらの遺構は水付きではなく、乾燥した環境下であったか、水が溜まることが

あっても頻繁に乾燥し、常時滞水Lている環境ではなかったと予想される。

(まとめ)

戦国時代には、落葉広葉樹のハンノキ属、コナラ亜属、アカメガンワ属が生育しており、鷺山蝉遺

跡B6区SEOl(井戸)付近には、イネ科、クワ科、アリノ卜ウグサ属が、鷺山蝉遺跡El区S003(区

画構)付近には、イネ科、クワ科、アブラナ科が生育しており、ソパ栽培が行われていたと予想され

た。戦闘時代~近世には、針葉樹のマツ属複維管東亜属、スギ属が生育しており、鷺山蝉遺跡02121

SEOl (井戸)付近には、イネ科、カヤツリグサ科、クワ科が見られ、ソパ栽培が行われていたと予

想された。試料が探取された井戸や区画構などの遺構は、常時滞水している環境ではなかったと予想

された。

属、草本花粉のイ不和、クワ科、アリノトウグサ属、単条型胞子、三品型胞子を僅かに産出Lた。試

料3(E 1区5003-No.3 区画樽)は、樹木花軒のコナラ亜属、アカメガシワ属、草本花粉のイォ、

科、クワ科 ソパ属、アブラナ科、 単条型胞子、三条型胞子を僅かに産出した。その他の試料は、試

料5で単品型胞子と三条型胞子が僅かに産ll1したほかは、花粉 胞子化石を全く産IHしなかった。

戦国時代~近世の試料 (試料1、13) 試料 1(鷺山蝉遺跡02IK5EOI ;井戸)は、樹木花粉の

マツ属複雑管東亜属、スギ属、草本花粉のイネ科、カヤツリグサ科、クワ科、ソパ属を僅かに産出し

た。試料13は花軒 胞子化石を全〈産出しなかった。

(考察)

検討した結果、いずれの試料も十分な花粉化石を産出しなかったため、古植生を彼元することはで

きず、楠物相を推定するにとどめざるを得ない。戦問時代には、帯葉広葉樹のハンノキ属、コナラ亜

属、アカメガンワ属が生育しており、 二次林要量のアカメガンワ属の産出から、鷺山蝉遺跡E1区

5003 (区画溝)付近には人為的に聞かれた環境が存在していた可能性が考えられる。草本類は、鷺

山蝉遺跡86区5EOl(井戸)付近には、イネ科、クワ科、アリノ卜ウグサ属が生育していたであろう。

アリノトウグサ属は人の干渉の強い草地などに見られることから、イネ科は草地使占極のススキ、シ

パ在どに由来する可能性が考えられる。また、鷺山蝉遺跡El区5003(区画講)付近には、イネ科、

クワ科が生育しており、ソパ属の産出から、付近でソパ栽培が行われていたと予想される。アブラナ

科は、野生種の可能性もあるが、ヰT川植物を多く含む分類群であり、ソパと同様、アブラナ (ナタネ)

などが栽培されていた可能性もある。戦闘時代~近世には、針葉樹のマツ属複維管東亜属、スギ属が

生育しており、鷺山蝉遺跡02区5E01(井戸)付近には、イネ科、カヤツリグサ科、クワ科が見ら

れたであろう。また、戦国時代に引き続き、ソパ栽培が行われていたであろう。

なお、花粉化石は水成堆積物であれば且貯に保存されるが、土壊のような酸化条件下では、化学的

風化により、分解 消長L、更にパクテリアによる蝕害も受ける。検討した試料は、概ね粘土であり、

特に鷺山蝉遺跡El区5003や鷺山蝉遺跡F1区5K03の試料は、還元色で粘性の高い粘土であったこ

とから、水付き堆積物と予想された。しかしながら、花粉化石が保存されていないことから、検討し

た試料は、少なくとも安定した滞水環境で堆積したものとは考え難い。試料は、井戸や区画講の埋土

より採取されたが、これらの遺構は水付きではなく.乾煉Lた環境下であったか、水が溜まることが

あっても頻繁に乾燥し、常時滞水Lている環境ではなかったと予想される。

(まとめ)

戦国時代には、落葉広葉樹のハンノキ属、コナラ亜属、アカメガンワ属が生育しており、鷺山蝉遺

跡86区5EOl(井戸)付近には、イネ科、クワ科、アリノトウグサ属が.鷺山蝉追跡El区5003(区

画構)付近には、イネ科、クワ科、アブラナ科が生育しており、ソパ栽培が行われていたと予惣され

た。肱l耳時代~近世には、針葉樹Iのマツ属複雑管東亜属、スギ属が生育しており、鷺山蝉遺跡02区

5E01 (井戸)付近には、イネ科、カヤツリグサ科、クワ科が見られ、ソパ栽培が行われていたと予

想された。試科が採取された井戸や区画棋などの遺構は、常時滞水している環境ではなかったと予想

された。
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第139図 花粉化石分布図

く平成17年度の分析報告〉

花粉化石群集の検貯は、 NO.2--5および16の合計5試科について行った (車139悶、第52表、図版

42)。各試科の配線は、以下町通りである。なお、これら5試軒は珪E草分析も行われ、 NO.5、16につ

いてはプラント オパール分析も行われた。NO.2 鷺山蝉遺跡A3区S002内股土より採取され、暗

灰賞色粘土質シルト。時代は戦国時代。NO.3 鷺山蝉遺跡A4区S026内埋土より採取され、黄灰色

粘土。時代は戦国時代。NO.4 鷺山蝉遺跡88区S085(掘)内埋土より採取され、 Ð:~灰黄色シルト

質粘土で褐鉄鉱が総められる。時代は戦国時代。NO.5 鷺山蝉遺跡CI区S002内主n土より採取され、

時灰黄色粘土で梢鉄拡が包められる。 時代は戦闘時代。No.16 鷺山蝉遺跡CI区SX02自然流路下層

より採取され、暗灰貰色シルト質粘土で褐鉄粧がtaめられる。時代は鎌倉室町以前。

(花粉化石群集の記報)

全試科で同定された分類群数は、樹木花粉23、革本花粉15、形態分類で示したシダ捕物胞子2であ

る。いずれの試料もイ分な樹木花粉が産出しなかったため、書考までに花粉 胞子総数を基数として

花粉化石分布図に示した。以下に、各試科の花粉化石俳mを記載する。
[鎌倉室町以前の試料 (No.16)]

樹木花粉の占める割合は20%桂度と低率である。コウヤマキ属、ンイノキ属、スギ属 プナ属、コ

ナラ亜属の願に 2-6%桂度で出現し、ツガ属、カバノキ属、アカガシ亜属、ブドウ属も 1%未満で

出現する。草本花粉は、イネ科が50%弱で突出し、ヨモギ属(約8%)も若手目立つ。他は、カヤツ

リグサ科 (約5拍)、他のキク亜科(約2時)、ソパ属 アカザ科ーヒユ科 アブラナ科(J喝未満)

が出現する。[戦恒l時代の試料 (No.2-5)]

樹木花粉の占める訓告は15-胡%前佐である。スギ属(J喝未満~約3%)、アカガシlIE属 クリ
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第139図 花粉化石分布図

く平成17年度の分析報告〉

花粉化石醇離の検討は、 No.2 --5および16の合計5試料について行った (掠139図、車52表、図版

42)。各試科の記級は 以下町通りである。なお、これら 5試軒は珪麗分析も行われ、 No.5、16につ

いてはプラントーオパール分析も行われた。NO.2 鷺山蝉遺跡A3区5002内閣土より採取され、暗

灰賞色粘土質ンルト。時代は戦国時代。NO.3 鱒山蝉遺跡A4区SD26内埋土より採取され、黄灰色

粘土。時代は戦匝l時代。NO.4 鷺山蝉遺跡88区5085(捌)内埋土より際取され、 l昨灰黄色シルト

質粘土で褐鉄鉱が総められる。時代は戦国時代。NO.5 鷺山蝉遺跡CI区5002内組 tより採取され、

時灰黄色粘土で梢鉄拡が也められる。時代は戦闘時代。No.16 鷺山蝉遺跡CI区5X02自然流路下層

より採取され、暗灰貰色シルト質粘土で梢鉄鉱が認められる。時代は鎌倉室町以前。

(花粉化石群集の記根)

全試科で同定された分類昨教は、樹木花粉23、革本花粉15、形態分類で示したシダ植物胞子2であ

る。いずれの試料も十分な樹木花粉が産111しなかったため、参考までに花粉 胞子総数を基数として

花粉化石分布図に示した。以下に、各試料の花粉化石群集を記載する。

[鎗宮室町以前町試料 (No.16)]

樹木花粉の占める割合は20%棋度と低率である.コウヤマキ属、シイノキ属、スギ属ープナ属、コ

ナラ亜属の順に 2-6特程度で出現し、ツガ属‘カパノキ属、アカガシ亜属、ブドウ属も 1弛未満で

出現する。草本花粉は、イネ科が叩%弱で突出し、ヨモギ属 (r，8 %)も若干目立つ。 他は、カヤツ
リグサ科 (約5%)、他のキク亜科 (約2%)、ソパ属 アカザ科ーヒユ科 アブラナ科(1%未満)

が出現する。[戦閣時代の試料 (No.2 -5)] 

樹木花粉の占める訓告は15-40%前佐である。スギ属(1%未満~約 3%)、アカガγ亜属 クリ
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クワ斜 Moraceae 
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ゾパ属 Fllgopyrum ー
アカ ザ科 ヒユ制 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 2 
ナデンコ斜 Caryophyllaceae 
キノポウゲ斜 Ranuncu!aceae 
アブラナ斜 Cruciferae 2 
キカングサ. Rotala 
アリノ トウグサ属 Halofagis 
セリ 斜 UDlbelliferlle 
ヨモギ属 Artemisia 52 3 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 3 2 
タノポオ"医科 Liguliflorae 2 2 

ンダ植物

，.条'"胞子 トonoJetespore 7 6 2 10 9 
三条製胞子 Tri lete spore 2 

樹木犯粉 Arboreal pol1en 15 14 0 47 23 
原本花紛 Nonarboreal p(lllen 77 82 0 59 74 
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花粉胞字鎗数 Total Pollen & Spores 100 102 2 117 同
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T. -c はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

NQ.2 鷺山鯨遺跡'3区S回2(姻)，No.3 鷺山蝉遺跡 A4区SD26(姻)，No.4 鷺山観遺跡関区S田5(繍)
No.5 鷺山鱒遺跡Cl区S∞2(鴻)、 No.16 到底山鱒筆跡Cl区SX02自然流路下層
(No . 2~5 戦国時代、 No. 16鎌倉室町以前)

20 o 15 12 Unknown pollen 不明"粉

花粉化石産出 覧表(平成17年度報告)第52表

で(約 7%) No.5 (約 3%)、コナラ!lli属もNo.2属 (約 2- 4%)がNo.4を除く 3試料で出現し、

クマシデ属 アサダ属、イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科、マツ属複維tf東亜属、また、出現する。

エノキ属 ムクノキ属などがNo.4を除くいずれか2試ニレ属一ケヤキ属、シイノキ属、ハンノキ属、

ムブナ属、No.5からコウヤマキ属、料から 3%未満で出現する。他は、 No.2からアカメガ γワ属、

クワ科(12%)、

などが出現すタンポポ亜科 (2%) 

クロジ腐などが3%未満で出現する。1，'1.本花粉は、 No.2ではヨモギ属が52%と突出し、

イネ科 (6拍)が比較的目立つ。他は、他のキク.!Ili科 (3拓)、
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T. -C はTaxaceae-Cephaloもaxaceae-Cupresaceaeを示す

No.2 鷺山蝉窓跡A3区SD02(揃)、 No.3 鷺山鱒遺跡 M区SD26(姻)、 No.1 鷺山蝉温度勝間区S田51婦に
NO.5 鷺山鱒遺跡CI区S回2(fJt)， NO.16 緯山側iI跡CI区SX02自然流路下層
(No. 2-5戦国時代、 No.16鎌倉盆町以前)

20 。15 12 Unknown poJ len 不剛IJlE粉

花粉化石産出 覧表(平成17年度報告)第52表

で(約 7%) NO.5 (約 3%)、コナラ並属もNO.2属(約 2- 4 %)がNO.4を除く 3試料で出現し、

クマンデ属 アサダ属、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、マツ属複雑管東亜属、また、出現する。

エノキ属 ムクノキ腐などがNO.4を除くいずれか2試ニレ属 ケヤキ属、シイノキ服、ハンノ キ属、

ムプナ属、料から 3弘未満で出現する。他は、 NO.2からアカメガγワ属、 NO.5からコウヤマキ属、

クワ科(12%)、

などが出現すタンポポ亜科 (2%) 

クロジ腐などが3%未満で出現する。 1;t本花粉は、 NO.2ではヨモギ属が52%と突出し、

イネ科 (6喝)が比較的目立つ。他は、他のキク]IT科 (3弘)、
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る。NO.3はクワ科 (約40%)、イネ科 (約25特)の順に高率であり、カヤツリグサ科、アカザ科 ヒ

ユ科、アブラナ科、アリノトウグサ属、ヨモギ属、タンポポ亜糾などがI弛未満-3%未満で出現す

る。No.5は、イネ科が約25%でItiも同率であり、クワ科も約9出で比較的目立つ。他は、カヤツリ

グサ科、アブラナ科、ヨモギ属、他のキク亜科が2-4%程度、キカングサ属などが1%未満で出現

する。なお、 NO.4はシダ植物の単車型胞子が2lI産出Lたのみであった。

(鎌倉室町以前の古植生)

樹木花粉の産出個数が少ないため、轟梓植生についての推定は困難である。当時の植物相は、針藁

樹のコウヤマキ属、スギ属.落葉広葉樹のプナ属、コナラ亜属、常緑広葉樹のシイノキ属などを含む

ものであったと百うに止めざるを得ない。草本軍iについては 鷺山蝉遺跡C1巨5X02自然流路内な

いし周辺にはイネ科が以魅L、ヨモギ属、カヤツリグサ料、他のキク亜科、シダ捕物などが混じって

いたと推定される。また、ソパ属の産出から、付近にソパの栽培地が存在していたと考えられる。

(職国時代の古植生)

樹木花粉の産出個数が歩ないため、轟林植生についての推定は困難である。当時の植物相は、針車

樹のマツ属複維tl東亜属、コウヤマキ属、スギ属、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、落葉のハンノ

キ属、コナラ亜属、クリ属、アカメガγワ属、常緑のアカガン亜属、シイノキ属などを古むものであ

ったと宮うに止めさるを仰ない。草本類については、各遺構内ないし周辺に止のような分類群が生育

していたと推定される。鷺山蝉遺跡A3区5002は買モギ属をはじめ、クワ科、イネ科 鷺山蝉遺跡鷺

山蝉遺跡A4区5026はクワ科、イネ科をはじめ、アカザ科 ヒユ科、アリノトウグサ属、鷺山蝉遺

跡Cl区5002はイネ科、クワ科をはじめ、キカシグサ腐などである.鷺山蝉遺跡Cl区5002では、

抽水植物のキカシグサ属が出現するが、これを除いてゆlらかな水湿地性革本は出現せず、むしろ乾き

気味の場所に生育する分軍l群が目立つので、多産するイネ科もススキ、シパなどの草地橿占種を含む

可能性が多分に考えられる。なお、試料とした期やi枠内埋土は、花粉化石の産山側主主が良好とは宮え

ないので、これらの遺構は水付きではあったものの、時に乾燥することもあるような余り安定した滞

水環境ではなかった可能性が考えられる。特に、花騎 胞子化石の産出個数が極めて乏しかった鷺山

蝉遺跡88区5085(蝋)は、珪車分析の結果からも、乾燥した堆積環境であったと考えられ、空堀

であったことが示唆される。

(おわりに)

樹木花粉の産出個数が少なかったため、鎌古車町以前、戦lヨ時代のいずれの時}聞も森林植生を推定

するには至らず、植物相の一部が明らかになったに過ぎなかった。各遺構内ないし問辺には、イネ科、

クワ科、ヨモギ腐などが生育しており、鎌倉宝町以前の鷺山蝉遺跡Cl区5002付近にはソパの栽培

地が存在していたと考えられた。各遺構はあまり安定した滞水環境ではなく、鷺山蝉遣時88区

5085 (堀)については乾燥した堆積環境であったと考えられた。

る。NO.3はクワ科 (約40%)、イ不科 (約25略)の順に向車であり、カヤツリグサ科、アカザ科 ヒ

ユ科、アブラナ科、アリノトウグサ属、ヨモギ属、タンポポ亜科などが1%未満-3佑未満で出現す

る。No.5は、イネ科が約25%でJtlも日E干さであり、クワ科も約9%で比較的H立つ。他は、カヤツリ

グサ科、アブラナ科、ヨモギ属、他のキク亜科が2-4%fA度、キカシグサ属などが1%未満で出現

する。なお、 NO.4はシグ植物のl'己主型胞子が2内輩出Lt;のみであった。
(鎌宮室町以前の古植生)

樹木花粉の輩出個教が~'ないため、轟林植生についての推定は困難である。 当時の植物相は、針葉

樹のコウヤマキ属、スギ属、落葉広葉樹のプナ属、コナラ亜属、常緑広葉樹のシイノキ腐などを含む

ものであったと百うに止めざるを得ない。革本軍iについては、鷺山蝉遺跡C1 1K5X02自然流路内な

いし周辺にはイネ科が1;1勉L、ヨモギ属、カヤツリグサ科、他のキク亜科、シダ刷物などが混じって

いたと推定される。また、ソパ属の産出から、付近にソパの栽培地が存在していたと考えられる。

(戦国時代の古植生)

樹木花粉の産出個散が少ないため、轟林植生についての推定は困難である。当時の植物相は、針葉

樹のマツ属桜維管東亜属、コウヤマキ属、スギ属、イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科、落葉のハンノ

キ属、コナラ亜属、クリ属、アカメガシワ属、常緑町アカガシ亜属、シイノキ腐などを含むものであ

ったと官うに止めざるを1!1ない。平本類については、 品遺構内ないし問辺に止のような分類群が生育

Lていたと推定される。鷺山蝉遺跡A3区5Du2は司モギ属をはじめ クワ科 イネ科、鷺山蝉3世跡鷺

山蝉遺跡A4区5026はクワ科、イネ科をはじめ、アカザ科 ヒユ科、アリノトウグサ属、鷺山蝉坦

僻CI区50021;1イネ科、クワ科をはじめ、キカシグサ属などである.鷺山蝉;t!肺CI区5002では、

抽水植物のキカングサ属が出現するが これを除いてIYJらか辛水湿地性草本は出現せず、むしろ乾き

気味の場所に生育する分知鮮が目立つので、多産するイネ科もススキ、シパなどの草地橿占磁を含む

可能性が多分に考えられる。なお、試料と Lた期やt枠内埋土は、花粉化石の産111倒散が良好とは冒え

ないので、これらの遺構は水付きではあったものの、時に乾燥することもあるような余り安定した滞

水環境ではなかった可能性が考えられる。特に、花骨 胞子化石の産111倒教が極めて乏しかった鷺山

蝉遺跡B8区5085(掛)は、珪聾骨折の結果からも、乾燥した堆秘環境であったと考えられ、空堀

であったことが示唆される。

(おわりに)

樹木花粉の産出制散が少なかったため、鎌倉諮町以前、戦固時代のいずれの時則も轟林地生を推定

するには至らず、植物相町一部が明らかになったに過ぎなかった。各遺構内ないし周辺には、イ庁、科、

クワ科、ヨモギ婦などが生育しており、鎌倉室町以UiIの鷺山蝉遺跡CI区5002付近にはソパの栽明

地が存在していたと考えられた。各遺構はあまり安定した滞水環岐ではなく、量山蝉遣時B8区

5085 (堀)については乾煉Lた堆積環境であったと考えられた。



- 242 -

B 遺構埋土の珪務分析

ノ守レオ ラポ

1 はじめに

珪藻は、 10-500μmほどの珪酸貿殻を持つ単細胞葎類で、般の形やこれに刻まれた模様などから

多くの珪藻積が調べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪車種群が設定されている(小杉、

19回，安藤、 1990)。一般的に、珪醸の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や

沼地などの水成環境以外の陸地においてもわずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境、例え

ばコケの表面や湿った岩石の表而などで生育する珪藻種(陸生珪斑)も知られている。こうした珪車

種あるいは珪斑群集の性質を利用して、堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆積環

境について知ることができる。

2 試料の処理方法

遺構内堆積物より採取された試料は、以下の方法で処理し、珪部用プレパラ←トを作成した。

(1)湿潤重量的 Ig松度取り 111l-、秤量した佳ビーカーに移L-30時過厳化水器水を加え、加熱 圧

応させ、有機物の分解と粒子の分散を行った。(2)反応終了桂、水をhuえ1時間程してから上澄み植

を除去し、細粒のコロイドを拾てる。この作業を 7回ほと繰り返した。(3)残澄を遠心)1に回収し、

マイクロピベットで適量取り、カバーガラスにi商下L乾燥した。乾煉桂は、マウントメディアで封入

Lプレパラ トを作成した。作成したプレパラートは顕徴鏡下10凹倍で観察し、珪藻化石2凹個体以

上について同定 ー計数した。なお、珪藻化石が少ない試料は、プレパラート全而について精査した。

3 珪藻化石の環境指標種群

珪務化石の環境指標積群は、安藤([四0)が設定した環境指標種群に基づいた。なお、環境指標植

群以外の珪藻種については、淡水種は広布極と Lてそれぞれ扱った。また、破片のため腐レベルで同

定した分類群は、その種群を不明として扱った。以下に、安藤([的0)が設定した淡水域における環

境指標積群の概要を示す。

[上流性河川指標極群(J)) 上流部の渓谷部に品中して出現する極群である。これらには

Achnanthes属が多く含まれるが、殻而全体で岩にぴったりと張り付いて生育しているため、流れに

よってはぎ取られてしまうことが辛い。

[中~下流性河川指標極群 (K)) 中~下流部、すなわち河川沿いに河班段丘、扇状地および自然堤

防、佳背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する極群である。これらの積は、柄または

さやで基物に付脅し、体を水中に伸ばして生活する種が多い。

[最下流性河川指標極群(L)] 最下流部の三角州の部分に集中して出現する極群である。これらの

種は、水中を浮遊しながら生育している極が多い。これは、河川が三角州地帯に入ると流速が遅くな

り、浮遊生の極でも生育できるようになる。

[湖沼津避生指摂極群 (M)] 水深が約1.5m以上で、水生植物は岸では見られるが、水底には生育L

ていない湖沼に出現する極群である。

B 遺構埋土の珪i草分析

パレオ 。ラポ

1 はじめに

珪藻は、 10-500μmほどの陸般質殻を持つljt細胞種類で、殻の形やこれに刻まれた模様などから

多くの珪藻績が閥べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪目車種群が設定されている(小杉、

19曲。安藤、 1990)。一般的に、珪醸の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や

沼地などの水成環境以外の陵地においてもわずかな水分が供給されるジメジメとした陸域開境、例え

ばコケの表面や湿った岩石の表而などで生育する珪藻積(陸生珪藻)も知られている。こうした珪藻

種あるいは珪斑群集の性質を利JfJして、堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆積環

境について知ることができる。

2 試料の処理方法

遺構内堆積物より採取された試料は、以下の方法で処理し、珪部mプレパラートを作成した。

(j)溢潤重量的 1g税Jl!'取り 11¥C、秤量した後ピーカーに移し30特過酷化水量水を加え、加熱 反

応させ、有機物の分解と粒子の分散を行った。(2)反応終了龍、水を力11え1時間程してから上澄み植

を除去し、細粒のコロイドを拾てる。この作業を 7回ほど繰り返した。(3)残誼を遠心管に回収し、

マイクロピベットで適量取り、カパーガラスにi商下L乾燥した。乾燥桂は、マウントメディアで封入

しプレパラ トを作成した。作成したプレパラートは顕徹鏡下10凹倍で観察し、珪諜化石2曲個体以

上について同定 ー計数した。なお、珪藻化石が少ない試料は、プレパラート全両について精査した。

3 珪麗化石の環境指標種群

珪疎化石の環境指標績群は、安藤(J四0)が設定した環境指標極群に基づいた。なお、環境指標極

群以外の珪i品種については、淡水種は広布極と Lてそれぞれ扱った。また、舷片のため腐レベルで同

定した分類群は、その種群を不明として扱った。以下に、安藤(J冊0)が設定した淡水域における環

境指傑積群の概要を示す。

[上流性河川指標極昨(j)] 上流部の渓替部に集中して出現する極群である。これらには

Achnanthes属が多〈吉まれるが、殻而全体で岩にぴったりと張り付いて生背しているため、流れに

よってはぎ取られてしまうことがをい。

[中~下流性河川指標極群 (K)] 中~下流部、すなわち河川沿いに河成段丘、扇状地および自然堤

防、桂背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する位群である。これらの積は、柄または

さやで基物に付着し、体を水中に伸ばして生活する植が多い。

[最下流性河川指標値群(L)] 最下流部の三角州の部分に集中Lて出現する極群である。これらの

種は、水中を浮遊しながら生育している極が多い。これは、河川が三角州地帯に入ると流速が避くな

り、浮遊生の種でも生育できるようになる。

[湖沼津避生指標槌群 (M)] 水深が約1.5m以上で、水生植物は岸では見られるが、水底には生育L

ていない湖沼に出現する極群である。
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[湖沼沼沢湿地指標種群 (N)] 湖沼における浮遊生積としても、沼沢湿地におれる付着生種として

も擾勢な出現が且られ、湖沼 沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい。

[沼沢湿地付治生指原種群 (0)] 水深 1m内外で、 一回に植物が繁殖している所および湿地で、付

着の状態で優勢な出現が見られる極群である。

[高層湿原指標種群 (p)] 尾瀬ゲ原湿原や轟ケ峰湿原などのように、ミズゴケを主とした植物群落

および泥炭胞の発達が見られる場所に出現する極群である。

[陸域指摂積群 (Q)] 上述の水域に対して、陸域を生息地として生活している積群である(陸生珪

部と呼ばれている)。

4 分析試料と珪斑化石の特徴とその堆積環境

<平成15年度の分析報告〉

藤根 7¥(パレオ ラポ)

試料は、鷺山仙道遺跡A2区池SXOlの堆積物I試料(試料@下層)、鷺山蝉遺跡講SD03の堆梢物I試

料 (試科①下層)の合計2試料である (措140図、描53'54表、図版43)。全試料から検出された珪藻

化石は、淡水極が随分類群23属52極4亜種それぞれ検出された。これらの珪藻化石からは、淡水種は

4環境指標極群に分類された (第53表)。以下では、各試料について検出された珪斑化石群集の特徴

について述べる。なお、部140図には、遺構堆積物の珪藻化石分布図を示し、第54表に結果の厩要を

まとめた。

[i也堆積物 (鷺山仙道遺跡A2区sxon 試料⑥]堆積物 Ig当りの殻数は約7.03x103個、完形殻の出
税率は約39%である。検出された珪藻化石は、汽水4査が検出されるものの、陸域指標種群の珪諜化石

が比較的多く検出された。こうしたことから、池遺構とされるものの池に生育する珪藻化石は検出き

れなかった。

[構堆積物 (鷺山蝉遺跡B3区SD03) 試半間)]堆積物 1g当りの殻数は約4.05xlOS個と比較的高率で

出現L、完形殻の出現率は約77%と日い。検出された珪革化石は、沼沢湿地付着生指標種群の

Pinnularia gibbaやGomphonemagracile者どが多く検出された。なお、陸域指標極群のHantzschia

amphioxysなども検出された。こうしたことから、ジメジメとした陸域を伴う沼沢湿地環境が推定さ

れる。

(おわりに)

鷺山仙道遺跡A2区池SX01の堆積物では、池堆積物を示すような珪部化石は検出されず、むしろ

陸域指標種群の珪龍化石が含まれていた。

鷺山蝉遺跡B3区溝SD03の堆積物では、完形の多い珪斑化石が検出され、陸域指標種群を伴う沼沢

湿地付着生指標種群の珪龍化石が特徴的に含まれていたことから、ジメジメとした陸域を伴う沼沢湿

地と推定された。

(lJlj刊文鰍〕

安厳一切(1悦湖)淡水産益源6こよる環境術様組幹の限定と古環境復元への応則東北地理。42.73-8& 

イサ杉正人(1咽)綾漢の環境指傑種鮮の股定と古環境復元への応用 食事四紀研究 27， 1-20 

[湖沼沼沢湿地指標積群 (N)1 湖沼における浮遊生種としても、沼沢湿地におれる付着生種として

も世勢な山現が見られ、湖沼 沼沢温地の環境を指標する可能性が大きい。

[沼沢湿地付哲生指原種群 (0)1 水深 1m内外で、 ー而に植物が繁殖している所および湿地で、付

着の状態で檀勢な出現が見られる極群である。

[高層湿原指標種群 (P)l 尾瀬ゲ原溢原や轟ケ峰湿原などのように、ミズゴケを主とした組物群落

および泥炭胞の発達が見られる場所に出現する極群である。

[陸域指原積群 (Q)] 上述の水増に対して、陸域を生息地として生活している鶴群である (陸生珪

藻と呼ばれている)。

4 分析試料と珪藻化石の特彼とその堆積環境

く平成15年度の分析報告〉

藤根久 (パレオラボ)

試料は、鷺山仙道遺跡A2区池SXOIの堆続物I試料 (試料@下府)、鷺山蝉遺跡構SD03の堆梢物1試

料 (試料①下層)の合計2試料である (第140図、第53'54去、図版43)。全試料から検出された珪藻

化石は、淡水種が68分類群23腕52極4車種それぞれ検出された。これらの珪穣化石からは、淡水槌は

4環境指標秘群に分類された (第53表)。以下では、各試料について検出された議斑化石群集の特般

について述べる。なお 部140図には、遺構堆積物の珪藻化石分布図を示し、第54去に結果の概要を

まとめた。

[池堆積物 (鷺山仙近遺跡A2区sxo1l試科@J堆椛物 1g当りの殻数は約7.03xl03個、完形殻の出

税率は約39%である。検出された珪蔀化石は、 f¥水植が検出されるものの、陸域指標種群の珪斑化石

が比較的多く検出された。こうしたことから、池遺構とされるものの池に生育する陸斑化石は検出き

れなかった。

[構堆積物 (鷺山蝉遺跡83区SD03) 試末ゆ]堆積物 1g当りの殻数は約4.05x105個と比較的高率で

出現L、完形殻の出現率は約77%と日い。検出された珪誰化石は、沼沢湿地付着生指標種群の

pjnnularia gibbaやGon】phonemagracileなどが多〈検出された。なお、陸域指標種群のHantzschia

amphioxysなども検出された。こうしたことから、ジメジメとした陸域を伴う沼沢湿地環げ克が推定さ

れる。

(おわりに)

鷺山仙道遺跡A2区池SXOlの堆積物では、池堆積物を示すような珪斑化石は検出されず、むしろ

陸域指標極群の珪葎化石が古まれていた。

鷺山蝉遺跡83区構SD03の堆積物では、完形の多い珪藻化石が検出され、陸域指標模酵を伴う沼沢

湿地付着生指標極群の珪龍化石が特徴的に含まれていたことから、ジメジメとした陸域を伴う沼沢溢

地と推定された。

〔者1111文隊3

安藤一刻 (]侠拘)淡水産謹擦による環境側線緯鮮の殴定と古環境復元への応則東北地理。42.73-88. 

小杉正人 (1錫"法穫の環境指僚組"の限定と古環境彼元への応用 第凶紀研究 27，1-20. 
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く平成17年度の分析結果〉

期滞一刻(パレオ ラポ)

分析には、鷺山蝉遺跡A3開査区SD02(試料2)と鷺山蝉遺跡A4調査区SD26(試料3)、鷺山蝉

遺跡88淵査区SD85(拭料4)、鷺山蝉遺跡C11調査区SD02(試科 5)と鷺山蝉遺跡SX02下回(試料

16)から採取された摘または姻内堆布物の5試料をJIJいた (第141園、部55表、図版43)。本研究にお

いて検出された珪藻化石は、 75分類群25属55植2車種である (車55表)。 これらの珪車種から設定さ

れた環境指揮犠酔は、広;(J;績を合め4種群である。これら環境指原種群の出現状況より、 3帯の珪様

化石分帯に区分され、また D~i~は種群の構成種の違いにより、 2 つに細分される。 以下に分帯ごとに

これら積群の出現状況の特徴と堆積環境について述べる(第141図)。

[I帯(試料2 鷺山蝉遺跡A3欄査区SD02)J検出された盛藻殻数が5個と世ないため、珪穣化石

より堆積環境を推定することはできない。

[lla帯 (試科3 鷺山蝉遺跡A4調査区SD26 試料5 鷺山蝉遺跡C1調査区SD02)J堆積物 1g中の

珪嘩般教は2.64x 105個、 2.88x 105個、完軍般の出現率は約70略と高い。これらの試軒からは、広布

極が多いものの、 PinnulariagibbaやPinnulariavげidisをどの泊沢湿地付晴生桁標鶴群が特徴的に検

出されている。このことから沼沢地もしくは溜池環境であったと推定される。

[ II b帯(試料16 鷺山蝉遺跡C1開査区SX02自然流路 F府)J堆積物 1g中の珪藻般数は4.73x104個、

完形般の出現車は的21拍と低い。この試料からは、 lla帯と同様に広布績が多いものの、 Pinnularia

viridisやStauroneisphoenicenteronなどの沼沢温地付帯生指標極群が特償的に検出されている。この

ことから lla帯と同様に泊沢地もしくは湿地環境であったと推定される。

[皿帯(試料4 鷺山蝉遺跡88調査区SD85)J ~lf1l物 1 g中町珪藻殻数は3.53x105個、完耳殻の出現

率は約42唱となる。この試料からは、 NaviculamuticaやHantzschiaamphioxysなどの陸壇指標極昨

が特徴的に検出され、泊iR溢地付常生指牒柿i酵のEunotiapraerupta var. bidenが随伴して検出され

ている。これらのことから溜地を伴う陸域環境であると推定される。

(考察)

鷺山蝉遺跡より採取した堆積物試科を用いて珪部分析を行った結果について考察する。

鷺山蝉遺跡A3調査区SD02を除く 4試軒については堆積環境を推定するのに必聾な珪離を検出す

ることができた。鷺山蝉遺跡A3調査区SD02は姻内のJll税であるが、珪理化石は歩前の検出にとど

まった。珪藻は水生純物であるため、水分のない所には生育できない。よって乾燥した陸雄環境であ

ったことが考えられる。またMural叩 ni(1996)において珪藻設が湿地で溶解することが報告されて

おり、珪車殻が堆積陸地解した可能性も考えられるが、理由が明らかにされていないので詳細な検討

はでき奇いため、可能性の示唆にとどめる。また同ーの試料より花軒化石の分析が行われている。そ

の結果、花粉化石は適量検出されている。花粉化石は乾燃した環境下では保存されにくいことから常

時乾燥した環境下であったとは考えにくい。これらのことを考慮すると、常時水があるような環境や

乾燥している環境ではなく、乾湿を繰りかえすような原境であったと考えられる。

鷺山蝉遺跡A4湖査区SD26と鷺山蝉遺跡Cli醐3'1'区SD02、鷺山蝉遺跡CI測班I2lSX02自然流路下

層からは沼沢湿地付靖生指標樋昨の珪藻が特書量的に検出された。このことから楓内は、沼沢地や湿地

く平成17年度の分析結果〉

県.¥i事 -9)(パレオ ラポ)

分析には、鷺山蝉遺跡A3隣査IRSD02(試料2)と鷹山蝉追跡A4澗資区SD26(試料3)、鷺山蝉

遺跡88調査区SD85(試料4)、鷺山蝉遺跡Cl湖査IRSD02(試料5)と鷺山蝉遺跡SX02下府(試料

16)から採取された清または姻内排荷物の5試料をJlIいた (第141園、第55表、図版43)。本研究にお

いて検出された珪藻化石は、 75分額詐25属55撞2!亜植である (車55表)。 これらの珪車種から設定さ

れた探境指標犠酢は、広;(ji磁を古め4種醇である。これら環境指標極群の出現状沈より、 3帯の底部

化石分帯に区分され、またH帯は極群の構成植の遮いにより、 2つに細分される。以下に分帯ごとに

これb樋酵の出現状祝の特徴と堆積環境について述べる(第141図)。

[I帯(試料2 鷺山蝉遺跡A3倒査区SD02)]検出された珪藻殻数が5倒と晶、ないため、珪雑化石

よりJI;積環境を推定することはできない。

[Ua帯 (試料3 鷺山蝉遺跡A4調査区SD26・訳料5 鷺山蝉遺跡C1調査区SD02)]堆積物 Ig中の

珪謙般致は2.64x 105情、 2.s8x10日圃.完部般の出現率は約70略と高い。これらの試軒からは、広布

櫨が多いものの、 PinnulariagibbaやPinnulariaviridisなどの沼沢湿地付:<1生指標積群が特徴的に検

出されている。このことから沼沢地もしく はi畠地環境であったと推定される。

[U b帯(試料16 鷺山蝉遺跡C1 i閤査区SX021'1然流路下層)]堆積物 1g中の峰雄倣数は4，73x1倒側、

完形般の出現率は約21%と低い。この試料からは、 lla帯と同様に広布櫛が多いものの、 Pinnularia

viridisやStauroneisph世間centeronなどの沼沢温地付帯生指原種群が特徴的に検出されている。この

ことから Ua帯と同織に稲沢地も Lくは混地環境であったと推定される。

[皿帯 (試科4 鷺山師遺跡88調査区SD85)]堆積物 1g中町珪龍殻監は3.53x105個、完耳殻町出現

車は約42%となる。この試科からは、 NaviculamuticaやHantzschiaamphioxysなどの陸瞳指標極併

が特飯的に検出され、 il.iiH極地付着生指椋積酵のEunotiapraerupta var. bid聞が随伴して検出され

ている。これらのことからm地を伴う陵域環境であると推定される。
(考察)

鷺山蝉遺跡より保取した~矧荷物試軒を用いて珪部分析を行った結措について考察する。

鷺山蝉遺跡A3調査区5002を除く 4試科についてはJI;続環境を推定するのに耳、要な珪嘩を検出す

ることができた。鷺山蝉遺跡A3捌査区SD02は揃内の堆積であるが、珪i革化石は少量の験出にとど

まった。珪藻は水生捕物であるため、水分のない所には生育できない。よって乾燥した陸域環境であ

ったことが考えられる。またMurakami(J996)において珪藻般が温地で溶解することが報告されて

おり、 E華麗殻が堆積桂溶解した可能性も考えられるが、理由が明らかにされていないので鮮細な検討

はできないため、可能性の示唆にとどめる。また同ーの試軒より花粉化石の分析が行われている。そ

の結果、花粉化石は適量検出されている。花粉化石は乾燥した環境下では保存されにくいことから常

時乾燥した環境下であったとは考えにくい。これらのことを考慮すると、常時水があるような環境や

乾燥している環境ではなし乾湿を繰りかえすような原境であったと考えられる。

鷺山蝉遺跡A4鯛在区SD26と鷺山蝉遺跡C1 r同議IR5D02、鷺山蝉遺跡Cl湖査IRSX02自然流路下
帰からは沼沢湿地付消生指標値昨の珪藻が特償的に検出された。このことから姻内は、沼沢地や湿地
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のような流れがなく、水探のあまりないような環境下が推定される。鷺山蝉遺跡B8調査区5085は

堀内のJlt続物であるが、検出された珪藻化石は陸戚環境を示すものであった。よってB8 i調査区

5085の堀内には常時水が浸っているような状態ではな〈、ジメジメとする陸雄環境のような状態で

あったと拙定される。

(おわりに)

鷺山蝉置跡から探取された堆積物試料中の珪革化石を検討した結果、鷺山蝉遣時A4調査区5026、

鷺山蝉遺跡C1調査1;(5002と鷺山蝉遺跡CJ調査区5X02下層のJIHi'!環境は、沼沢地やi且地のような

環境であったと推定され.鷺山蝉遺跡B8鯛査区5085はジメジメとした陸場環境、鷺山蝉遺跡A3調

査区5002は、乾燥した陸域環境と考えられた。
〈ヲIffl文献ヨ

安・-JJ(J後初)淡水車雄穫による環境指標慢"の段定と古環境復元への応刷 東北組理 42.73-88. 

Murakami， T， (J銭16)Silにω5Rem釦nsDis副utiona! Sphagnum -bog of Nagano-y~市川 WetLand in Aichi Pref，民lure. Central japan 

The Quaternary Research， 35. 11-23. 

C 製極土器付靖物中の珪蔀化石

車製久(パレオラポ)

1 はじめに

鷺山蝉遺僻の調査では、土坑内から製IJI土器が出土している。ここでは、製塩土器の内面に付渚土

域について聾塩法による製塩のlliE拠を検討するために、珪藻化石を調べた。

2 試料と方法

分析は、鷺山蝉遺跡F2区5K96.97出土の製塩土器 (焼塩土綜)で、土骨量内面において黒~刑制

色町付着物が見られる拭科を選んで、珪部化石の有無を調べた (措56表、図版44)。

方法は、 トールビーカーに車留水と土器片入れ、超音波洗浄器を用いて粘土粒子の分散を行った。

分類昨 環境掴傑
土器世料

SK96 SK97 
白$cinodiscu$属/ThalBssiosira属 海水圏 1 
ThaJassionema ni tzschiodes 海水種(外洋) 5 2 
Cocconeis scutellum 梅水種(班織} 4 

。iploneisinterrupla 梅水岨

Caloneis属 暁水植 1 
Eunotia biareofera 世水積

政mtzschiaamphioxys 陸峻 18 4 

Navicula mutic8 陸峻 1 
Pinnu}aria b01'081 is 陸域

Pinnularia obscura 陸域

PilJnu]aria属 掛水種 3 

不明極珪龍化石 6 7 

骨針化石 水埴 15 5 

第56表 プレパラートの観察により検出された珪革化石

のような流れがなく、水探のあまりないような環境下が推定される。鷺山蝉遺跡88調査区5085は

胤内のJlt積物であるが、検出された珪藻化石は陵地環境を示すものであった。よって88澗査区

5085の掘内には常時水が浸っているような状態でUなく‘ジメジメとする陸域環境のような状理で

あったと推定される。

(おわりに)

鷺山蝉遺僻から保取された堆縞物試科中の接葎化石を検討した結県、鷺山蝉遺跡A4調査区5026、

鷺山蝉:ili跡C1 t調査区5D02と鷺山蝉遺跡CJ湖査区5X02下層のJltm環境は、 t日沢地やi沼地のような

環境であったと推定され、鷺山蝉遺跡88阿査区5085はジメジメとした陸峨環境、鷺山蝉遺跡A3湖

査区5002は、乾燥した隙域環境と考えられた。

(引綱文猷】

安・-9)(J税調。)汲水量授舗による11横指栂健醇の般定と古環境復元へのJtIlJ東北組理1.42. 73-88. 

Murakami， T. (!後褐i)Silicious Remai崎防鑓d川崎nat Sphagnum -b叫 ofNagano-yama Wetland in A凶 iPrefeclurc. CentTaljapan 

The Qualernary Research， 35. 17-23. 

C 製塩土器付着物rl:tの陸部化石

躍桜久(パレオラポ)

1.はじめに

鷺山蝉遺跡の調査では、土1)'(内から製域土器が出土している。ここでは、製場土器町内面に付珊土

砲についてlJ塩法による製塩の1.拠を検討するために、珪革化石を調べた。

2 試科と方法

分析は、鷺山蝉遺跡F2区5K96. 97/11土の製塩土罷 (焼混土器)で、土僻内面において黒~期制

色町付指物が見られる試科を週んで、珪蒔化石の有棋を捌ベた(部56表、図版44)。

方法は、 トールピーカーに蒸留水と土器片入れ、組音波洗陪器をmいて粘土粒子の分散を行った。

分類群 理境指偲
土器世料

SK96 SK97 

CQscinodiscu$属/Tha18ssiosira属 梅水種 l 

Ji，alas$iolle，耐 IIItzschiodes 梅水種(外洋) 5 2 

C町 coneisscuteJIUJIt 梅水種(務省働} 4 

Diploneis interrupla 海水種 1 

Cnloneis属 班水種

EUl10tia biareofora 能水積 l 

Hanlzschia amphioxys 陸瞳 18 4 

Navicula mUlic8 陸瞳 l 

PinnU}8PUJ bo1'e81 is 陸域 1 

Pinnu]a.ria obscura 陸埴

Pinnu/aria属 揖水極 l 3 

不明種珪龍化石 6 7 

骨針化石 水埴 15 5 

第56衰 プレパラートの観察により枝山された珪部化石
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土器試科を取り出した桂、 1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てた。この作業

を7回ほど繰り返した桂、マイクロピペットで適量取り、カパ ガラスに滴下し乾燥した陸、マウン

トメディアで封入しプレパラ トを作成した。プレパラ 卜は、光学顕彼鋭 (3回一10回倍)を用い

て全而を観察し、珪藻化石を同定計数した。

3 結果および考察

鷺山蝉遺跡F2区SK掛から出土した土器片では、プレパラートを光学顕僚鋭で観察した結果、海

洋指標種群町Thalassionemanitzschiodesぺ?Diploneisinterruptaあるいは骨針化石が古まれるもの

の、古車場指標種群の珪藻化石は検出されなかった。なお、 Hantzschiaamphioxysなどの陸域指標種

群の珪諜化石が多く検出された(第56表)。

一方、 SK97から出土した土器片では、車場指標植群のCoc叩 neisscutellumが4個体検出された。

その他では、 I毎洋指標種群のThalassionemanitzschiodesや陸域指標種群のHantzschiaamphioxysな

どが検出された。また、淡水種の珪藻化石も検出された。

轟 (991)は、古墳時代~平安時代の製塩遺構から出土した製塩土器内面に、白色~灰白色の付着

物が見られることに注目し、これら付茄物中の珪藻化石について検討している。その結果、ここで示

した海水車場指原種群の珪藻化石が多産することを見出し、土器製塩の海水漉縮過程において海部が

利用された可能性を指摘している。なお、陸域指標極群の珪藻化石が出現することが確認されている。

名屋市勢山中学校遺跡において 6世紀桂半頃と推定される土坑内から密閉した状態で須恵器蓋杯が出

土した。この内部からは臼玉や小石のほか、内面に陥オリープ褐色の付着物が見られた。藤根・服部

(2凹0)は、この付着物からは、海水車場指標種群の珪確化石が検出されたことから、車塩法により

作られた塩利用の痕跡とした。なお、これらの珪藻化石には、陸域指標種群の珪斑化石も多く含まれ

ていた。

以上のことから、少なくともSK97から出土した土器片においては、海水藻場指標極群の珪藻化石

が検出されたことから、藻塩法による塩の痕跡が確認された。

4 おわりに

鷺山蝉遺跡F2区SK97から出土した土探片では、海水部場指標積群の珪藻化石が検出されたこと

から、~温法による製塩によって作られた塩である可能性が指摘された。

〔ヲl川文献〕

藤被久隈"智也印刷)智朗して幽土した須)!.lS董杯内の内容物温利刷の征処 日本文化財斜学会第"回大会研究発表嬰旨集

116-1¥7 

2思 易ー 09(1)注榛分析によって得られた古代躯血についてのー考療 2考古学雄総，76. 3. 62-75. 

土器試料を取り出した桂、 1時間程してからよi萱み浪を除去し、細粒のコロイドを捨てた。この作業

を7回ほど繰り返した龍、マイクロピペットで適量取り、カノ、 ガラスに滴下し乾燥した後、マウン

トメディアで封入しプレパラ 卜を作成した。プレパラートは、光学顕徹鏡 (3凹ー1C凹俄)を用い

て全而を観察し、珪謀化石を同定 計数した。

3 結果および考察

鷺山蝉遺跡F2区SK96から出土Lた土器片では、プレパラートを光学顕微鏡で槻祭した結果、海

洋指標植昨(I)ThalassionemanitzschiodesやDiploneisinterruptaあるいは骨針化石が古まれるもの

の、藻場指標種群の珪深化石は検出きれなかった。なお Hantzschia amphioxysなどの陸域指標槌

群の珪藻化石が多く検出された (第56表)。

一方、 SK97から出土した土器片では、車場指標極群のCocconeisscutel!umが4個体検出された。

その他では、海洋指傑積群のThalassionemanitzschiodesや陸域指標積群のHantzschiaamphioxysな

どが検出された。また、淡水種の珪革化泊も検出された。

森 (991)は、古墳時代~平安時代の製塩遺構から出土した製塩土器内面に、白色~灰白色の付着

物が見られることに注目し、これら付~:~物中の珪龍化石について検討している 。 その結果、ここで示

した海水藻場指原極群の珪i革化石が多産することを見出し、 土器製塩の海水漬縮過程において海部が

利用された可能性を指摘Lている。なお、陸域指標極昨の珪疎化石が出現することが確認されている。

名屋市勢山中学校遺跡において6世紀桂半頃と推定される土坑内から密閉した状態で須IE器藍杯が出

土した。この内部からは臼玉や小石のほか、内面に暗オリープ褐色の付荷物が見られた。藤観・服部

(2叩0)は、この付着物からは、海水車場指標極群の珪謀化石が検出されたことから、 E事塩法により

作られた塩利用の痕跡とした。なお、これらの接種化石には、陸士費指標極群のE車部化石も多く含まれ

ていた。

以上のことから、少なくともSK97から出土した土器片においては、海水藻場指標樋群の接藻化石

が検出されたことから、藻塩法による塩の痕跡が錨認された。

4 おわりに

鷺山蝉遺跡F2区SK97から出土した土器片では、海水E車場指標H[群の政深化石が検出されたこと

から、斑温法による製嵐によって作られた塩である可能性が指摘された。

〔引"文自民〕

藤恨久 服"智也印刷)¥Ii則して幽土した須理"鑑杯内の内容物泊利附の仮処 日本文化財斜学会第17闘大会研究発表要旨集

116-1I7 

" 勇一 099J)注療分析によって得られた古代製塩についての一考察 考古学縫鶴、76.3. 62-75. 
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D 寄生虫卵分析

鈴木茂 (パレオ・ラポ)

1 はじめに

鷺山蝉遺跡において行われた発掘調査で用途不明の石積施設SX21が検出され、この遺情は戦国時代

の厩の可能性が考えられている。以下には遺構の性絡を知る手掛かりを得る目的で行った寄生虫卵分

析の結推考察を示す。

2 試料と分析方法

試料は鷺山蝉遺跡B5区のJfI造不明遺構SX21の車西セクンヨンより採取された3試料 (試科書号①

~③)である。各試料について、下部試"'1<Dは民片が占在するJ県柏色シルト質粘土、中部試料②はJ凡

褐色ンルト (土壊)、上部試科⑤は黒褐色ンルトである。これら 3試軒について以下の手順にしたが

って帯生虫卵分析を試みた。体摘を測定した拭軒 (湿量的 4g)を遠沈管にとり、 10略の水酸化カリ

ウム治雄を加え20分間沿附する。水枕龍、 O.5mm自の備にて小レキなどを取り除き、傾斜法を用いて

粗粒砂分を除去する。止に46%のフッ化水器限措法を加え20分間欣世する。水洗桂、比重分離(比lfl

2.1に調整した臭化亜鉛溶植を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗桂、酢陵処

理を行い、続けてアセトリシス処理 (無水酢敵9: 1浪硫般の割合のiIl.酸を加え 3分間描前)を行う。

この残世に適容量のグリセリンを加え保存用とし、 全容量を測定する。検鏡はこの残誼よりプレパラ

ートを刊成L (使用量測定)、全i師に渡り検鈍した。

3.分析結晶および考察

検鏡の結果、 3試軒とも1f固体の寄生虫卵も鋭察できなかった。よって石積施設SX21の用量につ

いて寄生虫卵分析から官且することは出来ない紡操となった。なお、顕微鏡観察において以下のよう

な花粉化石やシダ植物胞子化石が若干認められた (図版42)。樹木知では、マツ属、コウヤマキ属、

スギ、コナラ属コナラ亜属の4分類群、草本頬ではイネ科、クワ科、アカザ科、ナデシコ科、アブラ

ナ科、フウロソウ属、ヨモギ属、タンポポ亜科の8分類群、および形態分類を青むシダ植物胞子4

(ヒカゲノカズラ属、ゼンマイ科、 lli#!型胞子、三条型胞子)である。

E プラン ト オパール分析

鈴木茂 (パレオラポ)

l はじめに

プラント オパールとは、税より吸収された珪酸分が葉や韮の細胞内に沈積 形成されたもの (機

動細胞珪酸体や単細胞珪酸体などの植物珪酸体)が、槌物が枯れるなどして土蝿中に混入して土粒子

となったものを宮い、機動細胞珪限体については藤原(1976)や藤原 佐々木 (978)など、イ.ネを

中心としたイネ科純物の形態分類の研究が進められている。また、土寝中より検出されるイネのプラ

ント オパール個数から揃刊の有蕪についての検討も行われている (藤原 1984)。

鷺山蝉遺僻では構や調査区断面1より土壊試科が録取され、この土壊試料についてプラント オパー

D 得生虫卵分析

鈴木茂 {パレオラポ)

1 はじめに

鷺山蝉遺跡において行われた発掘調査でm造不明の石積施設SX21が検出され、この遺構は戦国時代

の厩の可能性が考えられている。以下には遺構の性絡をま11る手掛かりを得る目的で行った寄生虫卵分

析の結* . ~務を示す。

2 試科と分析方法

試料は鷺山蝉遺跡B5区の川途不明遺構SX21の車西セクショ ンより探取された3試料(試科書号①

~③)である。各試科について、下部試事虻Dは炭片が点在するよ弘樹色ンJレト質粘土、中部試亭Kill;l!.r.¥

褐色シルト (土壊)、上部試科@は黒褐色シルトである。これら3試科について以下町手順にしたが

って寄生虫卵分析を試みた.体積を測定した拭軒(i量量的 4g)を遣it管にとか 10路町水酸化カリ

ウム治雄を加え20分間沿Jr.;する。水世雄、 O.5mm自の備にて小レキなどを取り除き、傾斜訟を用いて

粗枝砂分を除去する。>>:に46%のフッ化水器階部i直を加え20分|叫肱i位する。水洗桂、比lJ1分離(比重

2.1に淵聾した臭化亜鉛帯植を加え越し、分離)を行い.浮遊物を回収し、水洗する。水洗桂、酢酸処

理を行い、続けてアセトリンス処理 (無水酢般9: 1濃硫般の訓告の混酸を加え 3分間描!l:，)を行う。

この残世に適容量のグリセリ ンを加え保存用と L.全容量を測定する。検鏡はこの残澄よりプレパラ

ートを刊成 L (j~用品測定)、全而に渡り検鋭した。

3 分折結=*および考務

検鏡の結果、 3試科とも 1j同体の寄生虫棚も観察できなかった.よって石柿施股SX21の用量につ

いて寄生虫卵分析から訂及することは出来ない紡採となった。なお、顕微鏡観察において以下のよう

な花骨化石やンダ植物胞子化石が若干認められた (図版42)。樹木類では、マツ属、コウヤマキ属、

スギ、コナラ属コナラ亜属の4分類群、革本軍Iではイネ科、クワ科、アカザ科、ナデシコ科、アブラ

ナ科、フウロソウ属、ヨモギ属、タンポポ車'科の8分類群、および略態分類を古むンダ植物胞子4

(ヒカゲノカズラ属、ゼンマイ科、単品型胞子、 三来型胞子)である。

E プラント オパール分析

鈴木茂 (パレオラポ)

l はじめに

プラント オパールとは、艇より吸収された珪酸分が葉や韮の細胞内に沈般車成されたもの (機

動細胞珪酸体や単細胞珪酸体などの植物議酸体)が.植物が枯れるなどして土蟻中に混入して土粒子

と在ったものを言い、機動細胞娃酸体については藤原(1976)や疎開 佐々木 (1978)など、イネを

中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また、土寝中より検出されるイネのプラ

ント オパール個数から稲作の荷無についての検肘も行われている (藤原 19剖)。

鷺山蝉遺跡では構や調査区断而より土壌試料が録取され、この土壊試軒についてプラント オパー
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試料 サンプル名 一型iク吋型!吋シバ属|キピ族lM族不明
番号 (個Ig)I 個1" (個/g}I 個/g}I (個/g)I (悟Ig)I (個/g)I 個1" (個1"

6 C1 SD02 ，.内堆繍 8，700 o 28，400 9，900 。 01 3，700 2，500 2，500 

|主
A3 商壁 サンプルl 10，500 。18，700 7.000 。 01 4，700 自，200 7，000 

サンプル2 15，400 1.100 18，700 2，200 。1，100 。4，400 8，800 
サンプル3 6.500 3，200 [ 1，900 3，200 2，200 01 4，300 5，400 8，700 

Hf B8 
5，600 o 41，500 13，500 o 5，600 o 9，000 5，600 
o o 18，300 6，500 o 。 o 2，200 4，300 

14 03 。 。32，600 4，700 。 o 1，200 4，700 5，800 
15 E1 西聖中央 地サンプメ 2，300 。17，500 11，600 。 o o 4，700 3，500 
16 C1 SX02下層 サンプル1 6，500 。30，400 8，700 o 01 4，300 5，400 10，900 

資料19当たりのプラント ・オパール個数第57表
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ル分析を行い、遺跡とイネおよびイネ科植生について検討した。

第142図

試料と分析方法2. 

(第142図、第57表、図版45)。各試料について、試科分析試料は仮番号 5・9-16の9試科である

(鷺山蝉遺跡A3区西壁サンプルIは褐色を帯びた県灰色粘土、試料 9(鷺山蝉遺跡C1区5002)5 

は黒褐色のシルト質粘土~粘土質ンルト、試料1O(鷺山蝉遺跡A3区西壁、サンプ〔低地埋土下層))

[V蹄))〔低地埋土上府))は灰褐色の粘土質シル ト、 試料1l(鷺山蝉遺跡A3区西壁サンプル 3yレ2

は貰褐色シル[V府))はやや粘土質の灰褐色シルトである。試料12(鷺山蝉遺跡88区サンプル I

ト、試料13(鷺山蝉遺跡88区サンプル[四厨))はUJ褐色ンルト、試料14(鷺山蝉遺跡D3区〔皿府))

はよ巨樹色のシルト質粘土、は黄禍色シルト、試科15(鷺山蝉遺跡E1区西控中央5X04低地サンプル)

はややンルト質の晴樹色粘土である。

9 .10・1l. 16が鎌倉室町以前、 12は鎌

試料16(鷺山蝉遺跡C1区、5X02自然流路下層サンプル1)

13 . 15が古代以前、また時期について、試料5が戦国時代、

試奪手 剤師|酬名|川崎 一型iク刑判吋凶属|キピ接|山康|不明
番号 {個/g)1 個/耳) (個/g)1 個/g)I (個/g)I (個/g)l(個/g)1 個/g)1(個1，)

5 C1 SD02 構内堆繍 8，700 o 28，400 9，900 。 01 3，700 2，500 2，500 

|主
A3 間盛 サンプル1 10，500 。18，700 7.000 。 01 4，700 8，200 7，000 

サンプル2 15，400 1.100 18，700 2，200 。1，100 。4，400 8，800 
サンプル3 6，500 3，200 11，900 3，200 2，200 01 4，300 5，400 8，700 

B8 5，600 o 41，500 13，500 o 5，600 。9，000 5，600' 
o o 18，300 6，500 o 。 o 2，200 4，300! 

14 03 。 。32，600 4，700 。 o 1.200 4，700 5，800 
15 E1 西聖中央 低地サンプ1 2，300 。17，500 11，600 。。 o 4，700 3，500 
16 C1 SX02下層 サンプル1 6，500 o 30，400 8，700 。 01 4.300 5，400 10，900 
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ル分析を行い、遺跡とイネおよびイネ科植生について検討した。

軍142図

試料と分析方法2 

部57去、巨l版45)。各試料について、 試料(第142図、分析試料は仮番号5. 9 -16の9試科である

(鷺山蝉遺跡A3区西壁サンプル l(鷺山蝉遺跡C1区S002)は褐色を帯びた県灰色粘土、試料95 

は黒禍色のシルト質粘土~粘土質ンルト、試料1O(鷺山蝉遺跡A3区西盤、サンプ〔低地埋土下層))

[V府))[低地埋土上府))は灰褐色の粘土質シルト、 試科11 (鷺山蝉遺跡A3区西銀サンプル 3Jレ2

は1fl褐色シル[V層))はやや粘土質の灰褐色シルトである。試料12(惜LlJ握手遺跡B8区サンプル l

ト、 試料13(鷺山蝉遺跡B8区サンプル [四層))は県補色ンルト、 試料14(鷺山蝉遺跡D3区 〔皿層))

はよIJ裕也のシルト質粘土、は黄禍色ンルト、試料15(鷺山蝉遺跡E1区西控中央SX04低地サンプル)

はややシルト賀町暗褐色粘土である。

9 • 10・11• 16が鎌倉室町以前、 12は鎌

試料16(鷺山蝉遺跡Cl区、SX02自然流路下層サンプル1)

13 . 15が古代以前、また時間1について、 試科5が戦国時代
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古室町時代、 14が近世と考えられている。これら総計9試科について下記の手舶に能ってプラント

オパ ル分析を行った。

秤量した試料を乾煉挫llfぴ秤:Iilする(絶対乾燥E量測定)。別に試料約 1g (秤量)をト ルビー

カーにとり、約0.02gのガラスピーズ (直径約40μm)を加える。これに30%の過般化水器水を約20

-30cc加え、脱有機物処理を行う。処理桂、水を加え、超音挫ホモジナイザ による試科の分散陸、

j;t降法によりO.OJmm以下町粒子を除去する。この残誼よりグリセリンを用いて適宜プレパラ トを

作成し、検鏡した。阿定および計量は機動細胞珪敵体に由来するプラント オパールについてガラス

ビーズが3凹個に遣するまで行った。

3 分析結果

同定 計数された各植物のプラント オパール個数とガラスピーズ個数の比率から試料 Ig当りの

各プラント オパール個数を求め(第57表)、それらの分布を描142図に示l.t"。以下に示す各分類群

のプラント 。オパ ル個数は試料1g当りの検出個数である。

検鏡の結果、試科13.14の2拭軒を除く 7試科よりイネのプラント オパールが観察された。個数的

には2.300個の試料15を除きすべて5.0∞個以上で、 9.10では10.0∞個を越えている。またイネの穎に

形成される珪椴体の破片も拭料10.11で認められている。

イネ以外ではオ、ザサ節型が世も多く、全試料10∞0悩を越えている。次いでクマザサ属型が多く、

試料12.15で10似)()倒を越えている。これら 2分知群と問機にウシクサ族も全試料で観察されており、

個数的には約2以抽個-9α)()個を示している。その他キピ族，ヨシ属，シパ嵐などが若干得られてい

る。

4 稲作について

上記したように7試料よりイネのプラント オパールが検出された。検出個数の目安として水田祉

の検証例を示すと、イネのプラント オパ ルが試料 1g当り5訓)()個以上という高密度で検出された

地点から推定された水聞社円分布範囲と、実際の提掘調査とよく対応する結果が得られている (藤原

1984)。こうしたことから、稲作の倹証としてこの5.000個を目安に、プラント オパールの産出状態

や遺構の扶況をふまえて判断されている。鷺山蝉遺跡では 5. 9 -12・16の6拭軒で上記の5.0個個

を越えるイネのプラント オパ ルが伴られており、検出倒数のみからは稲刊が行われていた可能性

は向いと判断される。そのうち試料 5は構内地椛であることから、この構内で稲作が行われていたと

は考えられず、周辺の稲刊地等よりもたらされたと推測されよう。また試料15では2.3∞個と5.0∞倒

に遣していないことから稲作が行われていた可能性は低いと判断される。しかしながら少辛いとは冒

えイネのプラント オパールが検出されていることから、費掘状況や他の分析結鼎等を考え合わせ、

稲作については判断されることが望まれる。

稲作の開始時期について、古代以前の試料9では稲作が考えられ、試科13ではその可能性が低いと

判断される結離となっていることから、詳しい時期lについては不明であるが古代以前より一部地域に

おいて稲作が行われていたと推測される。

宮室町時代、 14が近世と考えられている。これら総計9拭軒について下記の手順に従ってプラント

オパル分析を行った。

秤註した試料を乾燥能Iヰぴ秤抗する(絶対乾燥抵抗測定)。別に試料約 J.(干f.:Iil)を ト ルビー

カーにとり、約0.02.のガラスビーズ{直筏約40μm)を加える。これに30%の過般化水車水を約20

-30cc加え、脱有機物処理を行う。処理桂、水を加え、超音i止ホモジナイザ による試科の分散桂、

沈降法によりO.Olmm以下町粒子を除去する.この技法よりグリセリ JをJfJいて適宜プレパラ トを

作成し、検鏡した。l司定および計数は機動細胞珪機体に由来するプラント オパールについてガラス

ピーズが3田個に逮するまで行った。

3 分析結果

同定 計数された各植物のプラントーオパール個数とガラスピーズ倒散の比車から試科 Jg当りの

各プラント オパール輔教を末時(部57表)、それらの分布を第142図に示した。以下に示す各分類昨

のプラント 。オパ ル側数は試料Jg当りの検出個量主である。

検鏡の結果、試科13.14の2鼠軒を除く 7試科よりイネのプラント オパールが観察された。個数的

には2.3凹個の試軒15を除きすべて5.000個以上で、 9.10では10.0叩個を越えている@またイネの穎に

器成される珪酸体の破片も紋科10.11で留められている。

イネ以外ではネザサ節型が最も多く、全試料10凹日怖を越えている。止いでクマザサ属型が多く、

試料12.15で10朕lO個を踏えている。これら 2分顛昨と同栂にウンクサ族も全試料で観察されており.

倒散的には約2はlO傭-9αlO個を示している.その他キピ族.ヨシ属，シパ属などが若干得られてい

る。

4 稲作について

上記したように 7試料よりイ不のプラント オパールが検出された。検出個数の目安として水悶祉

の検証例を示すと、イネのプラント オパ ルが試料 1.当り5凪泊個以上という高密度で検出された

地点から推定された水凹祉の分布範囲と、実際の発姻調査とよく対応する結呆が得られている(藤原

印刷)。こうしたことから、稲作の検証としてこの5.000j固を目安に、プラント オパールの産出状態

や遺構の状況をふまえて判断されている。鷺山蝉置肺では 5. 9 -12， 16の6拭軒で上記の5.000個

を組えるイネのプラント オパ ルが得られており、検出個数のみからは稲作が行われていた可能性

は向いと判断される。 そのうち試料 5 は構内~，mであることから、この滑内で稲作が行われていたと

は考えられず、周辺の稲作地等よりもたらされたと推測されよう。また試料15では2.300個と5飢初制

に途していないことから柿刊が行われていた可能性は低いと判断される。しかしながら少ないとは冒

えイネのプラントーオパールが検出されていることから、発掘状況や他の分析結鼎帯を考え合わせ、

稲作については判断されることが望まれる。

稲作の開始時期について、古代以前の試科9では稲作が考えられ、試科13ではその可能性が低いと

判断される結蝶となっていることから、詳しい時JUJについては不明であるが古代以前より一部地域に

おいて稲作が行われていたと推測される。
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5 遺跡周辺のイネ科植物

最も多く検出されているネザサ節型のササ曹i(ゴキダケ，ケネザサ(ミヤコネザサ)など)やウシ

クサ族(ススキやチガヤ企ど)については日のあたる聞けたところでの生育が考えられ、稲作地周辺

や住居周辺の空き地、さらに遺跡周辺に成立していたであろう森林の林縁部などにネザサ節型のササ

類やウシクサ族が進入して生n地を広げケネザサーススキ昨集といった草地的景観をみせていたと推

測される。

上記したように古代以前より稲作がおこなわれるようになり、縮作雑草と考えられるキピ族(タイヌ

ピエなど)が稲作地内に生育していたとみられる。またγパ属 (ノシパなど)も稲作地周辺町畦過な

どにみられたと思われ、溝や地下水位の高いところにはヨンやツルヨ γといったヨン属が生育してい

たと推測される。

【引用文献〕

a・原宏志(1976)プヲ >> オパ ル分析法の基礎的研究(J) 敏祖イネ特植鞠の後同障体'"*と定畳分衡法 ..学と白保特学 9

p.L5-29. 

藤"宏志(l984)プラント オパール分析法とその応用一先史時代の水凶祉保宣伝一 考古学ジ・ーナル2Z7.p.2-7 

藤原宏志佐々木彰 (197紛プラ〆ト オパール分析法の.....的般党 (2) イネ (Oryza).情"における樋動細胞1]何度体の形状 考

古学と自然特~.II.p.9-2() 

第2節樹種同定

A出土木製品の樹鶴岡定

(株)パレオーラポ

1 はじめに

ここでは、 平成15年度-18年度に実施Lた樹航同定結果を報告する。対且としたものは、主に鷺山

蝉遺跡の世国時代遺構出土の比較的良鮮な状態の木製品で、時期は16世紀初頭から前半に相当するも

のである。

2.試料と方法

各出土木製品から材の3方向 (横断面 接線断固・放射断而)を見定めて、剃万をJIfい各方向の薄

い切片を制ぎ取り、スライドガラスに並べ、ガムクロラールで封入し、永久プレパラート(材組織標

本)を刊成Lた。この材組織標本を、光学顕微鏡で40-4凹倍に拡大し観察した。

材組織標本は、パレオ ラポに保甘されている。

3 結果

<平成15年度・ 17年度楼容器の樹積同定結果〉

植凹弥生 (パレオ ラポ)

戦国時代の構内から出土したi事者器木胎20点の樹組問定結提を報告する。戦国時代の城下町で、使

用または流通していた波容器にはどのような木から作られたものであったのかを配録する。

5 遺跡周辺のイネ科捕物

最も多く検出されているネザサ節型のササm (ゴキダケ.ケネザサ (ミヤコネザサ)など)やウγ

クサ族 (ススキやチガヤなど)については自のあたる聞けたところでの生育が考えられ、稲作地周辺

や住居周辺の空き地、さらに置跡周辺に成立していたであろう轟林の林縁部などにネザサ節型のササ

額やウシクサ族が進入して生rr地を広げケ不ザサーススキ昨JI!といった草地的景観をみせていたと推

i則される。

上記したように古代以前より繍作がおこなわれるようになり、縮作雑草と考えられるキピ肱(タイヌ

ピエなど)が稲作地内に生脅していたとみられる。またシパ属 (ノンパなど)も稲作地周辺の畦週な

どにみられたと思われ、構や地下水位の高いところにはヨシやツルヨシといったヨシ属が生育してい

たと拙測される。

臼l周文猷〕

蘭原宏志(1916)プラン与 オパー ル分析法の"礎的側究(J) 一 敏楓イホ特植絢の法問障体線本と定食分析法~i!ï?-と 0"特竿 9

Z五時一29

1i~2長忘れ怖心プラム〆ト オパル分析法とその応用先史時代の*凶枇係資 '~"i!.'争ジャ ナル227，p.2-7 

..原宏" 佐々木彬(1978)プラント オパール分続畿の....的儒党 (2)ーイネ (Oryz叫腐祖"における隙動細胞雄Itl"の影紋"

古学と白..将争H同-20

第2節樹種同定

A出土木製品の樹鶴岡定

(株)パレオラポ

l はじめに

ここでは、平成15年度-18年度に尖施Lt"樹高fJ同定結果を4申告する。対説としたものは、主に鷺山

蝉遺跡の戦国時代遺構出土の比較的良好な状態の木製品で、時期は16世紀初頭から前半に相当するも

のである。

2 試料と方法

各出土木製品から材の3方riiJ(横断面 ー接線断面 放射断面)を且定めて、剃刀をJIIい各方向の薄

いJ;lJ片を剥ぎ収り、スライドガラスに並べ、ガムクロラールで封入し、永久プレパラート (材組織標

本)を11成した。この材組織標本を、光学顕微鏡で40-4閣情に拡大し観察した。

材組織棟本は、パレオ ラポに保管きれている。

3 結果

<平成15年度・ 17年度漆事器の樹繊同定結果〉

植凹弥生 (パレオ ラポ)

戦国時代の構内から出土した漆容器木胎20点の樹鶴岡定結提を報告する。戦匝l時代の城下町で、イ史

郎または流通Lていた楼容器にはどのような木から作られたものであったのかを記録する。
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平成15年度試科の漆容器11点の樹極は、トチノキ8点、カパノキ属 2.I，~J.、イイギリ 1 であった (第58

衷)。また、平成17年度試科の楼容器9占l立、すべてトチノキであった (都58・59畳)。

以下に同定観拠とした材組織の特徴を記載し、材の3方向の組織写真を提示した (図版46. 48)。

( 1 )カパノキ属 Betula カパノキ科 図版46 la-Ic (HI5-I) 

やや小型の管孔が単独または紋射方向に2-主主個が複合して分布する散孔材。 遺骨の壁孔の孔口は交

互状に曹在し水平方向に流れて不規則な縞模様に見え、穿孔は階段数が15本liiI佳の階段穿孔である。放

射組織は拠性、 1-3細胞幅、多列部は平伏細胞から構成されている。

カバノキ属は、温帯から架帯の山地の陽地に生育する帯粥性の阿木または低水で、約9種がある。本

州以前に分布するミズメ、岨J，t県以東に分布し崩壊地に二次林を形成するンラカンパ、高山に多いウダ
イカンパなどがある。樹庄は弾く剥lげ細工物に利用されまたよく燃えるので付け木になる。材は重硬で

イi!1I材である。

( 2 )トチノキ Aesculus turbinata Blume トチノキ科 図版46 2a-2c (HI5-1O) 図版48 5 

a-5c (HI7-9) 

やや小型の管孔が単独または 2-数個が複合して分布する散孔材。 道管の控孔は交互状に接合して

配列、車孔は単穿孔、内腔にらせん肥111がある。政射組織は単列向性で崩附状に配列t...道管と放射組

織の堕孔は交E状に曹在する。

トチノキは、北海道以南町温帯の谷間に生育する落葉高木である。積子はアク紘きが必要だが食用と

なり、材は軽軟で離宮で加工し易いが、木理は不規則で耐久性は低〈狂いがでやすい。容器をどによく

使われている。

( 3 )イイギリ !desia polycarpa Maxim. Cathayeia po]ycarpa (Maxim.) Ohwiイイギリ科図版46

3.-3c (HI5-7) 

中1¥'1の'11孔が単独または2-数個が不規則に複合して分布する倣孔材。道官の控孔は交互状、穿孔は

単第孔である。肱射組織は異性、 1-2細胞幅、上下端に直立細胞が2-5府あり、道管との壁孔は比

較的大きく輪郭は円形で交互状である。

イイギリは、本州以南町山中に稀に生育する落葉高木である。材置は軽軟で、耐朽性は低い。

(おわりに)

当遺跡において出土した漆容器20点の木胎樹極は、 トチノキ17点、カパノキ嵐2点、イイギ')1δで

あった。 遺跡から出土する木目古の樹極は、針葉樹では主にヒノキであるが、広葉樹材が多く棟々な種

類の樹峰が使われている。その中でも、大木となり木材量も多く材慣が軽軟で加工容易なプナ属とトチ

ノキは、特に多く利用されている樹極である。当遺跡からも、 トチノキが最も多く検出された。また、

周辺遺跡の鷺山1111近・正明寺域之前遺跡においても、戦国時代の漆器 (拙小軒、)12点中10点がトチノ

キであった (米報告、現在調査中)。 当械下町ではプナ属よりトチノキの木胎が多く流通していた傾向

が見られるが、この傾向は地場特性であるのか、戦国時代という時期にはプナ腐よりトチノキが多く利

用されていたのかは、今佳の資料蓄積を待ち、周辺遺跡も古め検問する問題と思われる。

平成15'1・llI:試料の漆嘗器11点の樹植は、トチノキ8点.カパノキ属 2札イイギリ 1であった (第58

ま).また、平成17年度拭科の漆容器9占は.すべてトチノキであった (車58・59宜}。

以下に [.iJ定.j!!拠とした材組織の特徴を記蔽 L、材の3方向の組織牢J~を提示した (図版46 " 48)。

( 1 )カパノキ属 Betula カパノキ科図版461a-1c(HI5-1)

やや'1、却の管孔が単独または肱射方向11ニ2-数個が複合Lて分布する倣孔材。 道管の陵孔の孔口は交

正状に曹在L水平方向に流れて不規則岳縞様様に且え、部孔は階段散が15本1iir佳の階段寧孔である。政

射組織は拠性、 1-3細胞幅、多列部は平伏細胞から構成されている。

カパノキ属は、温~lYから媒帯の山地の隣地に生育する部弾性の悶木または低木で、約 9 植がある。 本

州以市に分布するミ1メ、岐阜県以東に分布LJII!型地に二次林を形成する γラカンパ、高山に多いウダ

イカンパなどがある。樹庄は1車〈剥げ細工物に利用されまたよく燃えるので付け木になる。材は重硬で

耳illI材である。

(2)トチノキ Aesculus turbinata slume トチノキ科 図版46 2a-2c (H15-1O) 図版48 5 

a-5c (1"117-9) 

やや小型の管孔が単独または 2-数個が複合して分布する散孔材. 道管の~孔は交互状に接合して

配列、穿孔はI幹部孔、内腔にらせん肥厚がある。紋射組織は単列向性で層階状に配列し、道管と肱射組

織の盛孔は究互状に曹症する。

トチノキは、北海道以南町温帯の普柑に生育する帯草稿木である.組子はアク抜きが必要だが食用と

なり.材は軽軟で轍曹で加工し易いが、木理は不規則で耐久性は低く狂いがでやすい。容器などによく

使われている。

( 3 )イイギリ Idesia polycarpa Maxim. Cathayeia po]ycarpa (Maxim.) Ohwi イイギリ科図版46

3a-3c (HI5-7) 

小型の11孔が単独または 2-数個が不規則に桜合して分布する倣孔判 。 道官の~孔は交互状、 穿孔は

単穿孔である。肱射組織はt民性、 1-2細胞将、上下端に直立制胞が2-5府あり、道管との壁孔は比

較的大きく輪郭は1'1形で交互状である。

イイギリは、本州以南町山中に稀に生育する落葉市木である。材置は軽軟で、耐朽性は低い。

(おわりに)

当遺跡において出土Lた漆容器20点の木胎樹極は、 トチノキ17}，'，(、カパノキ嵐2点、イイギ')1占で

あった. 遺跡から出土する木船の樹畿は、針葉樹では主にヒノキであるが、広聾樹材が多く棟々な舗

曹Iの樹輔が使われている。その中でも、大木となり木材最も多〈材質が戟軟で加工容易なプナ属とトチ

ノキは、特に多く利ltJされている樹種である。当遺跡からも、 トチノキが位も多く検出された。また、

周辺遺跡の鷺山仙道 正明寺城之前遺跡においても、戦国時代の漆探 (腕・小杯) 12.~.~中 10点がトチノ

キであった(米報告、現在調査中)。 当城下町ではプナ凪よりトチノキの木胎が多く流通していた傾向

が見られるが、この傾向は地峨特性であるのか、戦闘時代という時期にはプナ腐よりトチノキが多く利

用されていたのかは、今f主の資料事杭を侍ち、周辺遺跡も古め検問する開題と且lわれる。
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第58表 鷺山蝉遺跡出土木製品樹種同定結果(平成15-18年度報告)

木製品
漆器椀 箸 折敷 蓋

曲物
板

不明
合計

樹種 側板底板木釘 核状 加工木丸木竹

トチノキ 9 9 

ヒノキ 4 5 3 l 1 l 15 

サワフ 1 2 
アカマツ 2 

タケ亜科(竹類) 2 1 3 

合計 9 5 5 3 l 2 l l l I 1 31 

第四衰 鷺山蝉遺跡出土木製品器極こーとの樹積集計(平成17年度報告)

<平成17年度の樹輔同定結果>

植田弥生(パレオ ーラポ)

鷺山蝉遺跡AI区およびA3 . A4区出土の戦国時代木製品の樹組問定結果を報告する。

第58表 情山蝉遺跡出土木製品樹極同定結果(平成J5-J8年度報告)

木製品
漆器椀 望年 折敷 蓋

曲物
板

不明
合計

樹極 側仮底板木釘 核状 加工木丸木竹

トチノキ 9 9 

ヒノキ 4 5 3 l l 15 
サワフ 2 
アカマツ l 1 2 

タケ亜科(竹類) 2 l 3 

合計 9 5 5 3 l l 2 l l l I l 31 

第四衰 鷺山蝉遺跡出土木製品器航ごとの樹磁JI!官1-(平成17年度報告)

<平成17年度の樹積同定結果>

植問弥生(パレオ ーラポ)

鷺山蝉遺跡A1区およびA3 . A 4区出土の戦国時代木製品の樹組問定結果を報告するe
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18試科から検出された分類群は、ヒノキ(15点) サワラ (2点) アカマツ (2点) タケ亜科

(3点)の4分類群であった(酷58"59表)。 山物 (H17-20)からは開板成板木釘を調べ、不明

(HI7-27)はwなる2点が合まれている。ヒノキが肢も多く、響 。折敷置。刷物・板の複数の木製
品で多く使われていた。ヒノキと同属のサワラは、帯 叡状から各l点が検出され、ヒノキと同様な

製品に利用されている。アカマツは、不明の木製品 (HI7-14)と志持ち丸木材 (HI7-27-1)で

ある。曲物の本釘は、タケ亜科でいわゆる竹煩から作られていた。HI7-27-2の竹類は破片の幅が

1.&mあることら、 それ以上に太い茎を持つ竹類である。以下に同定観拠とした材組織の特置を分類

配列順に記載し、材の3方向の組織写真を提示した (図版47・48)。

(1)アカマツ Pinus densiflora 日eb.et Zucc マツ科図版471 a-1 c (HI7-14) 

垂直と水平の樹脂迫があり、早材から晩材への移行はゆるやかで年輸相は広い針聾樹材である。分

野壁孔は窓状、放射組織の上下端に鋸歯状肥厚が顕著な放射仮道管がある。

(2)ヒノキ Chamaecyparis 抽出回 Endl ヒノキ科図版47 2a-2c (HI7-17) 

仮道官 放射柔細胞・樹脂細胞からなる針聾樹材である。暁材の量はタなし分野堕孔は大きくそ

の孔ロはやや斜めに細〈聞いたヒノキ型で、 1分野に 2-4個あり、おもに2倒が水平に整然と配列

する。

(3)サワラ Chamaecyparispisifera (Sieb. et Zucc.) Emdlヒノキ科図版473a" 3c (H17-23) 

4 c (HI7-16) 

仮道官放射柔細胞樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材の量は少なし分野壁孔は孔口が大

きく聞いたヒノキ型で閲孔の幅と壁孔掃の幅がほぼ阿じ守、 1分野におもにz個でゐるが、ヒノ今に

比べで配置はやや乱れている分野が多い。

( 4 ) タケ亜科 Gramineaesubfam. Bambusoideae イネ科 図版486a"6c(Hげー20-3) 7a 

(H17-27-2) 

l早みのある硬質の枠の破片で、科の中心部は中空である。維管東は不整中川しゅ主で多散が同心円状に

均質に配世している。維管束の周りは厚壁の醐維細胞からなる維管束鞘が柄I干状にある。秤の外周に

位置する維管束鞘は特に1'7<提遣し、厚盤的醐維細胞だけの塊も島状に密証している。

タケ亜科は、いわゆるタケ煩とササ類を古み、枠が堅く太いものであることから都態的に竹類とい

えるが、種事iは特定できない。

(おわり に)

今回の同定結果では、ヒノキが最も多く検出され、署 ・折敷・蓋・曲物・板の木製品に多く使用さ

れていたことが判った。周辺遺跡の鷺山仙道遺跡から出土した井戸桶部材にはサワラが多い(仔t)

岐阜市教育文化振興事聾図、 2加2、2田5)。しかし、当遺跡ではヒノキの利用が多く、サワラは薯I

t.¥ (HI7-16)と不明 I点 (HI7-23)だけであった。当遺跡周辺では、井戸桶部材以外の製品には

サワラはそれほど多くは利川されていないで、ヒノキキIJ)IJが慣勢のようであることが判った。

日、持ち丸木村 (HI7-27ー1lのアカマツは、棒状の木製品ではなく、樹庄が剥がれ落ちた枝材で

あるならば、アカマツが周辺に生育Lていたことも考えられる。

18試軒から検出された分類昨は、ヒノキ 05点) サワラ (2点) アカマツ (2点) タケ亜科

( 3点)の4分銅群であった (前58.59表).1111物 (HI7-20)からは側舷庇板木釘を調べ、不IVI

(1-117-27)は持なる2点が合まれている。ヒノキがlilも多〈、響 。折敷・輩。 1111物白4置の桜散の木製

品で多く使われていた。ヒノキと同属のサワラは、帯 板状から各l占が検出され、ヒノキと同織な

製品に利用されている.アカマツは、不明の木製品 (1-117-14)と芯持ち丸木材 (1-117-27-1)で

ある。IUI物の木釘は、タケ亜科でいわゆる竹類から作られていた。HI7-27-2の竹額は破片の幅が

1.8cmあることら、それ以上に太い茎を持つ竹新である.以下に同定観拠とした材組織の特徴を分童話

配列町Iに記植し、材の3方向の組織写真を提示した (図版47. 48)。

(1)アカマツ Pinus densinora Sieb. et Zucc マツ科図版471 a-1 c 0.117-14) 

垂直と水平の樹脂迫があり、早材から晩岬への移行はゆるやかで年輪幅は広い針葉樹材である。分

野壁孔は窓状、放射組織の上下端に鋸歯状肥l¥!が顕1;ーな肱射仮道官がある。

(2)ヒノキ Chamaecyparis obtu日 Endl ヒノキ科図版47 2a-2c (HI7-!7) 

仮道管肱射霊細胞・樹脂細胞からなる針車樹材である.晩材の量は少なし分野壁孔は大きくそ

の孔口はやや斜めに制<I~Jいたヒノキ型で、 1分野に 2-4個あり、おもに2個が水平に整然と配列

する。

(3)サワラ Chamaecyparispisifera (Sieb. et Zucc.) Emdlヒノキ科凪版473a. 3c (HI7-23) 

4 c (HI7-16) 

仮置管放射柔細胞樹脂細胞からなる針輩樹材である。晩材の量は少なし分野控孔は孔口が大

きく聞いたヒノキ裂で閲孔の帽と按干し樟の幅がほぼ同じ P、I分野におもにZ個であるが、ヒノキに

比べで配置はやや乱れている分野が多い。

(4) タケ亜科 Gramineaesubfam. Bambusoideae イ不科図版48 6a. 6c (H17-2Q-3) 7a 

0.117-27-2) 

l¥!みのある硬貨の却の破片で、科の中心部は中EEである。維管束は不盤中.L.、柱で多散が同心円状に

均質に配置している.維管束の腐りはl草接の繊維細胞からなる維菅車鞘が制干状にある。界の外胞に

位置する維管車鞘は特に限〈畳遣し、厚壁の幽維細胞だけの塊も島状に帯在している。

タケ亜科は、いわゆるタケ軍Iとササ類を含み、科が堅〈太いものであることから形態的に竹類とい

えるが、極類は特?とできない。

(おわりに)

今回の同定結躍では.ヒノキが最も多く検出され、署・折敷蓋 曲物・板の木製品に多く使用さ

れていたことが判った.周辺遺跡の鷺山由11m遺跡から出土した井戸桶部材にはサワラが多い ((財)

岐阜市教育文化振興事業問、 2∞2、2加5)。しかし、 当遺跡ではヒノキの利mが多く、サワラは箸 1
点 (HI7-16)と不'111点 (HI7-23)だけであった。当遺跡周辺では、井戸桶部材以外の製品には

サワラはそれほど多くは利川されていないで、ヒノキ刷11mが睡勢のようであることが判った。

日、持ち丸木村 (H17-27ー 1)のアカマツは、輔状の木製品ではなく、樹此が剥がれ落ちた枝材で

あるならば、アカマツが周辺に生育していたことも考えられる。
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<平成16年度の樹極同定結果>

植田弥生(パレオ ーラボ)

戦国時代の結軒!税み (3段)の井戸SE01(鷺山蝉遺跡86区)から出土した井戸納部材の樹種同定

結県を報告する。鷺山蝉遺跡86区SEOlは、最上段の柄(1段目)は破損または腐朽Lて残っていな

いが、 2段目(以下は上部桶と記す)とその下の3段目(以下は下部桶と記す)はほぼ部状を留めて

いた。残存していた上部桶の部材18点と下部桶の部材16点、そして井戸内に落ちていた桶部材 3点、

合間37点の樹極を調べた。井戸内に落ちていた部材は、最上段の桶部材が落ち込んだ可能性がある。

このほかに、鷺山{IJJi直遺跡の81区から出土した井戸枠と思われる材料を調べた。

鷺山蝉遺跡の近隣に位置する鷺山仙道遺跡においては、平成11年度調査区から井戸SE1が、平成

12年度調査区から井戸SE2が検出され((財)舷阜市教育文化鑑興事業団、2002)、資料の蓄積が行

なわれている。井戸の形態や地域内の用材利用と樹種選択性の資料蓄積は、各地でも行なわれつつあ

る。舷阜市においては、鷺山一帯の戦国時代城下町には、 3段重ねの結布m有tみの井戸が多く、その用

材にはサワラが強〈選択利用されていた傾向が判りつつある。井戸ごとに資料の蓄積を行なうことは、

地域ー帯の井戸に関する資料を知るだけではなく、企図的な視点からも井戸の形態と時期変化、そし

て樹極利用の特骸や変化および地域差などを検討する詳細な資料となることが、期待される。

上部桶の部材18点は、サワラ12点・ヒノキ腐6lJ.であった。下部桶の部材16占は、すべてサワラで

あった(措60表)。井戸桶内部に落ち込んでいて、破損も大きい井戸桶部材3点も、すべてサワラで

あった。ヒノキ属と同定した試料は、ヒノキまたはサワラであるが、材の保存が悪〈同定に重要な分

野壁孔の特徹が充分に捉えられなかったものである。

部材の木取りは、上部桶と下部柄の各部材すべてが柾目取りであった。しかし、引戸桶内部に帯ち

込んでいた部材3占は、 1出が証回収句で、 2点は柾日取りであった。

また、下部桶の部材は上部桶の部材に比べ、全般的に年輪幅は狭く非常に融密であった。

鷺山仙道遺跡の81区SEOlの井戸枠は、細い丸木状のものが多数配列している構造であり、その一

部を実体顕彼鏡下でまず観察をおこなったが、保存が型く同定はできなかった。未民化の状態で、直

径 8mmiiiJ般の丸い茎であり、中心部は空洞、茎には立て筋が明瞭にあり、材組織を構成する細胞は

見られなかった。 恐らく細い単子葉類の基部と，\~，1，われる 。

以下に柄部材同定根拠とした材組織の特徴を記較し、材の3方向の組織写其を提示した(図版49)。

(1)サワラ Chamaecyparispisifera (日eb.et Zucc.) Endl ヒノキ科 図版491a-lc(内側に

落下板材Nn3) 2a (上部桶No.l) 3a. 3c (上部桶Nn6)4a (下部桶Na4) 5a-5，(下部柄Nn7) 

仮道官 。放射柔細胞 ・樹脂細胞からなる針葉樹材で、晩材部の量は少ない。分野壁孔は同属のヒノ

キよりやや大型で、孔日は椅円形に大きく聞き、孔口の短い幅と壁孔縁の幅はほぼ同じであり、 1分

野に 2-4個、おもに2個が水平に整然と配列する。干し口のl詩l口はヒノキより大きい。

(おわりに)

鷺山仙道泣跡の井戸SE1とSE2ではサワラが選択使用されていた(財団法人岐阜市教育文化振興

事業団、 2002)ことが知られているが、 当遺跡においてもサワラが多く利用されていた事が判った。

また、当遺跡の井戸86区SX22では、上部桶(上から 2段目)より下部栴(3段目 最下段)の方

<平成16年度の樹極同定結果〉

植田弥生 (パレオ ラポ)

戦闘時代の結桶税み (3段)の井戸SEOl(鷺山断l遺跡86区)から出土した井戸納部材の樹種間定

結操を報告する。鷺山蝉遺跡86区SEOlは、最上段の柄(1段目)は破損または腐朽Lて残っていな

いが、 2段目 (以下は上部柄と記す)とその下の3段目 (以下は下部桶と記す)はほぼ車状を留めて

いた。残存していた上部輔の部材18白と下部桶の部材16点、そして井戸内に落ちていた揃部材3点、

合計37点の樹磁を調べた。井戸内に落ちていた部材は、最上段の桶部材が落ち込んだ可能性がある。

このほかに、鷺山仙道遺跡の81区から出土した井戸枠と.mわれる材料を間ベた。
鷺山蝉遺跡の近隣に位置する鷺山仙迫遺跡においては、平成11年度調査区から井戸SE1が、平成

12年度調査区から井戸SE2が験111きれ ((財)岐阜市教育文化鑑興事章団、 2002)、資料の蓄積が行

なわれている。井戸の形態や地域内の用材不1)用と樹種選択性の資科書績は、各地でも行なわれつつあ

る。舷阜市においては、鷺山一帯の戦国時代掛下町には、 3段Eねの結納税みの井戸が多く、その用

材にはサワラが強〈選択利用されていた傾向が判りつつある。井戸ごとに資料の蓄積を行なうことは、

地域一帯の井戸に閲する資料を知るだけではなく、企図的な視点からも井戸の形態と時期変化 そし

て樹槌利Jf/の特徴や変化および地域差などを検討する詳細な資料となることが、期待される。

上部桶の部材18点は、サワラ12.1，!)， ヒノキ属6.!J，であった。下部桶の部材16占は、すべてサワラで

あった (第60表)。井戸柄内部に落ち込んでいて、破鍛も大きい井戸桶部材3点も、すべてサワラで

あった。ヒノキ属と同定した試料は、ヒノキまたはサワラであるが、材の保存が悪〈同定に重要な分

野壁孔の特徴が充分に促えられなかったものである。

部材の木取りは、上部楠と下部柄の各部材すべてが桓日取りであった。しかし、井戸桶内部に帯ち

込んでいた部材3占は、 1.~i が板目取りで、 2 点は柾日取りであった。

また、下部桶の部材は上部桶の部材に比べ、 全般的に年輪幅は扶く非常に鍛密であった。

鷺山古h道遺跡の81区SEOlの井戸枠は、細い丸木状のものが多数配列している構造であり、その一

部を実体顕徹鏡下でまず観察をおこなったが、保存が悪く同定はできなかった。未脱化の状態で、直

径8mm前般の丸い茎であり、中心部は空洞、茎には立て筋が明瞭にあり、材組織を構成する細胞は

見られなかった。恐らく細い単子事事lの基部と思われる。

以下に梢部材同定根拠とした材組織の特徴を記載し材の3方向の組織写其を提示した (図版49)。

(11サワラ Chamaecyparisp四 fera (Sieb. et Zucc.) Endl ヒノキ科 図版491a-lc(内側に

搭下板材Nn3)23 (上部梯Nal)3 a' 3， (上部桶Nn6)4 a (下部桶Na4)5a'5，(下部柄Na7) 

仮道官。放射柔細胞樹脂細胞からなる針葉樹材で、晩材部の量は少ない。分野控孔は同属のヒノ

キよりやや大型で、孔口は棺円形に大きく聞き、干し口の短い幅と壁孔緑町幅はほぼ同じであり、 1分

野に 2-4個、おもに2個が水平に整然と配列する。ヨL日の出l口はヒノキより大きい。

(おわりに)

鷺山仙迫遺跡の井戸SE1とSE2ではサワラが選択使用されていた O甘団法人岐品市教育文化撮興

事業団、 2叩2)ことが知られているが、当遺跡においてもサワラが多く利用されていた事が判った。

また、 当遺跡の井戸86区SX22では、上部桶 (上から 2段目)より下部栴 (3段四 位下段)の方
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第60表 鷺山師遺跡出土井戸間材樹禎同定結果(平成16.18年度報告)第60表 鷺山蝉遺跡出土井戸間材樹極同定結果 (司 成16. 18~ 度報告)
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が、年輪幅の狭い材が1~われていた。 年輪幅の融曹な材の方が、強度があり lR圧に耐え易いと推測さ

れ、宜図的にそのような材を下部桶に使用Lていたのかも知れない。また、上部桶と下部桶は、ほと

んどが板目取りの板材であったことから、規格が統ーされていた可能性もある。

[ヲ'"'文献〕

財図法人餓阜市敏育文化鋸"....閥夜間 『・山仙遮..一般車市.山 下土刻土地区画整理$寮における太平町商郷線建股に伴う緊急発

舗網査 J 

く平成18年度の樹極同定結晶〉

野村敏江植田弥生 (パレオ ラポ)

鷺山蝉遺跡から出土した中世の井戸(鷺山蝉辿跡A3区5E05) の枠材23，1，~.(と下駄 l市(鷺山蝉遺跡B

3区5003No.52) の樹横について同定を行ない、先立つて行止われた舷♀城千~Lt監遺跡と鷺山仙道

遺跡との結果とも聞らし合わせて報告を行なう。

方法と Lては材組織の切片採取にあたっては木取りを観察したのち、材の組織標本の作虚のため片

刃の剃刀を用いて材の楓断而 (木口) ー接線断I師(板目) 肱射断面 (柾目)の3方向を薄くそぎ取

ってスライドガラスの上に並べ、ガムクロラールで封入し永久プレパラートを作成した。作成したプ

レパラートは光学顕微鋭下で観策した。なお、同じ猷科#号でも異なる袋(例 No. ]なし、 NO.l

「内、 NO.l破片など)に分割されていたNO.l、NO.2、No.l7はそれぞれを別試料として扱い同定を

行なった。

同定を行った試料のうち、各分額群を代表する試科については写真図版 (図版唱団)を添滑L、そ

の材組織を結果に記叙した。

樹I極同定の結県、井戸枠27拭科のうち、サワラがもっと も多く 19市検出された(部60表)。それに

続きスギ5点、ヒノキ属が2点検出された。また、保存状態が悪いため、針聾樹の同定のポイントと

なる肱射断面 (柾目と同義)の分野控孔の観察を行なえず、科以下町同定を行なうことができなかっ

た針葉樹が1点箆められた。なお、木取りはほぼ板目で構成されており、 一部柾目、斜め柾目のもの

はヒノキ属であった。下駄l点はイイギリであった。なお、同定された樹種町一覧は豊田に示した。

*に同定された樹磁の記載を行う。

(1)スギ Cryptomeriajaponica (Uil.) D.Don スギ科図版印(1 a -1 c No.l4内井戸枠)

仮道官樹脂細胞 肱射柔細胞からなる針瑞樹材である。早材から晩材への移行はやや急で、肱射

組織は 2-15細胞日になる。放射断面 (柾目)の放射組織と仮道管とのIIUの分野陛孔は孔口の大きく

聞いたスギ型で、 l分野に 2-3個存在する。スギは高さ3O-40mになる常総高木で、自生状態では

山地の沢沿いに多く生育する。材は比較的軽軟で切削などの加工は容易であり、乾燥も容易で割裂性

が大きい。

( 2 )サワラ Chamaecyparis pisifera (Sieb. et Zucc.) Endl ヒノキ科図版50(2a-2cNo.13 

内井戸枠)

仮道官 放射柔組織 樹脂制胞からなる針葉樹材である。早材から晩材への移行は緩やか、放射殺l織

は2-15細胞向になる。肱射断面の放射組織と仮道管との][1/の分野壁孔は孔口のやや聞いたスギ型で

が、年輪幅の狭い材が使われていた。年輪幅の離帯な材の方が、強度があり重圧に耐え易いと推測さ

れ、意図的にそのような材を下部桶に使用していたのかも知れない。また、上部制mと下部桶は、ほと

んと'が板日取りの板材であったことから、規絡が統ーされていた可能性もある。

( ~ IJlI文献〕

防凶法人岐阜市"育文化緩興事tu，!¥ 2(xl2 r濁山仙遭遺，，-，廃車市.111下上陽土旭区画..1.1..における太平町西錫線建段に伴う緊急発
舗網査 J

く平成18年度の樹極同定結*>

野村敏江植旺l弥生(パレオ ラポ)

鷺山蝉遺跡から出土した巾f止の井戸(鷺山蝉池跡A3IRSE05)の枠材23点と下駄I，1，~X (鷺山蝉遺跡B

3区5003No.52)の樹舶について同定を行ない、先立って行なわれた舷阜城千批敷遺跡と鷺山仙;n

遺跡との結果とも問、らし合わせて報告を行なう。

方法と Lては材組織の切片採取にあたっては木取りを観察したのち、材の組織棟本の作成のため片

刃の前l万を用いて材の繍断而 (木口) 接線断而 (板日) 肱射断面 (柾目)の31J向を薄くそぎ取

ってスライドガラスの上に並べ、ガムクロラールで封入し永久プレパラートを作成した。作成Lたプ

レパラートは光学制徹鋭 Fで観察した。なお、 l百lじ試料#号でも異なる袋(例 No.lなし、 NO.l

「内、 NO.l破片など)に分割されていたNo.l，NO.2、NO.17はそれぞれを別紙科として扱い同定を

行なった。

同定を行った試科のうち、-<>分類酔を代表する試料については写真図版 (図版48・50)を添付L、そ

の材組織を結*に紀叙した。

樹樺同定の結晶、井戸枠27試科のうち、サワラがも っ とも多く 19点検出された(部6O~n。 それに

続きスギ5占、ヒノキ腐が2点検出された。また、保帯状態が悪いため、針1権樹の同定のポイントと

なる肱射断面(柾目と同義)の分野控孔の観察を行なえず、和以下町同定を行なうことができなかっ

た針葉樹が1点認められた.なお、木取りはほぼ躯目で構成されており、 一部柾目、斜め柾目のもの

はヒノキ属であった。下駄l占はイイギリであった。なお.同定された樹磁の一覧は豊田に示Lた。

止に同定された樹種の記報告行う。

(j)スギ Cryptomeriaja凹nica (L.fil.) D.Don スギ科図版50(1 a -1 c No.l4内井戸枠)

仮置管樹脂細胞 肱射柔細胞からなる針灘樹材である。早材から晩材への移行はやや12で、放射

組織は 2-15細胞出になる。肱射断面(柾目)の肱射組織と仮道管との山lの分野盤孔は孔口町大きく

聞いたスギ型で、 l分野に 2-3個存在する。スギは高さ3O-40mになる常線高木で、自生状態では

山地の沢沿いに多く生育する。材は比較的軽軟で切削などの加工は容易であり、乾燥も容易で割裂性

が大きい.

(2)サワラ Chamaecyparis pisifera (日eb.et Zucc.) Endl ヒノキ科図版回 (2a-2cNo.13 

内井戸枠)

仮泊官 肱射柔組織樹版刷胞からなる針聾樹判である。早材から晩材への移行は緩やか、蚊射組織

は2-15細胞高になる。政射断面の紋射組織と仮道管との問!の分野援孔は孔口のやや聞いたスギ型で
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あるがスギよりも孔口緑が広〈、 1分野に2-3個存在する。高さ30mになる常締高木で岩手県以南

から四国を除き九州まで分布する。山の中腹以下町渓流沿いなどに多い。材は軽軟なため、切削など

のhll工はきわめて容品で、乾燥も容品で剖裂性は大きく、水湿によく耐えるので梯々な用遣がある。

(3)ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科図版印 (3a-3cNo.91内井戸枠)

仮遺骨樹脂細胞 肱射柔細胞からなる針葉樹材である。早材から晩材への勝行は緩やかで、肱射

組織は2-10細胞高になる。肱射断而の肱射組織と仮道管との聞の分野壁孔は小型で、丸いヒノキ型

であり l分野に 2-3個存証する。しかし、ヒノキ属と同定した2試料は保存が悪いため、分野壁孔

の開孔部が不明瞭で孔口の挟いヒノキと、広<1剤〈サワラとの識別ができなかった試科である。日本

に自生するヒノキ凪にはヒノキとサワラの2値がある。ヒノキは常緑町木で向き30mになり、本州

(稲品県以南) 四国 九州 (屋久品まで)に分布し、tJ.J地に生育する。切削などの加工は容易で側

裂性も大きい。心材の保存性は著Lく高〈狂いは生ない。

(4)イイギリ ldesia polycarpa Maxim イイギリ科図版48(4a-4c No.52下駄)

やや!I1張った中庸から小型の道管が、単独ないし放射方向に2-5個被告して散在する散孔材であ

る。放射組織は異性で2列のものが多く、 4-30細胞刊である。道管は単穿孔、個控には交互壁孔が

あり、道管と肱射組織には大きく聞いた壁孔が有在する。イイギリは高さ15mに遣する落葉高木で、

本州 四国九州庇球の山地に分布する。材は鞍献で耐久性は低い。

(考察)

16世紀桂半の岐阜減千畳敷遺跡での井戸遺構の樹櫛l司定 (植田2世泊)では井戸土台木からアカマツ

やクロマツが、楠部材からはサワラが置勢でそれにヒノキとヒノキ属の数点を悼って同定されている。

同じく、戦国時代にあたる鷺山仙道遺跡での井戸遺構の樹極同定(植田2叩2)では19占の桶部材が全

てサワラであったこと、それらの木取りの構成が柾目取り15点、板目取り 4点であったことが報告さ

れている。今回、これら 2遺跡と当遺跡の111土樹峨傾向はほぼ一致しているが、スギが/11現Lたこと

と木取りが板目取りのものが主であったことが拠なっていた。こうした差異を除くと、全体的な樹極

栴成としてはサワラが点躍することはこれら3遺跡の特慢を示しているといえる。このことは、植田

(2聞のが指摘したように、鈴木 (2匝淘)が述べている木材利用文化圏において当地域はサワラ文化

阻の西方に位置することを示しており、今回このことを改めて確認することができたといえる。

なお下駄材については、下駄に使用される材は選択性が低く、広葉樹や針聾樹を宮崎てさまざまな

樹植が利用されている(山地・伊東 1988)。また、同地・伊東(1988)の遺跡出土事例では示されて

いないが、イイギリはキリの代用として下駄に利用されることが知られている(平井 1996)。このこ

とからも、当遺跡出土の下駄は、下駄材として適材のー舗を利用していたと考えられる。

【事1m支猷)
島a・・ 伊東隆夫絹 (1鍵樋.)r日本の温跨幽土木製品.覧J 笈略..山陽
鈴木三郷 {筑間)倉院6寧本ur~õ学と姐鞠学J 151-187同庫総

平井舗ニ (1996)イイギリ 「水のxn，.J必，-，お銅倉書庖
"'"'弥生 (笈削)岐阜緩千畳般遠路芹戸遺構の樹積河震!.r予...mJ189-193 (財)岐阜司1敬育文化掛興事提凶
健"'弥生 (筑間)出土木製品の樹傾向匙 r.lll仙沼遺跡J135-141 (財)岐阜ilil攻ff文化仮興事実問

あるがスギよりも孔口縁が広〈、 l分野に2-3倒有在する。高さ30mになる常輯高木で岩手県以南

から四国を捺き九州まで分布する。山町中腹以下町渓流沿いなどに多い。材は軽軟なため、切削など

の加工はきわめて容品で、乾燥も容易で割裂性は大きし水温によく耐えるので綿々な用遣がある。

(3) ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科図版50(3a-3cNo.91内井戸枠)

仮置管・樹脂細胞 肱射柔細胞からなる針葉樹材である。早材から晩材への移行は緩やかで、肱射

組織は2-10細胞高になる.肱射断而の政射組織と仮泊管との聞の分野壁孔は小型で、丸いヒノキ型

であり I分野に2-3倒符証する。しかし.ヒノキ属と阿定した2試料は保存が悪いため、分野壁孔

のl剖孔部が不明瞭で孔口の挟いヒノキと、広〈聞くサワラとの識別ができなかった試料である。日本

に自生するヒノキ属にはヒノキとサワラの2櫨がある。ヒノキは常緑高木で刊さ30mに止り、本州

(柿向l日以南) 四国 九州 (届久尚まで)に分布し、山地に生育する。切削などの加工は容易で制

裂性も大きい。心材の保存性は著L<高〈証いは生ない。
(4)イイギリ ld四 apolycarpa Maxim イイギリ科図版48(4 a-4c No.52下駄)

ややIfl張った中肺fから小型の道管が、単独ないし政射方向に2-5個複合して散在する散孔材であ

る。放射組織は異性でmのものが多く、 4-30細胞商である。道官は単車孔、側控には交互壁孔が
あり、道官と政射組織には大きく聞いた控孔が存在する。イイギリは高さ15mに遣する落葉市木で、

本州 四国九州琉球の山地に分布する。材は軽献で耐久性は低い。

(考察)

J6世紀桂半の岐阜崎千位敵遺肺での井戸遺構の樹積阿定(植田2α)())では井戸土台木からアカマツ

やクロマツが、桶部材からはサワラが置勢でそれにヒノキとヒノキ属の数点を1すって同定されている。

同じく、戦国時代にあたる鷺山由1I道遺跡での井戸遺構の樹櫨同定(植田2叩2)では19市町桶部材が全

てサワラであったこと、それらの木取りの情成が柾目取り 15点、板目取り 4点であったことが報告さ

れている。今回、 これら 2遺跡と当遺跡の出土樹航傾向はほぼ一致しているが、スギが出現したこと

と木取りが板目取りのものが主であったことが識なっていた。こうした差異を除くと、全体的な樹舗

構成としてはサワラが卓越することはこれら3遺跡の特骸を示しているといえる。このことは、植凹

(2叩2)が指摘したように、鈴木 (2仮泊)が述べている木材利用文化閣において当地域はサワラ文化

閣の西方に位置することを示しており、今回このことを改めて確認することができたといえる。

なお下駄材については 下駄に使用される材は選択性が低し広葉樹ヤ針葉樹を宮崎てさまざまな

樹極が利用されている (山地伊東 J988)。また、 向地・伊東 (988)の遺跡11.1土'11例では示されて

いないが、イイギリはキリの代Jsとして下駄に利JIIされることが知られている(司ザ十 1996)。このこ

とからも、当遺跡出土町下駄は、下駄材として適材のー績を利用していたと考えられる。

臼1m文献】
..，・ 伊東屍失語 (988)r日本の温膨尚土木現品縫覧J ~あp IIllJ随

鈴本三" (:ml)第6**<<r考d語学主槍鞠1:J151-187岡"祉
平井信ニ{隅硲)イイギ'1r本の，Ui特J喝，-'"・岡倉書庖
械附弥生 (叡聞)岐阜城千..厳重勝井戸遺恨の樹槍河鬼門W:lI:mJ1駒 -193(財}岐阜iliA育文化綴興事.，.
機111弥生{筑間)III土木拠品の倒縄開催 r.lll仙遭遇跡J135-1.11ωり厳阜市敏"文化禄興lt:'JlWI



- 260 -

B 舷阜市鷺山蝉遺跡出土木製品の樹種調査結果

(株)吉田生物研究所

1 拭科

試料は舷阜市鷺山蝉遺跡から出土した遊戯具i点である。

2 観察方法

剃刀で木口 (横断而)、柾目 (肱射断面)、板目 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラート

を作成した。このプレパラートを顕億鏡で観察して同定した。

3 結果

樹積同定結栄(針聾樹I積)と顕限鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を配す。

(1)ヒノキ科アスナロ属 (Thujopsissp.) (図版45)

木口では仮置管を持ち、早材から晩材への捗行は緩やかであった。樹脂細胞は暁材部に散在または

接融配列である。柾目では肱射組織の分野援孔はヒノキ型からややスギ型で1分野に 2-4個ある。

板目では放射組織はすべて単列であった。数障状末端援を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属にはアス

ナロ (ヒパ、アテ)とヒノキアスナロ (ヒパ)があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ属は

本州、凶園、九州に分布する。

第3節漆!供構造調査

A 舷阜市鷺山蝉遺跡出土撞器の撞膜構造調査

(株)吉田生物研究所

I はじめに

岐阜市に所在する晴山蝉遺僻から出土した漆器20点について、その製作技法をl則らかにする目的で

強股緋遊間査を行ったので、以下にその結却を紺告する。

2 調査資料

調査した資料は、部61車に示す中~近世の樺器20点である。その内訳は地色で分類すると、内舛と

も出色は15占、内面赤色外而黒色4占、内外とも非色は 1白である。

3.調査方法

第61衰の資料本体の内外I町から数mm四方の値片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、撞膜断面の薄

片プレパラートを作製した。これを高射光ならびに透過光の下で検鏡した (図版53-56)。

4 断面観察結果

盤膜断面の観祭結果を第62去に示す。

i世股構造 下府から下地、樺府という構造をとる。

下地 20車中、 19点は柿般に木炭粉を混和した此粉渋下地で、 1点 (No.l1)は楼に砥の粉を混和し

た砥の粉下地であった。

B 岐阜市鷺山蝉遺跡出土木製品の樹極調査結果

(株)吉田生物研究所

I 試料

拭軒は岐阜市鷺山蝉遺跡から出土した遊戯共j点である。

2 観察方法

剃刀で木口 (横断而)、柾目 (放射断面)、板目 (接線断面)の各切片を採取L.永久プレパラート

を作成した。このプレパラートを顕徴鏡で観察して同定した。

3 結*

樹磁同定結晶 (針輩樹l犠)と臨I徴鏡写nを示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。
( 1 )ヒノキ科アスナロ属 (Thujopsissp.) (図版45)

水口では仮置uを持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在または
撞線配列である。柾目では肱射組織の分野按孔はヒノキ型からややスギ型でl分野に 2-4個ある.

板目では肱射組織はすべて1~列であった。 散時状末端樫を持つ樹脂綿胞がある。 アスナロ属にはアス

ナロ (ヒパ、アテ)とヒノキアスナロ (ヒパ)があるが顕微鏡下では識別困雛である。アスナロ属は

本州、凶園、 1ι州に分布する。

買53節漆)瓜構造調査

A 岐阜市鷺山蝉遣肺出土i藍罷の強原綿造調査

(株)古旧生物研究所

l はじめに

岐阜市に所在する鷺山蝉遺跡から出土した接部20点について、その製作技法をIYJらかにする目的で

塗腕構造調査を行ったので、以下にその結晶を柑竹する。

2 調査資軒

調査した資料は、都61去に示す中~近世の楼搭20点である。その内訳は地色で分類すると、内外と

も出色は15占、内I師非色外I師/，1.¥色4占、内外とも棒色は1.#.である。

3 醐査方法

第61衰の資料本体の内外而から数mm四方の舷片を探取してエポキン樹脂に包却し、塗膜断I師の薄

片プレパラートを作製した。これを部射光ならびに透過光町下で検鏡した (図版53-56)。

4 断面観察結果

塗膜断面の観察結果を描62去に示す。

控膜構造 下層から下地、漆府という構造をとる。

下地 20点中、 1 9点は柿渋に木炭粉を ill.和した此粉i!~下地で、 1 点 (No.l J)は擦に紙の骨を混布IL

た砥の粉下地であった。
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樺層 下地の上に地色の漆胞が J-2層、その上に文様が施される場合にはさらに赤色漆がI層重な

る、という比較的単純な漆府のものが19占、下地の上に複数層の漆層が重なるものが 1点

(No.ll)認められた。

前者の内訳には、地色が鼎色のものは透明漆l府のみ、地色が赤色のものは赤色楼l層のみが2

点 (No.13，15)と透明漆の上}こ赤色擦が重なるものが1白 (No.18)、品工色漆の上に透明漆が

重4よるものがI市 (No.l9)である。No.19には、さらにそのよに複数回の透明擦が認められた

(写真No.43)が、これは何らかの漆膜の付着と判断する。

f走者の 1点、は砥の粉下地の上に棋聖必のi書府が重なる。2-3回の並り直しの板跡と判断する。

顔料 黒色の顔料として油煙の使用 (No.ll内外商古内、No.l9)と、靖、色顔料として朱の使用が認め

られた。

品

2報8855告i 9 5 
品名 内H 

の 内l1時の 外H l包-の4 一て 讃
その他

書
保存

トトー
2 

3 856 358 3 

8886662 6 1 
トトー 33660 1 

4 
6 

362 6 

554 7 トー 33663 4 
7 

8 8 
863 O 365 
865 

トー 33666 7 
85L 

J2 864 
トー

O 仁 368 
13 
8885650 7 1 

トー
369 

14 
トー 370 14 

15 

芯瞳 16 
O 373 17 

18 1 603 
芳一困E

375 19 

219068058 3 
イ 375 20 

359 21 

第61衰漆膜構造分析調査試料

漆層 下地の上に地色の擦問が 1-2問、その上に文様が施される場合にはさらに赤色漆がI層重な

る、という比較的単純な漆府のものが19占、下地のよに被数府の漆胞が重なるものが 1!内

(No.ll)認められた。

前者の内訳には、地色が県色町ものは透明漆l府のみ、地色が赤色のものは赤色擦l府のみが2

，1.~，( (No.13， 15)と道明漆の上Iこ赤色時が重なるものが1市 (No.18)、非色漆の上に道明漆が

重金るものが1点 (No.l9)である。No.l9には、さらにそのよに複数回の透明漆が認められた

(写真No.43)が、これは何らかの漆膜の付着と判断する。

f走者の 1点は砥の粉下地の上に桜1帽の漆府が重なる。2-3聞の詮り直し明"跡と判断する。

顔料虫色の顔料として油煙の使用 (No.l1内外高台内、 No.l9)と、靖、色顔料として朱の使用が認め

られた。

No. 

A報8855告i 9 5 
品名 内Hl1 の Y 様10/ 外H l当-の4 革

その他

整333N555理a 6 7 B 

保存

トトー
2 

3 856 3 

8886662 6 1 
トトー

3336660 2 1 
4 
6 
6 

告←崎署トトー 33663 4 
7 

8 8 
863 O 365 
865 

33666 7 
85l 

トー

12 864 
トー

O 仁 368 
トー

13 
B886550 7 1 トー

369 
14 370 14 

15 

同嘩盤 16 
O 373 17 

す 園E
375 19 

219068058 3 
イ 375 20 

359 21 

第61衰 漆膜構造分析調査試科
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No.1報告 |器種 |部位
番号 顔料

1 1 855 

2 1 859 

3 1 856 

4 1 862 

5 1 866 

6 1 861 

7 1 854 

8 1 857 

9 1 863 

101 865 

21，22 1 漆

III 852 23，24 漆

25，26 油煙

12 1 864 

131 850 

14 1 867 

151 851 

161 853 

171 860 

181 603 

191 603 1漆膜

201 858 

※試料No.5内面は文様部ではなく黒色部分から試料を採取した

第62表断面観察結果

No.1報告 |器種 |部位
番号

1 1 855 

2 1 859 

3 1 856 

4 1 862 

5 1 866 

6 1 861 

7 1 854 

8 1 857 

9 1 863 

101 865 

内面 121，22 

111 852 

調三::
121 864 

131 850 

141 867 2干

151 851 

161 853 

171 860 

181 603 

191 603 1漆膜

201 858 

漆

漆

※試料No.5内面は文様部ではなく黒色部分から試料を採取した

第62表 断面観祭結果

顔料

油煙、朱

油煙、朱

油煙
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5 摘要

岐阜市鷺山蝉遺跡から出土した、内外商}II色椀15点、内面非色外面U1色椀4点、内外面赤色椀I自の

合計20出について故隠榊造調査を行った。

下地は炭粉渋下地19lXと砥の粉下地l点が認められた。砥の粉下地の資料には組数回の撞り直しの

痕跡が認められた。民粉渋下地の上には、地色の漆府l府のみのものが17点、観数層の漆届が重なる

ものが2占あった。m色顔軒としては油煙が、j¥，色顔料としては朱が佐用された。

B 迅方の表面観察

(株)吉田生物研究所

1.はじめに

舷阜市に所在する鷺山蝉遺跡から出土した 1のWi銅製巡方の表面には、やや光iRのあるm色の膜状

の付着物が観察された。この付着物について以下に報告する。

2 調査資料および澗査方法

調査した資料は、やや光沢を布するm色町n;;状物質である。調査方法としては、資料本体の内外而

から世mm四方の破片を採取してエポキン樹脂に包主IIし、断而の剥片プレパラートを作成した。これ

に高射光ならびに遺過光の下で検鏡した。

3 断面観察結果

朕様物の断面の観鍛結果を示す (図版56)。

土壊と黒色の股様物質、 w鋼の錆が層状にlf(なる様子が観察された。m色の物質はほとんど厚みを
持たず、やや波打っている。また部分的に違切れている峨子もみられた。

4 摘要

陛阜市の鷺山蝉遺跡から出土した膜梯物の断而を観察した。光沢のあるよ日色町部分から資料を採取

したところ、黒色で極めて薄くやや波打つ膜棉物が認められた。古代の帯金具のー舗である巡方には、

f.I.¥漆が施されていたことが分かっている。よって今回総められた黒色の物質は、擦である可能性が極

めて向い。

第4節土器付着物の材質分析

麗幌久(パレオ・ラボ)

1.はじめに

鷺山蝉遺跡の調査では、戦国時代の土師器sllIlIJににぷい賞制色物が挟まって付帯していた。また、

9 世紀初めの~Ji恐慌内írlï にm色の楼質物カZイサ ~Yf していた。 ここでは、 これら付情物の材質を検討する

ために顕微型による宥、外分光分析 (FT-IR分析)を行った。

5 摘要

舷阜市鷺山蝉遺跡から/H土した、内外而黒色腕時点、内面揖色外面lll色腕4lL内外而赤色椀I自の

合計20点について愈脱構造湖査を行った。

下地は炭粉渋下地19点と砥の粉下地1.'討が認められた。砥の粉下地の資料には組数回の塗り直しの

痕跡が認められた。民粉;J'(下地の上には、地色の楼崩l府のみのものが17市、組数府の接届が重なる

ものが2点あった。1.¥¥色顔料としては油煙が、請ミ色傾斜としては朱が使用された。

B 迫方の表面観察

(株)吉田生物研究所

l はじめに

舷阜市に所在する鷺山蝉遺跡から出土した lの背鋼製過1rの表面には、やや光;Hのあるm色町膜状
の付着物が観察された。この付着物について以下に報告する。

2 調査資料および調査方法

調査した資料は、やや光沢を宥する黒色町朕状物質である。調査方法としては、資料本体の内外而

から数mm凹方の破片を採取してエポキシ樹脂に包主llL.、断而の剥片プレパラートを刊成した。これ

に帯射光ならびに透過光の下で検鈍した。

3 断面観察結*

脱線物の断面の制策結果を示す(図版56)。

土壌と黒色町股様物質、'i~r剣の錯が府状に11lなる様子炉観察された。 出色の物質はほとんど厚みを

持たず、やや波打っている。また部分的に途切れている保子もみられた。

4 摘要

畦阜市町鷺山蝉遺跡からIH土した膜様物の断而を観察した.光沢のある誠色町部分から資料を採取

したところ、思色で極めて1車くやや桂打つ膜線物が認められた。古代の帯企具のー舗である巡方には、

n¥擦が施されていたことが分かっている。よって今回惚められた黒色町物質は、様である可能性が極

めて向い。

第4節 土器付着物の材質分析

藤根久(パレオラボ)

1 はじめに

鷺山蝉遺跡の別査では、純国時代の土師器皿間lににぷい賞制色物が挟まって付罰していた。また、

91世紀初Jめの須恵器内mïによ.1.\色町漆質物が1，t~~f していた。 ここでは これら付~~f物の材質を検討する

ために顕微型による事件分光分析 (FT-IR分析)を行った。
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2 試料と方法

試料は、鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師器皿聞に挟まっていたにぷい賞制色付活物(試

料NO.1)と 、鷺山蝉遺跡F2区SK95から出土した須!~it~内耐の鼎色付活物

63表、図版56)。

付着物の色調

にぶい黄褐色 (!OYR5/4) 

黒色付着物 (2.5Y2/1) 

第63表付着物の材質分析を行った試料とその詳細

(試料No.2)である(第

時期

戦国時代

9世紀初め

分析は、これら付指物を同定するために顕倣型の部外分光分析を行った。各分析の試科採取と分析

方法は以下の通りである。

赤外分光分析の測定試料は、付着物表面において手術用メス告と'を用いてO.2mm角程度を薄く削り取

った。採取した試科は、押しつぶして厚さ 1mm程度に裁断した臭化カリウム (KBc)結品板に棋ん

で、油圧プレス器を用いて約7トンで加圧整形Lた。測定は、フ リヱ変換型顕徴赤外分光光度計

(日本分光開製FT/lR-410、IRTー却ー16)を用いて通過法により赤外吸収スベクトルを測定した。

なお、試料NoJは、鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師器皿ur日に挟まっていたにぶい黄制色

付器物であるが、実体顕微鏡観察において付活物表聞には複数条におよぶ轍維痕が確認された。その

ため、 5mm角破片をエポキシ樹脂で包埋して光学顕微鏡観察用の薄片を作成した。

3.結果および考察

第143図に、生漆とともに各試料の赤外吸収スベクトル図を示す。縦軸は遅過車(略T)、横軸が波

数 (Wavenumber (cm-1) カイザー)である。なお、スベクトルは、ノーマライズしてあり

(よって縦軸は造過率(拍R)と表示)、吸収スベクトルに示した数字は、生漆の車外吸収位世を示す。

第64表には、生漆の吸収位世とその強度を示す。

強度 181ω91 I 86. <¥日o189.3721 190.9537 189.1537 191.3015 189.4162 190.1583 191.0574 196.7658 196.3414 

第64表 生漆の吸収位置とその強度

その結果、いずれ広付着物も赤外線吸収位置は概ね生漆の吸収位世と一致していた。このことから、

これらの付着物は漆と同定される。なお、試料NO.l吸収位置1030 (cm -])付近に大きな吸収が見

られるが、劣化によりゴム買が卓魁した結果である。

鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師器皿間に挟まっていたにぷい貰褐色付帯物 (試料NO.1) 

は、そのま面(上面および下而ともに)には繊維状痕が見られたが、光学顕徹鋭による薄片観察では、

同様に繊維痕が見られたことから(図版1-1d)、醐維がi見和している。

一方、鷺山蝉遺跡F2区SK95から出土した須!!!.器内面に付着する1M色付着物 (試料NO.2)は、品i

炭などが混入されたJ!.!様であることから、容器あるいはパレットとして利用されていたものと考えら

2 試料と方法

試料は、鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土Lた土師器1111聞に挟まっていたにぷい貰褐色付指物 (試

料No.1)と、鷺山蝉遺跡F2区SK95から出土した須恕器内聞の黒色付荷物 (試料No.2)である (前

回表、図版56)。

付着物の色調

にぶい黄褐色(lOYR5/4) 

黒色付着物 (2.5Y2/1) 

第63表 付着物の材質分析を行った試料とその詳細

時期

戦国時代

9世紀初め

分析は、これら付着物を同定するために顕微型の赤外分光分析を行った。各分析の試科採取と分析

方法は以下町通りである。

車外分光分析の測定試料は、付着物表而において手術用メスなどを用いてO.2mm角程度を薄く削り取

った。採取した試料は、押しつぶして厚さ Imm程度に裁断した具化カリウム (KBd結品板に挟ん

で、油圧プレス器を用いて約7トンで加圧整形した。測定は、フ リエ変換型顕微赤外分光光度計

(日本分光絢製FT凡R-41O、 IRT-3Q-16)を用いて通過法により赤外吸収スベクトルを測定した。

なお、試料NoJは、鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土銅器JJIlH日に挟まっていたにぷい黄制色

付着物であるが、笑体臨1徹鋭観察において付着物表而には複数条におよぶ繊維痕が確認された。その

ため、 5mm角政片をエポキシ樹脂で包埋して光学顕徹鏡観察用の薄片を作成した。

3 結果および考察

部143図に、生擦とともに各試料の赤外吸収スベクトル図を示す。縦軸は還過車 (%T) 横軸が波

数 (Wavenumber (cm -1 ) カイザー)である。なお、スベクトルは、ノーマライズしてあり

(よって縦軸は遥過率 (拍R)と表示)、吸収スベクトルに示した数字は、生擦の赤外吸収位世を示す。

栴64去には、生漆の吸収位世とその強度を示す。

強度 181. 6891 I 86.45ω189.3721 190.9537 I田 4537191. 3015 189.4162 190 山田 191.0574 196.7658 196.3414 

第64衰 生漆の吸収位位とその強E

その結果、いずれ杭材活物も赤外線吸収位置は概ね生擦の吸収位置と一致していた。このことから、

これらの付活物は漆と同定される。なお、試料NO.l吸収位置1030 (cm -1)付近に大きな吸収が見

られるが、劣化によりゴム買が卓越した結提である。

鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師器皿l間に挟まっていたにぷい世相色付帯物 (試料NO.l) 

は、そのま面 (上面および下而ともに)には醐維状痕が見られたが、光学顕徴鏡による薄片観察では、

同様に櫨維痕が見られたことから (図版1-1d)、繊維が混和している。

一方、鷺山蝉遺跡F2区SK95から出土した須7E器内面に付着する県色付着物 (試料No.2)は、 l品

炭などが混入されたm擦であることから.容器あるいはパレットとして利用されていたものと考えら
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れる。

4.おわりに

鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師器皿聞のにぷい1町制色付着物、および鷺山蝉遺跡F2区

SK95から出土した須恵器内面の鼎色付着物は、車外分光分析により擦と同定された。

鷺山蝉遺跡B6区SK31内から出土した土師鴇1111間lに挟まっていたにぷい黄禍色樺は、そのま而

(上面および下面ともに)には柚維状痕が且られ、光学顕徴鋭による薄片観察においても確認された

ことから、輔維が混入していたことが確認された。

一方、鷺山蝉遣僻F2区SK95から出土した須恵器内面に付罰する虫色付着物は、自陸炭などが混入

されたよ.¥¥i書であることから、容器あるいはパレットとして利用されていたものと考えられる。

れる。

4 おわりに

鷺山蝉遺跡86区SK31内から出土した土師器皿聞のにぷい賞制色付着物、必よぴ鷺山蝉遺跡F2区

SK田から山土した須恵器内面の虫色付着物は、靖、タト分光分析により樺と同定された.

鷺山蝉il'l肺B6 区 SK31 内から tll 土した土師~. 1I1l聞に挟まっていたにぷい賞禍色樺 11. そのま而

(上而および下町ともに)には輔維状痕が且られ、光学顕徹鋭による薄片観察においても確認された

ことから、輔維が混入していたことが確認された。

一方、鷺山師遺跡F2区SK95から出土した須恵器内面に付着する出色付着物は、掛院などが混入

されたm擦であることから、容器あるいはパレァトとして利用されていたものと考えられる。
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第5節 出土動物遺体の同定

県i事一男(パレオ ラポ)

1 はじめに

岐阜県岨阜市の鷺山蝉遺跡より動物骨 ー貝類が出土した。以下にその同定結提を記す。なお同定に

際して、国立歴史民俗博物館の西本研究室にて所蔵されている骨椅標本を観祭させていただいた。ま

た同博物館の西本畳弘教授には試料の一部についてご教授いただいた。この場をお借りして感謝の意

をまする。

2. 111土動物遺体

鷺山蝉遺跡Al区5D14からは、貝類ではアカニシが検出された。また廿については、ヒトとイヌ、

ウシが検出された。以下に遺構ごとの検出状況について述べる(昨日表、図版51. 52)。

鷺山蝉遺跡B8区5D86からはウンの肩甲骨、上腕骨、機骨 尺骨、手根骨、中足廿、基節骨、中

節骨、肋骨が出土している。いずれの骨も脆弱で、骨幹部のみの検出がほとんどであり、骨端部の検

出された槙廿では骨幹と骨端は暗合しておらず、化骨化が完成していない。これらのことから干ウシ

と考えられる。骨端の化骨化の進行状況により年齢推定をおこなうことができ、今回の試科において

は検骨と中足骨の連世端が化骨化していないことが確認されたことから、 2歳以下の干ウンであると

推定できる。出土状況から、前肢と胴体は切り離されていたものと考えられ、検出されていない頭蓋

骨や桂肢骨も切り離され、別にされたと考えられる。

下層 イヌ

ヒト

下層北半イヌ

下層南半ヒ卜

~ SDI4 7fJ::..シ

頭蓋骨

霊宝章
縄左

王上扇額責面第3I王百臼面歯E左

推骨

破片

iF 
破片

上顎骨(左).切前脅含む破片多数 No.2汚

需歪
王重王亙2豆亙亙量量

No.45 

第65衰 鷺山蝉遺跡出土動物遺体同定結果

第5節 出土動物遺体の同定

摂津 一男 (パレオ ラボ)

l はじめに

岐阜県舷阜市の鷺山蝉遺跡より動物骨 貝類が出土した。以下にその同定結果を記す。なお同定に

際して、国立歴史民俗博物館の西本研究室にて所蔵されている骨椅標本を観察させていただいた。ま

た同時物館の西本畳弘教授には試科の一部についてご教授いただいた。この場をお借りして感謝の宜

をまする。

2. /11土動物泣体

鷺山蝉遺跡AJ区5014からは、貝類ではアカニシが検出された。また廿については、ヒトとイヌ、

ウシが検出された。以下に遺僻ごとの検出状況について述べる (酷65去、図版51. 52)。

鷺山蝉遺跡B8区5086からはウンの肩甲骨、上腕骨、犠骨、 尺骨、手根骨、中足骨、基節骨、中

節骨、肋骨が出土している。いずれの骨も脆弱で、骨幹部のみの検出がほとんどであり、骨端部の検

出された椀骨では骨幹と1't端は植合しておらず、化骨ftが完成していなし、。これらのことから干ウシ

と考えられる。骨端の化ft化の進行状況により年齢推定をおこなうことができ、今回の試料において

は焼骨と中足1~tの連位端が化骨化していないことが確認されたことから、 2 最以下の子ウンであると

推定できる。出土状況から、前肢と胴体は切り離されていたものと考えられ、検出されていない顕蛮

骨や佐肢骨も切り離され、}JIJにされたと考えられる。

下層 イヌ 頭登骨 破片 上顎骨(左上切愉骨含む破片多数 No.2日5

ヒト

車盈種一歪一一
破片 No.42 

左 外側面欠倒 No.56 

下層北半イヌ 骨 破片 上顎骨(右)含む破片多数
左

下層南半ヒト
藍

調度片推骨
No.45 

M SD14 アカーシ

第65衰 鷺山蝉遺跡出土動物遺体問定結果
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鷺山蝉遺跡B3区5003(蝉土手城館跡堀)からはヒトの頭蓋骨、椎骨と踊骨、イヌの頭蓋骨が検

出されたいずれのftも碓片化しており、保存状態が悪〈、廿の内部はピピアナイト化し、暗青灰色に

なっている。ヒ卜の副董什は数cm程度の破片となっており、廿表面は変質している。枇骨や1""廿な

ども同様に破片であるが、閥廿はおおよその大きさのわかる躍度は残存しており、その大きさから考

えると、成人の廿であると考えられる。イヌは、左右上顎骨、切歯骨、左上官I郁4小臼歯、左上顎串

1大臼曲が検出されている。重複する部位がないことや、左右の上顎骨の大きさがほぼ同じであるこ

とから同一個体と考えられる。

鷺山蝉遺跡AI区5014からはアカニシが検出されている。アカニンは水深30m以iJ<の沿岸域に生

Q，L、食用とされている。各地の遺跡でも倹11lされており、その大型の貝殻からftJlJのみならず、腕

輪などの加工用にもJIJいられている。

3 おわりに

鷺山蝉遺跡から検出された動物遺体には、ヒト、ウシやイヌ、アカニシが合まれていた。いずれの

試料についても状態が悪〈、詳細な検討にはいたらなかったが、検出された人骨は成人のものと考え

らオlる。

置山蝉遺跡B31i1:SD03 (蝉土手峨館跡掛)からはヒトの頭蓋骨、推骨と随骨、イヌの頭蓋骨が検

/11されたいずれの骨も世片化しており、保存状態が11tH、骨の内部はピピアナイト化し、暗青灰色に

なっている。ヒトの副1，盈1'tは数cm程度の破片となっており、 ft占I同は褒冒している.椛骨や蹟骨な

ども阿保に匝H"であるが、蹄骨はおおよその大きさのわかる程度は残存しており.その大きさから考

えると、成人の骨であると考えられる。イヌは、左右上顎骨、切曲骨.左上顎貫¥4小臼11l.左上顎草

1);:臼曲が検出されている.重視する部位がないことや、左右の上顎骨の大きさがは1:同じであるこ

とから同一個体と考えられる.

鷺山蝉遺跡A1 Ii1:SDI4からはアカニシが検出されている.アカニシは水探30m以浅の沿岸域に生

息L、宜川とされている。科地の遺跡でも検出されており、その大型のn般から宜JlJのみならず、腕

輪などの加工!IIにも!IIいられている。

3 おわりに

量山蝉置勝から検I.l¥された動物遺体には、ヒト、ウ yやイヌ、アカニシが含まれていた。いずれの

低料についても状態が悪〈、詳細な験討にはいたらなかったが、検出された人骨は成人のものと考え

られる。
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図版1

鷺山蝉遺跡Al-4 区全~t (モザイク写t{，上方が北)

図版 1

鷺山蝉遺跡A1-4区全卦(モザイク写其、上方が北)
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図版2

鷺山師遺跡B1-8区全景(モザイタ写真、上方が北)

図版2

鷺山蝉遺跡B1-8区会長(モザイク写真、上1，が北)
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図版3

鷺山蝉遺跡F2.3区全世(モザイク写真、上方が北) 鷺山蝉遺跡EJ区全世(モザイク写真、上方が北)

鷺山蝉遺跡FJ区全奴 (上方が北)

図版3

鷺山蝉遺跡F2.3区全長(モザイク写真、上方が北) 鷺山蝉遺跡EJ区全世(モザイク写真、上方が北)

鷺山蝉遺跡FJ区全奴 (上方が北)
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図版4

鷺山1111道遺跡AI.2区全世(モザイク写真、上方が北)

図版4

鷺山仙道遺跡AI・21K全景(モザイク写真、上方が北)
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鷺山蝉逃跡A区 図版5

A1区5014. 15、5S01通路完揃状況 (束から) AI区5014将棋駒山土状況 (南から)

A1区5015断面 (北から) A1区5014断面 (向から)

A31K5028掘削状況 (車から) AI .3区SD02完姻状況 (酉から)

鷺山蝉i立跡A区 図版5

Al区5014. 15、5S01通路先制状況 (車から) A1区5D14将棋駒山土状況 (南から)

Al区S015断面 {北から) A1区5014断而 (甫から)

A3区5D28掘削状況 (車から) Al .3区5D02完錨状況 (闘から)
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図版6 鷺山富単遺跡A区

A4区5D26、5X28石積_5502通路完掘状況(北から) A4区5D26曲物出土状況 (車から)

Al -2区南側先拍状況 (西から) A3-4区lヒ開完姐1状況 (北から)

A3区5X22落ち込み遺物出土状況 (西から) A3区5K37遺物/Jj土状況<i¥iから)

図版6 鷺山蝉遺跡A区

A4区SD26、SX28石積.5502通路完緬状況(北から)

" .佐妄号 ・
..  と11下、マ・・

下竺日
Al '2区南側完銅状況 (酉から)

A3区SX22落ち込み遺物1.1¥土状況 (西から)

A4区SD26曲物l.lI土状況 (車から)

A3・4区比側完梱状況 (北から)

A3区SK37遺物11¥土状況 (街から)
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鷺山蝉遺跡A区 図版7

A2区SK07犬形土製品出土状況 (車から) A3区SK35鉄製品出土状況 (市から)

A3区SE05井戸側検出状況 (京から) Al区SEOl完捌状況 (南から)

A3区SE05井戸側内側削状況 (北から) Al区SE02完姉状況 (南から)

A3区SE05井戸側内完姻状況 (北から) Al区SE03完捌状況 (南から)

鷺山蝉遺跡A区 図版7

A2区SK07犬形土製品出土状況 (車から) A3区SK35鉄製品/11土状況 (甫から)

A3区SE白井戸側検出状況 (東から) AII互SEOI完掘状況 (南かり)

A3区SE05井戸側内摘削状況 (北から) AI区SE02完細状況 (南から)

A3区SE05井戸側内完揃状況 (北から) AJ区SE03完捌状況(j有から)



- 276 -

図版8 鳩山蝉逃跡B区

B8区下服地榊而完揃状況(北から) B8区5X33土僻集積111土状況(束から)

B6区50剖完掛川:況 (南西から) 871&5030完摘状祝 (北車から)

82区北側完緬状況 (北から) B4区5053ロクロ土師帯出土状況 (西から)

B7区5021. 27完捌状況 (束から) B7区5021断而 (車から)

図版8 鴛山射i逃跡B区

日8区下府遺構而完捌状況 (北から) 88区5X33土~~m続出土状況(耳Eから)

B6区5024先制状況 (南西から) 67区5030完網状況 (;t車から)

日2区北欄完姻状況 (北から) 副区S053ロクロ土師帯出土状況 (西から)

87区5021・27完揃状況 (車から) 87区5021断而 (j!(から)
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鷺山由ji遺跡B区 図版9

82区SDOl完掴状況 (南から) 86区SD77'78完楓状況 (西から)

84区北側完揃状況(車から) 84区南側完捌状況 (南から)

sl区完掘状況(南から) B3区東側完姻状況(北車から)

鷺山車ji逃湖、B区 図版9

82区SIlOJ完鋸状況(南から) 86区SD77'7&完姻状況 (西から)

84区北側完揃状況 (車から) 84区南側完捌状況 ci軒から)

BJ区完捌状況 (南から) B3区東開完捌状況 (北東から)
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図版10 鷺山蝉遺跡B区

83区SD03完捌状況 (北から) B3区SD03石出土状況 (南から)

B3区SD03古瀬戸小盗IB土状況はじから) 83区SD03漆器椀出土状況 (北から)

B3区SD03捺器椀出土状況 (車から) B3区SD03漆器碗出土状況 (車から)

84区SD32完梱状況 (車から) 84区SD32断而 (西から)

図版10 鷺山蝉遺跡、B区

83区5003完掘状況 (北から) 83巨5003石出土状況 (南から)

B3区5003古瀬戸小輩出土状況 (北から) 83区5003漆器摘出土状況 (北から)

B3区5003漆器椀出土状況 (車から) 83区5003漆器抽出土状況臼羽、ら)

日4区5032完掘状況 ouから) 84区5032断而 (西から)
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B8区SAOlこニ皇、 SD田完掘状況(北から)

陣彊油田位ナ

開望号戸見

eべ-
咽砂金|
B8区SAOl土些断面 (西から)

B5区SX21石積施設掘削状況 (西から)

B5区SX21石積施設残存状況(南から)

鷺山蝉遺跡B区 図版11

B8区SAOl土盤、 SD85完掘状況 (東から)

田区SDお断面 (西から)

B5区SX21石積施設完掘状況 (西から)

鷺山蝉遺跡B区 図版11

B8区5AOl土皇、 50お完掘状況 (北から) B8区5AOl土盤、 50田完拙状況 cw.:から)

s8区5AOl土些断而 (西から) s8区5085断面 (西から)

85区5X21石輸施設掘削状況 (西から)

B5区SX21石積施設残存状況 (南から) 85区5X21石税施設完銅状況 (西から)
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図版12 鷺山蝉遺跡、B区

B3区SD07掘削状況 (南から) B6区SD22、SX20石積掘削状況 (西から)

B5.6区SK31遺物出土状況 (南から) B6区SK33遺物出土状況 (聞から)

B6区SEOl井戸側検出状況 (車から) B6区SEOl井戸側内完捌状況併Eから)

図版12 鷺山蝉遺跡、B区

B3IRSD07掘削状況 (南から) 86区SD22.SX20石積掘削状況(西から)

B5. 61亙SK3li置物出土状況 (南から) B6区SK33遺物出土状況(酋から)

86区SEOl井戸側検出状況 {京から) B6区SEOl井戸側内完捌状況(車から)
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C'区5X02自然流路掘削状況 (北から)

CI区5002掘削状況 (東から)

C2区50】7完畑状況 (束から)

鷺山蝉遺跡、C区図版13

C2区5016完掘状況 (西から)

E忌

国

C2区5KlO完掘状況 (西から)

CI区5X03土師探J![集輸出土状況(南から)

C2区50J7遺物出土状況 (北から)

鷺山蝉追跡、C区 図版13

C2区5016完掘状況 (西から)

C11R5X02自然流路掘削状況 (北から) C2区5KlO完捕状況(i!!iから)

Cl区5002掘削状況 (東から) C11R5X03土師罷I![品輸出土状況(南から)

C2区5Dl7完揃状況 (車から) C2区5017遺物出土状況 (北から)
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図版14 鷺山蝉遺跡D区

03区SDOI、SBOI完姻状況{南から) 0218:S001完楓状況 (東から)

04区SOl6完楓状況 (南から)

0lsSK05揃削状況 (南から) 04区柱穴列先捌状況 (西から)

図版14 鴛山蝉遺跡D区

OilKSK08遺物出土状況 (南から)

03区SOOI、SBOI完楓状況 (南から) 02区SOOI完掘状況 [車から)

04区SOl6完楓状況 (南から)

01匪SK05獅削状況 (南から) 例区柱穴列先捌状況 (西から)
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鷺山蝉遺跡E.F区 図版15

EI区5D03断而、遺物出土状況 {荷から)

El区s∞3完姻状況 (北から) EI区5D曲遺物出土状況 (南から)

Fl区5BOl完掘状況 (南から)

Fl区西側完捌状況 (西から) Fl区5B02完拙状況 (甫から)

鷺山蝉遺跡E.F区 図版15

EI区SD03断而、遺物111土状況 (南から)

El区SD03完姻状況 (北から) EI区SD曲遺物出土状祝 (南から)

Fl区SBOl完捌状況 (南から)

Fl区西側先揃状況 (i!!iから) FI区SB02完樹状況 (Tliから)
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図版16 鷺山蝉遺跡F区

F1区5B03完掘状況 CTIiから) F1区5日04、5K曲完掘状況(南から)

Fl区5B07. 11完掴状況 (車から) F1区5B04カマド掘削状況 (西から)

F2区5B61-臼完招状況 (西から)

F2区西側完掘状況 (東から) F2区5D40、5K78揃削状況 (車から)

図版16 鷺山蝉遺跡F区

F1区5B03完掘状況 (Tliから) F1区印刷、 5K08完掘状況 (南から)

Fl区5B07. 11完姻状況 (車から) F1区5B04カマド捌百j状況 (西から)

F2区5B61-64完畑状況 (酋から)

F2区西側先制状況 (束から) F2区5040、5K78揃削状況 (車から)
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F2区出方出土状況はlから)

F2区SK98遺物出土状況 (南から)

F3区完梱状況 (北から)

F3区SK35完掘状況 (北から)

鷺山蝉遺跡F区 図版17

F2区Pit319遺物IH土状況 (南から)

F218:Pit3J9樹首リ作業状況 (固から)

ロ」畑山 l
!こー「勺二
1111Fl 

F3区S823完掘状況 (東から)

F3区SB23カマド掘削状況 (東から)

F2区巡方出土状況はIから)

F2区5K98遺物出土状況 (南から)

F3区完梱状況 (北から)

1'3区5K35完掘状況 (北から)

鷺山蝉遺跡F区 図版17

Eヨ

一-F2区Pit319泣物山土状況 (南から)

F218:Pit319揃自イ乍葉状況 (西から)

f三」省主hJ J l 
千九す?と-

lcrム.
1!11Fl 

F3区5823完掛状況 (東から)

F3区5823カマド捌削状況 (東から)



- 286 -

図版18 鷺山蝉遺跡F区

FI区5DI3掘削作書状況 (聞から)

FIIl!:5DII・13完捌状況 (西から) FI区5013遺物Is土状況 (南から)

FI区5013接持鉢111土状況 (北から)

F118:5K04遺物11¥土状況 (北から) Fl区5012遺物出土状況 (北から)

図版18 鷺山蝉遺跡F区

FI区SDI3州削刊業状況 (商から)

FI区SDII. 13完謝状況 (西から) FIIRSDJ3遺物出土状況 (南から)

FI区SDI3雄総鉢IU土状況 (北から)

FIIRSK04i!t物出土状況 {北から) FJIRSDI2遺物出土状況 (北から)
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鷺山蝉巡跡F区、鷺山仙道遺跡トA区 図版19

Fl区SK03断而 (北から) Fl区SK03古瀬戸山土状泌(北から)

F2区SK76. 77掘削状況 り拡から) F3区SK30完掘状況 (南から)

Al区SB03、SX凹完掘状況(南から) A2IKSBOl完掘状況 (車から}

" IIVCT"'¥Iζ豆主企画村吉、o (，布 Ilr品、~ 、 ."支出血牢描廿i!il (-.11'かι、、

鷺山蝋遺跡F区、鷺山仙道遺跡、A区 図版19

Fl区SK03断而(北から) FII[SK03古瀬戸出土状浪 (北から)

F2区SK76'n揃削状況(荒から) 1'3区SK30完掘状況(荷から)

Al区SB03、 SXQ9完姻状況 (南から) A2区SBOl完掘状況 (車から)

"同町、，民生圃“、、ロ ，由ilr~~ c.、 .11安出..牢踊蛇坤向"~、仏、
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図版20 鷺山仙道遺跡A.B区

A2区5004掘削乍業状況 (北から) AJ区5K05掛削状況 (北京から)

A2区5003. 04完捌状況 (西から) AJ区5X01池状遺構掘削状況伺Eから)

B1区SBOl完掘状況 (南から) Bl区5B位、 50佃・ 07完掘状況 (南から)

Bl区5BOJ内5X04炉跡掘削状況 (ifjから) Bl区5EOl井戸側内完掘状況 (北京から)

図版20 鷺山仙道遺跡A'B区

A2区5004掘削作業状況 (北から) AJ区5K05掛目IJ状況 (北京から)

A2区5003. 04完捌状況 (西から) AJ JR5XOJH!!状遺構掘削状況 (東から)

BH区5BOJ完細状況 (南から) BJ区5Bο2、5006・07完掘状況 (南から)

Bl区5BOJ内5X04~戸跡掘削状況(ïljから ) BJJR5EOJ井戸側内完姻状況 (北京から)
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図版22
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図版24
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図版25
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図版26
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図版27
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図版30

鷺山蝉遺跡AIK
土師器肌集楠
(5D02 . 14 . 26、5X22)

鷺山鱒遺跡B区
土師器開範杭
(5K31 . 33) 

鷺山蝉遺跡C区
土師器肌集積
(5D17、5X03)

図版30

鷺山蝉遺跡AIR
土師器凪轟楠
(SD02 . 14 . 26、SX22)

鷺IJ.I蝉遺跡BII
土師器開範積
(SK3] . 33) 

鷺山蝉遺跡C区
土師器肌集積
(SD]7、SX03)
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図版32
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図版41

産出した花粉化石(平成15年度報告)
1ガマ属、 5003-2(下層2)、

PAL.MN 羽田

2プレパラート状況、

5D03-2 (下廟2)
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産出した花粉化石 (平成16年度報告)

1 ソパ属 (破H')、試料3(晴山蝉遺跡E11R5D03-No.3)、PAL.MN 2218 
2 プレパラー卜状況 (中央はアリノ卜ウグサ属、 2-bは2-.の拡大)、試料2(鷺山蝉遺跡B6IRSEOJ)
3.プレパラ ト状担 (中央はコナラ亜属、 3-bは3-aの拡大)、試料3(鷺山蝉遺跡ElIlSD03-No.3) 
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産出した花粉化石 (平成16'F度報告)

1 ソノ、属 (破片)、試料3(鷺山餅遺跡E1IR5003-No.3)、PAL.MN 2218 
2 プレパラート状況 (中央はアリノトウグサ属、 2-bは2-，の拡大L 試料2(鷺山蝉遺跡B61l!'SE01)

3 プレパラ ト状祝 (中央はコナラ亜属、 3-bは3-，の拡大).試科3(鷺山蝉遺跡ElllSD03-No.3) 
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図版42

二亘亘二 . 'ー」 ・

産出した花粉化石(平成17年度報告)

i コナラ属コナラ亜属、試料5、PAL.MN 2377 

2.アカメガシワ属、試料2、PAL.MN 2374 

3.イネ科、試料16、PAL.MN 2373 

4 クワ科、試料2，PAL.MN 2375 

5.ソパ属、試料16、PAL.MN 2372 

6.ヨモギ属、試料2、PAL.MN 2376 

わ ~ . 、
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I' )r~ -， ， .・・.
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鷺山蝉遺跡85区SX21石積施設遺構試料の甑徹鋭写真

l プレパラートの状況試キ1@

2 プレパラートの状況試料@

3 プレパラートの状況試本@

ロ
図版42
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産出した花粉化石 (平成J7年度報告)

1 コナラ属コナラ亜属、試科5、PAL.MN 2377 

2 アカメガシワ属、試科2、PAL.MN 2374 

3 イキ科、試科目、 PALMN 2373 

4 クワ糾、 試料2、PAL.MN 2375 

s ソパ属、試科目、 PAL.MN 2372 
6 ヨモギ様、試科2、PAL.MN 2376 

、

1 ， .・・.
O.1mm ，・〆，J
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鷺山蝉遺跡85区SX2J石積施設遺構試料の顕彼鋭写真

l プレパラー トの状況試本!@

2 プレパラー トの状況試キ@

3 プレパラートの状況試料①

ロ



- 311 -

f"(.'¥ 

図版43

. 
~ Ii T~ Ie ， 

， ， r司令

U-sf雪、静岨 J!r' I 
" " 

V 

'¥J 

" " " " 

7 

'1 V 
9 

j世航物中の珪離化石顕徹鏡写真 (平成15年度報告Sca[e:10μm 

]. Eunot;，1 pecluWJiS v.1r.millor 2. Gomph.onema parvulum 

3. Navicula mutic.1 4. Ach.n.1nthes hungarica 5. Achnanlhes J/Ungarica 

6. Hantzschia ilmphioxys 7. Pillllu/.1ria gibba 8. Pinnul:lria viridis 

9. Navicula cuspidafe 10. Han臼'scl!iaamphioxys 11. PinnuJaria microstaurorJ 

12. Frustulia vulg，1rI's 13. Gomplwllcma graci!e 14. Cymbe/la naviculiformis 

15. Hanfzschia ，1mρlJioλys 16. PintlUJ.，ri.1加r田 lis (16 試科⑥5XOI、1-15 試料①5D由)
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堆般物中の珪帯化石顕微鏡写)'> <平成17~ 腔報告) ScaJe : 0.01 mm 

1. Gomphonenw parvulum 2 凡avicuJamutic.1 3. Pillnularia micrl回 wurOIl

4. PinnuJaria加r酎 ljs 5. Nirzschia c/ausii 6. f1anl2schia amphioxys 

7. Frustulia vuJgaris 8. Pinnularia braunii 9. Pinnu/aria micrOSl.1uron 

10. ;¥chnanthes Inf];lta 11. Syncdra u/na 12. PinrlUlaria gibb:J 

13. Pinnu/aria vilid.瓜 14.Eunoria pr，1erupta var. bid 15. Pinllulari.1 gibba 

16. flamzschia amphioxy 17 白 mphonema.1cumin.1tum 18. RIJOpa1odia gibberul.1 

(I • 3 . 5 . 9 . 10 . II . 12 . 15 : No.3、2. 4 . 6 . 14 : NO.4、7・8.13. 17' 18: No.5) 
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地積物中の底部化石顕徴鏡写真 (平成15年度報告Scale:10μm 

1. Eunoti.1 peclin，1Jis V.1r.m川or 2. Gomphoncma parvulum 

3. Navicula mutica 4. Aclmallthes hung.1ric.1 5. Achnmllhes I/Ungarica 

6. Hantzschi，1 amphioり.'5 7 日'nnuJ.1ri，1gibba 8. PinnuJaria viridis 

9. Navicu/a cuspidale 10. Hantzschia制収hi町 y5 11. Pinnularia micJ"Ostauron 

12. Frustulia vulgnris 13. Gomphonema grelci!e liJ. Cymbella naviculiゐrml$

15. Hanfzschia amphωλys 16. Pinnul.1ri.1 bo皿alis (16 試科@SXOI‘1-15 試料①SD凹)

曲，

" 

i，1 
堆杭物中の接部化石顕徹鏡写n <平成 1 7~一度報告) Scale : O.Olmm 
1 白 mphonenJ.1parvulum 2. Navj，ιuJa mucic.1 3. PilJlwlaria micrl田川'(011

4 丹nnu/ariaboreaJis 5. Nilzschia c/ausu 6. flantzschja amphio.Y)勺5

7. Fruswlia vuJgaris 8. Pinnularia braunii 9. Pinnu/aria microsl.1uron 

10. Achnantb田 inOaw 11. Syncdro u/na 12. Pirlllu/aria gibbtJ 

13. Pil!nu/aria vilidis 14. EUllotiaρr，1crupta var. bid 15. Pintlu/aria gibbu 

16. flamzscllIa <Jmphioxy 17 白'"'ρhonema.1ctlminawm 18. RIIOρ，uJodia gibberul.1 

(J . 3 . 5 . 9 . 10 . 11 . 12 . 15 : No.3、2. 4 . 6 . J.J : No.4、7・8.J3 . 17' 18: No.5) 
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図版44

1a 

1C1 目 a・・4 F-、 J A | 目 zc 

分折した土部片と付着珪礎化石(平成17年度報告)5cale: 20μm 

la' lb. SK96出土土器Jt 2a' 2b. SK97出土土器片

2e 

C、プ札河‘-田〆， 

2f 
11 ， 

lc. ThaJassionem，1 nitzscJl刷 des ld. n1ntzsc!Ji.1.1mphioxys le. Pitmu/，1ri.1 borealis 

lf. Navictl/a mUlIca Ig. Diploneis interruρlel 

2c. Th<llassionenl.1 nitzschioides 2d. Navicula m山田 2e.C.町'cQlleisscuteJJum 

21 骨針化石 2g. C，配 coneissculellum 2h. Coc叩 neisscuwllum 

R 

図版44

la 

長. 冒 目 . ，司 . -， ..， 

分割rした上掛J¥-と付者珪革化石(平成17年度判l告)Scate: 20μm 
la' lb. SK96出土土器14-2a' 2b. SK97出土上器H

2e 

2f 
g 

lc. Tlllllassio/Jcm.1 nitzsclJioides ld. Hnntzsclli.1l1mphioxJ附 le.Pilllllll:lrul borc.llis 

lf. NIlV;cu/iI mmiι;1 Ig. Diploneis interruρt召

2c. TJUl/.1Ssioll印刷 lIitzscJuoides 2d. Navicu/n 1Illlljca 2e. 口出叩'lIcisscutcllum 

21.骨針化{j 2g. Cocconeis scUlcllum 2h. C.乱、r:oneisscurcllul1l 
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鷺山蝉遺跡のプラン ト オパール

1-3イネ (a 断面、 b 側而)

1 : No.5、 2: No.J6、3: No.l4 

4 イネ穎部破片 No.lO 

5.シパ属 (断面)NO.12 

6.ネザサ師型 (a 断間、 b 側面)No.l3 

l 

図版45
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:)〉 ì~~っ，
町‘， / ノ. 、--，.-，. -5 6-b 

ベ バ'!?f1
-J .$ 
81 8-b L-・9-. 9-b 

7 クマザサ属型 (a 術師、 b 側面) No.J4 

8 他のタケlI!科 (a 断I目、 b 側面) No.l3 

9 ウンクサ佳 (a 断面、 b 側面) No.16 

10 ヨン属 (断耐) No.11 

2 3 

鷺山蝉遺跡H¥土木製品材組織の光学顕微鏡写n(鷺山蝉遺跡AJ区SDJ4将棋駒)
No.l ヒノキ科アスナロ属

i木口 付 40) 2柾目 (XI冊 3岨日 (叫0)
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3-b 

O.03mm 

一鷺山蝉遺勝目プラント オパール
)-3.イネ (， 断面、 b 側而)

J : No.5、 2: No.l6. 3・No.14

4 イネ穎部破片 No.10 

5 ンパ属 (断面)NO.12 

6.ネザサ節劃 (. 断I師、 b: !!11m) No.l3 

7 クマザサ属型 (a:断而、 b 側面)No.J4 

8 他のタケ亜科 (a:断面、 b 側面) NoJ3 

9 ウシクサ族 (a 断l而.b 側面) No.16 

10 ヨン属 {断面) NO.11 

1 2 3 

鷺山蝉遺跡 Il\土木製品材組織の光学顕微鋭写J~ (鷺山蝉遺跡Al区SD I 4~守棋駒)
No.l ヒノキ科アスナロ属

i木口 い40) 2柾目 (xI田 3艦日 (x40)
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図版46
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鷺山蝉遺跡出土i書容器材組織の光学顕微鏡写真 (平成15年度報告)

1a -lc カパノキ属(試料HlS-1) 2a-2c トチノキ(試料H15-¥0) 3a-3c イイギリ (試料H15 司

a 繍断面 b 接線断而 c 肱射断面Scalebar ; a = 1.0mm， b = O.4mm. c = 02mm 
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鷺山蝉迫掛出土漆容器材組織の光学顕微鏡写其 (平成15年度報告)

1a -lc カバノキ属(試科目15-1) 2a-2c トチノキ(試料1-115-10)3a-3c イイギリ (試料HJ5-7)

a 繍断而 b 接続断面crc 肱射断面Scalebar: a=1.0mm， b=O.4mm. c=O.2mm 
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鷺山蝉遺跡出土木製品材組織の光学顕徴鈍写真 (平底17年度報告)

la-lc アカマツ (試料H17-14、矯木) 2a-2c ヒノキ (拭科H17-17、折敷)

3a.3c サワラ {試科目17-23.不明 4，サワラ (拭科1-117-16、署}
a 償断間 b 接線断而 c 肱射断i1iiScalc bar: a= LOmm. b=O.4mm， c=O.lmm 

図版47
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鷺山蝉遺僻出土木製Eft-t材組織の光学顕微鏡写真 {平成17年度報告)

la-lc アカマツ (試料H17-14、矯水) 2a-2c ヒノキ {試料H17-17、折敷)

3a -:Jc サワラ {試科H17-23.不19J) 4c サワラ (試料HI7-16.署)
a 摘断聞 b 接線断而 c 肱射断面Scalcbar: a'" LOmlll. b=O.4mm， c=O.lmm 
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図版48
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鷺山蝉遺跡出土木製品材組織の光学顕徹鏡写真 (平底17年度報告)

5a-5c トチノキ (試科H17-9、漆器腕) 6a'oc タケ亜科 (竹剖)(試料1-117-20-3、i刷物木釘)
7， タケ亜科 {竹顕)(試料H17-27-2.不1/1)
a 繍断而 b 揺線断而 c 肱射断而Scalebar: a= LOmm. b. 6c=O.4mm. 5c=02mm 

鷺山蝉遺跡出土木製品材組織の光学顕微鏡写n(平成18年度報告)
4a-4c イイギリ (試科Hl8ーし下駄)

a 櫛断1師?b 提線断面 ?c 敏射断而 Scale bar: a= 1.0mm. b=O.4mrn. c=02mm 

図版48
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鷺山蝉遺跡出土木製品材組織の光学顕僚鏡写真(平成17年度報告)

5a-5c トチノキ (試科1-117-9、楼E制施) 6a'6o タケ亜科 (竹節)(試料HI7-20-3，!fil物木釘)
7a タケ亜科 (竹覇)(試湘H17-27-2.不明)

a 繍断聞 b 接線断而 c 肱射断簡Scalebar: a= LOmm. b. 6c=OAmm. 5c買O.2mm

鷺山蝉jfi跡出土木製品制組織の光学制償鋭写J'!(平成18年度報告)

4a-4c イイギリ (試料H18-1‘下駄)

a 検断前Pb 撞I!l断而?c 依射断面 Scale b3r: aD 1.0mm， b=O.4mm. c=02mm 
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bar 

鷺山蝉遺跡86区SEOI井戸開部材の材組織光学顕徹鏡写真 (平成16年度報告)

la-Ic サワラ (内聞に落下板材Nu3)2a サワラ (上部抽出1) 3a'3c サワラ (上部禍出ω
4， サワラ (下部揃No.4) 5a' 5c サワラ (下部柄拘7)
a 機断而 b 接線断而 c 肱射断im$cale bar: a= I.Omm， b=O.4rnm. c=O.lmm 

図版49

bar 

鷺山蝉置僻s6区SEOI井戸岡部材の材組織光学制徴鏡写真 (平成16'1'&報告}

la-Ic:サワラ (内聞に落下仮材出国 2a サワラ {上総桶&1.1) 3a' 3c サワラ (上部禍Nu6)

4a サワラ(l部州地4) 5a-5c サワラ (下部桶尚7)

a 被断面 b 接線断而 c 肱射断而Sealebar: a=J.Omm. b=O.4IllIll， c=O.lmm 

図版49
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図版50

国r

鷺山蝉遺跡A3区SE05井戸側部材の材組織光学顕微鏡写真 (平成18今度報告)

la-Jc スギ (No.l4内井戸枠)2a-2c サワラ (No.l3内井戸枠)3，-& ヒノキ属 (No.91井戸枠)
a繍断間予b 接線断簡1，肱射断面Sca!ebar: a= 1.0mm， b""O.4mm， c""O.lmm 
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晴山蝉迎肺A3区SE筒井戸側部材の材組織光学顕微鏡写真 (平成18年度報告)

la-lc スギ (No.14内井戸枠)2a-2c サワラ (NoJ3内Mヨ枠)3，，-& ヒノキ属 (No.91井戸枠)

a 繍断I伺?b: l~線断ífli?c 肱射断面Sca!ebar : <L:: 1.0mm. b '" O.4mm. C'" O.lmm 
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鷺山蝉遺跡出土動物遺体(J)

l アカニシ (鷺山鱒遺跡AJIi<SD14)
2'3 イヌ頭蓋骨儀片 (鷺山蝉置跡B3区SD03)

2a ; J: ~Jt廿左。 2b ; 切他1;t ， 311;上顎廿宿

泊。左上顎第4')、自他 3c;左上顎mJ大臼歯
4-6 ヒト (鷺山蝉遭跡s31互SD03)

4頭蓋骨 5惟骨。 611作

図版51

鷺山蝉遺跡出土動物遺体(1)

l アカニシ(鷺山蝉遭跡A11R5D14)
2'3 イヌ 碩後11' ~佐片 (鷺山蝉遣時B3区5003)

2a: t.: ~JH~ 左， 2b: ~}I制'}， 3a: l:顎廿 イヲ.
3b : !.i.上顎m4/1、臼凪 3c 左上顎拠隠1大自由

4-6 ヒト {鷺山蝉遣陣B3IK5D田)
4頭鑑怜 5惟骨。 6睡竹

図版51
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図版52

鷺山蝉遺跡出土動物遺体 (2)

ウン(鷺山蝉遺跡s8IKSD86出土)

I . 2.日叩廿(1右 2左 3'4 上腕什白右 4丘)
5 小Ji!1't 左 6' 7.基聞作 8' 9 中間廿
10 . 11 尺作(¥0右.11左) 12 . 13 挫骨(12布。 13左) 14. JUJ骨

図版52

鷺山師遺跡111よ動物遺体 (2)

ウン (鷺山師遺跡B81KSD部出土)

1-2.1ifljl什 11右.2庄 3'4 上腕什 (3有 41;:)

5. qリ4骨左 6" 基節ft 8.9 中節廿

10・11 尺作 (10省 11左) 12' 13.挫骨(12;(5. 13左) 14 肋骨
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3. No.2内面 (x4曲)

<1. No2外面 (x8四)

5. No.3内面 (X800)
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7. No.4内面 (x8曲1
8. No.4タト面 (x航路)
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10. No.5外而 (叫凹)
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13. No.7内而 (x以剛

14. No.7外面 (x4曲)
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23. NO. 11タ~Jlì (X200) 

24. No.ll外両 (x叙悶)
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?:l. No.12内面 (x4叩)

28. No.12:外而 (x4佃)
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漆際情造調査断面顕微鏡写真 (3)

29. NoJ3内問 (叫叩)

30. No.13外面 (x8皿)

31. No.l4内面 (x8四}

32. No.l4外而 (x叙附

田.NO.15内lfo{x 4曲)
34. NO.15外I町(吋曲)

35. NO.16内面 (x叙)())

36. NO.16外面 (x4曲)

37. NO.17内聞い2凹)

38. No.l7外面 (x4(0) 

39. No.18内面 (x4帥)

40. NO.18外而 (x，曲)

41. NO.19内而 (x4叩)
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漆膜情造調査断面顕微鏡写真 (3)

29. NO.13内町 (x/100) 

30. NO.13外聞い8国}

31. No.l4内面 (X800) 

32. No.J4タ同 (x鉱岡

田.No.15内而 (x4曲)

出 NO.J5件前i(川帥)
35. No.l6内面 (x800) 

36. NO.16外面 (x'100) 
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37. No.17内而 (x2叩)

謁• No.l7外而 (x4田1
39. No.J8内面 (X4回)
40. No.l8外耐 (x4曲)

41. NO.19内而 (x4叩)

42. NoJ9外聞い8叩)



- 324 -

図版56

一、

， . ，、

• 

43 

F¥  

¥)  
、←

ー~， 
，、‘ .ー

.j 
、，

、
‘' 号、• 

‘ 、， • 、

) 、ー
.- f~ 

'. ' 
‘ ..} 

- J ふ‘ f・ ~!- :.. 書γ
〉 ι'，'

，. 
'・

• 、
• 

司、・ー〆--司、~ ー

46、
. "、・，‘晶F ， 、

¥"¥147 

h 

捺H$'f構造捌査断而顕微鏡写真 (4)

43. No.l9内而付珊樺膜 (x4(0) 
44. NO.20内而 (x800) 

45. NO.2C外I師 (x8岨)

46銅製選方表面付泊物の断面 (x2叩)

付積物の外観と実体顕微鏡写其

47鋼製週方豊田1付着物の断而 (x4曲)

48，銅製出方車両付昔物の断ifll(x 800) 

1. SK31出土土師縛sIlIII!に挟まれていた付着物

(，上面、 b 下面、 c 上而の拡大、 d 断而薄片の顕酷鏡写真)
2. SK95出土須恵器内面付活物

(a 付帯状担、 b 拡大)
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付器物の外観と実体顕微鏡写其

1. SK31 出土土師時肌仰lに*まれていた付着物

(，上面、 b下I師、 c 上而の拡大、 d断irIi薄片の顕酷揖写真1
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報告書抄録

コ ド
所収遺跡名 所在地 jt緯 東経 調査商積 調査期間 調査原因

市町村遺跡番号

岐阜市 35・ 136・
鷺山蝉遺跡 鷺山宇束蝉 21201 G33G07183 26' 45' 600ni 

2003.5.29 
岐単市鷺山第二

宇雨屋 42' 54' 土地区画整理事~ 
岐阜市 35・ 136・

2007.3.15 業に伴う緊急発
嵐山仙道遺跡 鷺山 21201 G33G08651 26' 45' 3.358ni 姻調査

字西蝉 43' 52' 

所収遺跡名 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鷺山蝉遺跡 純文時代 土結集積・ 縄文土掛(晩期稲荷山式~ 晩期中葉稲荷山式土器白出

鷺山仙道遺跡 晩期 f再・落ち込 馬見塚式) 土

み・低地 突帯文土器の出土

弥生時代 構・流路 弥生土器(遠賀川系土器・条 遠賀川系土掠と金痕文系土

土器集稿・ 痕文士総) 器の出土。微高地縁辺部に

低地 糟を確認.

古墳時代 竪穴式住居 土師jg~(S宇状口縁台付費・ 竪穴住居跡確認.微高地縁

溝・土台'i低 柳須恵ヶ坪骨骨型壷・小型丸底盗) 辺部に溝を確認.
地 (杯など}

古代 竪穴式住居 土師栂(伊勢型費平底費等 竪穴住居跡多数確認.

土坑ピヲト・ 須恵総(美濃須衛猿投等) ピット内より銅製の巡方が

f持・低地 焼出土{m(英漉式製邸土器iD 出土。須恵器を重ねて埋納
灰紬陶掛i.銅製品(巡方) したピットを確認。

中世 土坑・ピヲトー 土師探(皿・鍋羽釜) 蝉土手城館跡内、あるいは

堀 1持・涜路 山茶碗・陶器(古瀬戸 常滑) 近接地で旧来の長壁に沿っ
中国産磁器(青磁白磁) た満を複数確認.

銅鍛(渡来銭)

戦国時代 倒立柱建物 土師探(皿・鍋) 蝉土手城館跡の堀と土坐を

石組遺構 胸部(古瀬戸・大器t.1泊) 確認。蝉土手城館跡西側で
土坑 t'，ト・ 中国産磁器(青磁染付) 屋敷跡を確認.戦国期白地

井戸 滑 木製品(樺器椀折敷箸 制が旧来の条盟と規模方

堀・土盤 将棋駒)嗣銭{護来銭) 向と合わないことが判明。

報告書抄録

コ ド
所収遺跡名 所在地 ~t緯 東経

市町村遺跡番号

岐阜市 35・ 136・
脇山蝉遺跡 矯山宇東蝉・21201 G33G07183 26' 45' 

宇雨昆 42" 54" 

岐阜市 35・ 136・
鷺山1山道遺跡 鷺山 21201 G33G08651 26' 45' 

宇西蝉 43" 52・

痕文土総)

古代

調査茄積

600ni 

3.358ni 

調査期間 調査原因

2003.5.29 
岐阜市鷺山第二

土地区画整理事~ 
2007.3.15 業に伴う緊急発

梱湖査

ピット内より銅製の巡方が
出土.須恵保を盟ねて埋納
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鷺山蝉 ・鷺山仙道遺跡

舵阜市鷺山第二土地区画監理事章に伴う緊急尭掘調査一

平成19年3月

発行 (財)岐阜市教育文化振興事業団

岐阜市上川手770帯地

印刷 西濃印刷妹式会社

岐阜市七軒町凶器地

鷺山蝉 ・鷺山仙道遺跡

蛙阜市揖山第=土地区画監理事業に伴う緊急発掴咽査一

平成19年3月

発行 (財)岐阜市教育文化振興事援団

岐阜市上川手770帯地

印刷 西濃印届11株式会社

岐品市七軒町凶器地
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